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この 資料 は,日 本 自転 車振 興会 か ら競 輪収 益の一 部 で あ る機 械 工業振 興資 金 の

補 助を 受 けて昭和62年 度 に実 施 した 「情 報化 国際講 演 ・討論 会 」の成 果 を当 日

の速 記 録 を も とに と りま とめ た もの で あ ります。
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は じ め に

第16回 情報化国際講演 ・討論会は,JIPDEC創 立20周 年記念行事 ならび

に情報化月間行事の一環 として,昭 和62年10月8,9日 の二 日間にわた り経

団連ホールにおい て開催 され ました。本講演 ・討論会 のね らいは,国 際的に論議

を呼んでいるテーマを タイ ミングよくとらえ,内 外講 師による討論 によって,動

向を把握 し対応策 に資す ることにあ ります 。

本年度は 「1990年 代の情報化 を考 える」 と題 し,情 報技術の革新 と新産業

の興隆 とい うサ ブタイ トルの もとに,革 新技術の実用化へ の過渡期 としての19

90年 代につ き,ど の ような新産業が もた らされ,ど のように産業構造が変革 さ

れるか,論 議いた しま した。両 日とも経団連 ホール会場には多数の参加 を得,活

発な意見の交換に よ り多大の成果 をあげ ることがで きました。

本資料は,講 演,パ ネル討論の内容を と りまとめて会議録 とした ものです。本

資料 をと りま とめ るのに当 り,ご 協力いただいた内外の講演老,パ ネ リス トの方

々をは じめ参加者,ま た関係の方 々に深 く感謝の意を表す る次第です 。

昭和63年3月

財団法人 日本情報処理開発協会
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昭和62年 度情報 化 国際講演 ・討論会 プ ログラム

8日(木)

1.開 会 式

・ 開 会 挨 拶

・ 来 賓 挨 拶

(9:30～10:00)

財 団法人 日本情報処理開発協会

会 長 影 山 衛 司

通商産業大臣

田 村 元
.
」

.
2.講 演(10:00～12:00)

「情報 処理 利 用 技 術 の 革新 と産業 界へ の イ ンパ ク ト」

カ ンタムサ イ エ ンス社

会 長 マイレクJ.ス ティープソソソ

3.講 演(13:00～15:00)

「情報技術の新 局面」

パ ッ ト ソ ア ソ シ ェ ー ッ

代 表 ピ ー タ ーC.パ ッ ト ソ

4.講 演(15:20～16:50)

「情報化の進展 と将来の産業構造」

株式会社 電通総研

所 長 天 谷 直 弘
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9日(金)

1.講 演(9:15～10:45)

「わが 国情 報 化 社 会 の進 む べ き道 」

東 海大 学

教 授 唐 津



2.講 演(11:00～12:30)

「情報技術 の高度利 用」

AT&Tベ ル研 究 所

ネ ッ トワー ク技 術 部

担 当重 役 ウ ィ リア ムB.ス ミス

3.パ ネ ル ・セ ッシ ョ ン(13:30～16:30)

「情 報化 の 進 展 と新 産業 の興 隆 」

パ ネ リ ス ト

コ ー ア イ 不 一 タ

マ イ レ クJ .ステ ィ ー ブ ン ソン

ピ ー ターC!く ッ トン

ウ ィ リア ムB.ス ミス

柳井 久義(芝 浦工 業 大 学 学 長)

山 本 卓眞(富 士 通株 式 会 社 社 長)

横 山太 藏((財)日 本情 報 処理 開 発 協会 専務 理 事)
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(1)開 会 挨 拶

財団法人 日本情報処理開発協会

会 長 影 山 衛 司

皆様お早 うござい ます。

本 日は,情 報化国際 ・講演討論会 を開催いた しましたところ,大 変 お忙 しい中

を多数 ご参加を頂 きまして誠 にあ りが と うござい ます。

私共,財 団法人 日本情報処理開発協会は,設 立以来今年でち ょうど20周 年を

迎 えますが,こ の間中立的 な公益法人と して先端技術に関す る調査 ・研究 および

開発,イ ンタオペラ ビリテ ィの推進,人 材養成,普 及 ・啓蒙,国 際交流な どを通

じわが国の情報化進展のために鋭意努 力 してまい りました。過去20年 にわたる

私共の数 々の成果はひ とえに皆様方のご協力の賜 と厚 くお礼 申し上げ ます 。

このたびの情報化国際講演討論会は,私 共の普及 ・啓蒙事業の一環 として情報

化月間の行事 に協賛 して行 うもので ござい ますが,併 せて協会設立20周 年記念

行事 ともさせ て頂 きま した。

ご案内の とお り,「1990年 代の情報化 を考 える 一 情報技術の革新 と新 産

業の興隆 一 」 をテーマといた しまして,内 外の有識者の方々にご講演 だけでな

く大い にご議論 して頂 くこ とに してお ります。今 日のわが国にお ける情報化の進

展には 目覚 ましい ものがあ り,急 速に進む情報技術 の革新は産業構造のみ な らず,

社会構造の変革をも招来 しよ うとしてお ります。 こ うした中で1990年 代 は新

しい産業の萌芽が始 まるであろ う正に過渡的な時期である と言 えます。当講演討

論会を通 じ,激 動す る情報化時代に向って何が起 こ り,新 たなビジネスチ ャンス

とは何か を掴んでいただき,皆 様方の今後の企業戦略の糧 として頂ければ幸いに

存 じます。

本講演 ・討論会 は今 日と明 日の2日 間,予 定 してお ります。第1日 目の本 日は,

カンタムサ イエ ンス社の ステ ィーブン ソン会長,パ ットソアソシェ ーツのパ ッ ト

ン社長な らび に株式会社電通総研の天谷直弘所長のお三方に講演 を頂 くことに な

ってお ります。 また,第2日 目の明 日は,午 前 中は東海大学 の唐ee-一先生,AT

&Tベ ル研究所の ス ミス取締 役にご講演頂 き,午 後か らはパ ネルセ ッシ ョンを行

うこととしてお ります。 なお,パ ネ リス トとしては,ご 講演をいただいた外人講

師お三方のほか,芝 浦工業大学 の柳井 久義学 長と富士通株式会社の山本卓眞社長
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にご参加頂 きます。 コーディネータは当協会専務理事横山がつ とめ させていただ

きます。

なお,こ の討論会開催にあた りましては,通 商 産業省,日 本 自転車振興会,日

本経済新 聞社のほか多 くの方々の ご協力をいただきま した。 この場 を借 りまして

厚 くお礼 申 し上げ ます。

以上 をもちま して私のご挨拶 とさせていただきます。 どうもあ りが と うござい

ました。

二2_



(2)来 賓 祝 辞

通商産業大臣 田村 元(代 理)

機 械 情 報 産 業 局

局 長 児 玉 幸 治

畠

＼

D

本 日,こ こに,「 情報化 国際講演 ・討論会」が開催 され るに当た り,一 言ごあ

い さつを申 し上げます。

まず,本 討論会を主催 され る財団法人 日本情報処理開発協会が創立20周 年 を

迎えられたことを心か らお よろ こび 申し上げます。

さて,我 が国の情報化は,近 年 の技術革新に伴い,産 業 ・社会 ・家庭生活の各

分野において広 く,か つ,深 く浸透 しつつあ ります 。また,情 報化は地域社会 に

おいても点か ら線,線 か ら面へ と急速にその輪 を広げてお り,地 域 の経済活動に

おける重要性 を増大 させつつあ ります。 さらに,企 業活動の国際化に伴 って,情

報化は国際的に も着実に進 展 してお ります。

しか しなが ら,高 度情報化社会の実現 に向けて未 だ基盤整備に関す る問題や質

的な問題が山積 しているの も事実であ ります。それ らの問題解決のため,通 商産

業省 といた しま しては,人 材,ソ フ トウェア,デ ータベース,ハ ー ドウェアの各

面か ら総合的な情報化関連施策 を展開 してい るところであ ります。す なわち,情

報化社会を支 える情報処 理技術者等の人材の育成 や情報化教育の充実,ソ フ トウ

ェアの量的質的不足へ の対 応,デ ータベ ースの整備,多 種多様 な情報 関連機器 ・

システムの相 互運用性 の確保,情 報関連技術開発の一層の推進等であ ります。

このよ うな時期 にあ って,我 が国の情報化社会の将来を テーマに した 「情報化

国際講演 ・討論会」が,外 国か らの参加 も得 て開催 され ます ことは,誠 に時宜 を

得た意義深いもの と申せ ま し ょう。本討論会 におい て活発な議論が行われ,我 が

国の今後の情報化の進展に とって有益 な成果が得 られ ることを期待 してお ります。

最後 に,本 行事 を企 画 ・推進 して こられた関係各位の御 努力に敬意 を表す る と

ともに,本 日御列席の皆 様の一層の御発展を祈念い た しま して,私 のごあい さつ

とさせ てい ただきます。

昭和62年10月8日

通商産業大臣 田村 元 代読
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2.講 演

「情報 処理利用技術 の革新 と産 業界 へのイ ンパ ク ト」
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2.講 演

「情報処理利用技術の革新 と産業 界への インパ ク ト」

カ ン タ ム サ イ エ ン ス 社

会 長 マ イ レ クJ.ス テ ィ ー ブ ン ソ ン

おは よ うご ざい ます 。 .一 一

本 目,、皆 様 と ともに お会 い して お話 を で き るの を大 変 うれ し く思 い ます 。

情 報技 術 の与 えるイ ンパ ク トにつ い て お話 を 申 し上げ たい と思 い ます 。、コ ンピ

ュータ,そ して通 信 技 術 の双 方 につ い て お話 を 申 し上 げ たい と思 い ます 。 各 産 業

分 野 に どの よ うな イ ンパ ク トを与 えるか,新 し くあ らわれ つ つ あ る技術 が どの よ

うな形 で新 しい ア プ リケー シ ョンを生み 出 し,ま た,新 しい製 品や サ ー ビス を生

み出 して い くで あろ うか とい う点 につ い て も話 を進 めた い と思 い ます 。

最 初 に,簡 単 に カ ンタ ムサ イ エ ンス社 に つい てお話 し申 し上げ た い と思い ます 。

日本 にお き ま して も このJIPDECと 大変 長 い 関 係 を保 って まい りま した。 今 後

ともそ の 関係 を続 け てい きた い と思 い ます 。

まず,カ ン タ ム ・グル ー プ ・イ ン ターナ シ ョナル とい うの が ご ざい ま して,カ

ンタ ム ・グル ー プ ・イ ン タ ーナ シ ョナ ル の下 に は,経 営 コ ンサ ル テ ィン グ ・サ ー

ビスを 行 な うカ ンタム ・グル ー プ ・コ ンサ ル タ ン ト社 と,エ レク トロニ ック ・デ

ー タベ ー ス社 の2社 が ご ざい ます。

こち らの 方 はす べ ての コ ン ピュ ー タ及 び 通信 関係 の製 品 を ア メ リカ,ま た, .ヨ

ー ロ ッパ で ,そ れ ぞ れ の国 にお い て,そ れ ぞ れ業界 別 に部 門 を持 って活 動 を行 っ

て お ります 。 そ して 技 術及 び 市場 及び流 通,製 品 の導 入,ユ ーザ ー のサ ポ ー ト面

で の あ らゆ るサ ー ビスを提 供 して お ります 。 また,い ろい ろ な分 析 も行 って お り

ます 。

それ で は,私 ど もの 主要 ない ろ い ろな アイ デ ア,ま た,こ こ1年 ほ どで 開発 し

て まい りま した サ ー ビス,技 術 等 々につ い て御 紹 介 したい と思 い ます 。

ユ ーザ ーの 技術 に関 す る支 出,特 に コ ンピ ュ ータ及 び通 信 関 連 の製 品 サ ー ビス

へ の支 出 が 伸 び て き てお ります 。 まず,1 .975年 か ら85年 とい う初 期 の 段 階

で は,機 能 の 自動 化 及び 工 程 の 自動 化 に 重 点 が置 か れ て ま した 。 まず,自 動 化 の

プ ロセ スや ア プ リケ ー シ ョンがOAの 分 野,そ して テキ ス ト・プ ロセ ッシ ング等

一5一



々の 分野 で 行 われ て きた ので あ ります 。80年 か ら85年 ぐ らい に な ります と,

今 度 は重 点 が 生 産性 の 方 に移 って ま い りま して コス ト節減 の方 に重 点 が 移 って ま

い りま した 。

私 ど も と して は,次 の段 階 で は コ ンピ ュー タ,通 信 シス テ ム,及 び サ ー ビス の

利 用 が さ らに 高 度化 して い くだ ろ うと思 ってお ります。 そ して比較 優 位 を技術 を

用 い る こ とに よ って求 め る よ うに な って い くで あ りま し ょう。 コ ンピ ュー タや 通

信技 術 シス テ ムを使 って,比 較 優位 を 目指 す とい うよ うな方 針 が と られ てい くで

あ りま し ょう。す なわ ち生 産性 向 上 に 重点 が 置 かれ る よ うにな ります 。

既存 のい ろい ろ な機 能 の 自動 化 重 視 とい うこ とが シ フ トしてい きます と,い わ

ゆ る複利 ベ ー スでの 年 平均 伸 び 率 は下 が ってい く と思 い ます 。 情報 シス テ ムに 関

す る投 資 及 び 支 出で す が,対GNP比 で7%に まで 上 が って きて お ります 。1995

年 の 時点 では,ア メ リカに お ける コ ンピ ュ ー タ,通 信 産業 は,GNPの 中で も現

在 自動車 産 業 が 占めて い る よ うな重 要 な地 位 を 占 め る よ うに な るで あ りま し ょう。

ま た,コ ンピ ュー タ及び 通信 技 術 の 重 要性 とい うの は,自 動 車 が 現在 ア メ リカの

各 道路 で持 って お ります 価値 とそ の 重 要 性 と同 じだ けの 重要 性,価 値 を社 会 で持

つ よ うに な るで あ りま し ょう。

そ れ とハ ー ド面 で の支 出 です が,や や伸 びが 鈍 化 してお ります 。 ハ ー ドに対 す

る支 出 は14%ぐ らい で あ りま した 。 今 で は8%ぐ らい 。 そ して1990年 か ら

95年 まで の間 は,年 平 均 で6%ぐ らい に鈍化 してい くもの と思 わ れ ます 。 業 界

は コ ン ピ ュー タの新 しい 応 用 を探 る こ と に よ って,そ して コ ン ピ ュー タの位 置づ

け を さ らに 高度 化す る こ と に よ って,成 長 を図 って い くこ とが で き る と考 えてお

ります 。

そ れ で は,こ うい った 技 術 の方 向 を指 し示す そ の原動 力 とな ってい る もの は何

で し ょうか。 大 体 業界 に依 存 して お り,業 界 別 にい ろ い ろ な動 きが あ る とい うこ

とが 言 える と思 い ます 。

まず 通 信 分野 です が,新 し く現わ れ つ つ あ る原動 力,推 進 力 とい うの は,産 業

の 国 際化 に基盤 を置 い て お ります 。製 造 業,ま た,サ ー ビス業 が ます ます 国 際化

の度 合 い を高 め てい る とい うこ とに起 因 して お ります 。 特 に製 造 業 で は,生 産 施

設 の 分散 化,ま た,海 外 移転 とい う傾 向が 見 られ てお ります 。 これ が フ ァクシ ミ

リの 伸 び,ま た,ワ イ ドバ ン ド(広 帯域)伝 送 通信,そ の 他 のい ろい ろな動 き を

推進 して い る力 とな ってお ります 。 また,そ の他 の製 造 業 で の動 きに お きま して,

特 に エ レ ク トロニ ック ・デ ー タ ・イ ンタ ーチ ェ ンジ等 々 も伸 び て き てお ります 。
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図表2-1情 報技術 関連支出の伸び の鈍化

(単 位10億 ドル)

1975 1985 1990 1995

ア メ リカのGNP 1549 3906 5,727 8β09

情報技術関連支出合計 729 2496 3895 58L7

対GNP(%) 47 64 68 70

年平均伸び率(%) 一 13ユ 93 84

壁 鯵 警 出合計 23ユ 899 1345 1849

一 146 84 66

`

保 険 業,ま た,金 融 業 で は 自由化 が進 ん で お ります 。24時 間 取 引 が行 わ れ る

よ うにな りま して,通 信 サ ー ビス に対 す る需 要が 特 に銀 行業,あ るい は金 融 機 関

の間 で 高 ま ってお ります 。 また,銀 行 が多 国籍 化 を 図 って お り,例 えば ロ ン ドン

に は多 くの邦 銀 が 入 って きてお ります 。5年 前 と比べ てみ ま し て もか な り増 えて

きてお ります 。 大 手銀 行が 国際 化 を 図 ってい る,ま た,グ ローバ ル な取 引 を行 う

よ うに な ってい る とい う こ とで,通 信 ネ ッ トワー ク並 び に ター ミナ ル(端 末機)

の 使 用 が ます ます 増 えて き てお ります 。 そ して よ りよい形 で,よ り高度 な形 で 通

信 施設 等 を使 うよ うに な ってお ります 。

さて,ア メ リカで す が,1974年 の時点 に さか のぼ ってみ た い と思 い ます 。

1970年 ご ろの時 代 を振 り返 ってみ ます と,ホ ワイ トカ ラ ー1人 当 た りの 支 出

で 製造 業 が 最 大 の シ ェア を誇 って お りま した。 そ して銀 行,保 険 とい う順 で あ り

ま した。

当時 は これ が 当然 の こ とで あ りま した。 とい うの も,オ ー ト ・エ ン トリー とい

った よ うな機 能 へ の 自動 化 が 図 られ てい たか らで あ り,特 に製 造 業 で はそ うい っ

た 自動 化 が進 んで い た 時 代 だか らで す 。 また,保 険 業 で も大 き な処 理 能 力が 求 め

られ てい た 時代 で あ りま した。

コ ン ピュ ー タ及 び 通 信 シ ステ ム,通 信 ネ ッ トワー クがそ の業 界 の競 争 力 に どの

よ うな影 響 を及 ぼ して い るか を見 てみ た い と思 い ます。

特 に 航空 会 社 等 々は オ ーバ ニナ イ トの パ ッケー ジ ング ・サ ー ビス,あ るいは そ

の他 の輸 送 面 での サ ー ビス需要 が 高 ま ってお ります 。 従 業 員1人 当た りの利 用 度

を見 て み ます と,運 送 業 が か な り高 ま って きてお り,15.4%ぐ らい の伸 び 率 で
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す 。 これ は 潮 流 と して見 る場 合 に は,大 変重 要 な 点 です 。 どの よ うに技 術 を使 っ

て,あ る業 界 の競 争的 な環 境 を 変 えよ うとす るか,あ るい は特 定 の企 業が どの よ

うに競争 力 を高 め てい くか とい う意 味 で,通 信 技 術 あ るい は コ ンピ ュー タ技 術が

果た す役 割 が 大 きい と言 える と思 い ます 。 従業 員1人 当た りの 支 出の 面 で重要 な

ポイ ン トとな るの は,こ れ らの 支 出が そ れ ぞれ 技 術 ご とに,ま た,機 能 ご とに異

な ってい る分 散 化 傾 向が 見 られ る とい うこ とで あ ります 。

コ ンピ ュ ー タ及 び コ ミュニ ケ ー シ ョン とい う内訳 で,特 にそ の 中 で もOAに 絞

って見 てみ ます と,コ ンピ ュー タが トー タルの支 出の うち大 体55%ぐ らい,通

信 関係 が25%,そ してOAが2、0%ぐ らい で あ ります 。 これ が 現 在 の水 準で す 。

しか しな が ら,コ ンピ ュ ー タの市 場 の 中で も,対 支 出 との 関係 で マ ー ケ ッ ト・セ

グメ ン トた も重 点 が 移 らてい く傾 向が 見 られ ます 。

例 えば1986年 現 在 で,特 に ア プ リケー シ ョンで す け れ ど も,専 用 ア プ リケ

ー シ ・ンに シ フ トが 移 って きてい る こ とが わ か る と思 い ます 。 そ れか ら成長 で あ

ります が,戦 略 の進 展,す な わ ち ユ ー ザ 側.も,そ してサ プラ イヤ ー側 も戦 略 を

変 えて きっ つ あ ります 。 とい うの も よ り競 争力 を高 め る た めに,新 しい シ ス テ

ム・を どん どん取 り入 れ,そ して 新 しい ハ ー ドも利 用 して い く とい うこ とが 見 られ

てお ります 。 した が って,現 在 利 用 可能 な技 術,非 常 に 小 型 の衛 星 用 ター ミナ ル,

衛 星用 の パ ラ ボ ラア ンテナか らの 音 声 認識 な ど,近 い 将 来 に 普及 し てい くもの と

思 わ れ ます 。

それ か ら電 子 デ ー タ統合,Jそ してVLSI,超LSIと い った よ うな形 で,有

効 裏 な効 界 的 な形 で ユ ーザ の ニ ーズ を満 た してい く,そ して利 用 され てい くとい

うこ とで あ ります。 こ うい ったユ ーザーの解 決 策 とい うの は,そ れぞ れ の業界 ご と

に異 な ってい る と思 い ます 。

で す か ら,例 えばFederalExpress社 です け れ ども,非 常 に小 型 の衛 星 用 の パ

ラボ ラア ンテ ナを つ く って お ります 。 専用 回 線 ネ ッ トワー クの 中 には,光 フ ァイ

バ ーケ ー ブル も含 まれ て お ります 。 そ れか らオー バ ー ナ イ ト ・パ ッケ ー ジ ングや

トラ ッキ ング ・シ ス テ ム,コ スモ ス も使 ってお ります し,例 えば お 客様 の 個別 の

そ れ ぞ れ の.ニ ー ズ を 充 足 し,そ して トラ ッキ ン グ能 力 を 向 上 さ せ る とい っ

た よ うに い ろ い ろな 改 善 が な され て お りま す 。 とい うこ とで,ユ ーザが パ ッケ

ー ジが 今 どこ にあ る か と実 際 に事務 所 か ら送 り出 した とき に ,ネ ッ トワニ クの ど

の辺 にあ るか とい うこ とを コ ン トロー ルす る こ とが で き ます 。 また,モ ニ タす る

こ とが で き ます 。
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ア メ リカで もFederalExpress社 が コ ンピ ュー タ ・トラ ッキ ング等 々に よ りこ

うい った クー リエ ・サ ー ビス の市 場 で トップの座 を確 保す る よ うにな ってお りま

す 。 そ して メ ンフ ィスに お け る ハ ー ド ・コ ンセ プ トを組み 合 わ せ て,い ろい ろな

サ ー ビス を提供 す る よ うに な っ てお ります 。

製 品 では な く技 術 を問題 解 決 の 一 環 と して考 え,生 産 性 の 向上,あ るい は業 界

で の競 争 力 の 向上 のた め に シ ス テ ムが導 入 され る とい うことが,向 こ う5年 間,

顕 著 な傾 向 と して見 られ る よ うにな るで し ょ う。

一 つ 重 要 な点 は ,だ れが そ れ で は こ うい った問 題解 決策 を提 供 して い くのか と

い うこ とで あ ります 。先 ほ ど申 し上 げ ま した よ うに,重 要 な要 素,将 来 の ユ ーザ

の需 要(ニ ー ズ)と い うの は,ど の よ うな通信 機 器,解 決 策 が あ らわ れ て くるか

に よる と思 い ます 。

解 決 策 を提供 しよ うと してお ります 企 業 は,す べ て国 際的 に見 て大 手 の 有力 な

企業 で あ りジ ほ とん どは通 信 関 連 会社 で あ ります 。IBMは,現 在 で は コ ン ピュ

ー タだ けで な く,通 信 の分 野 に も入 り込 ん でお ります。それか らAT&T,Siemehs,

これ も高 度 な通 信 機 器 を提 供 し てお ります 。 そ して,西 ドイ ツのDBP(ド イ ツ

・ブ ンテ ス ・ポ ス ト) ,フ ラ ン スのGTE,そ れ か らBritishTelecom,フ ラ ン

ス のDGT。 アル カ テルは,ア ル カテル とITTコ ミュニケ ー シ ョン ・オ ペ レー

シ ョンズが合 併 した もので あ ります 。 そ れ か らナ イ ネ ックス,DEC,こ れ らは

ハ ー ドウ ェア の会 社 です 。 そ れ か らエ レ クス ・オ ン ・イ ンフ ォ メ ー シ ョ ン ・シ ス

テ ム等 々,い ろい ろな会 社 が 市場 には 存 在 してお ります。

基 本 的 には大 企 業 ほ ど各 種 の サ ー ビスや 製 品 を提供 す る こ とが で きる で あ りま

し ょう。 そ して主 に通 信 関 連 会社 が そ の よ うなサ ー ビス,あ るい は 問 題 解決 を提

供 してい くよ うに な りま し ょう。

彼 らの課 題 として は,い か に ア プ リケ ー シ ・ンの能 力 をつ け てい くか 。 これ ま

で思 ってい なか った よ うな ア プ リケー シ ョン面 で の力 を今後 ど うつ け て い くか と

い うこ とが,そ の 成 否 を決 定 す るで あ りま し ょう。

さて,技 術 が 非常 な大 きな 重要 性 を持 つ とい うの は,自 由化 の環 境 の も とで あ

ります 。 いわ ゆ る津 波 の よ うな形 で 自由 化 の波 が押 し寄せ て き てい る とい うのが

現在 の 世界 の姿 だ と思 い ます 。 そ して 自由化の 津波 は,そ の 途 中 に い ます 人 々全

員 を なぎ倒 す とい う形 で押 し寄 せ て き てい るの で あ ります 。

自由化 が なぜ 重要 か,な ぜ 大 き な問 題 か とい い ます と,過 去 にお い て は 同 じ値

段 で い ろい ろ な レベ ルの サ ー ビス を提供 してお りま した。 例 えばAT&Tは,か
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な りよい サ ー ビスを提 供 してい る。 とこ ろが,同 じ値 段,同 じ価 格 帯 で,余 り質

の よ くない サ ー ビ ス も提 供 して いた 。 航 空会 社 も同 じ よ うな こ とが 言 えた。 しか

しなが ら,値 段 は そ れほ ど変 わ らなか った。 これ は 規制 が 厳 しか った か らで あ り

ます 。す なわ ち料金 等 々の規 制 が な され て いた た め で,こ れ は また 銀行,金 融機

関 に も言 えた こ とで あ ります 。

と ころが,自 由 化 環境 の も とで は,値 段,価 格 とい うのは,サ ー ビスの質,製

品の 質 に依 存す る よ うに な って お ります。 す なわ ち サ ー ビスの質,製 品 の資 質 に

よって決 ま って くる わ けで あ ります 。 グ ラ ン ド・エ アが 現 在提 供 してい る サ ー ビ

ス,こ れ は い わ ゆ る フ ァー ス ト ・クラ ス用 の ラウ ンジを持 った航 空 機 を 出 してお

ります し,非 常 に 高級 なサ ー ビ スを行 って お ります 。 ま た,AT&Tも 高 い値段,

高い 価格 で,非 常 に高 級 なサ ー ビスを 提供 してい るので あ ります 。

ア メ リカの方 は 聞 い てい ら っ し ゃるか と思 い ます が,コ ンチ ネ ン タル 航空 及び

イ ー ス タ ン 航 空 が 非 常 に苦 境 に 陥 っ て い る。 テ キ サ ス ・エ ア 等 も サ ー ビ ス

の質 は悪 い んで す が,そ の分 値 段 を下 げ てい る とい うよ うな こ と も見 られ ます。

それ か ら通 信 関 連 で もい ろい ろな レベ ル の製 品を,い ろい ろな価 格 帯 で 出 してい

る とい った よ うな 環 境が 見 られ るわ け で あ ります 。 これ は また あ る意 味 で は,製

品や サ ー ビスの位 置づ け を行 うに 当た って,い ろい ろ な チ ャン スが あ る とい うこ

とで あ ります 。 も し よい サ ー ビス を提 供 で きる な らば,高 い 値 段 を要 求 す るこ と

がで きる とい うこ とで あ ります 。 これ は 大変 重 要 な点で あ ります 。

どこに そ の中 心 的 な変 化 が 起 こ ってい るか とい う一つ の見 方 と しま して,そ し

て また ど うい う技 術 的 な影 響 が 出 て きた か とい うこ とを 見 る部 分 とい た しま して,

これ 全 部 を 見 る こ とは で き ない んで す 。 私 の報 告 の 中 に これ よ りも もっ と詳 しい

報 告 が ご ざい ます け れ ど も,幾 つ か この 中 で技 術 に よ って可能 に な った中 心点,

そ して これ か ら5年 後,一 番 大 きな 目 とな る とこ ろを 見 てみ た い と思 い ます。

例 えば 「ヘ ラ ル ド ・ トリビ ュー ソ」 は,世 界 的 な高 解像 度 の ネ ッ トワー クに よ

りま して新 聞 の全 国 的 あ るい は 国 際 的 な配 布 が可 能 にな ったわ け で あ ります 。 も

っと複 雑 な問題,生 い 立 ち に な ります と,す べ て技 術 依存 に な る。 そ して将 来可

能 に な る と思 わ れ るの は,「 ニ ューズ ピー ク」 とい うもの で あ ります 。これは 「ニ

ュー ・ス ピー ク」 では な くて 「ニ ュー ズ ピー ク」 で ご ざい ます 。 ニ ューズ の ピー

クで あ ります 。 これ に よ りま して,皆 さんの 方 で どの情 報が 欲 しい か とい うこ と

を指摘 で き るわ けで す 。 皆 さん の新 聞 の 中で こ こだ けが 欲 しい と言 えるわ けです 。

例 えば 皆 様 の方 で 日米 の 貿 易 関係 だ け に興 味 が あ る,あ るい は超 電 導 の分 野 に
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関す る こ とのみ 興 味 が あ る,あ るいはVANの ネ ッ トワー クについ て 興味 が あ る

とい うこ とで あ ります と,い ろい ろ な デ ー タベ ー ス とか 新聞 とか コ ピー,そ の他

の ソー スか ら,皆 さん だ け が使 う新 聞 の一 面 に 出 て くるわ けです 。 そ れ 以外 の も

の は後 の 方 に 出 て くる とい うこ とに な るわ けで す 。

です か ら,皆 様 の細 か い もの に関 す る ア クセ ス,あ る非常 に 特定 な 分 野 を見 て

い くとい うた め の頻 度 を増 や す とい うこ とが で き るわ けです 。 です か ら,こ う し

た シ ス テ ムは,限 定 され た ところで は,MITの ラ ボで も既 に 実行 され てお りま

す 。 そ して これ が 「ダウ ・ジ ョー ンズ」 の デ ー タベ ー ス と 「ニ ュー ヨー ク ・タイ

ムズ」 の もの,そ の 他 の法 律 的 な デ ー タベ ース,あ るい は株 式市 場 の デ ー タベ ー

ス とい うもの を全 部 接 続 い た しま して,こ れ に よ っ て例 えば10の 株 価 を 見 る,

あ るい は10の 債 券価 格 を 見 るこ とが で きる。 これ は全部 新 聞 に出 てい る も の な

んで す ね。 そ して また,そ れ 以外 に も全体 的 な株 式 市 場 の流 れ とい うもの を 見 る

こ とが で きるわ けです 。 これ に よ って個 人 向 けの 新 聞が で き るわ けです 。

この た め に は,技 術 と しては非 常 に 大 容量 の オ プ テ ィカル ・デ ィス ク,そ れ か

ら高 密 度 の記 憶 装 置,レ ー ザ ー プ リンタの装 置,そ の他通 信能 力 に よ って,中 央

の デ ー タベ ー スか ら個 々の場所 に 流 す とい う必 要 が あ るわ け です 。 そ の ほか に も

異 な る デ ー タベ ー ス間 の統 合 とか,あ るい は イ ソ タ ラ クシ ・ ンとい うの が必 要 に

な って くるわ けで す 。 これ に よ って 世界 的 に全 部 同一 の デ ー タが分 配 され るわ け

で す 。

普 通,余 りに もた くさん の ものが 出 版 され て しま うと読 まな くな って しま う。

2日 間 会議 に出 ま して も200～300ペ ー ジの 全 体 の会 議録 とい うものが 出 て

きた 場 合 には,こ れ は とて も読 み 切 れ な い とい う気 分 にな って しま うの が通 常 で

ご ざい ます 。

です か ら,ユ ーザ ーの ニーズが 読 み た い部 分 だ け を読 ませ る とい うこ とを 可能 に

した わ けで す 。 これ が いわ ゆ る 「ニ ュー ズ ピー ク」 とい うと ころで 実 現 され たわ

けです 。 これ は 大変 興味 のあ る ア プロ ーチだ と思 い ます し,デ ー タベ ー スの 会 社,

あ るい は新 聞社 の 方 で は,こ れ に よ って競 争 的 な強 み を得 る こ とが で き る よ うに

な った わ けで す 。

そ の他 の重 要 な点 と しま しては,EDI(ElectronicDataInterchange)

で あ ります 。 これはユ ーザーのニーズに迅 速 に こた える とい う一 つ の ア プ ロー チで

あ りま して,例 えば製 造 とか流 通 部 門 にお い て 顕 著 に と られ てい る ア プ ロー チで

あ ります 。EDI(ElectronicDataInterchange)で あ ります が,基 本的 に
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は マルチ プル ・ユーザーを複 数 に リンク して,そ れ に例 えば 日本 で あれ ぼ トヨ タ,

そ れ か らイ タ リアで は ワ イア ッ ト,あ るい は ア メ リカで あれ ぼGMと い った とこ

ろで あ ります が,こ うい う供 給 元 を全 部 リン クいた しま して,基 本的 に 資 材 の購

入,あ るい は資材 管 理,あ るい は 部 品管 理 とい うこ とを可能 にす るわ け で す。

そ れ か らそれ を また製 造 の ス ケ ジ ュール とい うこ と とつ な ぎ 合 わせ ま して,例

えば ゼ ネ ラ ル ・モー タ ーズの 生 産 の ス ケジ ュール と他 の供 給先 の供 給 の 生 産 スケ

ジ ュール とい うもの を両 方相 互 に接 続 させ る とい うや り方 です 。 これ は 来 年 は無

理 だ とい うこ とで あ ります け れ ど も,こ れ に よ って計 画の 段 階 ま で接 続 され るわ

け です 。 そ こか ら技 術 の方 にい くわ け です が,こ れ は まだ 現在 実行 され て お りま

せ ん。 これ は実 際の 生産 の段 階,設 計 の段 階 で,設 計 の方 が 実 際 に製 造 で き る製

品 につ くられ る とい うこ とを可 能 にす るの が この エ ンジ ニア リングで ご ざい ます 。

EDIの シス テ ムで ご ざい ます け れ ど も,こ れ に よ って購 入 の 注 文 とか,あ る

い は 納 入 に 関す る情 報,そ れ か ら実 際 の製 品 の 出荷,ジ ャス ト・イ ン ・タイ ム,

い わ ゆ る看板 方 式 につ い て は特 に重 要 だ と思 い ます けれ ども,こ うい うよ うなや

り方 に つ い て の情 報 提供 をす る わけ です 。 それ か ら標 準 がい ろい ろ異 な る際 の 実

行 の標 準 に つ いて の 示唆 とい うも のが あ るわ けで す。

で す か ら,こ の よ うにすべ て の生 産 に関す る資 材管 理 とか ワー クセ ンター の管

理,工 場 の デー タ収 集,そ れ か らQCと い った部 分 であ ります 。 これ らは新 しい

生 産 性 改 善 の た めの ア プ リケ ーシ ョンで あ り,ま た,競 争 力 の強 み を増す た めの

ア プ ローチ で あ ります。 そ して これが 標 準 化 とい うとこ ろに特 に 通 じて くる わけ

です 。 い ろ ん な生 産の プ ロ トコル の 自動 化,そ れ か ら生 産 の 相 互 交換 の 自動 化 と

い うこ とに よ って,EDIの 促進 が ます ます 図 られ てい るわ け です 。

EDIは い ろい ろな業 界 で 既 に使 われ てお ります け れ ども,我 々の予 測 に よ り

ます と,全 体 的 な通 信 とか,あ るい はEDI用 の サポ ー ト ・サ ー ビ スが90年 に

は で き,そ の市 場 は10億 ドル とい う レベ ル にな る と思い ます 。

自動 車製 造 の と ころで は,GMが1台 に 当た り200ド ル の省 コ ス トを図 れ た

とい うこ とを言 ってお ります 。IBMの 方 は ワ イア ッ トとの 合弁 を つ く りま して,

EDIサ ー ビス を イ タ リアで 実 施 して お ります。 イ ギ リスのICLは,ト ラ ドネ

ッ トそ の他 のEDIサ ー ビスを,GEの 通 信 グル ー プで あ る ガ ィ ス コ ープ と一 緒 に

な って英 国で 実 施 してお ります 。

で す か ら,こ れ らの供 給 先 の 方 では,例 えば トエザ ー トとい う子供 の玩 具 をつ

くる製 造 会 社 で ご ざい ます け れ ども,こ うい う ところで もEDIを 一 緒 に使 って
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い るわ けです 。 も し,そ の ユ ニバ ーサ ル ・プ ロダ ク トのバ ー コ ー ドを持 た な けれ

ば,あ るい はEDIを 持 ってい な けれ ば一 緒 に仕 事 が で き ない とい うふ うに 言 っ

てい るわ け です 。rEDIが な き ゃ一 緒 に仕 事 がで き ない よ」 とい うよ うな 言い

方 を され て お ります 。GMの 方 も最 大 手 の部 品 の供 給 先 に対 してrEDIが 必 要

だ」 と既 に 強制 してい ます 。

EDIを 促 進 して い る一 番 大 き な力 は 何 で し ょうか 。 「フ ォーチ ュ ソ1000」

の企業 へ の イ ンタ ビ ュー結 果で は,余 り国 ご との変 化 とい うの は ご ざい ませ ん で

した。 米 国 の方 が イ タ リア よ りは実 行 数 とい うのが 多 いわ け です け ど,全 体 的 な

趨勢 と して は,重 要 で あ る とい うこ とで した。

EDIを 使 う最 も基 本 的 な 目的 として は,競 争 力 を 強 め る とい う と ころで あ り

ま した 。 そ してEDIの 技 術 を 使 うこ とに よ って,例 えば顧 客 向 け の納 入 時 間 を

短 くす る とか,そ の た め のサ ー ビスを 上 げ る,あ るい は価 格 を下 げ る とい った よ

うな 目的 も入 ってお りま した 。 それ か ら注文 の たび の リー ド・タイ ムにつ い て短

縮す る とい うこ とが あ ります 。

それ か ら生 産 の ス ケジ ュール も2番 目に重要 で あ りま した。'

納 入 時 期 を縮 め て一 番 早 い納 入が で きる とい うこ とは非 常 に 重要 で あ り,こ れ

もや は り競 争 力 の 上 昇 とい うもの につ な が ります 。

そ れ か ら そ の 次 で す け れ ど も,コ ス ト関 連 の 項 目 で あ りま す 。 現 在 非 常

に 大 き く強 調 さ れ る点 は,コ ン ピ ュ ー タを 使 う会 社 は,こ う した シ ステ ム

を 使 っ て 何 とか コス トを 低 減 して い き たい とい う こ とで あ りま し て,EDI

自体 の コス トは,決 して安 い もので は あ りませ ん。 これは150ド ル で あ りま し

て,最 初 のサ イ ンア ッ プが150ド ル,そ れ か ら1ヵ 月ご と40ド ル であ ります 。

です か ら,そ れ ぞ れ の エ レ ク トリッ ク ・メール ・シ ス テ ムにつ い て は,20セ ン

トか ら1ド ル20セ ン トの 間 で 各処 理 ご とに料 金 が 請 求 され る わ け です 。

主 要 な会 社 で は,EDIの 情 報 収集 機 関 とい うもの をつ くって お ります 。 そ こ

で情 報 が集 め られ て い るわ け です 。 例 えば 自動車製 造 会社 や,医 療 ・病 院 関 係,

あ るい は医 薬 品 会社,薬 品 店 な どに対 して製 品 を納 入す る場 合,ガ ィ ス コー プ と

い う会社 な んか は,非 常 に こ こで 今 ア クテ ィブで あ ります 。McdomellDouglas

それ か らControlDataCorporation,IBMな ど,非 常 に特 化 され た 分 野 で お

互い の情 報 交 換 を してい ます 。

基 本 的 に製造 会 社 は,EDIを 使 うとい うこ とに よ りま して,製 品の 購 入 とか,

あ るい は製 造 を行 うと きに時 間 を非常 に短 く行 ってい くとい うこ とを進 め て い る

一13一



わ けです 。 例 えば在 庫 とか そ うい うもの を短 くす る こ とに よ って コス トを下 げて

い くとい うこ とで あ ります 。

次の ステ ー ジ と して必 要 な の は,流 通面 で な るべ く時 間 を短 くす る とい うこと

です 。 ここで はEDIが 非常 に重 要 にな るわ け です 。特 にEDIの 流通 面で の大

きな影 響 と しま しては,流 通 の場 所 に関す る集 中化 で あ ります 。 す べ て の部 品 と

か 資材 に関 し て,そ の場所 を 集 中的 に管 理で き る とい うこ とです 。 です か ら,た

くさん の倉 庫 を 持 つ とか,あ るい はそ うい う間接 費 を低 減す る ことが で き ます し,

翌 日の宅急 便 に よ って一 番 重要 な部 品 の供 給 とい うもの を皆 様 の顧 客先 に,あ る

い は 自分 自身 の 生 産 用 にす ぐに供 給 が 受 け られ る とい う状 況 に な ったわ けです 。

例 えばFederalExpress社 の 例 で あ ります け れ ど も,全 く別事 業 を設 立い た し

ま して,こ うい う趨 勢 を見 きわ め ま して 在庫 の設 備 を メ ン フ ィス につ くったわ け

です 。 製 造 会 社 の 方 で は,製 品 とか 部 品 とい う の を こ こ に 在 庫 で き る。そ れ

で コー ドに よ って ち ゃん とパ ッケー ジが 識 別で きる よ うに しま して,そ れ を 自社

の コン トPt－ ルの も とに,あ るい はFederalExpress社 の コン トロール の もとに

置 くとい うこ とに してお ります 。 そ して10時,11時 とい う時 間 にな って も,

そ の部 品 や製 品 の 方 が次 の 朝,供 給 ・配 達 で き る とい うこ とを 可能 に して い るわ

けです 。

です か ら,翌 日の 配達 とい うこ とに よ って,す べ て流 通 チ ェー ンにお け る在 庫

が必 要 な くな りま した し,顧 客 に対 して非常 に迅 速 な反 応 を 示 す こ とが で きるわ

けです 。 です か ら,こ れが す べ ての価 値 の 高い よ うな製 品 につ い て は適 用で き ま

す 。FederalExpress社 の 方で は,い ろ ん なほか の サ ー ビス も提 供 してお ります 。

例 えば 取 替 部 品 に関 す るサ ポ ー トとい うこ とで あ ります 。 も し取 替 部品 が 必要 と

い うこ とに な ります と,EederalExpress社 の 中心 の 集 中管 理 部 門 の方 に これ を

指 示 い た しま して,翌 朝,欠 陥部 品 の 方 が 自動 的 に ピ ック ア ップされ て,そ して

そ のた めの 取 替部 品 が くる とい うこ とに な ってお ります 。

で す か ら,EDIタ イ プの 活動 とア クテ ィ ビテ ィ とい うのが,全 くデ ィス トリ

ビュー シ ョ ン(流 通)・ シ ステ ム に対 して新 しい ア プ ローチ を 提供 した とい うこ

とが言 え るわ け です 。 これ が 今後5年 間 に非 常 にベ ー スが 早 ま る と思 い ます 。 今

これ が よ うや く始 ま った とい う と ころで ご ざい ます 。

それ か らPOSの 自動 化 で あ ります け れ ど も,こ れ は も う も ち ろ ん ど こ で も

現 在実 行 され てい るわ けで す 。 こ こでの 新 しい傾 向 と しては,PC(パ ソコ ン)

のベ ースの統 合で あ ります 。 ター ミナル とPOSの ア プ リケ ー シ ョ ンとの 統 合で
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あ ります 。 こ こで 特 に 中心 に な ってい るの は,や は り他 の小 売 の業 者 よ りも競争

力 と して 強 く な る と い う こ とで あ りま して,こ の よ うな 小 売 店 の フ ァシ リテ

ィを使 っ て注文 を よ り速 く処 理 す る。 そ して顧 客 に対 して,よ り速 くい い 情報 を

提供 す る。

ま た,以 前 の購 入 状 況 に関 して ち ゃん と情報 を蓄 積,記 憶 して お く。 これ は例

えば薬 品 店 な どに と って は非 常 に重要 な情報 に な るわ け です 。 です か ら,こ れ は

コス ト低 減 に は即 座 には つ なが りませ ん 。 とい うの は ,非 常 に高 い製 品 を扱 うわ

け です の で。 しか し なが ら,や は り競 争 力 とい う意味 で は高 くな る。 これ が例 え

ば テパ ー トの チ ェ ッ クア ウ ト・カ ウ ンタ ー とい った と ころ で も盛 ん に使 わ れ るわ

けで す 。

そ の他 の 分 野 と し ま しては,や は り通 信が 中心 で あ ります け れ ども,電 話注 文

で あ ります 。 これ が今 まで メ ール ・オ ー ダーで 行 わ れ て い た ものに取 ってか わ っ

て きた とい うこ とが 言 えます 。 現在 ア メ リカにお き ま しては,ケ ー ブル テ レビの

シ ョッピ ン グとい うのが 非 常 に多 くな って お ります 。 例 えば2～3チ ャネルが ご

ざい ま して,24時 間 の放 送 を行 って い ます 。 これ が シ ・ッピ ソ グ ・フ ァシ リテ

ィを提 供 して い るわ け です 。宝 石 か ら香 水か らオ ー トバ イ とか 自転 車 と い った と

こ ろに関 して,す べ て ブラ ン ド提 供 して い るわ け です 。す べ て の人 た ちが これ に

よ って会 社 の 名 前 もわ か ります し,ブ ラ ン ドの イ メ ー ジ もそ れ に よ って十分 認 識

で き る情 報 が 提 供 され て い くわけ です 。

IBMも これ を独 立 した プPグ ラム と して,シ ア ー ズ ・ローバ ックと一ーーー一緒 に現

在 提 供 してお ります 。 ツ イ ンテ ックス とい う合弁 を つ くって お りま して,こ の合

弁 に よ って来年 ホ ー ム シ ョッピ ング ・サ ー ビスが 導 入 され ます 。 これ は ビデオ テ

ックス を使 用 い た し ます 。 プ ロ ダジー とい うふ うに我 々は呼 んで お ります けれ ど

も,こ れ が 非 常 に ロー ・コス ト,あ るい は全 くコ ス トな しで フ ァシ リテ ィを提 供

します 。 とい うの は,情 報 は いつ も広 告 費 で 提供 され る とい うこ とが で き ます の

で,広 告 と情 報 を 両方 提 供 す る とい うこ とで あ ります。 これが ビデ オテ ッ クス と

ケ ー ブル テ レ ビの 技 術 を両 方結 び 合 わせ てで きた わ け です。 しか し,主 に ア メ リ

カに お いて は ケ ー ブル テ レビ とい うの が現 在 非 常 に強 くな って,こ れ が一 番 にな

るの で は な いか とい うふ うに考 え られ て お ります 。

さて,今 度 は銀 行 関係,あ るい は保 険 関 係,そ れ か らまた証 券 取引 につ いて お

話 し した い と思 い ます 。

これ らは前 は 完全 に分 離 され て い たわ けで す ね。 例 えば アメ リカにお いて は,
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銀 行 は株 式 は 扱 えな い。 そ して銀 行 の 方 で は保 険 の契 約 は とれ な い とい った よ う.

な こ とが あ ったわ けで す け ど,し か しなが ら,現 在,例 えば銀 行 の 方 で は株 式 の

取 引 もで きる し,あ る いは証 券会 社 の 方 で も銀 行 的 な業 務 が で き る とい うこ とで,

全 体 的 に統 合 され た金 融 セ ク タ ー とな って きて,い ろ ん な複数 サ ー ビスを提 供す

る とい うこ とにな って きた わ け です 。

こ うした サ ー ビス の裏 にあ るの は,コ ンピ ュー タ通信 ネ ッ トワー クの ア プ リケ

ー シ ョンで ご ざい ます
。 この 部 分 にお き ま して は,例 えば 銀行 とか会 社 の方 で最

新 鋭 の コ ンピ ュー タ通 信 ネ ッ トワー クを備 え るこ とが必 要 に な りま した 。 これ に

よ って マ ー ケ ッ トの 占有 率 を 高 め る こ とが で きるわ け です 。 あ る い は リテー ル ・

バ ンキ ン グとか保 険 の マ ー ケ ッ トとい うの は ,特 にそ れ が顕 著 に 出 る部 分 で あ り

ます 。

これ につ い て非 常 に重 要 な点 は,コ ンピ ュー タ と情 報 処理 の 統 合,そ して ま た

そ の応 用 に よ って,企 業 が か つ て なか った よ うな新 しいサ ー ビス,新 しい製 品 を

提 供 で き る こ とで す 。 例 えば ク レジ ッ ト ・カー ドの マ ー ケ ッ ト・シ ェ アの戦 いで

は,VISA,マ ス タ ー カー ド,ア メ リカ ン ・エ クス プ レス,ダ イ ナ ー ス クラ ブ

な どが 競争 して お ります 。

VISA,マ ス ター カ ー ド,、と民 間 の 中 で も さ ま ざ ま な 銀 行 が 発 行 して い

ます の で,銀 行 間 で の 競 争 が あ り ま す 。 ク レ ジ ッ ト ・カ ー ドに つ い て,す

べ て の 口座 の情 報 を統 合す る とい うこ と,そ してそ の ほか の 口座持 ち主 の金 融 状

況,預 金,ロ ー ンの ア カ ウ ン トす べ て を統 合す る とい うこ とが進 め られ て お りま

す 。 そ れ に よ って 自動 化 され た設 備 を利 用 す る こ とが 可能 で あ ります 。 です か ら,

一 つ の 口座 か ら もう一 つ の 口座 に移 動 させ ,同 じ一 つ の 口座 と して使 うこ とが可

能 に な るわ け です 。 これ が標 準 的 な機 能 とな って お り,こ の よ うな機 能 を提 供す

る こ とが 銀 行 に要 求 され てお ります6

例 えば 航 空 会 社 の どれ だ けの 飛行 距 離が あ った の か と い うよ うな こ と も,銀 行

業 務 を通 して,ク レジ ッ ト ・カー ドを 通 してそ れ を確 認 す る こ とが 可能 に な りま

す 。 これ を実 施す る方 法 とい た し ま して は,高 度 な コ ン ピ ュー タの応 用が 必 要 と

な って ま い ります 。 そ して この よ うな 競 争力 の あ るサ ー ビスを実 施 す る には,低

コ ス トの ア プ ローチ を と る こ とが 必 要 で あ ります 。 ア メ リカで は,頻 繁 に航空 会

社 を利 用す る フ リー クエ ソ ト ・フラ イ ヤ ーの プ ロ グラ ムが あ ります 。 ニ ュー ヨー

クか ら東 京 に飛 び ます と6,800マ イル とい う こ とが登 録 され ま して,そ して ま

た 帰 る とき に もや は り6,800マ イル と登録 され ます 。 です か ら,1万4,000`
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マイル とな りまして,そ して5万 マイルまでそれを蓄積 いた します と,た だで ど

こへで も旅行できるよ うになるわ けです。 ですが,こ れ は輸送 サ ービスにつ いて

話す際 にもう一度言及 させ ていただきたい と思 います。

この よ うに コンピュータの アプ リケーシ ョンが さらに進 め られてい るとい うこ

と,金 融業において支配的にな っているとい うことに関 しましては,銀 行が情報

を非常 に重要 な価値 のあ る資 産 としているとい うことに注 目しなければな りませ

ん。そ して この情報 な どを マーケテ ィング的な方法で活用 してお ります。そ して

また銀行は,こ れまで視野か ら洩れ ていた顧客 に具体的にア プローチす る戦略 と

して利用 してお ります。

例 えば ク レジ ッ ト・カー ドで どのよ うな買い物を しているのか とい うパ ター ン

を認識 した り,あ るいは具体的な ターゲ ッ トを どのよ うに ロー ・コス トで絞 るの

か とい うこと,ま た,ダ イ レク ト・メールの利用方法 などにつ いても活用 されて

お ります。

もちろん証券の分野にお きま しては,こ れはほとん ど通信技術 に依存 していま

す。通信が なければ,24時 間取引な どはで きません。興味深 い プログラムが現

在 大きな多国籍銀行 によ って行 われてお ります。 これ は全世界的 な金融 ネ ッ トワ

ー クを持つ ことによ り,一 つの端末か らもう一 つの端 末にい く場 合に,全 世 界的

なベ ースで レスポ ンス ・タイム(反 応時間)を5秒 以下 に短 縮 しようとす るもの

で,究 極的 には1秒 以下に落 としたいとい うふ うに考 えてお ります。 これ は外国

為替の取引 の市場において,非 常 に重要 な意味を持つ と思われ ます。情報の速 さ

が重視 されているよ うな分 野にお いて広 く活 用され ると思われ ます。

また,自 動化 された取引な どが アメ リカで行われてお ります。 買いや売 りの決

定 とい うのは人によ って行 われ るので はな く,自 動的に コンピュー タが決定 して

います。ですか ら,あ らか じめ指 定 した価格になると,買 うな り売 るな りとい う

ような指令を 自動的に出すわけです。 ですか ら,こ のような分野 におきま しては,

コネクシ ョン ・タイ ムが非常 に重要な意味 を持つ ようにな ります。

IBMは 中小企業 に比べ て非常 に大きな優位性 を持 ってお ります 。小 さな会社

とい うのは,プ ライベ ー ト・ネ ットワークです とか高度な交換機能 などを持つ こ

とがで きませんので,IBMの よ うな大手が有利であると言 えま しょう。

次 に,競 争力をつける とい うことに関 して,ど のよ うに活用す るか について申

し上げたい と思います 。

ボス トンの証券取引所 について申 し上げたいと思 います。 ボ ス トン証券取引所
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は,80年 か ら85年 の間 にご大きな損失を被 ってお りuま'した。;そこで,通 信や コ

ンピュー タなどの技術 を プルに活用 し,そ してアメ リカのニ ューゴークな どの証

券取引所な どに スペシ ャ リズ トを置 ぎ～ 三 ユー ヨークの証券 取引所 におい て具体

的に株式 を担当す る者 を決 めました。そ こでは人 間は ノー トをめ くつて株式が あ

るのか どうか とい うことを見て,そ の注文 を確認 します。 これはパ ゾコソを直接

的 に証券取引所 に置 くことに よって,パ ソコンを通 して行 うこどができます し,

また,別 の離 れた場所で行 うこともで きます。

そ うす ることによ りまして,ボ ス・トソの証 券取 引所は取扱 高,'出 来高 を3倍 に

ふやす ことができま した。 このア ブ・一チは競争におけ る大 きな優位 性 を確保す

るために行 ったわ けです。そ して ビジネスが マイナスの方向 に向か っているのを

プラスの方向に転 じさせた とい うごどであ ります。 ∴ ⇒

次に,生 命保険会社 は最 も保守的であ った と言 えま し ょう。大 きなメイ ンフレ

ームのシステムを維持 してお りますが ,し か し,規 制撤廃 な ど自由化な どにおき

ま しそ,銀 行業務,そ してまた証券業務が生命保険の分野 にも進出 じて まい りま

したので,す べ て構造を 自動化す ることが必要 にな りました。そ してマルチ プル

・プラ ン,混 成 の プラ ン,組 み合わせ のプラ ンな どを提供 しなけれぼな らな くな

りま した。

退職後の生命保険だけではな く,退 職後の年 金制度 な どもす べてカバーす るプ

ランが必要 とな ってまい りま した。それには通信∴ あるいは コ ソピゴータの技術

が必要となって きたわけです。"・ 「1

先 ほ ど輸送の部 門,運 輸 の部門にお きま しても従業員1人 当た りの支出が高ま

ってい るとい うふ うに申 し上げ ました。 これ はアメ リカで規制撤廃,'自 由化 によ

って推進 された と言 えます。 それによ って柔軟性が生 まれています。銀行業務,

金融部門におい て柔軟性が生 まれ ましたけれ ども,こ の よ うな規制撤廃や 自由化

が,航 空会 社がよりよい 競争における優位性 を確立す ることを可能 にしてお ります。

コンピュータや情報技術 を用いることによ りまして優位性 を確保す るこ とが可能

にな ってお ります 。

幾つか例を申 し上げ まし ょう。 アメ リカン ・エアライ ンズで何が起 こっている

のか,マ ーケティ ングについて何を行 ってい るのか,あ るい は価格め変動 に どの

ように対応 してい るのか,そ してまた ヨ一口 ジパでの競争,国 際部門への進 出,

国際市場への進出 などについて 申し上げたい と思います。

FederalExpressと い うの を先 ほ ど私は 何 度 か 申 し上 げ ま した し,そ
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れ につ い て は も う言 及 い た しませ ん けれ ど も,そ れ も一 つの いい 例 だ と思 い ます 。

運輸 業,輸 送 業 とい うの は(ア メ リカ ン ・エ ア ラ イ ソズが最 も リー ドしてい る会

社 と言 えます け れ ども),コ ン ピュー タや 情 報 技 術 を どの よ うに活 用す るのか と

い うこ とに関 し ま しては,リ ー ダー的 な業 界 で あ る と言 えま し ょう。 競 争 力 をつ

け,敏 感 な市 場 に おい て優位 性 を確保 す るた め に,コ ンピ ュー タや 情 報 技 術 を活

用 してい ます 。

ア メ リカ ン ・エ ア ライ ンズが まず 最初 に,フ リークエン ト・フライヤー(頻 繁 利

用 者)の プ ログ ラムを導 入 い た しま した。 これ は何 マイル飛 ん だ のか とい うこ と

は た だ で登 録 す る こ とが で きるわ け です 。 ア メ リカ ン ・エ ア ラィ ンズ,ほ か の 航

空 会社 も同 じで すが,毎 月 どれ だ け の マ イ ル を飛 行 したの か とい うこ とに関 し ま

して報 告 書 を送 ります 。 そ して ど こに ただ で 飛 び た い のか とい うよ うな こ と を常

に把 握 す る こ とが で きます。 これ は,航 空 会 社 に非 常 に価 値 のあ る情 報 を提供 し

て お ります 。 だ れ が,ど こへ 頻繁 に飛ん で い る のか とい うこ とが よ くわ か るわ け

で す。 例 えば 旅 行代 理 店 な どが チ ケ ッ トを切 ります と,そ の 人間 の 住所 な どに関

す る情 報 は あ りませ ん。 で すか ら,そ の よ うな情 報 は かつ て確 保す る こ とが で き

な か ったわ け です 。 しか し,フ リー クエ ン ト・フライヤー ・プログラ ムに お き ま し

て は,常 に コー ドをお客 さんが イ ンプ ッ トい た します 。予約 した際 に そ れが イ ン

プ ッ トされ るわ けで す。 そ して その 人 間が 過 去1年,ど の よ うな航 空会 社 を利 用

したの か とい うよ うな こと をす べ て 情 報 と して 航空 会 社 に提供 い た し ます 。

ア メ リカ ン ・エ ア ラィ ンズは,そ の デ ー タベ ー スを フルに 活用 して お ります 。

も し航空 会 社 が市 場 に進 出 して き た場 合,ア メ リカ合 衆国 で は,24時 間 事前 通

告 で十 分 です の で,ど こへ で も進 出す る こ とが 可能 で あ ります。 デ ンバ ーか らダ

ラスへ 明 日 か ら飛 び 始 め る とい うよ うな こ とを 航空 会社 が 発表 す る こ とが で き

るわ け です 。 これ は24時 間 の事 前 通 告 で 可能 に な ります 。 です か ら,業 界 は非

常 に難 しい 状 況 に あ るわ けです 。 その よ うな 発 表 が あ ります と,ア メ リ カン ・エ

ア ライ ソズ は,そ の ル ー トを飛ん で い る人 た ち に対 しま して,2倍,3倍,4倍

の ボ ー ナ スを提 供 い た します 。そ の ル ー トを これ か ら60日 間 飛ぶ 人 に対 し ま し

て,2倍,3倍,4倍 の ボ ーナ スを提 供 す る わ け です 。 です か ら,そ れ は 非 常 に

マ ー ケ テ ィ ング的 な優位 性 を持 ってい る プ ログ ラ ムで ある と言 えま し ょ う。

次 に,規 制 撤 廃が 航 空 会社 で行 わ れ て い る こ と に よ りま して,た くさん の デ ィ

ス カウ ン ト ・プ ラ ンが生 まれ て お ります 。 ア メ リカ合衆 国で は,最 近 飛 ん で い ら

っ し ゃる方が い ら っ しゃるか ど うか わ か りませ ん け れ ども,例 えば ニ ュー ヨー ク
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か ら シ カ ゴま『で飛 び ます と,48ド ルか ら285ド ル とい う価 格 の差 が あ るわけ

です 。 で す か ら,ど の よ うに 買 うの か,ど こで 買 うのか とい うこ とが 重 要 で あ り

ます 。 で す か ら,さ ま ざ まな プラ ンが お客 様 の た め に 用意 され て い ます 。

そ して そ こに座 席 割 り当 て管 理 プ ログ ラムが あ ります 。例 えば4ヵ 月前,6カ

月前 に予 約い た し ます と,70%を 普 通 の料 金,そ して30%が ハ イ デ ィス カ ウ

ン トとい うふ うに割 り当 てを航 空 会 社 が事 前 に決 めて い るわ けで す 。 イ ー ル ド ・

マネ ジ メ ン トと呼 ば れ る方法 が あ ります け れ ど も,そ れ は非 常 に重 要 で あ ります 。

収 益 性 を出す とい う観点 か ら考 えます と,非 常 に重要 な意 味 を持 ち ます 。 それ ぞ

れ の フライ トか ら適 切 な収 益性 を 出 そ うとす るわけ です 。 デ ィス カ ウ ン トだ けで

満 杯 に な った飛 行 機 が 飛び ます と,収 益 性 が 失 われ て しまい ます 。 で す か ら,60

%は 普 通 料 金 で,そ して デ ィス カ ウ ン トと普 通料 金 との ち ょ うどいい 割 合 を 見 出

さな けれ ば な りませ ん 。

イ ー ル ド・マネ ジ メ ン ト(歩 ど ま りマ ネ ジ メ ン ト)に 関 しま して は,ア メ リカ

ン ・エ ア ライ ソズ,ユ ナ イデ ッ ド・エ ア ライ ンズ,両 方 と もこの 方 針 を使 ってお

ります けれ ども,大 体30万 ドル ぐ らい か か ります 。300か ら500フ ラ イ ト

ぐ らいが 管 理 され て お ります 。 そ してそ の座 席 の割 り当て,価 格 の 分布 な どが過

去 の 経 験 と照 ら し合 わせ て,ど の よ うに変 更が あ るの か,ど の よ うな変化 が あ る

の か とい うこ とを常 に把 握 して お ります 。 ア メ リカ ン ・エ ア ライ ンズ には,100

人 の アナ リス トが この 分析 に 当た って お ります 。 そ して プ ライ シ ン グ,あ るい は

デ ィス カ ウ ン トの方 法,あ るい は デ ィス カ ウ ン トを一 時 期や め て しま う とい うよ

うな こ とを,歩 どま りを最 高 にす るた め に模 索 してお ります 。 で す か ら,こ の両

者 の 収 益性 に大 き く貢 献 してい る方 針 で あ ります 。

で す か ら,こ こで規 制 撤 廃,あ るい は 自由化 され た環 境 におい て,対 応 す るた

めの 方 法 が あ るわ けで あ ります 。 ア メ リカ ン ・エ ア ライ ンズは国 際的 に は 同 じ予

約 シ ステ ムを利 用 して い ます 。 そ してす ぼ らしい トラベ ル ・イ ンフ ォメ ーシ ョン,

あ る い は旅 行 代 理 店 のサ ポ ー ト,あ る い は ホ テル の 予約 な ど,す べ て の情 報 を活

用 して お ります 。 そ してそ の よ うな 同 じよ うなサ ー ビスを ヨ ー ロ ッパ で も提 供 し

て い ます 。1年 ぐ らい の間 に1000の 旅 行代 理 店 と既 に契 約 を してお ります 。

そ して非 常 に成 功 してお りま して競 争 力 をつ け て お ります 。

ア メ リカ ン ・エ ア ライ ソ ズは ヨー ロ ッパ の市 場 に進 出す る に 当た り,こ の よ う

に 収 益性 の あ る方 法 で進 出す る こ とが で き ま した。 ヨー ロ ッパ の航 空 会 社 は非常

に危 機 感 を 覚 えま して,ブ リテ ィ ッシ ュ ・エ ア ライ ンズは 自分 た ち の シ ス テ ムの
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更 新 を進 め てお ります 。 エ ール ・フ ラ ンスな どほか の航空 会 社 も テキ サ ス ・エ ア

な どの シス テ ム ・ワ ンの パ ッケー ジを導 入 してお ります 。 そ うす る こ とに よ りま

して,あ る程 度一 応 確 保 して お ります 。 そ して また ヨー ロ ッパ に お き ま して も,

高 度 な予 約 シス テムが 導 入 され て お ります 。 です か ら,競 争 力 をづ け る こ と に よ

りま して,競 争 相手 も同 じよ うな競 争 力 を求 めて 努力 して い るわ けで す 。

コ ンピ ュ ー タ,情 報 技 術 を どの よ うに活 用す るか とい うこ とに関 しま して は ,

大 き な支 出 で あ ります の で,企 業 の全 体 的 な支 出 に関係 して お ります 。 で す か ら,

通 信,あ る い は コ ン ピ ュー タに どの よ うな大 き な支 出 が必要 な のか とい うこ とを

考 えなけれ ば な りませ ん 。情 報 処理,'そ して通 信 の オ ーバ ーヘ ッ ド,間 接 費 とい

う計 算 を してお ります 。 これ は製 造 に関す る 間接費 と よ く似 て お ります 。 製 造 プ

ラ ンにお き ま して間 接 費 が 高い とい うこ とは,よ りよい製 品,よ り迅 速 な出 荷,

そ して在 庫量 も減 らす こ とが で き る とい うよ うな ことを意味 す る こ とが あ ります 。

しか し,情 報 処理 また 通 信,あ るい は コ ンピ ュー タにお け るオ ー バ ーヘ ッ ドと

い うの は,こ れ らの技 術 を活 用す る に 当た りま して,従 業 員 当 た り どれ だ け コ ス

トが か か る のか とい うこ とで あ ります 。 これ か ら5年,10年 先 に は,こ の オー

バ ーヘ ッ ドは,ほ とん どが オ ペ レー シ ョンで の機能 の実 施 に起 因す る と思 わ れ ま

す 。

さて,次 に,ほ か の分 野 に 言 及 させ て い た だ きたい と思 い ます 。

新 しい 技 術 が どの よ うな イ ンパ ク トを与 えるの か,そ して新 しい 製 品 の解 決 方

法 を推進 す るのか,新 しい製 品 の応 用 機 会 を生 み 出す のか とい うこ とにつ い て 申

し上 げ た い と思 い ます 。

主要 な技 術 を幾つ か 見 て ま い りたい と思 い ます 。 これ は現在 新 しい もの,そ し

て また これ か ら出 て くる もの も含 まれ てお ります 。 ここで は 大 きな パ ター ンの変

更 が あ ります 。 つ ま り,現 在 あ る技 術 との 継 続性 が ない とい うこ と もあ り得 ます 。

例 えば音 声認 識 を と ってみ た い と思 い ます けれ ども,こ れ は 現 在商 用化 され てい

ます 。 しか し,本 当 の意 味 で の効 率 性 とい うの を持 って お りませ ん。 です か ら,

本 当に競 争 力 をつ け る た めに は,1990年,1989年 ぐ らい の 時 期 にお い て,

よ り効 果 的 な システ ムが 生 まれ て くる と考 えてお ります。 そ うす る こ とに よ りま

して,イ ンパ ク トもさ らに 増大 す る と思 わ れ ます 。

ワイ ヤ レス ・オ フ ィス ・シス テ ム。 これ は1990年 代 に生 まれ て く る技 術 で

す 。 次 に,プ ライベ ー ト ・ネ ッ トワー ク。 これ は通信 衛星 を利 用 した もの で あ り

ます 。 次 に,ア ドバ ンス ト ・ワー クス テ ー シ ョン。 そ して また 超電 導 につ い て言
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及 させ てい た だ き ます 。

で は,最 初 の分 野 につ い て御 説 明 申 し上 げ ます 。 最 も新 しい大 きな イ ンパ ク ト

を与 えてい る分 野 です 。

音 声 認 識,そ して音 声 の 符 号化 な どは,お 互 い に 相互 に補完 し合 う分 野 で ある

と言 え ま し ょ う。 音 声 認 識 は,当 時 は メ ッセ ー ジ ・エ ン トリーに利 用 され ま して,

その 後 は 文 書 の エ ン ト リー,そ して ま た究 極 的 には,も っと広い コマ ン ド,リ ト

リーバ ル(検 索)の ラ ン グエ ッジ(言 語)に 使 われ る と思 わ れ ます 。例 えば 正 し

い会 話 で は ない の で す けれ ど も,あ るい は箇 条 書 きの よ うな もの に も対 応 で きる

もの に な る と思 い ます 。 です か ら,そ れ を録 音 し,そ してそれ を起 こ した ものが

不完 全 な もの で あ って も認識 で き るも の で あ る と思 い ます 。 しか し,現 在 で は余

りに も高価 過 ぎて まだ 実 用化 され て お りませ ん 。

音 声 認 識 は,来 年 も う少 し強い形 で生 まれ て くる と思 い ます 。IBM,ほ か の

小 さ な企業 も力 を 入れ て お ります 。 本 当の 意 味 で ス ピ ーチか らテキ ス トとい うシ

ステ ム を紹 介す る よ うに なる ので は ない か と思 い ます 。1989年 に見 られ る と

思い ます 。

ボキ ャブ ラ リーの 能 力 につ き ま しては,3,000か ら4 ,000語 ぐらい の能力

を を持 つ か と思 い ます 。 これ は通常 の ビジ ネ ス ・ラ ングエ ッジ とい た しま しては,

アメ リカ合 衆 国 に お き ま して典 型 的 な ボ キ ャブ ラ リー量 と言 えま し ょ う。 しか し,

非 常 に技 術的 な文 書 に対応 す る場 合,例 えば 法 的 な もの な どに関 しま して は,そ

の ボキ ャブ ラ リーの 量 を ふや さなけれ ば な りませ ん 。

次 に,音 声 の符 号 化 とい うのは,ス ピー チを録 音 す る とい うもの で あ ります 。

秒当 た り300か ら500ビ ッ ト。 そ して電 子 メー ル の ため に利 用 さ'れる も ので

あ ります 。 これ は オ フ ィス ・オ ー トメー シ ョ ンの 非常 に重要 な部 分 を なす も ので

す 。 ボ イ ス(音 声)を 録 音 し,そ してそ れ を記 憶す る とい うもので あ ります 。 ま

た,通 信 にお き ま して も,ボ イ ス ・メー ル な どの設 備 を よ り安 価 に提供 す る こ と

がで き る よ うに な るで し ょ う。 そ して ビジ ネ スのや り方 その もの を変 えて しま う

と思 わ れ ます 。

次 に,グ ローバ ル な衛 星 ポ ジ シ ョニ ン グ ・シ ス テ ムは,こ れか ら2～3年 後 に

ア メ リカ に導入 され る と思 われ ます。 これ は どこ に レ シ ーバ ーが あ るのか ,ど こ

に ター ミナ ル が あ るの か とい うこ とを,5フ ィー ト,10フ ィー トぐらい の単位

で行 うこ とが で き ます 。 現 在30フ ィー トぐ らい まで 可能 に な ってお ります けれ

ども,し か し,3フ ィー トか ら5フ ィー トの正 確 さを持 ってい る シ ステ ムが 既 に
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導 入 され てお ります。 これ か ら2～3年 の間 には,10フ ィー トぐ らい の 正確 さ

を持 った も のが 生 まれ て くる と思 い ます 。 です か ら,車 を 自動 的 に運 転 す る こ と

はで き ない か も しれ ませ ん けれ ども,し か し,新 しい 応用 範 囲 が生 まれ て くる と

い うこ とは間 違 い ない と思 い ます 。 技 術が 業 界 の運 営 方法 を変 えて しま うと思 わ

れ ます 。

例 えば トラ ッ ク運 送 業 に お き ま して は,盗 難が 大 きな問 題 で あ ります 。 あ るい

は ハ イ ジ ャ ッ クな どが 大 き な問 題 とな ってお ります 。で す か ら,自 社 の トラ ック

が どこ にあ るの か,そ して 配達 の パ ター ンな どを把 握 す る こ とが この シ ステ ムに

よ って可能 にな ります 。 アメ リカで の トラ ック ・ ドライバ ーの組 合 とい うの は,

独立 した非常 に 強い立 場 を持 って お ります 。 そ して場 合 に よ って は,組 合 が企 業

を運 営 して い る と言 って も過 言 で は ない と思 わ れ る こ ともあ るわ けで す 。

です か ら,ト ラ ッ クの盗 難 とい うの は 重要 な部 分 で あ りま して,組 合 な どには

汚 職 な どもあ ります し,ま た,マ フ ィアや ほか の 暗 い組 織 と関係 を持 って い る も

の も あ ります 。 で す か ら,こ の よ うな シ ステ ム を導入 す る こ とに よ りま して,す

べ ての トラ ックに保 安装 置 を搭載 させ る こ とが 可能 で あ ります 。 何 か 問 題 が あれ

ばす ぐにそ れ が 反 応 い た します。 そ して シ グナ ル を,そ の トラ ックが ど こに あ る

のか とい うこ とを グ ローバ ル ・サ テ ラ イ ト ・ポ ジ シ ョニ ング ・シ ス テ ムを通 して

企 業 に知 らせ る こ とが で き ます。 で す か ら,保 安 上の メ リ ッ トが あ る と思 われ ま

す 。

また,海 洋 の 分 野 にお き ま して も活 用方 法 が あ る と思 われ ます 。 同 じ よ うな ト

ラ ンスポ ン ダをつ け る こ と に よ りま して,5 ,000ド ルか ら1万 ドル ぐらい の もの

だ と思 わ れ ます け れ ども,そ の船 が ど こにあ るのか とい うこ と を 緊 急 時 に把 握

す る こ とが 可 能 にな ります 。 ま た,衛 星 シ ス テ ムの 中 に は,既 に 設 計 が 終 わ

り,そ して 実 験 が行 わ れ て い るもの が あ ります 。そ して そ の実 用化 は1988年,

89年 にな る と思 われ ます。

また,衛 星 は ほか の 分 野 におい て も応 用 され てお ります 。 例 えば全 国規 模 の呼

び 出 しベ ル で あ ります 。 です か ら,ニ ュー ヨー クにい る人 た ち も50マ イル の距

離 で呼 び 出 しす る こ とが 可能 に な ります 。

技術 は段 階 的 な進 歩 を遂 げ ます 。非 常 に興味 深 い プ ロセ スだ と思 い ます 。 この

分 析 は2度 行 ってお ります 。10年 か ら20年 前 に行 って お ります し,1955

年,1960年 代 を見 ます と,コ ン ピ ュー タや トラ ンジ ス タが導 入 され た時 代で

あ ります 。 技 術 の 開発 ・発 明は,こ の 時代 に行 わ れ ま して,そ して市 場 に紹 介 さ
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れ てい るわ けで あ ります 。一 般 的 に は5年 間,技 術 を吸 収す る た め に必要 で あ り

ます 。 現 在技 術 を吸 収す る段 階 にあ ります 。 とい い ます の も,市 場 が さ ま ざま な

商 品 に よ って飽 和 して い るか らで あ ります 。 そ こで また新 しい 技 術 が イ ンパ ク ト

を与 える とい う時 代 が あ ります 。 そ れ は1990か ら1995年 ご ろで あ る と言

えま し ょう。 先 ほ ど申 し上げ ま した け れ ども,こ の 時 期 は競 争 力 を改 善 す る とい

うこ とが重 視 され る と思 い ます 。 新 しい オ ペ レー シ ョンにお い て技 術 を導 入 す る

こ とが必 要 とな って くるわ けで す 。 さ ま ざま な商 品が生 まれ て くる と思 わ れ ます 。

例 えば ミー ン フ レー ムか ら新 しい 技 術 シ ステ ムが導 入 され る と思 い ます 。

す なわ ち小 型 の,ま た専 用 の ワー クス テー シ ョンへ と重点 が 移 って い くも の と

思 われ ます 。 まず第1に,ワ ー クス テiーツ ヨソを見 てみ ま し ょう。 今 こ こで 何 が

起 こ って い るか とい うこ とを 申 し上げ たい と思 い ます 。 また,向 こ う5年 間 ど う

い う変 化 が 見 られ るか をお 話 しした い'と思 い ます 。

まず,こ こ数 年,い わ ゆ る汎 用 の パ ソ コ ン,ま た,よ り専 用型 の パ ソ コ、ソが ど

ん どん 出て きて お ります 。 ま た,POS用 の コ ンピ ュー タも出 て きて お ります 。

これ も専 用型 の ワー クス テ ー シ ョン,業 種 別 の コ ンピ ュー タだ と思 い ます 。 また,

電 話 管 理 用 の パ ソ コ ン も あ り ます 。 例 えば メ リデ ィア ソの モ テル4000。 こ

れ は ノーザ ン ・テ レコムが 導入 した もの で あ ります し,発 表 され ま して 現在 市 場

へ の導 入 を行 って お ります 。 ま た,オ リベ ッテ ィや ゼ ロ ックスが テ キ ス ト用の パ

ソ コ ンも 出 してお ります し,例 えばIBMのRT/ECと い った よ うな エ ンジ ニ

ア リ ング用 の ワー クステ ー シ ョン,ま た,高 度 な ワー クス テ ー シ ョン機能 を持 っ

た パ ソコ ンもあ ります 。

次 の段 階 は,基 本 的 に職 務 別 の ワ ー クス テ ー シ ョンだ と思 い ます 。 これ は も う

既 に あ らわれ つ つ あ ります 。す なわ ち マネ ジ リアル ・ワー クス テ ーシ ・ン。 これ

は エ ンジニ ア リン グ指 向の も の では な く職務 指 向,す な わ ち職 務 別 の ワー クス テ

シ ョ ンで あ ります。 また,向 こ う5年 間,今 後 出て くる もの と して は,パ ー ソナ

ル 化 され た,カ ス タ ム化 され た ワ ー ク ステ ー シ ・ンだ と思い ます 。 とい うこ とで,

さ らに性 能が 高 ま った 高性 能 の ワー クス テ ーシ ョンが 出 て く る と思い ます 。

この よ うな形 でい ろい ろ な シ フ トが 見 られ る と思 い ます 。流 通 チ ャ ンネ ルで も

ア メ リカで こ うい った ワー クステ ー シ ョンが 出 て くる こ と によ って 激 変が 見 られ

るで あ りま し ょ う。 これ まで はす べ ての パ ソ コ ン,ま た,こ うい った ワー クス テ

ー シ ョンは ,す べ て デ ィー ラーや 小 売業 者 が 全 く問題 な く導 入 す る こ とが可 能 で

あ りま した。 と ころが,最 近 で は 非 常 に高度 化 してい る。 ま た,特 に 自分 用の1

一24一



b

入 用 の パ ー ソナル化 した ワー クス テ ー シ ョ ンが 出 て くる とい うこ とで ち ょっ と難

しい面 もあ ります 。

また,マ ルチ ・タ スキ ング,マ ルチ ・ユ ーザ ー ・ワー クステ ー シ ョンとい うのが

あ らわれつつ あ ります。例 えばIBMのPS/2が そ の例 で あ ります が,カ ス タマ

ー ・サ ポ ー トも非 常 に高 度 な スキ ルが必 要 にな って くるわ け です。 とい うこ とで,

営 業 部 門 の人 々,コ ン ピュー タ会 社 の 営業 部 門が これ まで は コン ピュ ー タ関 連 だ

け で 済 ん でい たの が,デ ィ ー ラ ーに も,そ れ か ら流 通 業者,小 売 業者 に も出て い

って,出 向 して い ろ いろ と教 えてい か な け れば な らない とい うことで あ ります。

バ ー トラ ソデ ィ ックが幾 つ か コ ンピ ュー タを 出 して お ります 。 数 年 前 か ら需 要

が 出 て きて い る もので あ ります 。 これ は ご く普 及 品 を売 ってい る よ うな形 で売 っ

て き た んです が,こ うい った時 代 は も う終 わ って しま ってお ります 。非 常 に採 算

が 悪 くな るわ け です 。 す な わ ち多 品種 少 量 とい う時 代 では,こ うい った 大量 生 産

とい うのは 効 率 が 悪 くな ってい るわ けで す 。 また,段 階 が進 み ます と,さ らに 高

度 な ソ フ トウ ェアが 出 て きます し,マ ル チ ・タス キ ング,マ ルチ ・ユーザ 丁用 の ソ

フ トも出 て き ます 。'また,い ろい ろな サ ポ ー ト・エ ソバイ ロメ ソ ト(環 境)も 変

わ って くる し,改 善 され てい か な けれ ば な りませ ん 。

こ こ数 年 見 られ た変 化 とい うの は,純 粋 に直 接 の 販売 か らデ ィ「 ラー指 向型 の

営 業,販 売 の 方 へ とそ の比 重が 高 ま って お ります 。 例 えば 付 加 価値 的 な ソ フ トウ

ェア ・ハ ウス とか 小 売店,『 あ るい は コ ン ピ ュ ータ 店,あ るい は 通 信会 社 な ど,直

接 販 売 よ りもそ うい った中 間業 者 が 介在 す る よ うな形 の ものが15%ぐ らい 増 え

る もの と思 わ れ ます 。

同時 並行 に見 られ つ つ あ る大変 お も し ろい 傾 向 と しては,ア メ リカで ます ます

市 場 の 飽 和化,成 熟 化 が見 られ る とい うこ とで あ ります。

汎 用 型 の パ ソコ ンは まだ浸 透 率が 低 い で す が,テ キ ス ト編 集 用 の ワー ク ス テ ー

シ ョンは か な り飽 和 現 象が 見 られ ます 。 浸 透 して お ります 。 です か ら,ABSと

い った よ うな会 社,あ るい はCBT,そ れ か らNBI,ゼ ロ ックスが テキ ス ト処

理,文 書 処 理 の 分 野で 製 品 の販 売 に苦 しんで お ります 。 とい うよ りも,市 場 が 既

に飽 和 段 階 に達 してい る とい う面 が 見 られ るか らです 。

例 えば 皆 様 は車2台 ぐ らい お 持 ちか も しれ ませ ん が,テ キ ス ト ・ワー クス テ ー

シ ョ ンは1台 で 済 む んです 。1台 だ け て 用 は足 ります 。それ か らデ ー タ ・ター ミ

ナル の 浸透 率 も ス ピ ー ドが 鈍化 してお ります 。 とい うの も,汎 用 型 の パ ソコ ンが

あ らわ れつ つ あ るか らで す 。 ア メ リカで も ヨー ロ ッパで も600社 か ら700社
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ぐ らい 大 企 業 が デー タ ・ター ミナ ル 等 々に進 出 してお ります が,明 らか な こ とは,

ほ とん どの ユ ーザ が機能 が 低 い タ ー ミナ ル を,も っ ど高 度 な もの に変 えてい くこ

と だろ うと思 わ れ ます。

それ か ら ワー クス テ ー シ ョンは,ほ とん ど飽 和化 され て お り,95年 まで には

飽 和 状 態 に達 してい るだ ろ う と思 わ れ ます 。 とい うこ とは,こ の市 場 で競 争 して

い く,そ して成 功 をお さめ る た め には,95年 の 段階 で は ワー クステ ー シ ョンの

設 計 に 当 たって,ユ ーザーに対 し単 に コ ス ト面 で 魅 力 的 な もので なけ れば な らない

とい うだ けで は な く,も っ とほ か に もい ろい ろ な要 素 を考 えな けれ ば な りません 。

コス ト節 減,コ ス ト低 減 も必 要 で す が,ユ ーザ に対 して新 しい もの を提供 してい

か な けれ ぼ な りませ ん。 ほ か と異 な る もの,ユ ニ ー クな もの,そ して ユ ーザが仕

事 をす るに 当 た って,大 き く生 産 性 を ア ップで き る よ うな もの を提 供 してい か な

け れ ぼ な りませ ん 。 ま た,自 分 の競 争 力 を高 めて くれ る よ うな機 能 を持 った ワー

クス テ ー シ ョンを提供 しな けれ ぼ な りませ ん。

そ の よ うな ア プ ローチの 仕 方の 一 つ と して,高 性 能 ワー クス テ ー シ ョンに注 目

す る とい う行 き方 もあ るで し ょう。 こ こで いわ ゆ る一般 的 な構 成 の ワー ク ステ ー

シ ョンの フ ィー チ ャーを見 てみ ます(図 表2-2参 照)。 生 産性 向上 の た め の機

能,'ま た,機 能 性 の 向上の ため のい ろい ろ な フ ィーチ ャー,ワ ー ク ステ ー シ ョン

のい ろ い ろ な生 産性,機 能 面 で の 向上 を 目指す た めの フ ィーチ ャーで あ ります 。

これ らの フ ィー チ ャーのす べ てが 設 計 段 階 で組 み 込 まれ ます 。 ところが,こ れ は

ア プ リケー シ ョンに依 存す る形 の もの に な って お ります 。

例 えば エ レ ク トロニ クスの 面 か ら見 ます と,フ ル な形 で ブ イーチ ャーが 必 要か

ど うか 。 エ レ ク トロニ クス産 業 のICの 設 計 の た め に,こ うい った ワー クス テー

シ ョンを売 り込 む,あ るい はPCB(プ リン ト基 板)の 設計 の た めに売 り込 む た

め に は,こ れ らの フ ィーチ ャーが すべ て必 要 なの か。32ビ ッ トの 機能 が必 要 な

の か,17イ ンチ 以上 の ス ク リー ンが 必 要 な のか とい うこ とを常 に考 えな けれ ば

な りませ ん。 です か ら,常 に最 適 化 を 図 ってい か なけれ ぼ な りませ ん 。 果 た して

これ らの フ ィーチ ャーが す べ て必 要 と され てい るの か ど うか とい うこ とを考 えな

けれ ば な りませ ん 。 そ して設 計段 階 で も迅 速 に ニー ズ に対 応 して い か なけ れ ば な

りませ ん。

ユ ーザ に対 しメ リッ トとな るの は,設 計 サ イ クル におい て よ り迅送 にや る,そ

して 製 品 の導 入 を よ り迅 速 に してい く とい うこ と,迅 速 な対 応 とい うこ とが重 要

に な って きます 。 また,メ カニ カル な デザ イ ンの た めの ワー クス テ ー シ ョ ンを見
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図 表2-2エ ン ジ ニ ア リ ン グ ・ ワ ー ク ス テ ー シ ョ ン に 必 要 な フ ィ ー チ ャ ー

ト

`
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COMBINEDTEXT&GRAPHICS

TEしEPHONEMANAGEMENT

TIMEMANAGEMENＴ

FACSIMILETRANSMtSStON

ACCESSTOPεERWS

HIGHSPEEDCOMPUTATION

PROGRAMMINGFACIUTY

㊧

●●●ESSENTIA二FEATURE

■●HtGHLYDESIRABLE

●CONVENIENTBUTNOTNECESSARY

WSロWORKSTATION

,

てみ ます と,例 えば マル チ プル ・ウイ ン ドウが必 要 にな ります 。 とい うの も,い

ろい ろ な要 素,例 えば メ カニ カル,あ るいはアー キテ クチ ャの設 計 用 で 必要 に な っ

て き ますか ら,カ ラー モ ニ タも必 要 で あ ります 。 広範 囲 な パ ター ンが 必 要 に な っ

て くる か らで す 。

広 範 囲 な パ ター ン とい うの は,そ れぞ れ 相互 に関 連 しない よ うな個 別 の もの が,

例 えばICの 設 計 用 に は た くさん 必 要 に な って くるわ け で あ ります 。 そ れか ら3

次 元 グラ フ ィ ッ クス も必 要 で あ ります。 とい うの も,ICの デザ イ ンの よ うな平

面 的 な デザ イ ンだ けで は な く,建 物,建 築 物 の設 計 の場 合 には,3次 元 の グラ フ

ィ ックス も必 要 に な ります 。 ま た,ピ ア ・ワ ー クス テ ーシ ョン ・ア クセ スも必 要

に な って き ます 。

例 えば複数 の設計者が いる場合,ま た,同 時に設 計 を行 う,同 時 に イ ソス トラ クチ

ャを行 う場 合 には,同 じ デー タベ ー スを使 って ワー クステ ーシ ョン同士 が コ ミュ .

ニ ケ ー シ ョンで き る よ うに しなけ れ ば な りませ ん 。
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エ ンジニ ア リン グ用 の機 能 を 見 てみ ます と,例 えばい ろい ろ な機 能 が考 え られ

ます 。 あ るい は必 要 と され る フ ィーチ ャーに も さ まざ ま な もの が見 られ ます 。詳

し くは 述べ ませ ん が,た だ,ポ イ ン トだ け押 さ えたい と思 い ます 。

一 つ 重要 な機能 が あ ります 。 こち ら・にい らしてい る方 は,将 来 の高 度 な ワー ク

ステ ー シ ョンの デザ イ ンを ど うした らよいの か に関 心 を持 ってい ら っ しゃ ると思

い ま す の で 申 し上 げ た い ん で す が,ウ ー クス テ ー シ ョンの 技 術 的 な 設 計 能 力

に注 目され てい る一 方で,事 務 管 理 用の 側 に余 り注 目され てい ない と思い ます。

例 えば マ ニ ュア ル用 め パ ソ コ ン,そ れ か らエ ンジニ ア リング ・ワー クス テ ーシ ョ

ンまで重要であ ります。つ ま り互換性 とい うことが重要 です。それか らワー ドプ

ロセ ッシ ン グも必 要 で あ ります 。 そ れ か らア ド ミニ ス トレー テ ィブ ・フ ァ ンクシ

ョン(事 務 管理)を ワー クス テ ー シ ョンでや って い くとい うこ とも重要 に な って

くるで あ りま し ょう 。

例 えば アメ リカで は2,bOO人 ほど エン ジ ニiアがい るん です が,'そ の 作業 時 間

の うち30%か ら40%ぐ らい事 務 管 理 面 で の ワー プ ロ機 能,す なわ ち設 計 に組

み込 まれ てい ない よ うな作 業 を実際 に行 わ なけれ ば な らない とい うことで,こ う

い う機 能 が ます ます 必 要 に な って くる だ ろ うとい った よ うな調 査 結果 もあ らわ れ

てお ります 。

さて,エ キ ス パ ー ト ・シ ス テ ムで す が,こ れ もま た高 度 ワー クス テー シ ョ ンの

一 つ の ア フ.ローチだ と思 い ます 。 い わ ゆ る コ ン トロール ・デ ー タ ・イ ール ド ・マ

ネ ジ メ ン ト・シス テ ムか ら見 てみ ます と,こ れ は 非常 に複 雑 な大 型 なデ ー タベ ー

スを,非 常 に簡単 に エ キ スパ ー ト ・シ ス テ ムを使 って用 い る とい うこ とに な りま

す 。 この エ キ スパ ー ト ・シス テ ム用 の ワー クス テ ーシ ョンが どの よ うに発 展 して

い くか とい うこ とが あ ります が,実 際 に はエ キ ス パ ー ト ・シス テ ムか らい ろい ろ

な ア ドバ イ スを も らい なが ら,使 うよ うな ユ ーザ が い るわ けで あ ります 。

例 えば テキサ ス ・イ ンス トル メ ンツが 出 してい る よ う なエ キ スパ ー ト・シ ステ

ムで あ ります 。 これ は コ ン ピ ュータ ・ア ドバイザ ーと呼 ば れ てい る エキ スパ ー ト・

シ ス テ ムで あ ります 。 こ うい った もの も これ か らも必 要 に なるで あ りま し ょう。

ユーザー側 が コンピュータの 設 計 用 に,そ れ か ら研 修訓 練 用 に も こ うい った エキ ス

パ ー ト・シ ス テ ムを使 うで あ りま し ょう。 それ か ら研修 訓 練 の面 で もい ろい ろ な

ユーザ ーがい ます。 いろいろな製 品 が既 に市 場 に 出 され て お ります 。 特 に パ ソコ ン

向け の もので あ ります 。

例 えば テキサ ス ・イ ソス トル メ ンツが パ ー ソナ ル ・コ ンサ ル タ ン トとい うエ キ
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'

スパ ー ト ・システ ムを 出 してお ります 。 これ は今 で も多 くの場 合,Prolog,あ

るい はLispと い った よ うな言語 を使 って 行 って ますが,今 後 は さ らに一 層 ご く

普 通 の簡単 な言 語 を使 って 行 わ れ る よ うに な るで あ りま し ょう。

開発 用の シ ステ ム,例 えば アイ ア ンが 出 してい る もので あ ります 。 これ は カ リ

フ ォル ニア のパ ロ アル トに 本部 を持 ってい る会社 です が,7万2000ほ どの ア

プ リケ ーシ ョンが既 に出 て お ります。 そ して,集 中的 に使 用 され てお り,例 えば

DECな どが こ うい った エ キ スパ ー ト・シス テ ムを 用い てNTCを ネ ッ トワー ク

のサ ポ ー ト用 に使 ってお ります 。

そ れ か ら問題 の特 定 に も使 ってお ります 。 これ は ネ ッ トワー ク用の 設 計 用 の も

ので あ ります が,こ こ に一 番大 き な成長 が 見 込 め る,一 番 有 望 で あ る と考 えます 。

と い うの も,長 い 目 で 見 る な らば,よ り簡 単 な エ キ ス パ ー ト ・シ ス テ ム も

大 き く伸 び る で あ りま し ょ う。 また,現 在 では ビデオを 指導 用,あ るいは デ モ

ンス トレー シ ョン用 に使 うよ うに な って お ります の で,現 在 の エキ ス パ ー ト ・シ

ステ ム に ビテ オ機 能 を組 み 込 ん だ もの も必 要 とされ るで あ りま し ょう。

さて,次 に,無 線通 信 の 分 野 に 目を転 じてみ た と思 い ます 。

ここ には2つ の代替 的 な ア プ ロ ーチ が あ ります 。 一つ は,い わ ゆ る ラジ オ,無

線 を使 った もの。 も う一 つ は,赤 外 線 の もの で あ ります 。赤 外 線 の方 は それ ほ ど

有 望で は ない と思 い ます 。 環 境 上 公 害の 問題 が あ るか らです 。 また電 子 ビー ムを

使わ な けれ ぼ な らない とい うこ とで,デ ー タの伝 送 には問題 が あ るか らで あ りま

す。 例 えば 目がや られ る とか,目 に悪 い とい った よ うな問 題 も あ るか らで す 。 そ

して十 分 な帯 域 が あ るか ど うか。100キ ロ ビッ トか ら5メ ガ ビ ッ トぐらい の も

ので あ ります の で,そ うい った 目に見 えない 赤 外線 を使 う とい うもの で あ ります

が,エ ネル ギ ー量 が非 常 に強 い ので,例 えば2分 間 それ を見 詰 め ただ け で 目が だ

め に な って しま うとい った よ うな問 題 が あ ります。

です か ら,赤 外 線 を使 った 無線 通信 の 方 は,こ うい った障 害 を克 服 しない 限 り

難 しい と思 い ます 。 また,タ ー ミナ ル の ス ク リー ンに よ って 目が悪 くな る。 テ レ

ビを一 晩 じ ゅ う見 てい る人 もた くさんい る と思 うん です けれ ど も,こ うい った モ

ニ ター ・ス ク リー ンか ら 目がや られ て しま う とい うよ うな職 業 病 の心 配 も出 て き

てお ります 。

そ れ か ら ラジオ 無線 周 波数 の割 り当で の問 題 もあ ります 。 こ こに は2つ の ア プ

ローチが と られて お ります 。 これ につ い て 少 し触 れ てみ た い と思 い ます 。

一 つ は ,AT&Tが 開 発 した もので,も う一 方 は,モ トロー ラが 開 発 した もの
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です 。 モ トロー ラ版 です が,こ れ は1700メ ガヘ ル ツ帯域 の もので あ ります 。

こち らの メ リッ トとい うのは,構 内で,す なわ ち事 務 所 内で 伝 送 が簡 単 だ とい う

こ と で あ りま す が,衛 星 対 地 上 の 気 象 デ ー タ等 々 とぶ つ か る と い っ た よ う

な 問 題 も あ りま す 。3月 以 来,ワ シ ン トン で,あ るい は ワシ ン トン以外 の と

ころで も,当 局が この 点 につ い て検討 してお ります 。6月 に決 定 が 下 され るはず

だ った んで す が,ま だ議 論 が 行 わ れ て お ります 。 それ でFCCの 決定 待 ち とい う

こ とに な ってお ります 。

これ は大 変 よい シ ス テ ムで あ ります が,基 本 的 に は直 接 に非 常 に簡単 な セル式

の 無線 を使 えば い い とい うもの で,非 常 に簡 単 な単 純 な システ ムで あ ります 。認

可 が お りれば,2年 後 ぐ らい に は実 用 化 が 図れ る と思 い ます 。で す か ら,1990

年 ご ろ に出 て くる と思い ます。 た だ,こ れ が うま くい く と,一 般 の 人 に受 け入れ

られ なけ れ ば な らな い と思 い ます 。 説 得 してい か なけれ ぼ な らない と思い ます 。

です か ら,考 えます と92年 ご ろに は普 及 してい くだ ろ うと思 われ ます。

さて,2番 目の もの。 これ はAT&Tの 開発 した もの で,音 声 及び デ ー タ用の

もので あ ります が,毎 秒10キ ロ ビ ッ トの もの で あ ります 。 です か ら,そ れ ほ ど

高速 な もの で は あ りませ ん。 高 速 ワー クステ ー シ ョン用 の もので は あ りませ ん。

中 程 度 の ス ピー ドの も ので あ ります が,こ れ も89年 か ら90年 ご ろに実 用化 が

見 られ る だ ろ うと思 ってお ります 。

このAT&Tか らの製 品 で あ ります が,こ れ はPBXで 開 始 され るわ けで,こ

れか らPBXに つ け られ たベ ー ス ・ス テ ー シ ョンの 方 に 直接 ゆ く。 それ か らそ の

あ と トラ ンス ミッタ とか,レ シ ーバ ー とい うの を通 じま して,個 々 の ワー クス テ

ー シ ョンとの 通信 が 図 られ るわ け です 。 しか しなが ら,こ れ は オ フ ィス をつ な ぐ

唯 一 の もの だ とは考 えて お りませ ん。 それ 以外 に もフ ァシ リテ ィを提 供 して,例

えばPBX等 の 関連 で,64キ ロ ビ ッ トのISDNの キ ッ トを使 った もの,ま た,

ノ ーザ ソ ・テ レコ ムの もの,あ るい は レデ ィー ア ン ト・シ ステ ム,メ リデ ィア ソ

・シス テ ム とい うもの を使 った も の,そ れか らス リー コム とDECが 一 緒 に な っ

てつ くった もの,あ るい は10メ ガ ビ ッ トの イ ーサ ネ ッ トとい った よ うな と ころ

が ある わ けです 。

で す か ら,い ろい ろ な代 替 の や り方が あ るわ けで す け れ ども,そ の機 能 の点 で

よ け れ ぼ 一 緒 に 設 置 す る。 そ して そ の シ ス テ ム を 一 番 い い 形 で 選 ん で 設 置

す る と い う こ と に な りま す 。 で す か ら,こ れ か ら5年 間 に,こ う して ロ ケ

ー シ ョン内 の ワイ ヤ リン グの 設 置 が よ り広 い ユ ニバ ーサ ル ・ワイ ヤ リン グとい
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うコ ンセ プ トに変 わ って い くと思 い ます 。 シス テ ム ・ワイ ヤ リン グとい うこ とに

よ りまして,ユ ーザ ーの ニーズ に よ り広 くこた えてい くとい う形 に移 って い くとい

うふ うに考 え られ ます 。

ISDNは 長 い 間議 論 され て きた もので あ ります の で,77年,78年 以 来,

ヨー ロ ッパで は使 わ れ て お ります し,81年 以 来 ,ア メ リカの 方 で も盛 ん に使 わ

れ てい るわ け です けれ ども,我 々の 考 え方 とい うのは余 り大 き く変 わ ってお りま

で,要 約 す る と,ISDNと い うの は,業 務 を行 ってい る会 社 が マ ー ケ ッ トで 優

位 性 を得 るた め の非 常 に重 要 な ツ ールだ と思 い ます 。つ ま り,ネ ッ トワー クの コ

ン トロール に 重要 な ツ ール で あ る と思 い ます。 そ して基 本 的 な優 位 点 が 幾つ か 別

な 点 で あ るわ けで す け れ ど も,ま ず 最 初 に,ユ ニ ー クな ア プ リケー シ ョ ン用 の ポ

テ ン,シ ャ リテ ィ とい うの を可 能 に す るわ け です。 専 用 の ネ ッ トが うま く設 計 され

て いれぼ,テ キ ス ト,デ ー タ,音 声,イ メー ジの伝 送 を ユ ーザ ーが全 部 接 続 して

行 うこ とが で き るわ けで す 。

ISDNに よ って デ ー タ と音 声 の統 合 とい うのが,よ り一 般 的 に な ります 。I

SDNの 方 で は,ユ ニー クな ア プ リケー シ ョンの可能 性 を開 い て お ります 。 こ こ

で再 び 中心 にな るのは,ユ ーザーの 方 が果 た して 競争 的 に 強み を得 られ るか ,あ る

い は生産 性 を上 げ る こ とが で き るか とい うこ とが 中心 に な ります 。

まず,例 えば医 療 部 門,病 院 な どにお きま しては,一 番 中 心 なの はISDNに

つ い て医 師 が理 解 す る こ とで は な く,与 え られ た フ ァシ リテ ィに つ い て理 解 をす

る こ とで す 。 そ して例 えば 医療 の 診断 を行 う際 に,遠 隔 診 断が 行 わ れ るわ け です 。

例 えばX線 を デ ー タ ・チ ャネル で使 い ま して,音 声 チ ャネル で話 をす る,あ るい

は信号 チ ャネ ルで 他 の心 電 図 に関 す る話 し合 いが で き る とい った こ とで あ ります 。

です か ら,心 電 図 を一 緒 に 見 る,あ るい はX線 を一 緒 に見 る とい う こ とが で き る

わ けで す 。

この よ うに広範 囲 の能 力 は可 能 に な りま した。 例 えば 現在 の メデ ィ カル ・レ ゾ

ナ ンスで あ ります 。 医 学 的 な イ メ ー ジ ン グで あ ります けれ ども ,コ ンピ ュー タ処

理 され た 画像 を断 片 的 に 見 る とい うこ とが で き るわ け です 。 で す か ら,も し患者

の方 が どこか 悪 い とい うこ とにな ります と,医 師 の方 で は,例 えば 腎臓 とか そ の

他 の 疾患 の スペ シ ャ リス トの 方 に これ を送 りま して,そ こで い ろ い ろな形 状 につ

い て の話 を進 め る とい うこ とに な ります 。

こ うした同 時進 行 の通 信 とい うの は非常 に重 要 に なるわ け で す 。 それ か らまた

ソフ トウェ アの分 野 にお き ま して もそ うで あ ります 。 です か ら,ユ ーザ の方 は ,
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将 来 にお い て ソフ トウ ェ アの プ ロ グラ ム ・サ ー ビス を置 くことが で き る。 そ して

ソフ トウ ェア の 生 産 を どう プ ログ ラムす るか とい うことにす ぐに リン ク して,ソ

フ トウェアの 会 社 の 方 にそ れ を 頼 む こ とが で きます 。

それ か らデ ス クか らデ ス クへ の テ レ ビ会議 で あ ります けれ ど も,こ れ も同時 に

ス ク リー ン上 で 会議 を行 うこ とが で きる。 文書 は フ ァ クシ ミリです ぐ送 れ る とい

うこ とにな ります 。 これ は フ ァ ッ クスホ ソが現 在 使 わ れ て ます が,こ れ に取 って

かわ る もの で あ ります 。 これ は単 に画像 を送 るだ けで は な くて,会 話 その もの も

す ぐに送 る こ とが で き る とい うこ とにな るわ け です 。 で す か ら,こ の よ うに して

性能 上 の改 善 とい うのが 行 わ れ て お ります 。

例 えば マル チ プル ・デ ー タベ ー スを 同時 に 見 る とい うや り方。 それ か らい ろん

な違 う ロケー シ ョ ンか らこれ を得 る こ とが で き る とい うこ とで あ ります 。 ま た,

こ うした デ ー タベ ー スを 並行 的 に見 る とい うコ ン カ レ ンシ ー とい うのが 現在 ユ ー

ザ に と って大 変 重 要 な要 求 に な ってお ります 。 これ は米 国 におい て も ヨー ロ ッパ

におい て も同 じで あ ります。

デ ー タベ ー スを例 えば 銀 行 の 口座 につい て 同時 に見 る とか,あ るい は ク レジ ッ

ト ・レコー ド,あ るい は保 険 につ い て全 部 口座 状 況 を 見 る とい うのが 非常 に重 要

な わけ です 。 これ に よ ってG4フ ァ ッ クス な どの使 用 が低 減 で き る とい うこ とに

な ります 。

それか らた くさん の ア プ リケー シ ョンが ご ざい ます 。 具体 的 に は業 界 ご とに 違

うわ け です けれ ど も.,こ れ は特 に専 用 ネ ッ トワ ー クで現 在 実 施 され てお ります。

幾つ か の もの は今 後ISDNを 使 って行 われ るで あ ろ う思 わ れ るア プ リケー シ ョ

ンだ と思い ます 。銀 行 に 関 して は 顧 客情 報 の ロケーシ ョンが重要であ り,リ サ ーチセ

ン ターの間 を リン クす る とい うの は,例 えば 教育 界 な どには非 常 に重要 なわ けで

す 。

それか ら広帯 域 にお き ま して は,ス ーパ ー コ ンピ ュー タ に関す る もの が重 要 に

な ります 。 広 帯域 の リン クが 高速 ス ピー ドで 同 じネ ッ トワー ク上 で使 うとい うこ

とが 可能 に な?た わ けで す ね 。

それ か ら保 険 に関 しま しては,い ろい ろ な保 険 契 約 とか請 求 の処 理 に使 われ ま

す 。例 えばい ろん な事 故 とか あ るい は 火事 とい った損 害 の請 求 に関 して 画像 化 し

て み る。 あ るい は そ の契 約 の 現 時 点 の状 況,そ の他 も と も との 契 約状 況 とい うも

の を見 るこ とが で きるわ けで す 。 で す か ら,こ うした 文書,あ るい は 画像 に対 し

て ア クセス をす ぐに で き る とい うこ とで,話 を続 け なが らこれ を 見 る こ とが で き
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る。 また 同 時 に,信 号 チ ャネル を使 い ま して,過 去 の デー タを検索 す る とい うこ

とが で き るわ けです 。 これ が生 産 性 の向 上 に結 び つ くわ けです 。

も う一 つ 重要 な点で あ ります け ど,こ れ は も う既 に話 した点 で あ ります け れ ど

も,超 小 型 の ア ンテナ の話 で あ ります 。 ア メ リカ におい て は非 常 に大 き く成 長 し

て お ります 。 ネ ッ トワー クを使い ま し て コス トを低 減 させ,そ れ か ら効 率 よ くネ

ッ トワー クを管 理 す るこ と を 目指 してい るわ けで す 。

そ の他 の 重要 な点 と しては,EDIの 実 施で あ ります。EDIはElectronic

DataInterchangeで あ ります けれ ど も,例 えばKマ ー トな どで 実 施 され て お

ります 。 こ れ は ミシ ガ ン の トロイ に あ りま す け れ ど も,Kマ ー トで は 取 引

の 処 理,あ る い は 検 証 な ど を 行 う 際 に,EDIを 使 って い るわ け です 。そ し

て ま た そ の調 達 とか,あ るい は在 庫管 理 を集 中化 す るため に,あ るい は そ の製 品

の アベ イ ラ ビ リテ ィ,そ の他 に つ い てす べ て集 中管 理 でき る とい う状 況 に してお

ります 。

この専 用 ネ ッ トワー クにお け る複 数 ク ライ ア ン トに関 して の調 査 を終 えた とこ

ろで あ ります けれ ども,ア メ リカにおい て は,か な りこ うした 使い 方 を して い る

とい うこ とで あ ります 。 現在 この 小 型 の ア ンテナ を使 って い る会 社 の うち2L2

%の ユーザー1「 フ ォーチ ュ ソ」 の500の 中 に入 ってい る3分 の1の 会 社 を面接

したわ けであ りますが,こ の半 分 が あ る種 の サ テ ラ イ ト形式 の もの をつ く って お り,

そ れ か ら30.3%が フ ァイ バ ー形 式 を使 ってい た とい うこ とが わ か ってお ります 。

これ は ア メ リカ にお い て も趨 勢 として は大 きな 動 きが あ った と思い ます 。 サ テ

ライ トの使 用が 中 心で あ った んで す け ど,光 フ ァイバ ーは少 なか った わ けで す 。

光 フ ァイバ ーが 現在 オ ーバ キ ャパ シ テ ィ にな って い るこ とか ら,こ れ が だ ん だん

取 り払 われ てい った とい うこ とで あ ります 。 で す か ら,技 術 が これ か ら10年 ど

うい うふ うに変 わ ってい くか とい うこと を考 えま した ときに,マ ル チ ・ポ イ ン ト

の テ ィス トリビ ューシ ョソに はサ テ ライ ト,例 えば 非 常 に 分 散 され てい るKマ

ー トの よ うな場 合 にはサ テ ライ トを使 うで あ ろ う。 これ は光 フ ァイバ ーの ケ ー ブ

ルが これ か ら5年,10年 には,こ うい うよ うな と ころで は つ くれ ない で あ ろ う

と思 わ れ るか らで す。

光 フ ァイバ ー の方 は,む し ろ密 度 の高 い テキサ ス とか セ ン トル イ ス とい った よ

うな,密 集 した 地域 の 方 に は光 フ ァイバ ーが 使 わ れ るであ ろ うとい うふ うに考 え

られ ます 。

サ テ ライ トと フ ァイバ ーの 比較 で 見 ます と,ど うい う種 類 の通 信形 態が 大 企 業
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で使 えるか とい う ご とが わ か る と思い ます 。 こ こで 皆 さん に知 ってい た だ き たい

の は,ア メ リカ と 日本,あ るい は ア メ リカと ヨー ロ ッパの 間の 電 話 とい うの は 大

変 重 要 だ とい うふ うに 考 えが ち な ん で す け ど,実 際 には全 通 信 の支 出 の 中で

は わず か な パ ーセ ンテ ー ジ しか 占 めてい ない わ け です 。 長 距離 の 通 信の 中 で わず

か です ね 。 ほ とん どの支 出 とい うの は国 内の 長 距 離電 話 で あ ります。 そ れ か らそ

のあ とが ロー カル の コ ミュニ ケー シ ョン。 これ は イ ン タラ ー ・ラー ター とい い ま

す け れ ども,局 間 の通 信 で あ ります 。 そ の あ とが3.8%で 大 西洋 間,そ れ か ら極

東 間 との コ ミュニ ケ ー シ ョン1.8%で あ ります 。

です か ら,今 後 これ が余 り大 き くは変 わ らない ん じ ゃない か と考 え られ ます。

新 しい大 西 洋 間 の 光 フ ァイバ ー ケ ー ブル の導 入 に もか か わ らず,こ れ は余 り大 き

くは変 わ らない とい うふ うに考 えてお ります 。 そ の 理 由 は,電 話 よ りもテ レ ック

スで や る とい うのが 中 心 だか らで あ ります 。

さ て,2つ,最 後 に 指 摘 した い こ とが あ る んで す が,ISDNは 大 手 の会 社 が

使 ってい るわ けで す 。 ネ ッ トワー クの コ ン トロ ール を これ に よ って 強 め る とい う

こ とを して い るわ けで あ ります け れ ども,43%の 企 業 がISDNを 非 常 に重要

と考 えてい るわ けで す 。 ネ ッ トワー クの構 築 は,こ の 専 用 ネ ッ トワー クの コ ン ト

ロール を行 うた め に重 要 だ とい うふ うに考 えて お ります 。 です か ら,コ ン トロ ー

ル とい う点 で 将 来 利 用 を強 め る。 日本 で もISDNが 実 行 され る際 には コ ン トロ

ール と して使 わ れ る と思 い ます 。

そ して進 化 が どの よ うな形 で行 わ れ るか とい うこ とです けれ ども,EDIな ど

か ら始 ま りま して,ISDNか ら大 き な恩恵 を受 け ます 。 そ して そ の後,ま た さ

らな る応 用が 見 られ ます 。医 療 分野 にお きま して,そ して その 他 の分 野 におい て,

ア プ リケ ー シ ョ ンが 増 え る と思 わ れ ます 。

次 に,電 話 業界 につ い て ア プ リケー シ ョンは,設 備 を提供 す る とい うこ と よ り

も,新 しい サ ー ビスに力 を入 れ てお ります 。 そ の よ うな変 化 が ない 限 り,ア プ リ

ケ ー シ ョンの 導 入 は ゆ っ く りと したペ ー スで しか 行 わ れ ない と思 い ます 。

次 に,新 しい技 術 分野 につ い て ご紹 介 で あ ります け れ ど も,こ れ は超電 導 につ

い てで あ ります 。 超 電 導 は,エ レ ク トロニ クス,コ ン ピ ュー タ,コ ミュニ ケー シ

ョン,そ して さま ざ ま な業 界 に対 して最 も大 きな イ ンパ ク トを与 える と思い ます 。

で す か ら,そ れ を合 理 的 な形 で 利用 可 能 な方 法 で 活 用 す る こ とが必 要 条 件 とな り

ます 。 これ に つい て は 後 で言 及 い た します けれ ど も,非 常 に重 要 で あ る と思 われ

ます 。 で す か ら,今 カバ ー され てい る サ ニ ビスな どにつ い て まず 申 し上 げ ます 。
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超 電導 に と って,1987年 は非 常 に劇的 な年 で あ りま した。1910年 以 来,

超電 導が 達 成 で き る温 度 は,大 体27Kぐ らい まで しか 上が りませ んで した。 し

か し,今 年 に 入 りま し て,過 去12ヵ 月 間に お きま しては,イ ッ トリウ ム,銅,

バ リウ ム,酸 素 に よ りま して,室 温 に近い 超電 導 の達 成 が 可 能 にな ってお ります 。

また,こ れ につ い て覚 えて お か なけ れ ば な らない 重要 な点 が あ ります 。 まず 第

1点 目 とい た しま しては,過 去 考 え られ てい ま した バ ー ジ ン ・クーパ ー の超電 導

の 理 論 は,現 在 の材 料 には 適 用 で き ない とい うこ とが証 明 され て お ります 。で す

か ら,こ の理論 は既 に適 用 で き ない とい うこ とが 証 明 され て い ます 。 超 電 導 の現

在 まで あ った制 限 とい うの は,既 に除 去 され たい と考 え られ て よ ろ しいで し ょう。

です か ら,現 在論 理 的 な上 限 とい うの は あ りませ ん。 超 電 導 が 起 こる こ とが で き

ない 上 限 とい うの は現在 あ りませ ん。 そ して段階 的 に進 歩が 見 られ て お ります 。

よ り高 い温 度 で の超 電 導達 成 が可 能 にな って きてお ります 。

しか し,こ れ につ い て ま だ問 題 が 残 ってお ります。 大 き な問 題 とな ってい ます

の は,再 現 性 です 。 超 電導 の研 究 所 な どは 同 じ実 験 を2～3週 間 後 に再 現 す る と

い うこ とが で きない よ うです 。 ま た,温 度 の リサ イ ク リ ングが で きて も,そ れが

再 現で き なか った とい う問 題 が あ ります 。

そ して また 次 に,IBM,ほ か の 企 業 にお い て もつ く られ てい ます け れ ども,

歩 どま りが 悪 い とい うの も一 つ の問 題 とな ってお ります 。 セ ラ ミッ クの材 料 は,

現 在製 造 可能 で は あ りませ ん。 ア メ リカの ス ーパ ー コ ンダ ク ター とい うコー ポ レ

ー シ ョンは ,最 近設 立 され た会 社 で あ ります けれ ど も,こ の会 社 は 一 つ の プ ロセ

ス を ライ セ ンス化い た しま した。 そ れ に よ りま して,現 在 の セ ラ ミッ クの ス ーパ

ー コン ダ ク ター(超 電 導 材料)を ワイ ヤ ・タイ プに変 える こ とが可 能 に な るわ け

です 。 また利 用 可能 な電 流 を キ ャ リーす る こ とが で きな けれ ば な りませ ん。 ま た

薄 膜 な どの超 電導 材 料 を使 用す る こ とが可 能 で な けれ ば な りませ ん 。ICに 使 う

た めに は,薄 膜 で あ る とい うこ とが 条 件 であ ります 。

また,大 き な時 間 の変 動,そ して温 度 の変 動 に伴 って,特 性 の劣 化 が あ っては

な りませ ん。 現 在 数 カ月間,ア メ リカで 行 われ て い る研 究 とい うの は,こ の分 野

にお い て 力 を入 れ て お ります 。 モ ノ リシ ィ ックな ス ー パ ー コ ンダ クター,そ して

ま た ス ーパ ー コ ンダ ク ター ・テ クノ ロジ ー,コ ンダ ク ターな ど,こ れ らの 会社 は

材料 の 開 発 だ けで は な く,新 しい製 品 の開発 に力 を 入れ てお ります 。 大 学,研 究

所 な どにお い て も力 を入 れ る よ うにな って きてお ります 。

新 しい イ ンパ ク トは,ま ず コ ンポ ーネ ン トに対 して 及ぼ され る と思 わ れ ます 。
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VLSIの 分 野 に ス ーパ ー コ ン ダク ターが 用 い られ る と思 わ れ ます 。 そ れ を 用い

る こ とに よ りま し て,コ ンピ ュー タの性 能 を10倍 以上 高 め る こ とが で きる と思

わ れ ます 。VLSIのP-・ コネ クシ ョンにお き ま して は,ロ ー ・ロス にな りま

す 。 そ して コ ミュ ニケ ー シ ョンの ロス も少 な くな ります 。 そ して ポ ー タ ブル ・デ

ィス プ レー もよ くな ります し,ま た,ポ ー タブル ・マ グネ ッ トに置 きか え る こ と

が で き ます 。そ して大 きな磁 場が 必要 と な る分 野に お き ま しては 活用 で き る と思

われ ます 。MRIの 分野 に おい て も使 用 可能 で あ ります。

そ して また 本 当 の意 味 で の 室温 にお け る 超電 導 。0度,あ るい は マ イ ナ ス20

度か ら50度 が摂 氏で 実 現 で きま した ら,レ リオ プ ロ ダ ク トの フ ィル ター も重要

とな って くる と思 われ ます 。 です か ら,こ こで 重 要 な傾 向は,現 在 我 々は1年 間

で大 きな飛躍 を遂 げ た とい うこ とで あ ります 。 過去20年 間 超 電導 の分 野 で達 成

した こと を1年 で 達成 して お ります。 この 分 野 に お き ま して は,非 常 に後 退 して

お りま した。

例 えば 液体 ヘ リウ ムな どの利 用 な どに関 心 を持 ってい る会 社 は少 なか った と言

えます 。 しか し,液 体 窒 素 は別 問 題で あ ります 。液 体 窒 素 はす で に一 部 の ス ーパ

ー コ ンピ ュー タで 冷 却 剤 と して使 わ れ て お ります 。

こ こで まず,超 電 導 の薄 膜 をVLSIに 活 用す る こ とにな るで し ょう。 も ちろ

ん ス ーパ ー コ ンビ=一 タ,フ=・ 一 シ ョソ,そ して またMRI(磁 気 共鳴 画 像)な

どにつ い て も活 用 され る と思 わ れ ます 。 こ うす る こ とに よ りま して,現 在MRI

に使 わ るヘ リウ ムが増 加 して お ります け れ ど も,そ の よ うな需 要 を下 げ る こ とに

なる と思 い ます 。

ま た,ほ か に さ ま ざま な活 用 分 野 も考 え られ ます 。 超電 導 を0度 で 達 成 す る こ

とが可 能 にな ります と,さ ま ざ ま な分 野 にお い て活 用 が 可能 で あ ります 。 これ は

冷蔵 の技 術 を用い る こ とに よ って 可能 に な るわ けで す 。 これ は非 常 に保 守 も簡 単

で あ ります し,ま た,エ ンジ ニア リングな どの分 野 な ど にお き ま して も開 発 が進

め られ てい る分 野 で あ ります 。 テ ィス ク ・ ドライ ブ ・プ ロセ ッサ,そ してそ のほ

か の製 品が 可 能性 を持 ってお ります 。 です か ら,こ れ は冷 蔵 され た環境 で使 えば

いい わ けで す 。

例 えば3.5イ ンチ の デ ィス ク ・ ドラ イ ブを5.25の スペ ー ス ・フ ォ ン ・フ ァク

ター に入 れ ま して,密 度 は5か ら10ぐ らい にお きま して,大 きな違 い が生 まれ

る と思 い ます 。 競争 力 とい う観 点 か ら非常 に大 き な優 位 性 が あ る と思 わ れ ます。

最 後 に,全 く不 自然 な環 境 を必要 と しな い とい う温 度 で達 成 で き た場 合 で あ り
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ます。 そ うします と,さ まざまな製 品の活用性 が可能であ ります 。電 力供給,電

話の流通,そ してまた フィルター,マ グネ ット,モ ーター,磁 気浮動な どの分野

におきま しも活用可能 であると思 います。 また,輸 送 プロジェク ト,電 力会社の

プロジェク トに活用が可能 とな って くると思われます。しか しなが ら,こ れはす

べて室 温で可能 にな らなけれぼ実現は無理であ ります。

では,技 術の立場 とい うのをまとめ させていただきたい と思い ます。

通信の分野 におきましては,我 々が 今 日言及 い た しま した新 しい技術,過 去

5年 間 に開発 された もの,10年 に開発 されたものは,現 在 実用化 の段階 に位置

してお ります。 しか しなが ら,我 々が予想 してい る以上に室温の超電導 は達成す

ることは可能で あるかもしれません。

そ してこの技術の波は,新 しい製品 の環境をつ くり出す もの と考 えられます。

皆様,サ プライの方がい らっしゃるか と思いますけれ ども,究 極的にはテ ィス ト

リビューシ ョソ,そ してユーザ ・サ ポー トが最 も重要 となる と思い ます 。 これが

最 も重要 な特性 として出て くると思い ます。

もちろん業界の必要性,競 争 力のあるポジシ ョンのために何が必要 なのか とい

うこ とを認識す る ことが必要であ ります 。そ してまたほかの業界 を助け る技術 は

何なのか とい うことを最適化 させ るために,ど の ような技 術 を提供で きるのか と

い うことが重要 となって くると思われます。

ご清聴あ りが とうござい ま した。

質問 ステ ィーブンソンさん,こ の話 の題 目です が,r情 報処理利 用技 術の革新

と産業界へ のイ ンパ ク ト」 とい う題 目になってお りましたが,私 の印象 では,か

な り広範 囲な技術の分野についてお話 をいただいた と思い ます。

とい うことで,そ の題 目の半分 につい ては,か な り明白なお話があ った と思い

ます 。また,明 白な メッセージが こち らにもよくわか りま したが,し か しなが ら,

2番 目の 「産業界へのイ ンパ ク ト」 とい うところが,ま だまだ不足ぎみだ った と

思い ます。 とい うことで,そ の点 につい てお話 しいただけますで しょうか。

まず第1に,そ のイ ンフラス トラクチ ャを定 義 しな けれ ば な らない と思い ま

す。新 しい産業基盤,産 業構造が ど うなるのか とい うことを定義 して,そ して ど

のよ うな技術革新が行 われ るのか とい う点について少 しお話 しい ただけますで し

ょうか。

ス テ ィー ブ ンソ ン 私が はっき りご理 解 したか どうかをち ょっと確認 させ て く

だ さい。 どのように新 しい産業基盤,産 業構造 を定義す るのか とい うことで した
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が,産 業 構 造 とい うの は,コ ミ ュニ ケー シ ョ ン及び 通 信 産 業 につ い てお っ し ゃっ

てい るの で し ょうか,そ れ とも産業 一 般 につ い てお っ し ゃってい るん で し ょうか。

質 問 この シ ンポ ジ ウムの主 催 者 は,い わ ゆ る一 般 産 業 構 造,製 造業 もサ ー ビス

業 もす べ て 含 めて 考 えて い ら っし ゃ った と思 い ます 。 「産 業界 」 とい う言葉 に含

まれ て い るの は,そ うい うこ とだ った と思 い ます 。

ス テ ィ ー ブ ン ソ ン 私 ど もが これ を準 備 い た しま した と き,そ して この分 野 に

つい て分 析 をい ろい ろ行 い ます前 に,一 般経 済 全般 に対 して,ど うい うイ ンパ ク

トが 出 て くるだ ろ うとい う分 析 も行 い ま した 。

まず,最 初 の傾 向 と趨勢 と して は,集 中 化 で あ ります 。 企業 のい ろい ろ な機 能

が集 中 化 され てい くだ ろ う と思 い ます 。 翌 日渡 しのい ろい ろなサ ー ビス,運 送 技

術 も発達 い た しま した の で,流 通機 能 も集 中 化す る とい う傾 向が 見 られ て お りま

す 。 倉 庫 業,そ れ か ら在 庫管 理,在 庫 の 立地 等 々 も集 中化 され る傾 向が 見 られて

お ります 。

また,銀 行 業 を 見 てみ ます と,多 くの 銀 行 業 務 は,今 い わ ゆ る 通 信 シ ス テ ム

や コ ン ピ ュー タ ・シ ステ ム を使 って,伝 統 的 な証 券 取 引所 外 で行 わ れ る よ うにな

ってお ります 。 で す か ら,金 融 業,そ して 銀行 業は,集 中化 よ りも,こ ち らは分

散化 の傾 向が見 られ る よ うで あ ります 。 とい うの も,通 信 技術 の発 達 に よ って,

同時 に取 引や 活 動 を どこに い よ うと行 うこ とが 可 能 にな っ てい るか らです 。 例 え

ば事 務所,支 店 等 々 は,税 制 度 に基 づ い て 設 け られ てお りますの で,そ して ま た

生活 水 準 等 々を考 慮 して,ど こ に置 くか が 決 め られ て お ります の で,そ うい う意

味 で分 散 化 が進 ん で お ります。

ま た,ISDNや 同種 の技 術 が普 及す るに よ って,広 範 囲 なイ ンパ ク トが 与 え

られ て お ります 。 例 えば エ ンジ ニア リング,製 造 施 設 を分散 化 し,そ して ネ ッ ト

ワー クで 結 ぶ とい うこ と。 例 えば テ キサ ス ・イ ソス トル メ ソツな どが や って お り

ます 。 で す か ら,確 か に大 きな変 化 が 見 られ て お ります 。 い ろい ろ な組織 の変 更,

そ してい ろい ろ な組 織 ネ ッ トワー ク,企 業 の ネ ッ トワー ク,企 業 の立 地 等 々 も変

わ って き てお ります 。

もち ろ んす べ て を2時 間 で お話 しす るの は 不 可能 で あ ります が,い わ ゆ るア イ

マ ックが つ く られ て お ります 。 エ ン ター プラ イ ズ ・イ ンフ ナメー シ ョン ・マ ネジ

メ ン ト ・ア ン ド・コ ン トロール ・シス テ ムの 略 で あ ります が,こ れ は コ ン ピ ュー

タ,通 信 を,中 心 的 な もの を二 重化 す る とい うこ とで,コ ン トロール をや りやす

くす るわ け です 。 で す か ら,企 業が 正 確 に機 能 す る よ うに とい うこ とを保 障 す る
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もので あ ります。 ですか ら,基 本的には,ト ップ経営者用のエキスパー ト・シス

テムで あ ります。 これが処理 ス トラクチ ャをすべて コ ン トロールす るわけであ り

ます。

ED 、P部門が現在は基本的 にすべ ての異 なる組織 をサポー トする形 にな り,大 き

な部門 に育 ってい るわけであ ります。そ こで,EDPが 全部集 中的 にコン トロー

ルす るのではな く,そ れぞれの部 門,そ れぞれの部局が今後10年,明 日す

ぐにとい うことはない と思い ますが,そ れぞれ機能 が分散化 してい くと思い ます。

す なわちそれぞれの部 門がそれぞれの部門内で コン トロールす るとい う形 になっ

てい くと思い ます。

また,ほ か のことを申 し上げます と,基 本的 には物流面が変わ ってきます と,

オペ レーシ ョンの部門,営 業の部門で もい ろいろ変化が見 られて くると思い ます。

例 えば リモー ト・コ ン トロール,遠 隔操作や ロボ ットがます ます導入 され ます と,

生産施設,生 産工場を移す とい うことが起 こっている と思い ます。す なわ ち例 え

ば雇用率 も下が って くると思 います。従業員の数 も減 って くると思 います。そ し

て生 産 とサ ポー ト・ファンクシ ョンとの間の関係 も変わ って くる と思い ます。

最 も大 きな企業へ のイ ンパ ク ト,ま た,産 業へ のイ ンパ ク トは,集 中化か ら分

散化へ の傾 向が特に金融面で も見 られ る とい うこと,そ して製造業で は,分 散化

か ら集中化へ の逆 の方 向が見 られる とい うことが大 きなポイ ン トだ と思い ます。

それか ら輸送 部門では,地 域の,あ るいは国内のものか ら国際的な大規模 なキ

ャリア,大 規模な業者へ と比重が移 って くると思い ます。す なわち国内と国際的

なキ ャ リアと分 かれ るのではな く,国 際的 に輸送 を取 り扱 ってい るような大手の

業者 に集中が進 んでい くと思い ます。

質問 話が細 か くなるかもしれ ませんけれ ども,3点 お伺い したい と思い ます。

銀行 と株式 とい うよ うな形でお話 しいただい た中で,株 式の ところで一定の価

格 について 自動的 に価格 を決定 して プログラムが仕組 まれてい るとい うお話がご

ざい ましたけれ ども,こ れ はAIを 使 った形での プログラムですか,そ れ とも全

然関係の ない ような プログラムです か とい うのが1点 です。

2点 目は,極 めて細かいお話で恐縮で ございますけれ ども,ニ ューヨー クとシ

カゴとの航空 の運賃の ところで,幅 を持たせてや るとい うこ とで,4ヵ 月前に予

約 をします と,30%の デ ィスカウン トだ とい うお話がござい ましたけれ ども,

これは具体 的には例 えば3ヵ 月だ と20%と か,そ うい う体系 にな ってい るので

ございますか。そのあた りが もしわかれば もう少 し細か く教 えてい ただ きたい。
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3点 目は,ISDNに つ い て で ご ざい ます けれ ども,い ろい ろ長 い 間議 論 され

た もので,77年 か ら78年 にか け て の議 論 を展開 され た とい うよ うなお 話 が ご

ざい ま した 。 現在 ア メ リカでISDNと い うの で,ユ ーザ がい ろん な形 で 御 利 用

され てい るか と思 い ます け れ ども,こ うい うこ と を今 後 検 討 しよ うとい う形 で も

結構 で ご ざい ます けれ ども,特 に金 融 の分 野 で,銀 行 が ど うい うこ とで利 用 して,

それ が 非 常 にい い 事例 と してあ る とい うよ うな こ とが ご ざい ま した ら教 えてい た

だ きたい とい うこ とで ご ざい ます 。

ス テ ィ ー ブ ン ソ ン 最初 の銀 行,証 券 の 自動 的 な プ ログ ラム管 理 で あ ります け

れ ど も,こ れ は取 引 を期 間 的 に行 う場 合 の もの で あ りま して,例 えば ス トックの

オ プシ ョ ンと株 式 そ の もの の 間 の ク ロス ・ トレー デ ィ ン グで あ ります 。 い ろん な

株 式 の 間 の,現 物 の取 引 と オ プ シ ョンの もの が あ るわ けです けれ ども,こ れ で 例

えば あ る価 格 で株 式 を買 える とい う権利 を持 つ わ けです ね 。 もち ろ んい ろん な価

格 の 幅 とい うの が あ るん です けれ ど も。 そ して 実 際 の現物 と,そ れ か ら コール ・

オ プシ ョン との 間 に価 格 の 差 が あ るわ け です 。 そ れ を コ ンピ ュー タが 追跡 い た し

ま して,自 動 的,同 時的 に売 り買い の実 施 をす る。証 券 で 行 う。 そ れ が一 つ で あ

ります 。

それ か ら2番 目の タイ プ と しま して は,個 人 的 に私 は投 資 の いい ア プ ローチ だ

と思 わ ない ん です けれ ど も,現 在 も う既 に行 わ れ てい る もの とし ま して,フ ァン

ド・マ ネ ジ ャたち の方 が120で 売 る。 そ れ を 自動 的 に 買い 注 文 を 置 く。 コ ン ピ

ュー タの 方 は,こ の プラ イ ス に達 し た とこ ろです ぐに実 行す るわ けです ね 。 これ

は完 全 に実 行 と して 自動 的 な もの で あ ります 。 これ の いい と言 わ れ てい る点 は,

だれ も価 格 を速 く追 跡す る とい うこ とが で き ない,コ ンピ ュー タの 方が ず っと速

い,だ か ら もし株 式 が あ る価 格 に到達 した とき に,す ぐに それ を利 用す る の は コ

ンピ ュ ー タを使 えば で き る とい うこ とで あ ります 。

そ の 他 の 簡 単 な もの と して,価 格 の モ ニ タ を す る 。 あ る 一 定 の 価 格 に 到

達 し ます と,コ ン ピ ュー タの 方 が これ を 実 行 す る。 だ れ も 見 た り,だ れ もそ れ

を イ ンス トラ クシ ョン して おか な くて もで き る とい うこ とで あ ります 。例 えば ニ

ュー ヨー クの株式 市 場 の乱 高下 とい うの を 見 ます と,こ うい う実 行 が い か に必 要

か とい うこ とが お わ か りい ただ け る と思 い ます。

それ か ら2番 目の質 問 です け れ ど も,運 賃 の 体 系的 な デ ィス カ ウ ン ト ・プラ ン

が あ るか とい うこ となん です けれ ど も,ア メ リカ ン ・エ アラ イ ソズの よ うな十 分

な マ ー ケテ ィ ン グ ・ア プ ローチが ほ とん どな い んです ね 。 です か ら,こ うした体
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系 的 な 運 賃 の デ ィス カ ウ ン トとい うの は,大 体 の場 合 には空 席 状況 に よ って決 ま

って くる とい うこ とで あ ります 。

コ ンチ ネ ンタル航 空 の場 合 で す けれ ど も,い つ も単一 の廉 価 シ ステ ム,プ ライ

ス ・シ ス テ ムを と って お ります 。 ア メ リカ ン ・エ ア ライ ンズの 方 は,空 席 状 況 と

それ か らフ ライ ト当た りの収 益 とい うもの をち ょ うどバ ラ ンス ・ア ウ トさせ る と

い うこ と に よ りま して,収 益 性 も きちん と確 保す る。60%の デ ィス カ ウ ン トを

40%に 対 して行 う とい うこ とで は,も う収 益 は確 保 でき ませ ん の で,こ の 辺 の

バ ラ ンス をき っち りと とる とい うのが ア メ リカ ン ・エ アライ ソズのや り方 で あ り

ます 。

ハ ブ ・コ ンセ プ トとい うこ とが 言わ れ て お ります けれ ども ,ニ ュー ヨー クと カ

リフ ,オル ニ アを ノ ンス トップで行 きます と運 賃が 高 いんです ね。 そ れ を例 えば イ

ー ス タ ン ・エ ア ライ ンズの カ ンサ ス シテ ィに一 回 飛び まして ,そ こか らカ リフ ォ

ル ニ ア 向け にま た乗 りか えます と,ハ ブ の セ ン ト リゼ ーシ ョソの コ ンセ プ トで,

パ ッケ ー ジ ・シス テ ムで運 賃 が安 くな るわ けです 。

そ れ か らISDNの 将 来 に関 して で あ ります け ど,我 々の考 え方 と して は,次

の よ うな もの で あ ります 。ISDNは 来 年 は非常 に大 きく実 行 され る。

特 に英 国 に おい て実 行 され るで あ ろ う と考 え られ てお ります 。 それ か らま た,

これ か ら5年 の間,60か ら70%が ビシ ネ ス に浸透 率を示 す とい う'ことに な る

と思 い ます 。

ドイ ツで も1990年 まで は これ は余 り浸透 は され ない と思 い ます けれ ども,

可 能 性 と して は少 しお くれ るの で は ない か と思 い ます。 ドイ ツの 方 はや や お くれ

る とい うこ とで あ ります 。

ス ウ ェー デ ンは ドイ ツ,フ ラ ンス と同 じで,イ タ リーが一 番遅 い ん じ ゃな いか

と思 い ます 。

アメ リカで は これ に関 しては,ISDNの トライ アルは も う一 部で 成 功 裏 に行

わ れ て い るわ け で あ ります けれ ども,こ れ に よ りま して,1988年 に レギ ュ ラ

ー ・サ ー ビス と して 開始 され る とい うふ うに 考 え られ てお ります 。

大 量(ラ ー ジ ・ボ リュー ム)の この サ ー ビスの 使 用 とい うの は,1990年 ぐ

らい に な る見 通 しで は ない か と思 い ます 。 です か ら,ま だ会 社 に大 き な歳 入 を も

た らす とい うこ とで は あ りませ ん けれ ど も,ユ ーザーの方ではISDNの エ ンバ イ

ロメ ソ トで 使 える イ ク イ プメ ン ト(設 備)が 欲 しい とい うこ とを 言 うと思 い ます 。

90年,91年 まで に使 わ な い と して も,ISDNの イ ン ター フ ェー スの で き る
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イ クイ プ メ ン トは確保 しなけ れ ぼ い け ない とい うこ とに な る と思 い ます の で,少

な くと も来年 には,こ うい う動 きが 強 ま る とい うふ うに な ります 。 ア プ リケー シ

ョンに 関 し ま して,非 常 にISDNの ア プ リケ ー シ ョンが あ るわ けで す ね。 これ

はISDN以 外で は 安 くで きな い とい うよ うなア プ リケ ー シ ョンが あ ります 。

例 えばユ ニークな ものと して,画 像 と音 声 の 同 時通 信が 必 要 な場 合 。それ か らPC

の イ ンタ ラ ク シ ョンを行 うよ うな もの を 同時 にや りたい とい う場 合,こ れ を チ ャ

ネルの 中 でや る とい う場 合 には,例 えば医 療 の ア プ リケ ーシ ョンとい うの も行 わ

れ てお ります。 それ か ら特 許 法,法 律 の ドキ ュメ ン ト,ス キ マ テ ィ ック ・パ ター

ン とい うもの の交 換 とか,法 律 事 務所 等 の意 見 を交 換 す る会 社 内 に い る特 許 の法

律家 が,法 律事 務 所 と コ ンタ ク トを とる,弁 理士 と とる とい う場 合,こ うい う際

には,弁 護 士 に と って非 常 に便 利 な ア プ リケ ー シ ョンに な るわ けです ね 。

あ るい は 公 認会 計 士 た ち もそ うで あ ります 。 会 計士 た ちの問 題 は,い ろい ろ な

監査 の 問 題 が ござい ま して,い ろい ろ な記 録,文 書 とい うもの を特 に多国 籍 企業

な どに伝 送 す る と非 常 に難 しい わ け です ね 。 例 えば これ を伝 送 して,そ れ を リビ

ュ ー して,ま た それ を 直 して とい うよ うな もの は 大変 なわ け です 。 エ ンジニ ア リ

ン グの ア プ リケ ー シ ョンをす る とい うの は大 変 な こ とで す か ら,こ れ はISDN

に と って最 も最 適 な ア プ リケー シ ョンだ と思 い ます。

です か ら,ISDN以 外 に もや り方 が あ るんで す け ど,ISDNは,こ れ を非

常 に廉 価 で 効 率 的 にや る とい うと こ ろが特 に ユ ニ ー クなわ けです 。

*MirekJ・Stevenson

ChaimanoftheBoard

QuantumScienceCorporation

7CorporateParkDrive

WhitePlains,N.Y.10604
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3.講 演
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3.講 演

「情報技術の新局面」

パ ッ ト ン ア ソ シ ェ ー ツ

代 表 ピ ー タ ーC.パ ッ ト ン

私 の 方 か らは,5つ の主 な る情 報化 技 術 の課 題 につい て お 話 し申 し上 げ た い と

思い ます 。 向 こ う5年 間 に あ らわ れ て くるだ ろ う とい う課 題,チ ャレ ンジ につ い

て お話 し申 し上 げ たい と思 い ます 。

この5つ の チ ャレ ンジ とい うの は,単 にい わ ゆ る情 報化 時代 を1990年 代 に

もた らす で あ ろ う重 要 な技 術 で あ る とい うこ とだ けで は な く,我 々に と って大 き

な商売 の種 に もな り,ビ ジネ スの 機 会 も もた らす で あろ う とい うこ とで あ ります 。

い わ ゆ る ソフ ト産業 は,さ らに発 展 してい くで あ りま しょ う。 ハ ー ド産業 が 伸 び

て きた と同 じよ うに,今 後 躍進 して い くで あ りま し ょう。 そ して さ らに,情 報 の

プ ロ トコルの 標 準化,情 報 交換,交 流 の標 準 化,そ して プ ロ グ ラ ミン グの 言語 や

OS,及 び コ ン ピュー タ に よ って ます ます 影 響 を こ うむ りつつ あ ります ビジ ネス

上 の慣 習,こ れ はけ さほ どス テ ィー ブ ン ソ ンさん か らもお 話が ご ざい ま した けれ

ども,そ うい った もの の統 合 化 が は か られ るで あ りま し ょ う。 ま た,新 た に出 て

くるい ろい ろ な ツール に よ って,国 際的 な事 業 の進 め方に も革命 が もた らされ る。

ソフ トの革命 も もた らされ るで あ りま し ょ う。

私 の方 か らは,5つ の 要素,5つ の要 因 につい て お話 し した い と思 い ます 。 こ

れ は,ま ず新 しい,新 規 な コ ン ピ ュー タ ・ア ーキ テ クチ ャで あ ります 。幾 つ かの

技 術 革新 が 新 しい コ ン ピ ュー タ ・ア ーキ テ クチ ャの分 野で 見 られ て お ります 。'こ

れ が非 常 に大 切 にな って くる で し ょう。 これ は,私 ど もが コ ン ピ ュー タを使 って

どの よ うに問 題 を解 決す るか,計 算 す るか とい うこ とに,大 きな変 化 が もた らさ

れ ま し ょう。 政 府 で あ ろ うと,民 間部 門 で あ ろ うと,大 学 で あ ろ う と,い ろい ろ

な形 で 用 い られ る よ うに な って くるで あ りま し ょ う。

こ の コ ンピ ュー タ ・ア ー キ テ クチ ャの 主要 な技 術,大 き な ポ イ ン トとな る のは,

並 列 処 理 で あ ります 。 ア メ リカで新 た に設 立 され てい る コ ンピ ュー タ会 社 は,い

わ ゆ るベ ク トル 処理 一 これ は,単 に時 間 的 に並 列 処理を や る もの,あ るい は マ

ル チ プ ロセ シ ング,空 間 の並 列 処 理,そ の どち らか に関連 した会 社 とな って お り
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ます。 次 々 と設立 され てお ります 。 業 界 を観 察す る人 々に よ ります と,並 列 処理

こそ が,コ ン ピュー タを現在 制約 してい るい ろい ろな 問題 の解 決 策 とな ろ う とい

うこ とで あ ります 。

さて,ど の よ うに並 列 プ ロセ ッサ の プ ログ ラ ミング を行 うか とい うこ とが 問題

に な って くる と思 い ます 。 現 在,プ ロ グラ ミ ング とい うのが 大 きな技 術 上 の課 題

とな って お ります 。 とい うこ とで,私 が こ こ1年 ほ どか かわ って きた研 究 な つい

て,ど こ まで研 究 が進 ん で きた か,ど の よ うな 結論 が 引 き出 され たか につ い て,

まず お 話 し申 し上 げ た い と思 い ます 。

ま た さ らに,い わ ゆ る同時 並 列 的 な プ ログ ラ ミン グ とい うこ とです が,そ れ に

加 えま して ア プ リケ ー シ ョ ンの 生 み 手 とい うこ とが 問題 にな ります 。 これ まで数

年 間 にわ た って プ ロ グ ラムを 自動 的 につ く り出 して き ま した,あ るい は半 自動的

につ くり出 して まい りま した。 プ ログ ラ ムの生 産 性 を上 げ るた めの ソフ ト開 発 ツ

ール の多 くは ,よ り簡 素 化す る こ とを 目的 と して お り,プ ログ ラマが 新 しい プ ロ

グ ラムをつ くるの が よ り簡 単 に な る。 そ して保 守 も容 易 な もの,そ してで き るだ

け開 発 の 期 間 も短 くし よ う とい う技 術 が 開発 され て きた ので あ ります 。 そ して,

い ろい ろ な ア プ リケ ー シ ョンに よ りま して 自動 的 に プ ログ ラ ミングが で き るまで

に至 って い るので あ ります 。

ざて,第4の 技 術 はAI,人 工知 能 の 統 合化 とい うこ とで あ ります 。'私の 関心

は,単 にAIの 技 術,あ るい はAIに 基 づ い た プ ログ ラムだ け に限 られ るの で は

な く,さ らには そ うい ったAI技 術 を どの よ うに統 合 化 して い くか とい うこ とで

ご ざい ます 。 現在 使 わ れ てい るジ ス テ ムに どの よ うにAIを 組 み 込 ん でい くか,

統 合 してい くか とい うこ とで あ ります 。 私が テ キサ スの オ ー スチ ンのMCCで 働

い てお りま した ときに,AI,人 工 知能 技 術 の開 発 に携 わ って お りま した。 そ し

てAIを サ ポ ー トす る並 列処 理 の 研 究 に も 当た ってお りま した。 と ころが,そ の

後 コ ンサ ル タ ン トとな りま して,コ ンサ ル テ ィ ングサ ー ビス を行 うよ うにな りま

し てわか った こ とは,多 くの ユ ーザ が,い わ ゆ る ス タ ン ドア ロー ン型 のAIシ ス

テ ム に は 関 心 を 持 た な い とい う こ と で あ りま す 。ス タ ン ドア ロ ー ン型 の も

の は,特 別 な コンサ ルテ ィン グ タイ プ の ユ ーザ か タ ー ミナル ベ ー ス,コ ン ピ ュ

ー タベ ース の専 門家 用 の もの は いい か も しれ ませ ん。 す なわ ち ,知 識 ベ ー ス型の

シス テ ム を使 うの には ス タ ン ドア ロ ー ンの もの が い いか も しれ ませ ん 。 しか しな

が ら,ほ とん どの ユ ーザ とい うの は,AIを 使 って どの よ うに オ ンライ ン ・ トラ

ンズ ァ クシ ョ ソシ ステ ムをつ く り,事 業 を動 か す か とい うこ とに関 心 を持 ってい
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るの で あ ります 。

例 えば,銀 行 の中 で もAIを 使 い た い とい うところ がご ざい ま した 。 これ は,

商 業 貸 付 の 分野 で 使 い たい とい うこ とで あ りま した 。商 業貸 付 担 当の マ ネ ー ジ ャ

ーが 顧 客 に面接 す る とき に ,ど ん な質 問 を した らそ の ビジネ スを よ りよ く,最 適

に理 解 で き るの か とい うこ とを,コ ンピ ュ ー タを使 って出 したい 。AIを 使 って

出 したい とい う要 請 が ご ざい ま した 。 ま た,苦 情 処 理,特 に医 療 保 険 会 社 の苦情

処 理 に も こ れ を 使 い た い と い う こ と で あ りま し た 。 現 在,請 求 とい うの は,

受 け入 れ られ た1ヵ 月後 に医 師か らな る役 員会 が これ は よ くない とい う決定 を下

し契 約 を拒 否 す る こ とが あ る わ け で す 。 とい う こ と で,も と も と の デ ー タ

の 入 力 ポ イ ン トでAIを 使 い たい と い うこ とであ ります 。 入 力地 点,エ ン トリ

ー ・ポ イ ン トで ,複 雑 な トラ ンズ ア クシ ョ ン指 向型 の システ ムを使 い たい とい う

こ とで あ りま して,こ の技 術 が ます ます 出 て きて お ります 。 ア メ リカ で は 単 に

Prolog言 語 だ けで は サ ポ ー トで きな い よ うな複 雑 な もの で あ ります 。 です か ら,

何 らか の新 しい技 術 を使 ってPrologを 使 うワー クステ ーシ ョ ンをつ く り上げ て,

例 えばPrologだ けで は な くCOBOL言 語 も組み 合 わ せて使 え る よ うな ものが 必

要 に な って きます 。 そ して,翻 訳 の た め に使わ れ てい る言 語 とい うの がC言 語 と

呼 ばれ る もの で あ ります 。

第5の 技 術 です が,こ れ は いわ ゆ る ス ーパ ー コン ピ ュー タ と呼 ばれ る 高性 能 計

算 機 で あ ります 。 ス ーパ ー コ ン ピ ュー タといい ます と,単 に 大 型 の ス ーパ ー コ ン

ピュ ー タ,例 えばNECのSS2と か,富 士 通のVP200と か,そ うい うもの

を指 してい るの で は な く,す べ て の集 中 型 の もの,高 度 な ワー クス テ ー シ ョ ンか

ら,い わ ゆ る高 度 な ベ ク トル 化 を使 ったCPUか ら,本 当の 大 型 の ス ーパ ー コン

ピ ュー タまで 全 部 を網 羅 す る もの で あ ります 。

最 後 に結論 部 分 に入 りた い と思 い ます 。 い わゆ る定 性的 な質 の 面 か らの コ ンピ

ュー タの 今 後 の予測,そ して ソフ トウ ェア の分 野 で どの よ うな ビジ ネ ス機 会 が生

まれ て くるで あ ろ うか とい う結 論 に 触 れ てみ たい と思い ます 。

コ ン ピ ュー タが そ もそ も導 入 され た初 期 の ころ,50年 代 の こ とです が,私 が

かか わ り始 め た ときに はい ろい ろな 種類 の コ ンピ ュー タが あ りま して,い ろい ろ

な技 術 の 面 で の選択 肢 が ご ざい ま した 。 と ころが,こ こ数 年 間幾 つ か の オ プ シ ョ

ンに絞 り込 まれ た ので あ ります 。 と ころ が,ま た こ こで新 し く爆 発 的 に い ろ い ろ

な コ ン ピ ュー タが 出て きま した。 新 しい い ろい ろな ア ーキ テ クチ ャや シ ス テ ムが

生 まれ て き ま した。 そ して新 しい ア プ ロー チが コ ン ピュー タの 分 野 で あ らわ れ て
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きま した 。 とい うこ とで,こ れ らの 幾 つか を取 り上げ てお 話 し してみ たい と思 い

ます 。

最 後 は これ を 並 列処 理 に結 びつ け て お話 し した い と思 い ます が,最 もお も しろ

い分 野 の1つ と して は,い わ ゆ る大 型 メ モ リで あ ります 。

大 型 メ モ リとい うの は,日 本 の メ ー カ ーが世 界 に もた らした 非常 に大 き な プレ

ゼ ン トだ と思 い ます 。 とい うの も,こ の面 で進 ん でい るの は唯 一 日本 だ か らです 。

新 しい ハ ー ドの 技 術 が,コ ン ピ ュー タそ の もの を 変 えて しま うで あ りま し ょう。

新 しい ソフ トや,新 しい 演 算方 式 等 々が 出て くるで あ りま し ょ う。そ して い ろい

ろ な成 果 が生 まれ て くるで あ りま し ょう。

次 に マル チ プ ロセ シ ン グで あ ります が,マ ル チ プロセ シ ングが これ まで どこま

で進 ん で きた の か,そ して 今 後 は ど うい う方 向 に行 くのか,そ して,マ ル チ プ ロ

セ シ ン グか らど うい った並 列 処理 の方 法 が生 まれ て くるのか とい う点 に お話 を進

めたい と思 い ます 。 まず,メ モ リか ら始 め た い と思 い ます 。

コ ン ピ ュー タで 演 算 をい た し ます と,あ る組 合 わ せ を選 択 しな けれ ば な りませ

ん。 ア ル ゴ リズ ム,プ ロセ ス,そ れ か ら手 続,手 順 を選 ば な けれ ば な りませ ん。

そ して デ ー タス トラ クチ ャも選 ば な けれ ば な りませ ん。 アル ゴ リズム とデ ー タス

トラ クチ ャの最 適 な組 み 合わ せ が 相 互 作 用 をい た しま して,そ の答 えを もた らす

ので あ ります 。 初 めの 時 期 に は,十 分 な 容 量 の メ モ リが なか った ため に,と きに

はス ピー ドを犠 牲 に しなけ れ ぼ な りませ ん で した。

その 後,ミ ネ ソタ大学 で導 入 い た しま したCray2で は,初 め て非常 に大 型 の,

超大型 の メモ リを持 つ こ とが で きま した 。

今 日の アル ゴ リズ ム,そ れ か ら問 題解 決 のた め の手 順 は,ま だ まだ大 型 の メモ

リを使 うだ け に育 ってい ない とこ ろで あ ります 。Cray2は,プ ロセ ッサ が4つ,

2億6800万 ワー ドの もの で あ りま して,ス ピー ドか らい い ま して も従 来 の も

の の3,4倍 で あ ります 。 ただ,こ れ ほ ど大 型 の メモ リを使 い こなす だ け の もの

が ない 。 そ うい った 問題 が ない とい うこ とで あ ります 。 これ だ け大 型 の メモ リで

も,使 い こ なせ る問 題 は2つ3つ あ るん で す けれ ども,ア ル ゴ リズは1つ しか プ

ロセ ッサ を使 えない の で あ ります 。 とい うこ とで,あ との3つ の プロセ ッサ は使

わ ない で,そ の ま ま とい うこ とで,む だ に な って い るわ けで あ ります 。数 学 老が

コン ピ ュー タ にかか わ っ て こな けれ ば な りませ ん,我 々が 持 て る リソース とい う

のは,十 分 に計 画 がで き ない,あ るい は マ ッピ ン グが で き ない とい った よ うな状

況 に置 か れ てい るか ら,ま だ まだ数 学 老 の援 助が 必 要 で あ る と思い ます 。
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それ で は,次 に マル チ プ ロセシ ン グに入 りたい と思 い ます 。 マル チ プ ロセ シ ン

グか らどの よ うに並 列 処理 に向 か ってい ったか とい うこ とを 申 し上 げ たい と思 い

ます 。

マ ル チ プ ロセ シ ン グの3つ の や り方 につ い て,ま ず 説 明 したい と思 い ます 。 ま

ず,従 来 の マ ル チ プ ロセ シ ン グ,大 型 の ホ ス トコ ンピュータを使 ったや り方 を20

年 ほ どや って まい りま した。 そ れ か ら,プ ロセ ッサ の数 も3台 か ら4台 にふ や し

ま して,現 在 は6台 の プ ロセ ッサ を使 うよ うな ホ ス トコ ン ピ ュー タが あ ります 。

大 型の ホ ス トコン ピ ュー タをUnisysか ら,あ るい はIBMか ら買 うこ とが で き

るで し ょう。 プ ロ セ ッサが6台 もっ い てい るホ ス トコ ンピ ュー タが,現 在 入 手可

能 で あ ります 。 こ うい った技術 が,航 空 券 の 予約 シス テムか らま ず始 ま った の で

あ ります 。 そ れ か ら次 に フ ェール ソフ トの 需 要 が あ りま して,次 に銀 行 業 務 で 使

わ れ る よ うに な りま した。 そ して,フ ェー ル ソフ トの考 え方 か ら,次 は フ ユール

セ ー フの考 え方 に移 りかわ ってい ったので あ ります 。

さて,マ ル チ プ ロセ シ ン グで は幾 つ か の特 色 が 見 られ ます 。 まず 第1に,こ れ

は汎 用 目的 の た め に使 われ る とい うこ とで あ ります 。 これ らの コ ンピ ュ ー タは,

いわ ゆ る汎 用 型 の シ ステ ム と して,そ うい う環 境 下 の もとで使 わ れ る とい う こ と

です 。

次 の 特 色 は,こ の 技 術 は フ ェール ソフ トの需 要 をサ ポ ー トす るた め に使 われ た

技術 で あ ります 。す なわ ち,機 械 の一 部 が故 障 した として も,他 の部 分 が とって

か わ る。 そ して,ス ピー ドは下 が るんで す が,作 業 を行 う こ とが で き る とい うも

の で あ ります 。

それ か ら,次 に 複数 の ア プ リケ ー シ ョ ンのエ ソバ イ ロン メ ソ トで あ ります 。 マ

ル チ プ ロセ ッサ の エ ンバ イ ロ ソメ ン トの場 合 に は,例 えば鉄 道 管 理,あ るい は航

空 券 予約 とい った よ うな輸 送 面 に専 門化 してい る もので も,そ れ に随伴 す る よ う

な シ ス テ ムが 幾 つ もあ るわ けです 。 例 えば航 空 券 予 約 の場 合 に は,ク ル ーの ス ケ

ジ ュール 作成 の もの,そ れか ら航空 機 の フィール ドマネジメン トな ど,随 伴 す るもの

が 出て くるわ けで あ ります 。す なわ ち,共 有の デ ー タベ ー ス を持 ってい るか らで

あ ります 。例 えば貨 物 で す けれ ど も,地 上 か ら飛 び 立 って か ら着 陸す る まで の管

理 とい った もの も,こ れ に随 伴す る シ ス テ ムで あ ります 。

次 の特 色 と して は,ホ ス トコ ンピ ュ ー タの作 業 量 と,イ ン プ ッ ト,ア ウ トプ ッ

ト側 の作 業 量 の バ ラ ンスが と られ て い る とい うこ とであ ります 。 そ の 目的 とい う

の は,独 立 した 作 業 を並 列 的 に処 理 し よ う,そ れ を最 大限 に処 理 しよ うとい うの
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が 目的 で あ ります 。 今,パ ラ レル とい う言 葉 を使 い ま した。 これ はい わ ゆ る平 行

してい る道 の よ うな もの で,絶 対 に交 差す る こ とは ない の で あ ります 。 コ ン カ レ

ン トとい うの はそ うで は な く,2本 の川 が いず れ は合 流す る とい う形 の もの であ

ります 。 です か ら,コ ンカ レン トとパ ラ レル は概 念が 違 うとい うこ とを念頭 に置

い て くだ さい。 さて,マ ル チ プ ロセ シ ン グで あ ります が,並 列 プ ロ グラ ミン グで

は な く,コ ン カ レン トな プ ロ グ ラ ミン グを 持 って お ります 。

マル チ プ ロセ シ ン グの 次 の段 階 は,タ ンデ ム社 に よ って導 入 され た もので あ り

ます 。 そ の他 の メー カ ー も幾 つ か 出 しま したが,こ れ は アベ イ ラ ビ リテ ィ指 向の

マル チ プ ロセ シ ングで あ ります 。 汎 用 型 の 環境 の も とで の マ ルチ プ ロセ シ ン グ と

違 い ま して,こ れ は リアル タイ ム,オ ンライ ンの 環境 の マル チ プ ロセ シ ングで あ

ります 。 フ ェール ソフ トに対 しま して,こ の段 階 で は完全 な フ ェー ル セー フ,す

なわ ちエ ラー ・ゼ ロの環 境 が も た らされ た ので あ ります 。 です か ら,も し故 障 が

起 こ った場 合 には全 部 取 りか えなけ れ ば な らない とい うこ とで あ ります。 それ か

ら,ア プ リケー シ ョンは デ ー タベ ー スが 中 心 に な ります 。 それ か らまた,作 業 量

は イ ンプ ッ ト,ア ウ トプ ッ ト集 中 型 で あ ります 。 目標 は,相 互関 連 性 の あ る タス

クを並 列 的 に最 大 限処 理 し よ う とい うもの で あ ります 。

さて,私 が き ょうお話 し申 し上げ たい 最 先端 の マル チ プ ロセ シ ン グは,並 列処

理型 の もので あ ります 。い わ ゆ る汎 用 型 の 並列 処 理 に大 きな関 心 が 集 ま ってお り

ます が,こ の技 術 の究 極 的 な市 場 は,専 用 型 の もの に な ろ うと思 い ます 。 デ デ ィ

ケ ーテ ッ ド,あ るい はイ ンベ ッテ ッ ドコ ンピ ュー タ とい わ れ る もので あ ります 。

専用 型 の コ ン ピ ュー タとい うの は,単 一 の 機能 を果 たす もの,す なわ ち限 られ た

範 囲 で機 能 を果 たす もの に大 き な市 場 が 見込 め る と思 い ます 。す べ て の プ ロセ ッ

サ が常 に ビ ジーで あ る とい う状 況 に な るわ け です 。す なわ ち,フ ェー ラ ー ・セ ン

シテ ィブ とい うこ とで あ ります の で,一 た ん故 障 が起 こ ります と大 き な問題 とな

ります 。 プ ロセ ッサ が1台 故 障 い た します と,ス ピー ドが 落 ちます 。 そ して,半

分 プ ロセ ッサが だ め に な って しまい ます と,深 刻 な問題 とな って き ます 。 ス ピ ー

ドが か な り落 ち ます 。 また,ア プ リケ ー シ ョ ンは個 別 化 され て お ります 。 並 列 プ

ロセ ッサ の場 合 には,特 殊 化,専 門化 に よ って 大 きな メ リ ッ トが あ らわれ て くる

わ けで す 。 そ れか らま た,こ れ はCPU,集 中型 の もの で あ ります 。先 ほ ど申 し

上 げ た1/0集 中型 の もの とは 対 照 的 で あ ります 。 そ の 目的 と して は,相 互 に関

連 す る,協 力 して行 わ れ る プ ロセ スが 並 列的 に処理 され る。 これ を最 大 限 に行 う

とい うことで あ ります 。
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さて,こ れ まで の 歴史 を振 り返 ってみ ま し ょう。 ど うや って この よ うな並 列 処

理技 術 が生 まれ て きたか とい うこ とで あ ります 。 まず,な ぜ この よ うな も のが必

要 なの か とい うと ころか ら入 ってみ たい と思 い ます 。

4つ の理 由が 考 え られ る と思 い ます 。 今 日の コ ン ピュー タは,私 ど もが思 って

い た よ りも並 列 的 な機 能 を持 って お ります 。す なわ ち,単 一 の問 題解 決 に 用い る

以上 の 並 列的 な 能 力 を持 って い るので あ ります 。 ス ーパ ー コ ン ピ ュー タは,か な

り高 度 な,並 列 的 な機 能 を持 ってお る と思い ます 。 それ だけ で な く,モ トロー ラ

の6820で も,キ ャ ッシ ュメモ リとい った よ うに,非 常 に並 列的 な機 能 を持 っ

て お ります 。 現在 の コ ン ピ ュー タ ・ア ーキ テ クチ ャは ます ます 並 列 処 理 に依 存 す

る よ うに な って くるで あ りま し ょう。 とい うの も,経 済性 か ら見 ま して も,ま た

性 能 に対 す る需 要が 高 ま るに つ れて,ま す ます 並 列 処理 型 に 向かわ ざ る を得 ない

と思 い ます 。

そ の 具体 的 な例 を,こ れ か ら挙げ たい と思 い ます 。 しか しなが ら,根 本 的 な動

機 とな るの は経 済 性 だ と思 い ます 。大 型 の コ ンピ ュー タが よ り高度 なオ ンライ ン

型 の トラ ンズア クシ ョン ・ア プ リケー シ ョンに使 わ れ てい くで あ りま し ょ う。そ

れか ら,輸 送 業,あ る い は 銀 行 業,金 融 業,そ して国際 情報 交 流 とい った よ う

な トラ ンズア クシ ョ ン,例 えば 株式 市場,商 品 市場,資 本 市場 等 々で,ま す ます

こ うい うニ ー ズが 高 ま って くるで あ りま し ょう。 とい うこ とで,ど の よ うに高性

能 な機 械 をつ くるの か。 そ して少 量 ・ハ イ コス トで は な く,大 量 ・ロー コス トに

つ くっ てい か な けれ ぼ な らない とい うこ とで あ ります 。環 境 は大 き く変 わ りつ つ

あ ります 。

ガ リウム ・ヒ素 をベ ー ス に して,ス ー パ ー コ ンピ ュー タが1つ つ く られ てお り

ます 。 電 子 の移 動 が,シ ーモ ス型 の液 体 窒 素 をつ か った技 術 に よ って,ま す ます

ス ピー ドが早 くな って お ります 。 そ れ か らま た,パ イ プライ ン型 の処 理 機 能 も高

ま ってお ります 。SX2,4ベ ク トル パ イ プ,そ れ か ら2ス ケー ラー パ イ プを使

ってお ります 。 それ か ら,並 列 プ ロセ ッサ が 出て きて お ります 。 これ はCrayの

スー パ ー コ ンピ ュ ー タよ り大型 の もの,16の 並 列 プ ロセ ッサ が つい た も の も,

現在 製 品化 され よ うとしてお ります 。 また,い ろい ろな プロ グラ ムを使 った マ シ ン

も出 て きて お ります 。 医療 面 での 画 像 合 成 シス テ ム,コ ン ピ ュー タ ・シ ステ ム グ

ラ フ,そ れ か らま た,ダ イ ナ ミ ック ・レゾナ ソス ・ トモグラ フ。 これ は,合 成 さ

れ た画 像 を非常 に 高 ス ピー ドにつ く り出す こ とが で きます 。Cray1の パ フ ォ一
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マ ソス と同 じパ フ ォーマ ンス,そ して コス トはそ の100分 の1で 済 む とい った

よ うな ものが 開 発 され て お ります 。で す か ら,経 済 性 の面 で は100分 の1と い

うこ と にな る の で,並 列 処 理 を用 い な けれ ば この よ うな経 済性 を達 成 す る こ とは

難 しい とい うこ とで あ ります 。 それ で は,次 に幾 つか ア プ リケー シ ョンをご紹 介

したい と思 い ます 。

並 列処 理 型 の 高性 能,そ して ロー コス トの非常 にす ぐれ た コ ン ピ ュー タが 使わ

れ る分 野 と して1つ 考 え られ るの は,ロ ボ ッ ト工学 の 分野 で あ ります 。 非常 にお

も しろい ロボ ッ ト工 学 の実 験 が,カ ー ネ ギ ー メ ロ ン大学 で3週 間前 に行 われ ま し

た。 これ は,制 御機 能 の ス ピー ドを ス ロー ダウ ンす る中 で,バ ックス コン ピ ュー

タを使 って スピー ドを コン トロールするよ うにな るもの です。 バ ックス コ ンピ ュー タ

を フル に使 ったの で,機 械 の速 度 の ス ピー ドは15分 の1に 過 ぎ ませ ん で した。

何か,映 画 の ス ロー モ ー シ ョンで 動 い てい る よ うな 印象 を受 け ま した。 です か ら,

今後 は,実 用化 す る には パ フ ォ ーマ ンス を さ らに ア ッ プ して いか なけれ ぼ な らな

い と思 い ます 。

も う1つ の 分 野 はCAD/CAMの 分 野 で あ りま す 。 ここ には,い ろい ろ な市

場 で の チ ャ ンスが あ る と思 い ます 。例 えば,ア メ リカで はICADと い うシ ステ

ムが あ ります が,こ れ は個 別 用途 向 け の エ レク トロニ ッ クCADア プ リケー シ ョ

ンで あ ります 。 こ うい った プ ロセ ッサ は ス ピー ドが 早 い だ けで は な く,ス ーパ ー

コン ピ ュー タ よ りも高 速 なんで す が,コ ス トも100分 の1な ん です 。 また,さ

らに メ カニ カルCAD,ケ ミカルCADが 導入 され る と思 い ます 。 分 子 の デザ イ

ンを コ ン ピ ュー タを使 ってや る とい うこ とに な って きます と,そ うい った並 列処

理 型の コ ン ピ ュー タが ます ます 重 要 に な って くる と思 い ます 。私 の推 測 で は,エ

レ ク トロニ ックCADは 問題 解決 を最 小 限 に押 さ える もので あ ります 。 メ カニ カ

ルCADは 三 次元 の 問題 を解 決 す る もの,そ して ケ ミカルCADは さ らに高 次元

の もの,例 えば,ス ペ ー ス ・デ ィメ ンシ ョンとは 言い ませ ん けれ ども,四 次 元以

上 の次 元 の 環境 の も とで の 処理 を行 うで あ りま し ょう。 そ して,エ ンジニ ア リン

グ ・デ ー タベ ー ス と製 造 側 の デ ー タ ベ ー スの 間の コ ミュニ ケ ーシ ョン,交 流 が は

か られ な けれ ば な りませ ん 。 ステ ィー ブ ン ソンさん か らけ さお話 が あ りま した コ

ミュチ ケー シ ョソ上 の 問題 だ け で は な く,パ フ ォー マ ンス上,性 能 上の 問 題 も ま

だ解 決 され な けれ ぼ な らない と思 い ます 。

先 ほ ど核 磁 気 共 鳴 に つ い て お 話 を い た し ま し た 。 医 療 画 像 の 分 野 で は こ

の 面 が 進 ん で い る と 思 い ま す 。 そ れ か ら ま た,ア ル ゴ リズ ム,そ して 手 順
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面 で の 能 力は あ るわ けで す 。 人 間 の心 臓が 動悸 を打 ってい る とこ ろが,リ ア ル タ

イ ムで 画面 にあ らわれ る。 これ も可 能 で あ ります 。で す か ら,わ ざわ ざ開 腹 あ る

い は開 胸手 術 を しな くて も,コ ンピ ュー タで ス ク リー ン上 に写 し出す こ とが可 能

に な るので す 。 シー モ ア ・ク レイ 自身 が,Cray1,Cray2の1,000倍 の性

能 を持 った ス ーパ ー コ ンピ ュー タをつ くる と言 って い るわ けで す 。 ま た,画 像 処

理 の 分 野で 最 も強 力 な もの は,グ ッ ドイヤ ーの 大 量 に並 列 型 の 処理,1万6,000,

あ るい は6万4,000ビ ッ トの もの も 出て きてお ります 。非 常 に パ ワ フルな もの

が 出 てお ります 。そ れ か ら,人 工 視 覚,人 工音 声,人 工 知能 とい った よ うな もの

で も,ま だ まだ改 良が 必 要 だ と思 い ます 。 現在 の性能,パ フ ナー マ ンス,パ ワー

よ りも1,000倍 ほ どパ ワー ア ップ しなけ れ ば な らない と思 い ます 。 また,コ ス

トも どん どん 下 げ てい か なけ れ ば な らない と思 い ます 。 今 の スー パ ー コ ン ピュー

タよ りもか な り安 い もの が 出 て くる と思わ れ ます 。

そ れ か ら,専 用型 の ア プ リケー シ ・ンで は地 勢 図づ くりな どが 考 え られ ます 。

これ は軍事 用,航 空 用 の もの で あ りま して,リ アル タイ ムで地 形 の マ ップをつ く

る。 そ して,そ れ を デ ー タベ ー スに どん どん 入れ てい くとい うこ とが で き る と思

い ます 。 また,適 用制 御 型 の もの,航 空管 制 用 の もの,そ して誘 導 シ ステ ムの た

め のい ろい ろ な ア プ リケ ー シ ・ ンが考 え られ ると思 い ます 。

しか しなが ら,我 々の方 には い ろい ろ制 約 もあ るわ けで す 。こうした機械がCray

1よ り1,000倍 早 く,あ るい は10分 の1の 価 格 だ として も,今 日使 えない と

い う制 約 が ご ざい ます 。 そ れ は,我 々の 並列 処理 をす る能 力 が 制 約 を 受 け てい る

か らで あ ります。 そ の制 約 要 因 とい うの は,シ ー ケ ンシ ャルの トラテ ィシ ョンが

長い 間続 い たと い うこ とで 制 約 され てい るわ け です 。例 えば,ア ー ス メデ ィ ック

の シー ケ ンシ ャル,あ るい は解 析 法 の シー ケ ンシ ャル,あ るい は モ デ リン グメ ソ

ッ ドの シー ケ ンシ ャル,あ るい は アル ゴ リズ ムも シー ケ ンシ ャル プ ロセ シ ン グで

ある とい うふ うに定 義 され てい るわ けです 。 ま た,シ ー ケ ン シ ャルの プロ グ ラム

言語 を持 ってい るわ けで す し,ま たOS,あ るい は イ ンス トラ クシ ョンセ ッ ト構

築,あ るい は相 互 接続 ア ー キ テ クチ ャも,そ れぞ れ シー ケ ン シ ャルで あ るか らで

あ ります 。

私 が コ ンピ ュー タの仕 事 を始 めた ころで あ ります けれ ど も,す べ てが 並 列で あ

りま した 。 とい うの は,我 々 は,大 きな テー ブル の前 に コ ン ピ ュー タが あ りま し

て,16人 とか20人 とい う人 が い て,そ れ ぞ れ が計 算 をす る。 これ は 明 らか に

並 列 方法 だ ったわ け です ね。 我 々は こ うい うや り方 を,そ の 後 は順 次 シー ケ ンシ
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ヤル 化 したわ けで す 。 これ をみ ん な長 い 間や りつ け てい たわ けです 。 で す か ら,

我 々 に と って パ ラ レル が で きない とい うこ とは あ り得 ない わ けで あ りま して,パ

ラ リズ ムとい うの は基 本 的 なや り方 で あ るわ け です 。

並 列 プ ロセ ッサ の数 を 横 に と り,そ して,ユ ニ ッ トプ ロセ ッサ 当た りの 性 能 と

い うの を縦軸 に とる とす る と,一 －as理 想的 な特 性 と しま して は,1万 の プ ロセ ッ

サだ った ら問 題が1万 倍 の 早 さでで き る とこ ろです(図 表3-1参 照)。 しか し

なが ら,過 去 の20年 間 の 間 並 列 プ ロセ シ ン グ に つ い て の 議 論 が 行 わ れ て き

たわ け です けれ ど も,こ れ は 実 際 に実 験 をや る機 械が なか った ので,話 ば か りが

先行 したわ け です ね。 こ うした 並 列処 理 の新 しい域 に我 々は 達 して きたわ けで あ

ります けれ ど も,今 まで の と ころ,実 験 が全 く行 わ れ てい ない とい うフ ィール ド

なわ けです 。 あ る意味 で は宗 教 的 な議 論 とい う域 に属す る よ うな もの で あ るわ け

です 。 マーバ ンネ ンスキ ー-MITの 人 で あ ります が,彼 が議 論 した こ とは,

古 典 的 な問題 を,デ バ イ ドコ ン カー,あ るい はバ イ ナ リー とい う問題 に絡 め ま し

て,究 極 的 にNの パ ラ レル ・プ ロセ シ ングとい うのはlog2の ところ に 出て くる

で あ ろ うと,パ フ ナー マ ンス特 性 につ い て言 い ま した。 これ は非 常 に難 し くて理

解が で きない議 論 だ と思 うん です けれ ど も。

パ ラ レ ル ・ プ ロ セ ッ サ ・ パ フ ォ ー マ ン ス

処

理

効

率

10102103104

Nプ ロ セ ッサ の数

105
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次 に,パ ラ レル ・プ ロセ シ ングの学 者 は ジ ー ン ・ナ ソ ドル氏 で あ りま した 。彼

は67年 に論 文 を発 表 い た しま して,そ の 中 で ア ソ ドル ス法 とい う もの を発表 い

た しま した 。 コ ンピ ュー タは2つ の オ ペ レー シ ョ ンのや り方,早 い や り方 と遅 い

や り方 が あ る。 で,遅 い や り方 の 方 がい つ も中 心 にな る。遅 い 方 が 中心 で あ る と

い うこ とを彼 は言 い ま した 。

しか しなが ら,こ れ も十 分で は あ りませ んで した。 この機 械 を 商業 的 に今 後 と

も有能 な もの に してい くとい うには,こ れ で は足 りな か ったわ け です 。・イ リノイ

大 学 の ク ッ、ク博 士 が,イ ンプ リシ ッ ド ・パ ラ レ リズ ム とい うこ との論 文 を次 に発

表 い た しま した。 これ は シー ケ ンシ ャル の マ ス マ テ ィ ックモ デ ルを パ ラ レル ネ ー

チ ャーで置 きか えた もの で あ りま した けれ ども,こ れ が30%の と ころ に きた わ

けです 。 で す か ら,こ こで 私 た ちが 言 え る こ とは,こ の30%と10g%の どこ

の部分 でで き るか とい うこ とで あ ります けれ ども,ほ とん どの オブザ ーバーは60

か ら80%が 平 均 じゃない か とい うこ とを 言 い ます 。 これ が経 済 的 に有 望 とい う

ところ で は ない か と言 われ て お ります 。 そ れ か ら,具 体 的 な ア プ リケ ー シ ョ ンと

い うの は,85か ら95%の と ころで で き るん じ ゃない か とい うこ とが一 般 的 に

言わ れ て お ります 。

さて,今 度 は 別 の例 を 見 てみ ま して,ア ソ ダル ス法 で あ ります けれ ども,い か

に この 問題 が 大 切 な もの か とい う こ とがわ か る と思 い ます。 こ こで64の プ ロセ

ッサの あ るパ ラ レル ・プ ロセ ッサ を例 に と ってみ た い と思い ます 。 そ こで,こ の

ワー ク ロー ドの途 中で,連 続 的 に行 わ れ る とい うこ とで シ リアル ・フ ラ クシ ョン

とい う言葉 を使 うわ けで す 。 そ こで の 問題 は,パ ラ レル ・プ ロセ ッサ の パ フ ォー

マ ンスが シ リア ル フ ラ クシ ョ ン,あ るい は ワー ク ロー ドで どの く らい 独 立 してい

るか とい う こ とで あ ります 。 シ リア ル ・フ ラ クシ ョンが ゼ ロだ った場 合 には,パ

ラ レル でで き る問 題 とい うの は64倍 の パ フ ォ ーマ ンスとい うこ とに な るわ け で

す 。1つ の プ ロセ ッサ が64倍 とな るわ け です 。 しか し,シ リアル,フ ラ クシ ョ

ンが10%だ った場 合10%と い うの は 決 して大 きい パ ーセ ンテ ー ジで は あ

りませ ん し,大 き な シ ス テ ムで もない わ けで す け れ ども,10%の と ころ に な り

ます と,そ の パ フ ォー マ ンスは プ ロセ ッサ12台 に匹敵す るだ け にな ります 。 こ

れ は全 く実 際 的 で は な くな ります。 です か ら,2か ら4%の シ リアル ・フ ラ クシ

ョン とい う とこ ろ を と ります と,パ フ ォ ーマ ンス の方 は50.%。 で す か ら,こ う

い う機 械 はか な り実際 的 で あ るわ け です 。 これ は,低 価 格 の チ ップの プ ロセ ッサ

か らで き てい る コ ンピ ュー タで あ ります の で,メ イ ンフ レー・ムの半 分 を動 か さな
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い とい うほ どは深 刻 で は な くな るわ けで す 。

ス ー パ ー コ ンピ ュー タには,ま ず 科 学 用 コ ンピ ュー タが 含 まれ ます 。 これ は一

番大 き な機 種 で あ り,例 えばNECのSX2と か,.富 士通 のVP200,Cray

と,ETA10と い うの が ここ にな ります 。 そ れ か ら,2番 目は メイ ンフ レー ム

の拡 大 され た もの で あ ります 。 日立,IBMの3090の ベ ク ター ・フ ァシ リテ

ィ,Crayの サ ソテ ィフ ィ ック ・プ ロセ ッサ,コ ンベ ックス ・ア ライ ア ソ ト,S

PS,そ れ か らスー パ ー ミニ コ ン ビLニ タです け ど,VAXと か が あ ります 。 そ

れ か ら,パ ラ レル ・プ ロセ ッサ は小 型 機 の チ ップをベ ース に してお ります 。 こ こ

には,非 常 に コ ン ピュー テ ィ ングにつ い て 違 うクラ スが現 在 あ りなが ら,性 能 に

関 して は大 体 合致 して い くとい うお も しろい 傾 向 が ご ざい ます 。 これ は 並行 プ ロ

グ ラムの 技 術 ゆ えで あ ります 。

今 日の技 術 では,一 番 大 きい ス ーパ ー コン ピ ュータは4つ の プ ロセ ッサ で あ り

ま して,64ビ ッ トの モ トロ ーラの68030ベ ー スに な って い る もの か らで きて

い る わけ です 。IBMの は6プ ロ セ ッサ,そ れ か ら16の ベ クタ ー ・フ ァシ リテ

ィ とい うもの をつ くってお ります 。 来年 に お き ま して はCray3が 出 てい る と思

い ます。 これは16の プ ロセ ッサ で,ETA32ぐ らい だ と思 い ます。 それ か ら

MYRIAS－ これ は ア ルバ ー ター にあ る会 社 で あ ります けど,EN9が1,004

の プロ セ ッサ の もの を持 って くる と思 い ます 。そ れ か ら,1990年 で あ ります

けれ ども,64の プロセ ッサ のCray4が 出 て くる と 思 い ます 。ChoPP2が64

の プ ロ セ ッサ,そ れ か ら,EN9は4.096の プ'ロ セ ッサ に な っ て く る と

思 い ます 。 この よ うに並 行 プ ログ ラ ム技 術 とい うの を発 展 させ て い くとい うわ け

です 。

この よ うに して並 行 プ ロセ シ ング とい うの は ロー コス トの ハ イ ボ リュー ムの チ

ッ プとい うこ とで 可能 に な るわ けで あ ります 。 そ して,一 番大 型 の 機 械が,今 日

使 え る もの よ りさ らに高 い パ フ ォー マ ンスが 可能 に な るわ け です64,000の プ

Pセ ッサ の機 械 とい うので も,64のCray4の 機 械 よ りは るか に廉 価 で 提供 さ

れ るわ け です 。 です か ら,我 々の 方で は並 列 プ ロ セシ ング とい うの に大 変 関心 を

持 って い るわ けで す 。 並 列 プ ロセ シ ン グで 何 を し よ うと して い るか で あ ります が,

これ は大 変 難 しい んです ね,実 際 に は。

これ か ら しば らくの 間,パ テ レル ・プ ロセ シ ングにお け る言 語 につ い て見 てみ

た い と思 い ます 。 従来 の 言 語で あ ります けれ ども,3つ の種 類 の 言 語 が ロジ ッ ク

・コ ンベ ンゾ ヨナ ル ・フ ァ ンクシ ョナ ル で あ るとい うふ うに考 え られ ます けれ ど
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も,今 日ど うい う コン ピ ュー タか,シ クエ ソシ ャルか,パ ラ レル か とい うこ とに

か かわ らず,コ ンベ ンシ ョナル 言 語 とい うこ とで 制約 が あ るわ け で す 。 しか しな

が ら,今 後数 年 間 の 間 に よ り広 い 言 語が 使 え るん で は ない か と思 い ます 。 それ で,

言 語 の方 が非 常 に理 想 的 な,表 現 的 なメ デ ィア と して,一 番 そ の機 械 にあ った言

語,表 現 とい うの を選 ぶ とい うこ とが可 能 に な る と思 い ます 。

さて,今 度 は従 来 の 言 語 か ら見 てみ ます と,並 列の 処理 に関 して はFORTRAN

とそ の パ ラ レル エ クス テ ンシ ョン,そ の ほかFORTRANの プ レプ ロセ シ ン グの シ

ス テ ムが マ ー ケ ッ トには ご ざい ます 。 カ リフォル ニ アの会 社が,あ るい は イ リノ

イ大学 で,パ ラ フ レー ズ といわ れ る シ ス テ ムが 開発 され,も う既 に市 場 に 出 てお

ります 。 バ ス トで あ ります 。 それ か ら,コ ン カ レン トのCも,米 国 で は既 に使 わ

れ てお ります 。Cプ ロ グラ ムの並 列化 とい うのが行 わ れ てい るわ け です 。 そ れ か

ら,一 番最 新 鋭 の もの と してFORTRANの コ ンパ イ ラの ベ ク トル 化 が ご ざい ます 。

これ は,フ ォ トラ ン ・コ ンパ イ ラを 開発 しま して,そ の並 列 性 とい うもの を既 存

の プ ロ グラ ムの中 に入れ 込 ん で い くとい うこ とで あ りま して,コ ン ピ ュー タに最

適 なオ ブ ジ ュ ク トコー ドと してつ く り直 して い く とい うわ けで あ ります 。 そ れ か

ら,言 語 でAdaで あ ります けれ ども,こ れ は米 国 の国防 省 が開 発 したわ けで す け

れ ど も,エ ー ダ ・ラ ブ レス女 史 の 名前 を とったわ けです 。 これ は コ ン ピ ュー タの

プriグ ラ ミングの ア イ デ アを100年 以 上前 に初 め て考 えつ い た女 性 で あ ります

けれ ど も,こ の 人 の 名前 を と ってAdaと い うわ け です 。これ は並 列 の エ ソバ イ ロ

ソメ ソ トの中 で 使 う言 語 として の大 き な能 力 を持 ってお ります 。 これ らが 今 まで

使 われ た言 語 で あ りま して,こ れ を並 列 の プ ロセ シ ングとい う中 で,コ ンカ レ ン

トの プ ログ ラ ミン グの中 で 使 って い くわ け で あ ります 。

そ の 他,新 しい 言語 とし ま して デー タフ ローの言 語で あ ります け ど,イ ッ ド,

バ ル,サ イ ス ル とい った とこ ろで あ ります 。 それ か ら,機 能 的 プ ロ グ ラ ミン グ ・

ラ ンゲ ー ジ と しま して は,Lisp,フ ァ ンクシ ョナ ル ブ ログ ラ ミ ング(FP),

それ か らサ ッスル,KRCな どで あ ります 。 これ らは英 国 の 開発 した 言語 で ご ざ

い ます 。 それ か ら,ロ ジ ック ・プPグ ラ ミン グ・ランゲージと し ま して は,Prolog,

ParallelProlog。 そ れ か ら,ハ イ ア オ ー ダ一 口 ジ ックが セ カ ン ドオ ー ダ ーの プ

ロポ ジ シ ョナル ・カ リキ ュラ ス と して 非 常 に有 望 で あ るとい うふ うに 考 えてい る

研 究 者 た ち もお ります 。

これ らが 非 常 に今後 有 望 な分 野 だ と思 われ る言 語 であ ります が,こ れ は コ ンス

トレイ ン ト ・ラ ンゲー ジ といわ れ る もの で あ ります 。 これ は ス プ レ ッ ドシ ー トの
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技 術 が非 常 に小 型 の コ ン ピ ュー タで使 わ れ てい る と きに使 わ れ るわ け です 。 オ ブ

ジ ェ ク ト指 向 の 言語 で あ ります 。

さて,こ うし た言 語 を プ ロ グ ラムの ス タイル ご とに分 類 してみ ます 。3つ の ス

タイル が あ ります 。

まず最 初 は,条 件 列挙 型 とい うか,プ レス ク リプテ ィ ブで あ ります 。 これ は過

去30年 間使 わ れ て きたや り方 で あ ります けれ ども,今 日使 われ てい る言 語 とい

うの はほ とん どこ の プ レス ク リプテ ィブで あ ります 。 処 方箋 の よ うな もの を書 く

わ けで す ね。 例 えば,医 者 が,患 者 が薬 屋 に持 ってい くた めの 処 方箋 をつ くる と

い うの と 同 じよ うなや り方 で あ ります 。 プ レス ク リプテ ィ ブ とい うの は,「 この

処 方箋 に従 え,そ してそ の 結 果 を戻せ 」 とい うや り方で あ ります 。 もち ろん,こ

の処方 箋 を書 くと ころが 難 しい わ けで す 。 です か ら,コ ンピ ュ ー タで は何 百 万 と

い うコー ドを使 って,こ うした 中 に は エ ラ ーが入 る可能 性 もあ ります の で,こ れ

は非 常 に難 しい とい うこ とに な ります 。

次 の 考 え方 が デ ィス ク リプテ ィブで あ ります 。 これ は,コ マ ン ドの中 で我 々が

欲 しい 形 の特 性 につ い て の記 述 をす る とい うや り方 で あ ります 。 それ か ら,3番

目が い わ ゆ るデ ィノ テイ テ ィ ブ とい うわ けで あ ります 。 あ るい は,非 常 に抽象 的

な リプ レゼ ンテ ーシ ョンとい う こ とで,数 学 的 な,例 えば数 式 を使 うとい うわ け

で あ ります 。 コ ン ピ ュー タは それ に従 って プ ロ グラム をつ く って,そ の式 を解 く

とい うこ とに な ります 。

今 日我 々が使 って い る もの は,ほ とん ど プ レス ク リプテ ィプ で あ ります 。FO-

RTRANは,む しろ記 述 的,デ ィノテ イ テ ィブだ とい うふ うに考 え られ ます 。

そ れ か ら,こ の デ ィ ノテ イ テ ィブの言 語 とい うのはPureLispが そ うで あ り

ます 。 そ の オ リジナ ルLispで あ ります け ど,1.oと い うの が 例 えば デ ィノテ イ

テ ィブで あ ります 。 しか し,こ れ は1/Oと か,パ ー ス ク リプ テ ィ ブの 方 に動 い

て お ります の で,現 在 で は使 わ れ ませ ん けれ ども,そ れか ら,1.5と い うの が 出

て まい りま した。 これ は ち ょう ど プ レス ク リプテ ィブ とデ ィス ク リプテ ィブの間

に入 る も ので あ ります 。

それ か ら,フ ァ ンクシ ョナ ル ・プ ロ グラ ミン グと しま して は,非 常 に表 現 力 の

豊 か な もの で あ ります け れ ど も,し か しなが ら大 変弱 い 。 イ ンプ ッ ト,ア ウ トプ

ッ トとい う仕 事 が で き ない とい う欠点 を持 ってお ります 。

それ か ら,第5世 代 の プ ログ ラ ムが 日本 で も開 始 され ま して,通 産 省 もそれ に

肩入 れ してい るわ け で あ ります けれ ど も,こ の デ ィス ク リプテ ィプな プ ログ ラム
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言 語 とい うの が 強 く出 て まい りま した。 最 も究極 的 な デ ィス ク リプテ ィブ な もの

とい うの は ピ ュア ロ ジ ックで あ ります。 デ ィノテ イ テ ィブの究 極 的 な もの は数 学

的 な もの にな るわ けで す 。 で すか ら,コ ン ピュ ー タにそ の結 果 を出 させ る とい う

の が数 学 的 で あ ります ので,こ れ はデ ィ ノテイ テ ィ ブに な るわ けです ね。

こ こで,パ ラ ダイ ムを書 き ま して,第1オ ー ダ ーの問 題 とい うの を コ ンビ=一

タに問題 と して与 えて,そ れ を解 か せ る とい うの は,ピ ュア ・ロジ ック ・プ ログ

ラムに な るわ けです 。Prologも 定性 的 な シス テ ム と して変 わ って きたわ けで す 。

実 際 の機 械 の 中 で 使 える よ うなや り方 とい う形 に変 わ って きたわ け です 。

Prologの カ ッ トバ ー ブで あ ります が,だ ん だ ん デ ィノ テイ テ ィブの方 に 移 っ

て きて い る とい うこ とが い える と思 い ます 。

それ か ら,ナ ク ス フ ァイ ブで,カ ーネ ギ ー メ ロ ンの開 発 言 語 で あ ります けれ ど

も,R2で あ ります 。 これ はエ キ スパ ー ト・エ ン トリー ・シ ステ ムで あ ります が,

これ はDECの もの で あ る と します ね 。 これ らは,一 部 は プ レス ク リプテ ィブで

あ り,一 部 デ ィス ク リプテ ィ ブで あ る とい うこ とで あ りま す 。 コ ン カ レ ン ト ・

Prolog,パ ーPグ とい うのが ここの 中 に入 ります 。

さて,最 終 的 に 到達 したい の は,我 々が 処 方箋 と して書 か なけれ ぼ い け ない 演

算 力 と,数 学 的 な演 算能 力,そ れ か ら ロジ ック を説 明す る とい う,3つ の 能 力 を

兼 ね 合 わせ る言 語 で あ ります 。現 在2つ その よ うな言 語 が ご ざい ます。 ロ ブ レス,

そ れか らス ー パ ーで あ ります 。 シ ラキ ュー ス大学 の ロ ビン ソ ン教 授 は,最 近6万

4,000の プ ロセ ッサ を持 った コネ'クシ ョンの機 械 を つ く りま して,そ れ に使 え

る言語 とい うの を開 発 したわ け で あ ります 。

次 に お 話 し し た い 点 で あ り ます け れ ど も,ア プ リケ ー シ ョン ・ジ ェネ レー

シ ・ンで あ ります 。我 々 はい か に して 自動 的 に ア プ リケー シ ョンをつ く り出す こ

とが で き るか とい うこ とで あ ります 。我 々 は,十 分立 派 な作 曲者 とか ミュー ジ シ

ャ ンがい る とい うこ とで,自 動 的 に音 楽 をつ く りたい とい う望み は余 り持 ってい

ない わ けで す けれ ど も,た だ,プ ログ ラマ に関 して は供 給 が 十分 で ないわ けで す 。

です か ら,プ ログ ラマの 質 な ど難 しい 問題 が い ろい ろ あ るわ けで あ り,こ こで幾

つ か問 題 を指 摘 したい と思 い ます 。 ソフ トウェ アの ツ ール の 問 題で あ ります 。

エ ン ドユーザ ーはコンピュータを実 際 に使 う人 で あ りま して,自 分 自身 が使 うと

い う人 であ ります。例 えば,科 学 者がFORTRANを 使 う,あ るい は ビジ ネ ス ・デ ー

タプ ロセ シ ン グで は,管 理 者 とか,在 庫 管 理 の事 務 員 とい うの が ター ミナル で 働

い てい る。 これが エ ン ドユ ーザーであ ります。ミッ ドユーザー はだ れか といい ます と,
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プ ロフ ェ ッシ ・ナ ルな プ ロ グラ マで あ ります 。 ほ とん どの ビ ジネス の デ ー タ プ ロ

セ シ ングの コー ドのCOBOLは,ミ ッドユー ザ に よ って書 かれ てい るわ けで す 。 っ

ま り,プ ロ フ ェ ッシ ョナ ル な プ ロ グラ マ が 書 い て い る わ け で す 。科 学 的 な プ ロ

グラムはエ ン ドユーザ ーが 書 くとい う場 合 も非常 に増 えてお り ます 。機 械 が非 常 に

複 雑 に な りま して,ベ ク ドル化 され た パ ラ レル プロセ ス とい うこ とに な り,ス ペ

シ ャ リス トが 必 要 にな って く る と,こ うい う科 学 的 な コ ン ピ ュー タの扱 い になれ

て い る ミッドユーザ が い な け れ ば で き ない わ け です 。

1955年 か ら85年 の 間 の30年 間 の コ ンビ=一 タ業 界 の成 長で あ ります け

れ ども,1955年 以来,320倍 成 長 し た わ け で す が,過 去2年 間 にお い て

は2倍 以 上 に成長 した とい うこ とに な ります 。 これ は ス ーパ ー コ ン ピュ ーテ ィ ン

グ,あ るい はPCの 成 長 が非 常 に め ざ ま しか った か らで あ りま して,9%の 上 昇

率 を示 したわ けです 。 ステ ィ ー ブ ン ソ ン博 士 がけ さお っ しゃい ま した よ うに,メ

イ ンフ レー ムが1990年 には6%の 成 長 率 に低 下す るだ ろ うとい うふ うに考 え

て い る わけ です 。30倍,40倍,50%,60%と,非 常 に大 きな成 長 率 が,

そ れ 以外 の分野 で は あ るわ け で す ね 。

今 度 は ハ ー ドウェ アの コス ト,あ るい は パ フ ォー マ ンスで あ ります けれ ども,

1955年 を1と 見 ます と,85年 には100万 とい うこ とに な るわ けで す 。 で

す か ら1990年 まで に は1,000万 まで この数字 が 増 え るだ ろ う とい うふ うに

考 えてい ます 。.・

それ か ら,プ ログ ラマの生 産 性 で あ ります けれ ど も,1か ら始 ま って3.6倍 と

い うとこ ろで あ ります 。3.6倍 とい うの は,余 り高 い とは考 え られ ない と思 い ま

す 。例 えば100万 とい う大 き な数 字 と比 べ ます と。 しか し,3.6倍 とい うの は

そ れ ほ ど悪 い わ けで は な いわ けで す ね 。 い ろい ろ な分 野 を考 えま して も,非 常 に

特 化 され た,労 働 集型 の フ ィー ル ドで,3.6倍,30年 間 の 間 に労 働生 産 性 が 増

え た と こ ろ が どの ぐ らい あ る で し ょう。 です か ら,大 変 これ はい い 数字 じ ゃな

い か と思 い ます。 日本 の よ うな 高 度技 術 の 開発 され てい る国 で,エ レ ク トPニ ク

スの製 造 の生 産性 とい うの が3.6倍 で伸 び た とい う場 合 に は,シ ンガポ ール とか

韓 国 とい った第 三世 界 か らの 脅 威 は な くな る と思 い ます 。3.6倍 とい うよ うな生

産 性 の上 昇 が あれ ば大 変 大 きい わ けで あ ります ので 。

しか し,・3.6と100万 を比 べ た場 合 に は,3.6は 非 常 に小 さ くな って しま う

とい うのが 問 題で あ ります 。 例 えば ソフ トウ ェアのMCC,こ れ は オ ー スチ ンテ
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キサ ス の もの で あ ります けれ ども,1995年 まで に プ ロ グラマ の生 産性 を100

倍 に したい とい うふ うに考 えて お ります 。 また,プ ロ グラ マ,あ るい は ソフ トウ

ェアの レア ビ リテ ィとい うの を10倍 に したい と考 えてお ります 。 しか し,こ れ

を例 えば100倍 とい うこ とに して,360と い うこ とに した と しま して も,こ

れ を1,000万 とい うこ とで さ らに割 らな けれ ぼい け なVi .とい う こ とにな る と,

生 産性 は まだ そ ん なに 高 くない 。 です か ら,プ ログラ マの 生 産性 とい うの は非 常

に大 き な問 題 に な るわ けで す ね 。 情報 技 術 が 今後 どの ぐらい発 展で き るか とい う

こ とが こ こ にか か ってい る とい うこ とが 言 え る と思 い ます 。

少 し歴 史 的 な こ と を見 ます けれ ど も,1822年,バ ベ ージ とV}う 人が 分 析 エ

ンジ ンをつ く り出 しま した 。 彼 は,'十 分 な政府 か らの資 金 を得 て機械 的 な コ ン ピ

ュー タをつ くる とい う ことは で きませ ん で した。

20年 後 に ラプ レス とい う研究 者 が,プ ロ グラ ミングとい う概 念 を分析 エ ソジ

ソと して 見 つけ 出 したわ け です 。 パ ター ンを見 てお りま して,そ の カー ドの順 番

を見 てお りま した 。 そ して,こ の パ ター ンが繰 り返 され ます と,こ れ は パ ンチ カ

ー ドで あ ります け れ ども ,だ ん だ ん大 き くな ってい く。拡大 され てい く。 た くさ

ん穴 が あい てい るわ けです 。 です か ら,こ の カー ドの順 とい うのが,再 現 され て

あ る場 所 に次 々に置い て い くとい うこと に なれ ば,プ ログ ラ ミン グが で き る じ ゃ

ない か と思 い ま した。 です か ら,こ の シ クエ ンス ・コ ン トロ ール とい うのが 分 析

エ ソジ ソを コ ン トロールす るや り方 だ と。 それ か ら・ 繰 り返 しをす るル ー プに な

る とい うこ とが わ か ったわ け です 。

それ か ら,1940年 にな りま してバ 〈「一 ジが 考 えた機 械 が,ギ ア,歯 車 的で

は な くて,コ ン ピュ ータ らしい形 に な った とい うわ け であ ります 。 ハ ーバ ー ド, ,

あ るい はIBMの 人 た ちが一 緒 につ く った わ けで す 。 ラブ レス の考 えた カ ー ドル

ーム の よ うな形 で つ く った わ け です ね 。23の イ ンス トラ クシ ョン ビ ッ トが,ル

ー プ状 に な って動 か した とい うこ とで あ ります 。

・11年 後 で あ ります けれ ど も ,エ リザベ ス ・ホ ール バ ーテ ン 彼 女 は プPグ

ラマで あ りま した けれ ども,違 うマ ー ジの 問 題 をす る と,新 しい ソ ー トマ ー ジの

プロ グ ラム に しなけ れ ばい け ない とい うこ と に気 が つ きま した 。COBOLと かF

ORTRANの コー ドを現 在 で は 使 って い るわ け です けれ ど も,ア セ ンブ ラが 使 わ

れ て い ま した 。 づ イ ナ リ ー と か オ ク トで コ ー デ'イ ン グ を,Lて お り ま し た け

れ ど も,彼 女 が こ の と き考 え た こ と は, ,コ ー ドの 順 番 を パ ラ メ ー タ化 す る
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とい うこ と で あ り ま し た 。 そ して,プ ロ グラ ム を ソ ー トマ ージ で つ く り出 す

とい うや り方 で あ りま した 。 そ して ソー トマ ージ ・ジ ェネ レー タがつ く り出 され

ま して,こ れ が 非 常 に強 力 な技 術 に な った わ けで す 。60年 まで ソー トマ ー ジが

つ く られ ま した。 そ して,そ の後 は プ ロ グ ラム ・ジ ェネ レー シ ョン とい うの は ソ

ー トマ ー ジでや られ た わ け です ね 。

そ の理 由 で あ ります けれ ど も,そ の 翌年,ボ ーイ ン グ社 の 女性 が,マ ンダ リン

・ブ ラ ーム ス さん とい う人 で あ ります けれ ども,イ ソター プ リテ ィブ ・コーデ ィ

ング シス テ ム をつ くった わ け です 。 イ ソター プ リテ ィブ ・コーデ ィ ングが,ほ と

ん どの科 学 的 な コ ンピ ュ ータ ・ア プ リケ ーシ ョンに使 わ れ る よ うにな りま した。

そ れ か らま た さ らに1年 後,プ レスホ ッパ ー提 督 が コ ンパ イ ラの考 え方 を考 えま

して,2つ の コ ンパ イ ラ をつ く りま した 。 マス マ チ ッ ク,マ ス マチ カル,そ れ か

ら フ ・一 マチ ック,こ れ は デー タ プロセ シ ング用の プ ログ ラムで あ ります 。

それ か らは,皆 さん よ く御 存 じだ と思い ます 。 コ ンパ イ ラが よ り効 果 的 に な り

ま して,そ れ か ら標 準 化 され た プ ゴグ ラ ム言 語,Adaと か,COBOLと か,Cも

そ の 中 で あ ります けれ ど も,そ うい うもの をつ く り出 して きた わ けです 。 そ して,

実 際 の コ ン ピ ュー タ上 で こ うい う言語 が使 われ る に した が って,最 適化 技 術 とい

うの が で きたわ け で す 。1970年 代 に な ります と,今 度 は生 産性 を高 め る プ ロ

グ ラ ミン グとvlう のが 行 わ れ ま した 。80年 代 これ が や は り続 き ま して,生 産性

の ツー ルの 統合 とい うのが 行わ れ ま した。 い ろい ろ な生 産 性 向上 の ツール とい う

もの を,1つ の ワ ー クベ ンチの エ ソバ イ ロ ソメ ン トの 中で 統 合す る とい うや り方

で あ ります 。 これ で プ ロ グラ ム も非 常 に 質 の高 い プ ログ ラム にな って,一 番 大 き

い モ ジ ュー ル を使 って,一 番 短 い 時間 にで き る とい うこ とに な りま した。

私 の考 えで は,最 も生 産性 向上 に寄 与す る もの とい うの は ア プ リケ ー シ ョン ・

ジ ュネ レー タか らで は ない か と思 い ます 。 ア プ リケー シ ョンパ ッケー ジで は ない

か と思 い ます 。 これ は ソ フ トウ ェアの パ ッケ ー ジで あ りま して,ち ょう ど コ ンピ

ュー タが つ く られ るよ うに パ ッケー ジ もつ く られ るわ け です ね 。で,ハ ー ドウ ェ

ア を保守 す る よ うに,ソ フ トウ ェア のパ ッケー ジ も保 守 され る とい うこ とで あ り

ます 。 これ は,ビ ジ ネ スの オ ポチ ュ ニテ ィと して非 常 に大 き な もの を持 って お り

ます 。会 社 が,現 在 ア プ リケー シ ョンパ ッケ ージ を開 発 してい るわけ で あ ります 。

恐 ら く,こ こで 一 番 大 きな 原因 とな って い るの は,ユ ーザ の標 準化 され た ビジネ

ス コ ン トロール シス テ ム,あ るい は会 計 シ ス テ ム とい う ところで は ない か と思い
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まず最 初 の動機 づ け とい た しま しては,プ ロ グラ マが アベ イ ラ ブル で あ る とい

うこ とで あ ります 。 プ ロ グラ ムが書 か れ な けれ ば な らない 場 合,そ して それ が プ

ログラマ の数 を超 える場 合,ア プ リケー シ ーン ・ジ ェネ レー タ とい うの が非 常 に

有効 に な って くるわ け で あ ります 。 ま た,マ シ ンの複 雑 性,そ して ス ピー ドが,

ユ ーザ の それ を活 用 す る能 力 を超 える もの で あ った場 合,ス ーパ ー コ ンピ ュー タ,

あるい は パ ラ レル 商 品 の ベ ク トル化 な どにおい て影 響 を及 ぼす わ けで あ ります三

また,プ ロ ドタイ プ,あ るい は テ ス トな どを しなけれ ば な らない とい う場 合,カ

ス タム デザ イ ン,そ して 開発 の 前 にそれ を行 わ な けれ ば な らない 場 合 も有 効 で あ

る と考 え られ てお ります 。

ア メ リカ合衆 国で は,デ ー タ処 理 にお い て コ ン ピ ュー タを活 用す る に当 た り'ま

して,ア プ リケー シ ョ ンを3回 や らな けれ ば な らない と され て お ります 。何 をす

るべ き なの か,'次 に どの よ うにす るのか,そ して3回 目は,本 当 に役 に立 つ もの

をつ く り出 さな けれ ば な らない とい うことで あ りま して,3回 しな けれ ば な りま

せ ん。 ケ ミカル エ ン ジ ニ アが デザ イ ン プ ロセ ッサ をつ くる際,あ るい はパ イ ロ ッ

トプ ラン トをつ くる場 合 な どの プロ トタイ プ をつ くる際 に,こ の ジ ェネ レー タは

非 常 に有 効 で あ るとい うふ うに考 えて お ります 。

次 に,ア プ リケー シ ョンのバ ッ ク ログが 非 常 に大 き くな ってい る場 合 も有効 で

あ る と考 えてお ります 。 ア メ リカで,私 は デ ー タ処理 の バ ック ログに つい て1つ

の 研 究 を し ま し た 。12か ら15の ア プ リゲ ー シ ョ ンが リス トと して あ り

ま し て,最 初 の3つ を こ な し ま し た 。そ れ を や っ て い る 間 に タ イ ム シ ェ ア

リン グ を し な け れ ば な り ませ ん で し た 。 そ れ は,プ ロ グ ラ ム す べ て 行 わ れ

て お りま し て,リ ア ル タ イ ム に 変 更 しな け れ ば な り ま せ ん で し た 。 そ して,

そ こ に ネ ッ トワ ー キ ン グが あ る わ け で す か ら,平 均 的 な 環 境 に お き ま して

は,非 常 に 複 雑 な3つ,4つ の ア プ リケ ー シ ョン の バ ー ジ ョン が あ るわ け で

あ ります 。 ア プ リケ ーシ ョン ・ジ ェネ レー タ とい うの は余 り効果 的で は ない か も

しれ ませ ん けれ ども,何 もや らない よ りは や る法 が ま しで あ る とい う こ とが言 え

るか と思 い ます 。

幾 つ か 例 を 申 し上 げ て み たい と思 い ます 。 これ は皆 様御 存 じの もの もあ るか と

患い ます が,よ く広 告 され,ま た利 用 され てい る もの もあ ります 。

最 もよ く知 られ てい るの はMAPPERで あ ります 。 これ は プ ロ ダ クシ ・ソコ ソ

bロ ール の 環境 にお い て 開発 され た もので あ りま して,UNIVAC1100シ ス
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テ ム を使 ってい る もの で あ ります 。 これ は エ ン ドユ ーザの シス テ ムで あ りま して,

しか し ミッ ドユ ーザ シ ステ ムが必 要 とな って まい る シ ステ ムです。

最 も広 く使 われ てい るの はFOCUSで す 。これ は デ ータベ ー ス指 向型 ア プ リケ

ーシ ョン ・ジ ェネ レー タで あ ります 。 これ はIBMの370用 で あ ります 。

FOCUSと よ く似 てい るのはRAMISで す 。これ もやは りデ ータベ ー ス指 向型

ア フ.リケ ー シ ョン ・ジ ェネ レー タで あ りま して,IBM370シ ス テ ム用で あ り

ます 。NOMADも 同 じよ うな もの です 。

あ との3つ とい うの は全 く別 の クラ スの もので あ ります 。 これ は エ ン ドユ ーザ

向 け とい えま し ょう。マネージ ャー向け,あ るい は情 報 を担当 してい る者,自 分 で プ

ログラ ムを 書 きたい 人,自 分 で シス テ ムを つ く り出 したい 入 用 とい えま し ょ う。

AM耳 とい うの は非 常 に興 味 深 い もの で あ ります 。IBMとGMが 協 力 して開 発

した も ので あ ります 。GMはIBMシ ステ ム/38を 買お う といい ま して,こ れ

をす べ ての組 織 に設 置 す る とい うオ フ ァーを 出 しま した。 デ ィ ーラ ー も含 め てで

あ ります。 そ して,そ れ は企 業 の資 金 か ら支 払 う とい うこ とで した けれ ど も,1

つ制 限 条 項 が あ りま した。rGMの どの組 織 もこのIBMシ ステ ム/38を 使 っ

てい い です よ。 しか しなが ら,そ の プロ グ ラ ムをつ くるた め に プ ログ ラマ を雇 っ

て はい け ませ ん」 と,こ うい うこ とを約 束 しな けれ ば な りませ んで した 。

で は シ ステ ム/38を 使 って何 をす る の か とい うこ とが 問 題 とな ります 。非 常

に複 雑 な もの で あ ります 。RPG3に よ って サ ポ ー トされ ま したCOBOLも 処理

で き ます 。 エ ン ドユ ーザ がIBMの シ ス テ ム/38と い う非 常 に複 雑 な コ ン ピ ュ

ー タを使 う こ とを可 能 にい た し ま した 。

私 が 研 究 を い た しま したの はCORVETと い うも ので あ りま して,こ れ は全 く

違 うも ので あ ります 。DataGeneral並 び にIBM用 の もので あ ります 。

CORVETの 全 体 を説 明 します と,ユ ーザ は,シ ス テム と イ ソ ター ラ ク トに対

します プ レシ ー ジ ャー,あ るい は ノ ンプ レシ ー ジ ャラル言 語 をつ く ります 。 ノ ン

プ レシ ー ジ ャーの 方が 好 ま しい と思 い ます 。 これ は グ ラフ ィ カル な もので あ りま

して,ア プ リケ ー シ ョン ・オ リエ ソテ ッ ドな言 語 で あ ります 。 ア プ リケー シ ョン

・ジ ェネ レー タに 求 め てい るのは3つ の能 力 で あ ります。 す べ て の ア プ リケ ー シ

ョン ・ジ ェネ レー タは ダイヤ ロ グ ・マ ネ ー ジ ャーが 必 要で あ ります 。 これ は,エ

ン ドユ ー ザ と対 話 を 可能 にす る もの で あ ります 。 そ して,も う1つ 必 要 な の は,

理 想 的 に は ダイ ヤ ログ ・マ ネジ メ ン トが プ ロ グ ラム をつ く り出 し,そ して デ ー タ
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ベ ー ス を マ ネ ージす る能 力,こ の3つ の 能 力 が必 要 で あ ります 。

これ は 研 究 の 目標 で あ ります 。 しか し,今 日,こ の3つ が可 能 な ア プ リケ ー シ

ョン ・ジ ェネ レー タは まだ 存 在 してお りませ ん。 コー ジ ェネ レー タの 方,あ るい

は イ ソ ク ァイ ア リー ・リポ ー テ ィ ン グ ・ラ ンゲ ージの機能,こ の2つ しか,全 部

を満 たす もの は あ りませ ん 。 コ ー ジ ェネ レー タ ・ス タイ ル にお き ま して は,プ ・

グラム とい うの は非 常 に 明確 な もの で あ ります 。そ して,デ ー タベ ー ス とい うの

は 隠れ てい ます 。 そ して,イ ン ク ァイ ア リー ・ リポ ー テ ィ ソグ ・ラ ンゲ ー ジにお

きま して は,プ ロ グラ ムが 隠 れ て お ります 。 どこで プ ロ グラ ムが実 行 され て い る

のか わ か りませ ん。 しか し,・デ ー タベ ースが どの よ うに構 築 され てい るの か は よ

くわか ってお ります 。

研 究 の 機 会,そ して ま た ビジ ネ スの機 会 とい た しま しては,ア プ リケ ー シ ョン

・ジ ェネ レー タは ,ユ ーザが す べ て 明確 に デ ー タベ ー スをつ く り,プ ログ ラ ムを

つ くる こ とを可能 に しなけれ ば な りませ ん 。

ビジネ ス の ア プ リケー シ ョン ・ジ ェネ レー タ用 の デ ザイ ンの 目的 とい た し ま し

ては,私 が ス ー パ ー コ ンピ ュー タの スペ シ ャ リス トで あ る場 合,ビ ジネ ス ・ア プ

リケ ー シ ョ ン ・ジ ェネ レー タを欲 しが る理 由 が2つ あ ります 。 まず1つ 目の 理 由

とい た し ま しては,研 究 を して い る場 合 に 資金 が 必要 で あ ります 。COBOL・ ジ

ェネ レー タを書 くた め の資金 を調 達 す る こ とが で き ます 。 しか し,FORTRAN

・ジ ェネ レー タを書 くため の資 金 を調 達 す る こ とは難 しい わ けで す 。

2つ 目の 理 由 と しま して は,自 動 的 にCOBOLで つ く られ た プ ロ グラ ムを 自動

的 に読 む こ とは簡 単 で あ る こ とです 。 例 えば 受 取未 払,受 取 勘 定 な どについ てで

あ ります 。 プ ログラ ムの コ ン トロール ・ス トラ クチ ャと,デ ー タ ・ス トラ クチ ャ

の 部分 を チ ー タ ・デ ィ ビジ ョンと デ ィカ プ リン グす る こ とに よ りま して,ジ ェ ネ

レー シ ョンの問題 を簡 素化 い た し ます 。 そ して リーデ ィン グの 問 題 も解 決 い た し

ます 。FORTRANに お きま し ては,デ ー タの構造,そ して プ ロシ ー ジ ャが あ り

ま して,す べ てが 相互 関 係 に あ ります の で,難 し くな ってお ります 。FORTRAN

の プ ロ グラム とい うの は,コ ンテ ン ト ・セ ン シテ ィブで あ ります 。 会 計 シス テ ム

は,す べ て の勘 定 を合 わ せ ます 。 です か ら,関 係 な く数 字 が 合 って いれ ば バ ラ ン

シ ン グをい た します。

しか し,FORTRANの プ ログ ラ ムは コ ンバ ー ジしない か も しれ ませ ん 。 イ ン

プ ッ トの問 題,あ るい はバ ン ド リーの 問題 が あ ります の で,コ ンパ ー ジしな い こ

と も考 え られ ます 。 です か ら,デ ザ イ ンゴール とい た しま して は,ビ ジネ ス ・ア
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プ リケー シ ョン ・ジ ェネ レー タ として は簡 素 であ り,オ ンライ ン ・ トラ ン ズア ク

シ ョン ・パ ッケー ジを ジ ェネ レ ー トで き,そ してほ か の パ ッケー ジ とイ ン タ ー フ

ェース で き る もの で あ り,ポ ー タブル であ る こ とです 。 さ ま ざま な シ ステ ム,あ

るい は プ ロダ ク トライ ンの移 植 性が 重 要 で あ ります 。 そ して また,エ キ セ ソ ダ ビ

リテ ィが 重要 で あ ります 。 また,エ ン ドユ ーザ に と りま して,電 話 の コ ンサ ル テ

ー シ ョンで最 小 限 の 訓練 を受 けた 上 で サ ポ ー トで き る もの で なけ れ ば な りませ ん 。

IBMのPC80に 対 して提供 す る もの,PS/2に 対 して提 供 す る もの,あ る

い は小 さなメ イ ンフ レー ム に対 して提 供 す るもの で あ りま した ら,お 金 を送 って

も ら うこ とに よ りま して テ ス カ ッ ト,あ るいは ユ ーザ マ ニ ュアル を送 りま して,

1時 間の ビデ オ,電 話 番 号 を送 る こ とに よ ってす ぐに使 用可 能 にな る とい うこ と

で, .これ が エ ン ドユ ー ザ市 場 と して の 目的 で あ ります 。大 き な市 場 で あ ります し,

厳密 な この よ うな条 件 が 課 せ られ てい るわ けで あ ります。 そ して また,ア プ リケ

ーシ ョン ・ソフ トウ ェア開 発生 産性 にお き まして は ,10倍 以 上 の ア プ リケー シ

ョンが 必要 で あ る。 それ を提 供 しなけ れ ば な りませ ん 。

CORVETの プ ロ グラ ム にお き ま して は,ア プ リケ ーシ ョ ン ・ジ ェ ネ レー タと

して何 も知 らない ユ ーザ が 利 用で き る もの であ ります 。で す か ら,タ ー ミナ ルに

座 った ユ ーザ は,イ ン フ ォメ ー シ ョンフ ローさ え分 か れ ばい い とい うもので あ り

ます 。 そ こに座 って,COBOLの プ ログ ラ ムを 自分 で つ く り出す こ とが で き ます 。

そ して,ノ リッジベ ー ス とイ ンター フェ ー スで き る もので あ る とい うもので あ り

ます 。 ア プ リケ ー シ ョン ・ジ ェ ネ レー タが生 産 性 の ツール の どこ に位 置づ け され

てい るの か,よ くお分 か りい た だ け たか と思い ます 。

次 に ミッ ドユ ーザの ツ ール につ い て 御説 明 申 し上 げ たい と思 い ます 。 ア プ リケ

ーシ ョン ・ジ ェネ レー タを行 い ま して か ら
,さ ま ざ ま なア プ リケ ー シ ョ ンエ リア

を見 て み る必 要 が あ る と考 え ま した。 そ して,こ れ は 非常 に効 果 的 な ツ ールで あ

りま した。 特 許 を取 得 しよ うとす る際,プ ロセス コ ン トロー ル用 の ア プ リケー シ

ョン ・ジ ェネ レー タを非 常 に広範 に参 照 しなけれ ぼ な りませ ん で した 。 ヤ マ ハ と

い うの が プ ロセ ス コ ン トロール ・ア プ リケー シ ョンを してお りま した の で,そ こ

に参 照 しな けれ ぼ な りませ ん で した 。 そ の結 果,わ が 国 に おい て は,あ ま りこの

分 野 で 先進 で な い こ とが わ か りま した。 しか し,我 々の も の は非 常 に新 しい もの

で あ りま して,全 く違 った ア プ ロー チで あ ります 。 これ は特 許 の 対 象 とな る よ う

な もの で は な く,特 許 を取 得す る こ とが で き ませ んで した。

私 の 妻 の兄 弟 の た め につ く りま した もの を例 に挙 げ ます 。 プ ロ グラマ が十 分雇

一65一



えない会 社 で した。 小 さ な ソフ トウ ェアの工 場 をつ くってお りま して,.1人 で始

め た会 社 です 。 月 当 た り,ソ フ トウ ェア ・パ ッケー ジにつ い て200万 ドル ぐ ら

い の売 り上 げ が あ る とこ ろです 。 問題 とな ってい ま した の は,プ ロセ ス を 自動 化

したい とい うこ とで あ りま して,そ の ため に品 質 の高 い ツー ル を必要 として い ま

した。 です か ら,ビ ジネ スの 学 位 を持 った 人 間を雇 って,ツ ー ル を提 供す る こと

によ って,エ キ スパ ー トシ ス テ ムの プ ログ ラマを提 供す る こ とに よ りま して,デ

バ キ ング ッール な ど も与 え,そ の よ うな ツー ル を与 える こ とに よ って,.こ の人 間

にす べ て プ ロ グラ ミングを させ た い とい うふ うに考 えたわ けで あ ります 。 この人

は ア プ リケー シ ョン ・ア ナ リス トで した 。

そ の必 要 条 件 につ い て,今 か ら申 し上 げ ま し ょう。非 常 に簡 単 に 申 し上 げ ます 。

しか し,こ れ をす べ て説 明す る時 間 は ない と思 い ます 。 といい ます の も,後 で人

工知 能 につい て話 を させ てい ただ きたい と思 って お ります ので 。

これ は マ シ ン ・イ ンデ ペ ンデ ン トで なけ れ ばな りませ ん 。 ラ ンゲ ー ジ ・イ ンデ

ペ ンデ ン トで あ りま して,対 話 型 で あ り,簡 単 に利 用で き,そ して も ちろん,コ

モ ン ・デー タベ ー ス とイ ン ター フ ェ ースで きる もので なけれ ぼ な りませ ん。 セ ル

フ コンテ ィ ー ンされ た もの で な けれ ば な りませ ん 。 フ リー プロ ソプテ ィ ソグ。 で

す か ら,行 き詰 ま りな どが あ って は な りませ ん。 ユ ーザが ス ーパ ー バ イザ に質 問

しなけれ ぼ な らない とい うよ うな こ とは ない わ けです 。 非 常 に強 力 な フル ヘ ル プ

システ ムが 導 入 され てい る もの です 。

基 本的 に は ノ リ ッジベ ー ス シ ステ ムで あ りま して,デ ー タフ ロー指 向型 とな っ

て お ります 。 一 番 重要 な ツール は,内 部 に あ ります ワー ドプ ロセ ッサです 。 この

ワー ドプ ロセ ッサ とい うの は,言 葉 に対 処す るだ けで は な く,文 書 に も対 応 で き

る もの で あ ります 。 デ ィス ク リプテ ィブな テ キ ス トに も対 応 で き る もので あ りま

して,テ ンプ レー トを備 えてお ります 。

で は,ア ウ トプ ッ トに移 りたい と思い ます 。

ア プ リケー シ ョン ・ア ナ リス トは ア ウ トプ ッ トを出 します 。2種 類 の ア ウ トプ

ッ トです。 まず 最 初 に 英語 の もの。 そ して,も う1種 類 は デ ー タベ ー スに対 して

送 られ る もの で あ ります 。 これ は次 の エ キ スパ ー トシス テ ムに 送 られ る情 報 で あ

ります 。 この 人 間 は,チ ー ム と して この シ ステ ムを使 ってい るか らで あ ります 。

で す か ら人 間 が い ま して,例 えばそ の ソフ トウ ェアを 書 い てい る人 間が1人 で,

5つ ぐ らい の エ キ スパ ー トシ ス テ ムを ア クセ ス してい るわ け で あ ります 。 です か

ら,5人 の プ ログ ラ ムの エ キ スパ ー トがい るわ け で あ ります 。 ビジネ スア プ リケ
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一シ ョン を どの よ うにす るか とい うこ とを十 分理 解 してお ります
。 そ して ま た,

共通 の デー タベ ー スにつ い て も知 識 を持 っ てい ます 。 標 準 の フォー マ ッ トを 出 し

ま して,ユ ーザーに 開発 され ました内 容 を得 ま して,テ ンプ レー トに管 理 され て お

ります 。 そ して,そ れが フ ァイ ル に,フ ァイ ルが 次 の エキ ス パ ー トシ ス テ ム に送

られ ます 。 そ して,次 の エキ ス パ ー トシ ス テ ムが 各 プ ・グ ラマ とい うこ とで す 。

です か ら,人 間が プ ログ ラムを書 くわ けで す 。

さて,技 術 をサ ポ ー トす るた め にはAI,人 工知 能 が必 要 にな ります 。 今 日の

とこ ろ,AIの 最 先 端 はい わ ゆ る ス タ ン ドア ロー ンシ ステ ム と単体 シ ス テ ムで あ

ります 。 と ころが,今 後 はい ろ い ろ なエ キ ス パ ー トシステ ムを統 合す る形 に な っ

て くるで あ りま し ょう。 複 雑 な,大 型 の シス テ ムが つ くり上 げ られ る よ うに な る

で し.よう。

そ れ で は,エ キ スパ ー トシス テ ムが ど うい う可能 性 を秘 め てい るか につ い てお

話 しした い と思 い ます 。 これ は,い わ ゆ る黄 金 律 と呼 ばれ る もの で あ ります が,

エキ スパ ー トシス テ ムの原 理 原 則 と呼べ る もの か も しれ ませ ん。

我 々の ビジ ネ スを 見 る場 合 に は,ソ フ トウ ェア を書 くに 当 た って どの よ うな ビ

ジネ ス機 会 が あ るか を探 らな けれ ば な りませ ん 。 エ キ スパ ー トシ ス テ ムの ビジ ネ

ス チ ャ ンス,こ れ か らの可 能性 として は,そ の タ ス クに関 して 自他 と もに エ キ ス

パ ー トと して認 め られ な けれ ぼ な りません 。 そ して エ キ スパ ー トが ア マチ ュア よ

り優 れ て い る とい うの は 当然 の こ とで あ ります 。 エキ スパ ー トが タ ス クを実 行 す

るの に数 分 間か ら数 時 間か か る こと をエ キ ス パ ー トシ ステ ムが 一 瞬で で き る な ら

ば,コ ンピ ュー タは それ 以 上改 善 す る こ とはで き ない わけ で あ ります 。 そ うか と

い って,数 時 間 もか か る,場 合 に よれ ば手 書 きの 方 が いい場 合 には,も ち ろ ん コ

ン ピュ ー タは使 わ れ な くて もい いわ け で あ ります 。 エキ スパ ー トシ ステ ム とい う

のは,ス キ ル に依 存 す る とい うよ りもほ か の もの に依 存す る もので あ ります 。 ま

た,さ らに知 識 に依 存す るの で あ ります 。 ま た,収 益 率 も高 くなけ れ ぼ な りませ

ん。 報 酬 も高 くなけ れ ば な りませ ん。 ま た,タ ス クには全 く常 識 は必 要 な い の で

あ ります 。

そ れ で は,常 識 とい う点 につ い て さ らに説 明 したい と思 い ます 。 なぜ タ ス クは

常 識 を必 要 と しない の か とい うこ とで す が,我 々が 日常 的 にや ってい る こ とを考

えます と,ま ず 我 々が 非常 に得 意 な こ とが あ ります 。 的 を絞 った,狭 い範 囲 の も

ので あ ります 。 そ れ か ら,よ り広 範 囲 な知 識,百 科 事 典的 な 知識 が 必 要 な もの も

あ ります 。 と ころが,我 々がや ってい る こ とのほ とん どは,い わ ゆ る常識 に 基づ
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い て判 断 で き る もので あ ります 。 実例 を挙 げ なが ら説 明 しま し ょ う。

私 は,木 につい て は全 然 専 門知 識 を持 ってお りませ ん。 で す か ら,木 につ いて

何 か知 りたい 場合 には百 科 辞 典 を参 考 に します。 そ して木 につ い て い ろい ろな文

献 を 当 た って み ます 。 た だ,百 科辞 典 の木 の項 目の と ころ を見 ます と,木 は木 材

か らで き てい る とい うこ とは 書 い て ない わ けです 。 とい うの は,こ れ は も う当然

の こ とだ か ら,常 識 だ か らで す 。 これ が常 識 の一 例 で あ ります 。 これ らの ア プ リ

ケ ー シ ョンの 多 くは,我 々が や ろ うと してい る こ との 多 くは,い わ ゆ るエ キ スパ

ー トシス テ ムの 処理 に当 た って は百 科辞 典 的 な知識 ,そ してそ の 基 本 に は常 識が

あ る とい うこ とで あ ります 。 これ が,い わ ゆ る リサ ーチ の フ ロ ンテ ィア とい うこ

とで あ ります 。百 科 辞 典 的 な知 識 ベ ース に バ ッ クア ップされ,そ れ を さ らにバ ッ

クア ップす るの が常 識 とい うよ うな知 識で あ ります 。 です か ら,10年 間の 研究

を 行 って 開発 をす るわ け です が,そ れ に は多 くの 人が か かわ らなけ れ ば な りませ

ん 。

そ れで は,ど うい うふ うに ア ドバ イ スが 出 て くるのか とい うこ と を説 明 した い

と思 い ます 。 理 想的 な タス ク,エ キ スパ ー トシ ス テ ム,あ るい は エ キ スパ ー ト ・

サ ブ シ ステ ムに最 適 な タ ス ク とは ど うい うものか とい うこ とです が,そ うい った

タス クは ラ ン クづ け され な けれ ぼ な りませ ん。 す なわ ち,易 しい もの と難 しい も

の,少 な く と も大 ざ っぱ にそ の く らい の分 け方 が され て もい い と思 い ます 。 易 し

い タス クとい うの は,で き るだ け 目的 が 少 ない もの,そ して 難 しい もの とい うの

は,こ の エ キ ス パ ー トシ ス テ ムはか な りい い こ とをや って くれ る な,便 利 だ な と

思 える よ うな もの で あ ります 。 そ して,一 貫 して能 力 あ る形 で,だ れ か これ を デ

モ ンス トレ ー シ ョン,実 証 して くれ る人 が い な けれ ば な りませ ん 。 最 も安 全 な タ

ス クは,解 析 的 な,あ るい は 診 断 用 に使 わ れ る よ うな シス テ ムだ と思 い ます 。最

も収 益 の 高 い もの は,い わ ゆ る総合 的 な,創 造 力 のあ る,全 く新 しい 分 野 の エ キ

スパ ー トシ ス テムで は ない か と思 い ます 。

さて,今 日の エキ ス パ ー トシ ステ ムの現 状 です が,ま す ます一 般 的 な知 識 あ

るい は百 科 事 典的 な知識 にだ け には頼 ってい られ な くな りま した 。 また,常 識,

あ るい は類 推 的 な推 理 だ けで もだ め だ とい うこ とで あ ります 。 また,自 分 の範 囲,

そ して限 界 につい ては な か なか 分 わ ってい ない の で あ ります 。 また,何 か問 題 が

起 った場 合 には独 自の 形 でそ れ を解決 す る能 力 が あ りませ ん 。満 足 の い く説 明,

なぜ そ の よ うな結 論 を出 したの か とい うこ とを証 明す る,あ るい は説 明す る こ と

が で きませ ん 。現 在 の 最新 の エ キ スパ ー トシ ス テ ムは学 習機 能 が あ りませ ん。 エ
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キ スパ ニ トシ ス テ ムの 今 後 の研 究 の フ ロ ンテ ィアは こ こに あ る と思い ます 。す な

わ ち,学 習機 能 を組 み 込 む こ とで あ ります 。 リサ ーチ ラボで こ うい うこ とをや っ

て い る ところ は少 ない で す し,そ れ も非常 に特 殊 な場 合 のみ に限 られ てお ります 。

エキスパー トシステ ムは,2つ あるとすると,そ れはお互い全 く似か よった所はあ りませ

ん。 まだ まだ 一般 的な 形 の エ キスパ ー トシステム技 術 が 開発 され て い ない とい うこ

とで あ ります 。GEの 研 究 開 発 は,5つ の非常 にす ば らしい ス タ ン ドア ロー ンシ

ス テ ムを持 って お ります が,そ の5つ は全 く個別 の もの で あ りま して,共 通点 が

全 く見 られ な い ので あ ります 。 そ こに も まだ ま だ,今 後解 決 す べ き問 題 が あ る と

思 い ます 。

さて,近 い将 来 の デ ー タ処 理 の面 で の機 会,可 能 性 です が,ア プ リケー シ ョン

・ジ ェ ネ レー タ,そ して ア プ リケー シ ョ ン ・プロ トタ イ ピ ン グにつ い て 申 し上 げ

ま した 。 コ ンピ ュー タに よ る ソフ トウェア の エ ンジ ニ ア リ ング,そ れ か ら ソフ ト

ウ ェアの メ ンテナ ンス,現 在 市 場 に 出 され てい る ソフ トパ ッケ ー ジの 中 に は,

COBOLプ ロ グラ ムを指 導 す る もの もあ りま して,ユ ーザ 側 の反 応 もい い よ うで

あ ります 。 エ キ スパ ー トア ドバ イザ ー につ い ては,け さほ どお話 が あ った と思 い

ます 。

も う少 し具 体 的 な点 に入 ります と,エ キ スパ ー トプ ログ ラ ムの中 の最 大 の もの

はDECの エ キ スパ ー トワー ドプ ロセ シ ン グの もので あ りま して,4000の ル

ール を持 ってお ります 。 これ は非 常 に効 果的 な もの で あ りま す 。 人間 よ りもす ぐ

れ てい る と言 われ て お ります 。 私 自身の 経 験 を 申 し上 げ ます と,エ キ ス パ ー ト・

ク レー ム ズ プ ロセ シ ングー これ は 保険 会 社等 々の た め に私 自身 が開 発 に 当た っ

た もので あ ります が,こ れ もす ぐれ た もの で あ ります 。 そ れ か ら,ト ラ ソズ ア ク

シ ョン ・プ ロセ シ ン グ ・ジ ェネ ラ リー,自 然 言語 の フ ロン トエ ン ド,デ ー タの 入

力,コ ンピ ュー タの ソフ トウ ェア のた め の もの,そ れ か ら ソフ トウェ アの エ ンジ

ニ ア リン グシ ステ ム用 の もの で あ ります 。 今 日で は,言 語 を書 くの は もち ろん 有

望 で あ ります が,音 声 認 識 の 技 術が さ らに成熟 して き ます と,こ うい った エ キ ス

パ ー トシ ス テ ムの一 つ の 重 要 な応 用分 野 に な って くる と思 い ます 。音 声 認識 とい

うの は,単 に音 声 だ け を認 識す るので は な く,そ の意 味 まで も認 識す るの で あ り

ます 。 これ は専 用 型 の 並 列 プ ロ セ ッサ に と って の有 望 な分 野 だ と言 われ て お りま

す 。 それ か ら,イ ミロ ンの デ ー タベ ー ス ・マ ネー ジ ャー とい うの も 出て くるで あ

りま し ょう。

そ れ で は,先 に飛 ば しま して 最後 の トピ ックに入 りたい と思 い ます 。 少 し高惟
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能 コ ンピ ュー タにつ い て お 話 を したい と思 い ます 。 なぜ これ が重 要 な のか とい う

ことを 申 し上 げ たい と思 い ます 。今 後5年 間,特 に重 要 性 を増す と思 い ます の で。

メイ ン フ レ ー ムは9%の 成 長 を'し て い る・。 そ して,今 後 は6%に 下 が る

と予測 をい た しま した。 高 性 能 コ ンピ ューテ ィ ングで あ ります けれ ども,特 にス

ー パ ー コ ン ピュ ーテ ィ ン グは ,年 間40%の 増 加 率 で ご ざい ます 。 ほ とん どの ス

ーパ ー コン ピ ューテ ィ ン グは70%の 上 昇 率 とい うよ うな ,も のす ごい 高い 成 長

率 を示 してい るわ けで あ ります 。 も っ と重要 な こ とは,我 々 は現在,ち ょう ど新

しい時 代 に入 る境 の とこ ろ に きて い る とい うこ とで あ ります 。 これ は デ ー タベ ー

ス ・マ ネ ジメ ン トシ ス テム がで きた ころの状 況 に似 てい る と思 い ます 。DBMS

が で きた ころ,デ ータ プ ロセ シ ン グは よ り広 い ビジ ネス,あ るい は コ ミュニテ ィ

向け に使 われ る よ うに な った わ けで す 。そ して,単 に管 理,・ あ るい は会 計 の コス

トを下 げ ただ けで は な くて,仕 事 をす る コス トそ の もの がず っ と下 が ったわ けで

す ね。 例 えば 製 造,あ るい は在 庫 管 理 が,誤 用 の デ ータ ベ ー スで お 互 い にイ ンタ

ラク シ ョンす る とい うこ と に よ って コス ト逓 減が で ぎ たわ けで す 。 です か ら,こ

れ が 我 々 の仕 事 のや り方 を全 く変 えて しま った わ けで す 。 今 後 も同 じこ とが,数

字 に強 い コ ンピ ュー テ ィ ングを 使 うとい う ことに よ って 可 能 に な る と思い ます 。

我 々の研 究 の結 果 で は,あ るい は調 査 の結 果 で は,我 々は1年 間 の調査 プロ グ

ラム をち ょうど終 了 した と ころ で ご ざい ます け れ ど も,我 々の コ ンソー シア ムが

ミネ ソタ大 学 の ス ーパ ー コ ン ピ ュー タ研 究 所 と一 緒 に組 み ま して:マ ー ケ ッ ト,

それ か らア プ リケ ー シ ョン技 術,製 品,そ れか らスー パ ー コ ンピ ュー タの経 済性

とい うの を調 べ た わ けで す 。 これ に関す る リポ ー トを も う じき発 表 い た します け

れ ども,こ れ で 刻 ・々 と大 き くな って い る マ ー ケ ッ トの 状況 が よ くわ か る と思い ま

す。

こ の 研 究 に 参 加 し ま した メ ー カ た ち,こ れ は べ ソ ダ ー で あ り ま す が,

CrayResearch,ControlData,ETA,富 士 通,日 立,National

AdvancedSystem,オ ソ ド一一ル,チ ャ ップ,そ れ か らフ ラ ン スの会 社 ドール。

これ は ス ーパ ー コ ン ピ ュー タ,ア ム ドール を今 月 出す とい うこ とを発 表 してお り

ます 。 それ か らUnisysで あ ります 。 そ れか ら科 学 的 な プ ロセ ッサで あ ります け

れ ども,ザ イ カ ッ ドはECAD用 の専 用 の プ ロセ ッサ をつ くって お ります 。 これ

らが 我 々の研 究 に参 加 した ベ ン ダーで あ ります 。

そ れ か らス ーパ ー コ ン ピ ュー タの大 き な ユ ーザ をあ げ ます と,石 油会 社 アー コ,

PhilipsPetroleum,ま た,航 空 機会 社 のAerospaceBoeing,Mcdomell
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Douglasな どで あ ります 。CSATAで あ ります け れ ども,こ れ は イ タ リアのM

CCで あ ります 。'5世 代 の プ ロジ ェグ ト,ち ょう ど 日本で い い ます と通 産 省 がや

ってい る よ うな とこ ろで あ ります けれ ども。 また,EastmanKodak,イ ソタ ー

ベ ップで あ ります 。 イ ンターベ ップ とい うの は ベネ ズエ ラの 石 油会 社 で あ りま す
。

それ か ら,英 国の 貿 易 産業 省 も入 りま した 。 それ か らフ ラ ンスの技 術 省 》 そ れか

らウエ スチ ングハ ウ ス6そ れ か ら,ミ ネ ソタ大 学 等 が 加わ りま して,こ れ は資 金

源 とな りま したけ れ ど も そ れ か ら シュツットガル ト大学,カ リフ ォル ニ ア大学 が

加 わ りま した。

この プ ロ グ ラムで あ ります けれ ど も,こ の プ ログ ラ ムの モ ニ タを行 った のが 国

際 的 な 諮 問 ボ ー ドで あ りま した。 これ は ロ スオル モ スの リサ ーチ グルLプ で あ り

ます けれ ども,ICLの フ ロンテ ィさん,こ れ は ミネ ソタ大 学 の メ ンバ ーで あ り

ます 。 それ か ら筑 波 大学 の森 先 生,そ れ か らシ ュ ツ ッ トガル ト大 学 の レイ ソチ先

生,そ れ か らマー ケ ッ トスペ シ ャ リス トの関 係 の人 た ち とい うと ころ が この ボ ー

ドに加 わ りま した。

レポ ー トで あ ります けれ ども,も う完 成 され てお ります け れ ど も,2つ の ス ー

パ ー コ ン ピ ュー タの ア プ リケ ー シ ョン,そ れか らイ ンテ ンシ ブ ・コ シピ ゴー テイ

ソグに つ い て 出 てお ります 。 サ イ エ ンテ ィ フィ ック ・エ ンジ ニ ア リ ング ,そ れ か

ら商 業 用,産 業 用,そ れ か ら金融 用 の も ので あ ります 。そ れ か ら,ス ー バ]コ ン

ピ ュー テ ィン グに関す る経 済 性 で あ ります けれ ども,マ ー ケ ッ ト分 析 ,そ れ か ら

技術 頃 向,ソ フ トウ ェ アのサ ー ビス とい った とこ ろで あ ります 。

経 済 性 に関 して の調 査 で,ス ーパ ー コ ンピ ュー テ ィ ン グの 日本 で の導 入 と米 国

で の導 入,あ るい は西 欧 にお け る導 入 で か な り大 き な違い が あ る とい うこ とがわ

か りま した。 例 えば西 欧 とか ア メ リカに お き ま して は,ス ー パ ー コ ン ピ ュー タを

買 った グル ー プとい うの は 大 抵並 列 プ ロセ ッサ を 行 っそい る と ころで あ ります 。

あ る い は,特 別 な性 能 向上 機械 を持 って い る技術 グル ープで あ ります 。 です か ら,

管理 の情 報 とい うよ うな イ ンフ ォメ ー シ ョ ンは余 りない わ け です 。 日本 で は60

%の 時 間が,実 際 に は マ ネ ジ メ ン トに対 す る情報 ス'ト ラクチ ャの リポ ー トに使 わ

れ てい る とい うこ とが わ か った わ けで す 。 です か ら,ま ず この技 術 が 最 初 に,一

気 に拡 大 い た しま して,そ れ が 主 流 に な る とい ケこ とでだ ん だん縮 小 してい くと

い うこ とで あ ります 。 です か ら,政 府,あ るい は会 社 の情 報 の部 分 の一 番 大 きな

とこ ろ に これ が くるで あ ろ うとい うふ うに考 えるわ けです 。

そ の 他,簡 単 に申 し上 げ る点が 幾 つ か ご ざい ます 。 明 日パ ネル デ ィス カ ッシ ョ
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ソの ときに,も っ とこ うした結 論 につい て ゆ っ く り見 てみ た い と思 い ます けれ ど

も,こ の 結 論 を 今 申 し上 げ ます と時 間 が な くな ります ので,こ の結 論 は,明 日パ

ネル デ ィス カ ッシ ・ンの 部 分で 申 し上 げ る と しま して,今 は時 間 を節 約す るた め

質 疑 応答 に 当て た い と思 い ます 。

質問 先 ほ ど,Crayを 初 め とす る ス ー パ ー コ ン ビ=一一ターメー カが,16台 とか

64台 とい ったか な り大 き な台数 の マ ル チ プ ロセ シ ン グを 目指 して い く とお っし

ゃ ったん です が,Crayは,XNPを 出 した3年 ぐらい 前 にマル チ タ ス ク ライ ブ

ラ リとい うの を提 供 しま して,ユ ーザ が 自前 で マ ルチ タス ク用 のチ ュー ニ ングを

や って,そ れ で プ ロ グラ ムの 高速 化 を図 る とい う方 針 で あ る よ うなん です が,先

ほ ど,こ れ か らスー パ ー コ ンピ ュー タ も非常 に マ ル チ プ ロセ ッサ化 され て い って,

ミニ スー パ ー コ ンピ ュー タ と台数 の点 で クロ スす る とお っ し ゃったん で す け れ ど,

FORTRANに 代 表 され る よ うな,従 来 のCR言 語 を コ ンパ イ ラが受 像 パ ラ レル

に して い くとい う方 向 に な るん で し ょうか 。 また,そ れ が い い と思 ってい ら っし

ゃ るのか,お 聞 き したい んで す が 。

パ ッ トン 申 しわ けあ りませ ん が,質 問 の最 後 の部 分 を も う一 度繰 り返 してい

ただ け ます で し ょ うか。

質 問Crayを 初 め とす る米 国の ス ー パ ー コ ンピ ュー ター メ ー カは,今 後 マル チ

パ イ プ ライ ン ・ス ーパ ー コ ンピ ュー タを 出 して い ぐ と思 うん です が,具 体 的 には,

ソ フ トウ ェ アの サ ポ ー ト,マ ル チ タ スキ ン グ,あ るい は マル チ プ ログ ラ ミン グの

サ ポ ー トは どの よ うに な ってい くの で し ょ うか 。

パ ッ トン 非常 に よい質 問 だ と思 い ます 。 ただ,お 答 えが 難 しい 質 問 だ と も思

い ます 。

今,XNPに つい て 触れ られ た と思 い ます 。 ほ とん どの 場 合 には マル チ プ ロセ

ッサ が4,つ い て お ります 。 カ ーツ ーも4プ ロセ ッサ がつい て お ります 。ETA

もマ ルチ パ イ プライ ンマ シ ンを 出 して お ります 。 そ れ ぞれ,4か ら8の プ ロセ ッ

サ で,ETA10は6万4,000の か な り高 度 な ベ ク トル化 パ イ プライ ンを持 っ

て お ります 。Cray3は16の プ ロセ ッサ を持 ち,Cray4は64の プロセ ッサ

を持 つ で あ りま し ょう。

これ まで の と ころ,こ れ らの機 械 の メ ー カは ほ とん ど ソフ ト技術 を持 ってい ま

せ ん。 こ うい った 高 度 な フ ィーチ ャーが つ け 加 わ って も,そ れ を使 い こなす だ け

の ソフ トが ない ん です 。 この クラ スの機 械 の 中 で も,自 動的 に マ ル チ パイ プ ライ

ニ ン グが発 動 で き るの はMX2で あ ります 。 これ は パ イ プライ ンが,ベ ク トル オ
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ペ レー シ ョ ンのた め に4,そ れ か らス カラ ーの た め に2つ あ ります 。 それ か らま

た,パ イ プ ライ ンを必 要 で あ ろ うと,必 要 で なか ろ うとつい てい るわ けで す 。 で

す か ら,ナ ペ レー シ ・ソの た め には 時 間が む だ に な ります 。そ れ ぞれ の パ イ プを,

そ れ ぞれ 通 さ なけれ ぼ な らな くな ります 。 と ころ が,400万 の計 算 をす る場 合

には4本 の パ イ プそ れぞ れ1本 ず つ100万 こなせ るわ けです か ら,大 きな 時 間

の節 約 が 果 たせ ます 。

Crayの スー パ ー コ ン ピュー タです が,非 常 に強 い,マ ル チ プロセ ッサ の た め

の ソフ トの サ ポ ー トを持 ってい るの が2つ あ ります 。 まずCHOPPで す 。これ は,

ハ ー ドウェ アの サ ポ ー トが まず あ ります 。 で す か ら,ハ ー ドのサ ポ ー トに よ って

ア プ リケー シ ョ ンをそ れ ぞれ 分 解 す る こ とが で き るわ けです 。 サ ンタ クラ ラで 開

か れ ま した ス ー パ ー コ ン ピ ュー タ会 議 これ は5月 に開かれ たわ けです が,CH

OPPに つ い て発 表 され ま した。で す か ら,こ れ をぜ ひ詳 し く調べ て ほ しい と思 い

ます 。CHOPPに 関 して情 報が 欲 しい 方 は,私 は手 紙 をい ただ けれ ば,CHOPP

に関 して皆 様 に情 報 を 提供 した い と思 い ます 。 私 の 方 にぜ ひお 申 し越 し くだ さしこ。

も う1つ,非 常 に強 力 なサ ポ ー トが あ る もの は,マ イ クロ タスキ ン グの た め の

サ ポ ー トを 持 ってい るの は ミ リア スで あ ります 。MIRRASで あ ります 。 これ は

カナ ダで 開 発 され た もの です 。 この コ ン ピ ュー タは,64,138,256,512,

1024の プ ロセ ッサ を持 って お ります 。そ して,ソ フ トの分解 機 能 を持 って お り

ます 。 です か ら,作 業 をで き るだ け多 くの い ろ い ろな プロセ ッサ に分 散 させ る こ

とが で きます 。 ソフ トウ ェア会社 の 方は,主 体 的 に イ ニシア チ ブを と って新 しい

市 場 の 動 きをつ かみ とろ う と した こ とは あ りませ ん 。FORTRANコ ン パ イ ラ

が 出て か ら約10年 後 に ソフ トが そ ろ った とい っ た よ うな状 況 も,こ れ ま で 見 ら

れ ま した 。 この新 しい技 術,高 性 能 コ ン ピ ュー タを使 い こなす に はベ ク トル化 が

必要 に な る と思 い ます 。 ベ ク トル化 は か な り進 ん でい る と思 い ます 。 も う10年

もか け てベ ク トル 化 のFORTRANコ ンパ イ ラ を 開 発 して まい りま し たか ら,

コ ンベ ックス をお 買 いい た だ けれ ぼ,あ るい はCrayの シ ングル プ ロセ ッサ マ シ

ンを 買 えば,ほ とん どの プ ロ グラ ムにベ ク トル機 能 がつい て お ります 。 非 常 に進

ん で い る。 ま た,高 度 に使 い こなせ る と思 い ま す 。 プ・セ ッサ が4つ つ い てい る

もの,あ るい は8つ つ い てい る よ うな も の,AT&Tの もの,あ るい はCrayの

もの の 場 合 に は,手 作 業で や らな けれ ば な りませ ん 。 プロ グラ ミン グは 手 作業 で

や らなけれ ば な りませ ん。 並 列 処 理 を 使 い こなす た め には,手 作 業 が 必 要 にな っ

て き ます 。
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た だ,予 測 と しては,標 準 化 され た ベ ク トルFORTRANコ ン パ イ ラが,

1990年 ま で には 出 され るだ ろ うとい うこ とで あ ります 。 我 々の予 想 で は,NC

標 準化,FORTRAN86マ シ ン,ANSIで 標 準化 の詰 めが な され る な らぼ,こ

の 問題 は解 決 され る と思 い ます 。 技術 は,標 準技 術 と して手 に入 るで あろ うと思

って お ります 。 これ は将 来 の こ と.です が 。1

さて,標 準化 され たFORTRANコ ン パ イ ラ プ ロ グラ ミン グの た め の も

の です が,1995年 まで は 出 て こない と思 い ます 。 とい うの も,い ろい ろ な様

式 が あ るか らで す 。 ス タイルが 異 な るか らです 。 い ろい ろ な知 的 な ア イデ アが 出

て くる。 そ して,こ れ を絞 り込む 必 要 が あ る か らです 。 ス タ ンダー ド化す る ため

に は,そ して高 度 な言 語 を開発 す るた め には,も っ と絞 り込 まれ る必 要が あ る と

思 い ます 。 ただ,新 しい 言 語が どん どん 出 て くる と思い ます 。実 験 段 階 で は あ り

ま し ょうが,1995年 まで に は 出 て くる と思 い ます 。 今 の と ころ,ま だ リサ ー

チ ラボ の段 階 にと どま っで お ります 。 た だ,'実 験 とい うこ と には,IBMに 互 換

性 の ある ホ ス トゴ シピ ュ"タ に使 える もの が あ る と思 い ます 。 あ るい は,IBM

が ら実 験 版 ジ ョンバ ッカス ・フ ァ ン クシ ョナ ル言語,プ ログ ラ ミングの実 験

版 を手 に入 れ る こ とが で き る と思 い ます。 そ れで 皆様 の ホ ス トコ ン ピ ュー タで 実

験 してい ただ け る と思 い ます 。 デ ィ コ ンポ ジ シ ョ ン,あ るい は フ ァ ソ クシ ョナル

ス タィ ル の もの が 出 て くる と思い ます 。

*PeterC'.Pattont

Pat'tonAssociates

7053'E・.Delaney

StSt.Paul,MN55075,U.S.A.
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4.講 演

「情報化の進展と将来の産業構造」





4.講 演

「情報化の進展 と将来の産業構造」

株式会社 電 通 総 研

所 長 天 谷 直 弘

,

講師の皆 さんは技術の専 門家ぼか りで ござい ます が,私 だけ素人が入 ってお り

まして,余 り技術的でない話 をいた します。

イギ リスに,19世 紀 に カー ライルとい う哲学者が お りま して,こ の人が 「人

間は道具を使 う動物であ る」 と言 ったことは有名であ ります 。人 間とサル,人 間

と犬の違いは どこにあ るか。 カーライルによ ります と,道 具を使 うか,使 わない

か とい うところにあ るとい うわ けでござい ます。人間は,道 具 につ きまして,本

能的にとい って もいい くらい に鋭敏 に,い い道具 と悪い道具を判別いた します。

そ して,い い道具 に関す る情報は,も ちろん 自分 もよ く覚 えます が,人 にも伝わ

ってい くわけで あ ります 。ですか ら,悪 貨は良貨 を駆逐す るとい う言葉が あ りま

すが,そ れの逆で ござい まして,い い道具は悪い道具 を駆逐す るとい うこ とにな

ってお ります。いい道具 に関 しましては,情 報が不断に交換 され,蓄 積 されてい

く。社会的に情報が蓄積 されてい く。そ して進歩,発 展,改 良が行 われ る とい う

ことになるわけで ござい ます。

道 具は,ハ ー ドウェアの道具だけあ りま して も,ソ フ トが なければ役に立 ちま

せん。 したが って,道 具 を使 うためには当然の ことなが らソフ トの開発 と改 良と

い うことが なければ な らないわけで ございます。 この ソフ トとい うことを考 えて

み ます と,こ れ は個人 の レベルの ソフ トと集団の レベルの ソフ トがあ るとい うこ

とがわかる と思います。例 えば馬,こ れは人間に とりまして道具であ ります か ら,

ハー ドウェアとい うこ とがで きるか と思います。 この馬を うま く使い こなす ため

には,ま ず個人 の レベルで乗馬術 とい うソフ トを開発 しなければ な りません。個

人が馬 に乗 るのが非常 に うま くな った。そ うします と競馬 に勝つ ことはで きるか

もしれません。 しか し,そ れで戦争 に勝つ とい うこ とにはまだ十分でないわけで

あ りま して,馬 を使 って戦争 に勝つ ため には,騎 兵 とい う集 団をつ くって,こ の

集団で馬を使い こなす とい うソフ トを開発 しなければならないわ けで ござい ます。

さらに,馬 をた くさん使 う社会 一 騎馬民族 と昔か らい ってお り、ます が,騎 馬民
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族 とい う国家 の レベ ルで も,馬 を使 うの に適 した社 会 的 な制 度,シ ス テ ム をつ く

ってい か な けれ ぼ な らない 。 騎 馬集 団 とい う国 の レベ ル の ソフ トを開発 す る とい

うよ うな こ とも必要 に な ってい くわ け で ご ざい ます 。

こ うい うふ うに,道 具 を使 うため には ハ ー ドと ソ フ トと両 方 な けれ ばい け ない

の で ご ざい ます が,幸 か 不 幸 か,ハ ー ドと ソフ トの情 報 の伝 播 速 度 とい うの は大

変 違 ってお ります 。 ハ ー ドに つ き ま して は,あ れ はい い ハ ー ドだ とい うこ とにな

ります と,す ぐ人 の持 ってい るハ ー ドをまね す る とい うこ とが広 く行 わ れ てお り

ます 。我 々の身 の 回 りの こ とでい えば,例 えば ゴル フ クラ ブ。 次 か ら次 へ と新 し

い ゴル フ クラ ブが 出 て まい ります 。 そ うす る と,人 に も よ ります けれ ど も,新 し

い ゴル フ クラ ブが 出 る とす ぐ買い に行 くとい う人 が あ ります 。 いず れ に しろ,ハ

ー ドウ ェア とい う もの は 非 常 に早 い 速 度 で伝 わ って い く とい うこ とが可 能 で あ り

ます 。 私が,例 えば ジ ャ ッ ク ・ニ ク ラ ウスの使 ってい る ク ラ ブと 同 じ ク ラブを使

い たい と思 えば,そ れ を買 って くれば い い わ けで す か ら,そ ん な に難 しい こ とで

はない の で あ ります 。で は,ジ ャ ック ・ニ クラ ウスの ソ フ ト,彼 の腕 前 を私 が直

ちに コ ピーす る こ とが で き るか とい い ます と,こ れ は極 め て困 難 で あ ります 。 彼

の腕 を切 って持 って くる とい うわ け には いか ない ので あ ります 。

一般 に
,ソ フ トにつ きま して は,そ れ を人 に伝 える とい うこ とはそ ん な に容 易

な こ とで はあ りませ ん 。人 か ら人,あ るい は企 業 か ら企 業,国 か ら国 ヘ ソフ トを

伝 える とい うこ とは,容 易 な こ とで は ない 。 人 はお おむ ね,ソ フ トに関 して は大

変 保 守主 義 で あ ります 。 自分 が 使 い なれ た ソフ トとい う もの は変 え よ う としない 。

ハ ー ドにつ き ま して は大 変進 取 の 気性 に富 ん でお る。好 奇 心 が 強 い の で あ ります

が,ソ フ トとい うもの に関 しま して は,人 間 は一 般 的 にい って保 守 的 で あ る。 し

たが って,ソ フ トの伝 播 速 度 は大 変遅 い とい うこ とにな ります 。

そ こで,ハ ー ドの伝 播 速 度 は早 く ソフ トの伝播 速 度 は 遅い とい う こ とか ら,ハ

ー ドと ソフ トの ミス マ ッチ ング とい う問題 が生 じて まい ります 。 ハ ー ドが うん と

進 歩す る。 そ して,そ の進 歩 した ハ ー ドに よ くマ ッチす る と ころ の ソ フ トが 開発

され る。 ハ ー ドと ソフ トが バ ラ ン ス して お る とい うこ とに な りま す と,文 明 は長

足 の進歩 を遂 げ る とい うこ と にな ります 。 ハ ー ドは非 常 に進 歩 した 。 しか し,ソ

フ トとの マ ッチ ングが よ くない とい うこ とに な ります と,文 明 は停 滞す る とい う

こ とにな ります 。 ハ ー ドが 退 歩 して しま って お る。 よそ の 国,よ そ の会 社 の ハ ー

ドと比 べ て非 常 にお くれ てい る とい うこ とに な ります と,そ の文 明 は衰 退す る と

い うこ と にな る と思 うの で ご ざい ます 。
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若干 の歴 史 的 な事 例 を考 えてみ ます と,ま ず ハ ー ドウ ェアで ご ざい ます が,ハ

ー ドウ ェアの 進 歩 を振 り返 ってみ ます と,最 初 は材料 の進 歩 で あ りま した 。 旧石

器 か ら新 石 器,そ れ か ら青 銅 器,鉄 器 とい うふ うに,材 料 の 進 歩 が 八 一 ドウ ユア

の大 きな進 歩,発 展 を 促 しま した。19世 紀 に入 りま してか ら,ハ ー ドウ ェアを

動 か す エネ ル ギ ー に関 し ま して大 技 術 革新 が 行 われ た わ けで あ ります。18世 紀

の末 に ジ ェ ー ム ズ ・ワ ッ トが蒸 気 機 関 を発 明い た しま した。 これ に よ って,そ れ

ま では 人 力,あ るい は 牛,馬 の 力,風 車,水 車 の力 をエ ネル ギ ー源 と して ハ ー ド

ウ ェアが動 か され てお った の で ご ざい ます が,蒸 気 機 関 の 力 で ハ ー ドウ ェア を動

かす とい うこ とに な りま して,作 業 用 の ハ ー ドウ ェア の大技 術革 新 が 行 われ たわ

け で ご ざい ます 。20世 紀 にな って き ます と,さ らに 内燃機 関 とか,電 気 モ ー タ

ー とか い うよ うな も のが 加 わ って まい りま して ,作 業 用 の ハ ー ドウ ェア につ い て

エ ネ ル ギ ー面 の一 大 技 術 進 歩 が行 われ る とい うこ とに な った わ けで ご ざい ます 。

この19世 紀以 降 の ハ ー ドウ ェア の発 展 を見 ます と,19世 紀 に お きま しては,

まず 蒸 気 機 関 とい うハ ー ドウ ェア が 中核 に な りま して,国 で い えば イ ギ リスで,

ほ か の 国 に先 駆 け て産 業 革 命 が進 展 い た しま した。 なぜ イ ギ リスだ ったの か。 ど

うして フラ ンスや ドイ ツで は なか った のか とい うこ と を考 えて み る必 要 が あ る と

思 い ます 。 ハ ー ドウ ェ ア と しての 蒸 気機 関 の技 術 は,最 初 は イ ギ リス で発 明 され

ま した けれ ども,こ れ は 直 ち に ヨー ロ ッパ全 域 に広 が って い ったの で あ ります 。

問題 は,こ の ハ ー ドウ ェア と して の蒸気 機 関 を使 い こ なす ソフ トウ ェ ア,そ れ の

発 達 の 仕方 が,イ ギ リス とほ かの 国 とで は違 って お った。 した が って イ ギ リスが

産業 革 命 の リー ダー シ ップ を握 ったの だ と,私 はそ うい うふ うに考 えて お ります 。

こ の場 合,蒸 気 機 関 の ソフ トウ ェア とい うの は,か また きが か ま をた く技 術 の

こ とだ けを 言 ってい るわ け で は あ りませ ん。 そ うで は な くて,蒸 気機 関 を動 かす 。

これ で 工 場 を 運転 す るとい た し ます と,も ち ろん大 量 の石 炭 も集 め て こ なけ れば

い け ない 。 大 量 の 原材 料 を集 めて こな ければ い け な い 。 そ して,機 械 を動 かす た

め に は 多数 の 労 働 者 も必 要 で あ ります 。 それ か ら,で き た生 産 物 をい ろ ん な と こ

ろに売 りさば くとい うマ ー ケテ ィ ングもや らなけ れ ぼ な らない 。 したが って,蒸

気 機 関 とい うハ ー ドウ ェア を使 い こなす ため に は,か な りの 数 の資 本家,経 営 者

が い なけれ ば な らなか った わ けで あ ります 。蒸 気 機 関 とい う機械 は非 常 に重 厚 長

大 の機 械で あ る。 そ して値 段 も高い わ けで あ ります 。 です か ら,こ の 機械 を所 有

で き る人 の数 とい うもの は 極 め て限 られ てお りま した。 だれ で も機 械 を所 有す る

とい うこ とはで き なか った わ けで あ りま して,金 を持 ってい る人,資 本 家 だ けが
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機械 を所 有す る こ とが で き たわ け で あ ります 。

所 有 した だ けで は何 の役 に も立 ち ませ ん。 使 う能 力 が な けれ ぼ い け ない 。経 営

者 と して の 才能 が な けれ ば い け ない 。 イ ギ リスの19世 紀 の ブル ジ ョア ジ ー,こ

れ は非 常 に 合理 主義 的 な物 の考 え方 と,経 験 を重 んず る。経 験 主 義 的 な考 え方,

そ れか らマ ックス ・ウエ ー バ ーの 言 うと ころ の勤 労 を尊 ぶ精 神,そ うい うよ うな,

経営 者 に と って 必 須 の能 力 を持 っ てお った人,こ うい う人 が19世 紀 の イ ギ リス

にい たわ け で あ ります 。 そ して,こ うい う資 本 家,経 営 者 の活 動 の 自由 を保 証す

る よ うな政 治 的,社 会 的 シス テ ムが,19世 紀 の イギ リス には存 在 してお った と

思 い ます 。 です か ら,フ ラ ン スや ドイ ツ よ りも イギ リス にお い て,そ うい う広 い

意 味 で の ソフ トウ エア ー 私 は,こ れ を社 会 的 ソフ トウ ェア と言 って お りますが,

蒸 気 機関 とい うハ ー ドウ ェアを使 い こなす の に必 要 な社 会 的 な ソ フ トウ ェアが,

イ ギ リスにふ んだ ん に 存在 して お った。 そ の故 に,イ ギ リズは19世 紀 の 資 本 主

義 を リー ドす る とい うこ と にな った と思 い ます 。

ところが,20世 紀 に な る と様 子 が変 わ って まい ります 。20世 紀 の産 業 文 明

は,イ ギ リスで は な くて ア メ リカで 発 展 した の で あ ります 。 ど うして ア メリ カで

発展 した のか 。 私は,20世 紀 を代表 す る 八 一 ドヴ ェアは 内燃 機 関 と電 気 モー タ

ーで ある とい うふ うに考 えてお ります 。 この 内燃 機 関 及 び電 気 モ ー ター を蒸気 機

関 と比 べ てみ ます と,内 燃 機 関,電 気 モ ー ターの 方が 明 らか に軽 薄短 小 で あ りま

す 。軽 薄短 小 で あ る とい うこ とは,値 段が 安 い とい うこ とで あ ります 。 そ れ か ら,

オペ レー シ ョンが 非常 に容 易で あ ります 。 公 害 も出 さない と,こ うい うよ うな特

徴 を持 って い るわ けで ご ざい ます 。 これ を一 言 に して言 えば,内 燃 機関 と電 気 モ

ー タ ーは ,蒸 気 機 関 と比べ て は るか に デモ クラ テ ィ ックな性 格 を持 ってい る とい

うこ とが で き る と思 い ます 。

この 内燃 機 関 の持 って い る デモ クラ テ ィ ックな性 格 を一 番 早 く見抜 い た人 は,

ヘ ン リー ・フ ォ ー ドで あ った と思 い ます 。 ヘ ン リー ・フ ォー ドは ,内 燃 機 関で 動

く 自動車 の 大量 生 産 の シ ス テ ムを発 明い た しま した 。 ヘ ン リー ・フ ォー ド以前 に

お き ま して は,ヨ ー ロ ッパで も ア メ リカで も,自 動 車 は1台4000ド ル ぐ らい

した と言わ れ て お ります 。 何 しろ20世 紀 の 初 め の こ ろで あ ります か ら,4000

ドル とい い ます と,今 の 日本 の 感 覚 で は4000万 円 く らい だ と思 い ます け れ ど

も,い ずれ に して も大 変 高い 自動 車 で あ りま した 。 そ して,そ の ころ は 自動車 は

貴族 とか 資 本家 の 乗 る もので あ って,労 働 者 には 関 係 の ない ものだ と,こ うい う

ふ うに考 え られ てお った ので あ ります 。 と ころが,ヘ ン リー ・フ ォー ドは違 った
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考 えを 持 ち ま した。 ヘ ン リー ・7オ ー ドは,内 燃 機 関 を安 く生 産 して,自 動 車 を

安 くつ くって,自 動 車 とい う機 械 を大 衆 の もの にす る ことが で き る。 しな けれ ば

な らな い と,彼 は 考 えたわ け で あ ります 。1908年 にモデ ルTと い う.自動 車 を

つ くって 売 り出 したの で あ ります が,売 り出 した ときの値段 は930ド ル で あ っ

たそ うです 。 この値 段 は,数 年 の うちに500ド ル ぐ らい ま で下 が りま した 。 か

つ ては4000ド ル した もの が500ド ル まで下 が ったわ けで あ ります か ら,自

動 車 は ア メ リカで 羽 が生 えた よ うに売 れ て,大 衆 が 車 を乗 り回す とい う時代 が き,

たの で あ ります 。

で す か ら,20世 紀 の ア メ リカ資 本 主 義 と19世 紀 のイ ギ リス資 本主 義 とを比

べ てみ ます と,非 常 には づ き り してい る こ とは,ア メ リカに おい て機 械 の所 有 と

利 用 の デ モ クラ タイ ゼ ーシ ・ ンが 大 幅 に進 ん だ とい うことで あ ります 。 なぜ それ

が ア メ リカで進 ん だ のか 。 なぜ イ ギ リスで は なか ったのか といい ます と,こ れ は,

ア メ リカの社 会 的 ソフ トウ ェ アが,イ ギ リスの社 会 的 ソフ トウ ェア と著 し く違 っ

てお った。 要 す る に,ア メ リカの方 が は るか にデ モ クラテ ィ ックな社会 で あ りま

した。 イギ リスの よ うな階 級 性 が ない 。 そ して,だ れ で も能 力が あれ ば お金 を稼

げ る。 お 金 が あれ ば 車 を 買 え る と,こ うい うよ うな機会 均 等の 社 会,デ モ クラシ

ーの 社 会 で あ りま したか ら,ア メ リカの 社会 の方 が,自 動車 を普 及 させ る の に,

は るか に適 して お った と思 うの で あ ります 。

電 気 モ ー ター とい う機 械 を内燃 機 関 と比 べ てみ ます と,電 気 モ ー ターの 方 が一

層軽 薄 短 小 で あ ります 。一 層 値段 も安 い 。 蒸気 機 関 ま,町 の停 車場 まで しか 来 ま

せ ん 。 自動 車 とい う機械 に な ります と,各 人 の 家の 前 まで 参 ります 。 しか し,車

は家 の 中 に は 入 って き ませ ん 。 と ころが,電 気 モ ータ ーで つ くった電 気 冷 蔵 庫 と

か,電 動 ミシ ンとか,真 空 掃 除機 とか い う機 械 にな ってまい ります と,こ れ は個

人 の家 の中 まで入 って まい ります 。 で す か ら,電 気 モ ータ ーを 使 う機 械,家 庭電

気 製 品 が 普 及い た します と,い よい よ機 械 の所 有 と利 用の 民 主化 が進 む わ けで ご

ざい ます 。

こ うい う機 械 の所 有 と利 用 の 民主 化 とい うこ とは,20世 紀 の前 半,ア メ リカ

に おい て ものす ごい 勢 いで 進 歩い た しま した。 ヨー ロ ッパや 日本 をは るか に凌 駕

してお ったの で あ ります 。 そ うい う こ とに な った最 大の理 由 は,私 は,ア メ リカ

の社 会 的 ソフ トウ ェア と内燃機 関,あ るい は電 気 モー ター とい う・、一 ドウ ェ ア と

が よ くマ ッチ して お ったか らだ とい うふ うに考 えて お ります 。 他 方,20世 紀 前

半 の 日本,あ るい は20世 紀 前 半の ヨー ロ ッパの状 況 を見 ます と,そ の社 会 の ソ
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フ トウェアは,自 動車文 明,あ るい は家庭電気製 品文 明とよくマ ッチ してい なか

った。 ミスマ ッチ ングがあ った。それ がア メ リカと日本,あ るい はアメ リカとヨ

ーロッパの差をつ くったとい うふ うに ,私 は考 えてお ります。

さて,20世 紀の半ば ごろか ら起 こってい る顕著 な現象,こ れ は情報のハ ー ド

ウェアに関す る技術が恐 ろしい勢いで進歩 してい るとい うことであろ うと思いま

す。 人類 の文 明を振 り返 ってみ ます と,一 般的にい って,作 業用のハー ドウ ェア

の方が情報 用の ハー ドウェアよ り先 に進歩いた しま した。19世 紀の蒸気機関,

20世 紀 の内燃機関,電 気モー ター等 々,作 業用のハ ー ドウェアの方が先 に進歩

した。情報用のハー ドウェアの発展 の歴 史を見 ます と,ま ず筆,墨,紙 の発 明と

い うものがあ り,次 いで グーテ ンベル グの印刷機械があ り,そ れか ら無線 電信,

有線電信等が発達を してきま したが,し か し,一 般的にい って情報用のハ ー ドの

技術発 展は,作 業用のハー ドと比べては るかにお くれてお った と思 うのであ りま

す。 ところが,20世 紀 の半ば コンピュータ,次 いで半導体の技術が開発 されま

してか ら以降は,情 報用のハー ドテ クノ ロジーが大変 な勢いで進み出 した。いわ

ゆる情報化が ものす ごい勢いで進 んでい るわ けで ござい ます。

情報化,す なわち情報用のハー ド技 術の革命的進 歩は,一 体 この世 の中に何を

を もた らすで あろ うか とい うことを考 えてみます と,第1に 作業機械の情報化 を

もた らす とい うことは明 らかだろ うと思い ます 。 自動車 とい う機 械を眺 めてみま

す と,こ れは作業用の機械としてはすばらしい機械で あ ります。人間の歩 くとい う

足の能 力を,何 万倍 にも増幅 してい る機械,こ れが 自動車だろ うと思 います。 こ

の 自動車 に乗 って,交 差点に来て赤信 号がついておる。 そ うす るとど うや って車

を とめるか とい うと,乗 ってい る人間が赤信号 とい う情報 を認識い たしまして,

ブレーキをかけて車 を とめると,こ うい うことをす るわけです か ら,情 報機械 と

しての 自動車 は極めて プ リミテ ィブだ とい うことがわか ります。 自動車 とい う機

械は,作 業 機械 としてはす ぐれてい るけれ ども,情 報機械 としては極めて原始的

と言わ ざるを得 ません。 これは,情 報技術が今 までお くれておったか らである。

しか し,今 後情報技術が どん どん進 んでい く。そ うします と,自 動車 とい う作業

機械 の情報能力が どん どん進 んでい くとい うことになるはずであ ります。いずれ

近い将来 に,交 差点へ来れば,運 転手が居眠 りしてお っても車が赤信号,青 信号

を見分 けて くれ るとい うことになるだろ うと,私 は思 ってお ります。

こ うい うふ うに,自 動 車 とい う作業機械,あ るいは工場 の中にあるいろい ろな

作業機械,そ れが情報化 していけば どうい うことが起こるか とい えば,単 純労働
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力 とか,原 材料,エ ネルギーの原単位が著 しく低下す るとい うこ とになるのは明

らかだ と思 います。情報化 していけぼ,む だ遣 い とい うものはな くな ってい く。

もちろん ブル ーカラー,単 純労働 は,だ んだん ロボ ットや オー トメ機械 に置 きか

えられ てい くとい うことにな ります し,最 適制御が行われ ますか ら,原 材料や エ

ネルギーをむだ遣 いす るとい うこともだんだん少 な くなるはずであ る。 したが っ

て,こ れ までの伝統 的な産業,日 本では重厚長大産業,ア メ リカでは スモー ク ・

スタ ック ・イ ンダス トリーズ とい うようなた ぐいの産業,こ れ の生産性が著 しく

向上す る とい うことになるはずであ ります。生産性は向上す る。 したが って生 産

過剰 とい うことになって,価 格は下落す る。そ して重厚長大産業 の構造不況が起

こる。産業構造の変化が起 こって くるとい うことは明 らかだ と思います。

第2番 目に,情 報化が進 んでいけば情報生産性の向上が起 こるとい うこともま

た明 らかでご ざい ます。例 えば,1人 の漁師,こ れ は労働者で あると同時 に経営

者 であ ります 。昔の漁師は,こ の辺 に魚がい るだろ うとヤマ カンで考 えて,船 を

とめて釣 り糸を垂れ る とい うよ うなことをい たしま した。 その場合 には,勘 が当

た るこ ともあれば外れ ることもあ る。最近の漁師は,魚 群探知機 を持 ってお りま

す。要す るに,情 報武装 してお る。ですか ら,魚 がい ない ところで釣 りをす ると

い うよ うなばか なことは しないのであ ります。その結果,漁 師の情報生産性,し

たが って経営の生産性は著 しく向上す る と,こ うい うことに な ります。

こ うい うこ とが,漁 師の場合 のみ ならずあ らゆる企業経営 について起 こ ってい

る とい うことは明 らかでご ざい ます。 したが って,こ こで も企業の経営形態がだ

んだん変わ ってい く。経営者の情報能力が増大す る とい うことにな ります な らぼ,

1人 の企業経営 者がい ろいろ な経営活動をす ることが可能 にな ってくる。 したが

って,企 業の コ ング ロマ リッ ト化 とか,要 す るに伝統的なパ ター ン,イ メージが

変わ って くるとい うことが起 こ ってまい ります。 きの うまでは,例 えば東洋 レー

ヨンとい う会社は繊維会社で あるとい うふ うなイメージが定 着 してお りましたけ

れ ども,最 近では,そ れは繊維だけではな くて,化 学 もや っておれば バイオ もや

ってお る。い ろい ろなところに業態が広が ってい っている。私は,こ れ を企業 と

産業の間際化 と言 ってお ります。今 日の企業,あ るいは産業活動は,間 際化 とい

うことが進 んでい る。今 までのデ ィシプ リンの外にはみ出 してい く。そ して,も

はや1つ のデ ィシプ リソでその企業を何 々業である と定義づ けるよ うなこ とは難

しくなってきた と思 うのでご ざいます。 そのことは,当 然 に産業構造の変化 を促

進す るとい うことは明 らかであろ うと思 います。
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3番 目には,情 報 化 は 労働 形 態 の変 化 を もた らす こ とは 明 らか で ご ざい ます 。

先 ほ ど も言 い ま した よ うに,単 純 で 反 復 され る定 型 的 な労 働,す なわ ち ブル ー カ

ラ ー労働,こ れ は どん どん ロボ ッ トとか オ ー トメ機 械 に置 き か え られ てい く。 そ

う します と,人 間 は一 体 何 をす る のか とい う問題 が起 こ って ま い ります 。 私 の子

供 の ころ は,例 えば 百 姓 が働 く とい えば,朝,日 の 出 の こ ろか ら くわ をか つい で

田んぼ に 出か け てい っ て,日 が 暮 れ る まで ひ たす ら,汗 水 流 して 田ん ぼ を耕す と,

これ が働 くとい うこと の意 味 で ご ざい ま した。 しか し,こ の ごろ の百 姓 は 大分 違

ってお ります 。 イ セ キ農機 の何 とかい う機 械 に乗 ってや ります か ら,朝 か ら晩 ま

で 田んぼ を耕 す とい うよ うな こ とは な くな って しまい ま した。 いず れ 無 人 の機 械

が 田んぼ を耕 す とい うこ とに な る で あ りま し ょう。 こ うい うふ うに,農 業 で 見 ま

して も汗 水 流 して働 く とい うこ とは な くな って くる。工 場 労 働 に お きま して も,

ブル ー カ デー労 働 は どん どん 減 って い くは ず で ご ざい ます 。 そ して,ブ ル ー カ ラ

ーで ない 労働 が どん どんふ えて い く。会 社 で い えば,研 究 室 で働 い て い る科 学者,

技 術 者,本 社 で 働 い てい る経 営 者,そ の ア シ ス タ ン ト,あ るい は セ ー ル ス に携 わ

ってい る 人,ア フ タ ーサ ー ビス に携 わ ってい る人,工 場 の 中で は メ ンテ ナ ンスに

携 わ る人,こ うい うふ うな,従 来 の ブル ーカ ラー とは 違 った労 働 者 が ふ えてい く

はず で あ る 。・

こ うい うブル ー カ ラ ー じ ゃない 労 働 者,ノ ソブル ー カ ラ ー,こ れ は2つ に分 か

れ る と,私 は思 って お ります 。1つ は,ゴ ー ル ドカ ラーで あ ります 。 ゴール ドカ

ラ ー とは,技 術 者,研 究 者,あ るい は経営 者 の よ うに,知 的労 働 に携 わ る人 で あ

ります 。 も う1つ は,ピ ンク カラ ー と私 は 呼 んで お ります 。 ブ ル ー カラ ー労働 が

減 ってい くとい うこ とは,拘 束 労 働 が 減 る とい うこ とで あ ります 。 そ うす る と,

拘 束 され ない 労働 とか,あ るい は 自由時 間 とい うものが ふ えて い く。 そ うい うも

の がふ えて い けぼ,人 間 は 当然,完 成 の満 足 を求 め る とい うこ とに な ります 。 う

まい物 を食 い たい とか,お も しろい 映 画 を見 たい とかい うふ うに,完 成 の満 足 に

対 す る需 要 が増 大 す る とい うこ とに な ります 。完 成 の満 足 に対 す る需 要 が 増大 す

れ ぼ,そ れ を供給 す る者 が い な けれ ば な らない。 で,こ の供 給 は主 と して人 間労

働 に依存 す る とい うこと に な ります 。 完 成 を満足 させ る た め には,完 成的 な労働

が 必 要 で あ る。 例 えば 芸 術家 で あ る とか,歌 を歌 う人 だ とか,ホ ス テ スで あ る と

か,そ うい う種類 の完 成 労 働 者が 必 要 に な って くる。私 は,こ れ を ピ ンク カラ ー

労働 と呼ん で お ります が,こ れ か らの 労働 形 態 は,ブ ル ー カ ラーが 減 って ゴール

ドカ ラー と ピ ン クカ ラーが ふ える と,こ うい うこ とにな ってい くは ず だ とい うふ
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うに考 えてお ります。ta

4番 目に,情 報化の進展 とい うことは,情 報の所 有 と利用のデモクラ タイゼー

シ ョンを促進す るであろ うと思います。19世 紀か ら20世 紀への資 本主義の変

化,そ れは機械 の所有 と利 用の デモ クラ タイゼーシ ョソであ ると先ほ ど申 し上げ

ました。20世 紀か ら21世 紀へ の進歩の1つ の大 きな特徴,そ れは情報へ のア

クセス とその利 用の テモクラタイゼーシ ョソが著 し く進む とい うことだ と思 って

お ります。20世 紀では 自動車 とか,テ レビとか,VTRと かい う式の機械 の所

有 と利用の民主化 は大変進み ました。 しか し,情 報の所有 と利用とい うことにな

ります と,こ れ は政府 とか大企業に情報が集中 してお りま して,そ れの利用のデ

モ クラタイゼーシ ョソは余 り進んでい なか った と思 うのであ りますが,こ れか ら

21世 紀へ かけて,パ ソコ ンが普及 してい く。そ して データベースへだれで もが

ア クセスで きるとい うことになれば,そ れは情報へ のアクセスと利用の民主化が

進 む とい うことでござい ます。そ ういた します と,ち ょうど自動車や家庭電気製

品の普及が人間生活を大 き く変 えた ように,人 間の生活形態 を,あ るい は労働形

態 を大幅 に変 えるであろ うとい うふ うに考 えられ るわけでござい ます。

第5番 目に情 報化が もた らす もの としては,価 値 の変化 とい うことが考 えられ

ます。情報化は,社 会的富の生産 を増大 させ ます。 それか ら,社 会における 自由

時間 を増大 させ ます 。 これ を別の言葉 で言 えば,人 間は前 と比べて食 うに困 らな

くなるとい うことで あ ります。 もちろん,ブ ルーカラーの失業 とい うような摩擦

的失業は起 こってきます けれ ども,従 来 と同様の イ ンプッ トをすれば よ り多 くの

アウ トプ ッ トが出 て くるとい うことになるはずで あ りますか ら,社 会全体 として

は豊か にな る。豊か になるとい うことは,再 配分の問題さえ解決すれば,社 会の

全 員が前 よ りも所得がふ え,自 由時 間もふ える とい うことになるはずで ある。そ

うなれぼ当然,価 値観の変化 とい うことが起 こって まい ります。

我 々が貧 し くて,食 うに困 ってお りま した ときには,と もか くも食 うに困 らな

くなること,お 金 を もうけ るこ と,こ れが何 よ りも大切で あ りました。食 うに困

って,人 に哀れみ を請わ なければ,あ るい は政府 の福祉事業 に依存 しなければ生

きてい けない とい うようなことは,人 間 として恥ず べ きことであ ります。 したが

って,食 うに困 るとき,貧 しい ときには,人 間はだれでも金 もうけに一生 懸命 に

な る。 当然の ことである。 しか し,社 会 がだんだん豊 かになって くる。個人がだ

んだん豊か にな って くると,そ の段階で,食 うことだけ,金 もうけだけが理 想で

あって,そ のほかには何の興味 もない とい うよ うな状況はおか しくなってきます。
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金 も うけない し食 うことにま さる,そ れ を越 える価値 とい うものを考 えなければ

な らなくなるはずであ ります。ですか ら,食 うこ6Toeatじ ゃな くてTolive

とい うことは一体何で あるか とい うことを考 えなきゃいけない。私は,生 きると

い うことは,人 間が価値を持 って,そ れ を追求す る行為だ と思います けれ ども,

金 も うけ とい う価値を越 える,も う少 し高級な価値 を持 たなけれ ばい けない。価

値 の革命を起 こさなければいけ ない と思 うわけで ござい ます。

それか ら6番 目に,以 上 申し上げま したように5つ の変化が起 こる。生産面の

変化,そ れか ら情報生産性の上昇,労 働形態の変化,情 報の所有 と利用の民主化,

価値の変化 とい うような変化が起 こって くれば,そ れは当然 ライフスタイルの変

化 とい うことを引き起 こすはずであ ります。徳川時代 と明治時代 を比べてみれば,

日本人 のライフス タイルは大変違 っておる。昭和20年 以前の 日本人の ライ フス

タイルと,今 日の 日本人の ライ フス タイルを比べれば,大 変異 なってお ります。

たぶん,21世 紀 の 日本人の ライ フス タイル と今 日の我 々の ライ フスタイル とを

比べれば,大 変違 うこ とになるはずだ とい うふ うに,私 は思います。 どうい うふ う

に変わ るのかとい うことはわか りませんが,と もか くも,以 上申 し上げ ましたよ

うないろん な変化が起 これば,当 然 に産業構造 もまた大幅 に変 わ るとい うこ とに

なるだ ろ うと思い ます。

以上,ハ ー ドの情報技術が進 歩 していけば,必 然的 にい ろい ろなイ ンパ ク トを

社会生活や経済生活に与 えてい くであろ うと思いますが,そ の場合 にやは り考 え

なければいけ ないことは,最 初 に申し上げま したハー ドとソフ トのマ ッチ ング,

ミスマ ッチ ングとい う問題で ござい ます 。今 日の 日本の状況を見てお ります と,

情報化の進展 と,古 い社会的 な ソフ トとの間で,多 くの ミスマ ッチ ングが生 じて

い ると私は考 えてお ります。例 えば,古 い労働文化 と新 しい ハー ドのテ クノロジ

ーとはマ ッチ していない。先ほ ども申 し上げ ましたけれ ども,今 の多 くの 日本人,

特 に 日経連のお年寄 りの方 などは,働 くとい うこと,労 働 とい うことの中身を二

宮金 次郎的 に考 えてい るわけであ ります。汗水垂 らして働 くとい うことが労働で

あ ると。 日本人はよ く働 くか ら,日 本の産業 は栄 えてるんだ。働か ない ようにな

った らも う終わ りだ と,こ うい うふ うに言 ってお られ ます が,そ の場合の 「働 く」

とい うことは,額 に汗 して働 く二宮金次郎 的労働 を考 えておいでになる。

しか し,私 は,も はやそ うい う式 の労働 とい うのはだんだんな くな ってい く。

それが人間に とってい いことか,悪 い ことか,私 にはわか りません。価値観 とし

てそれがいいのか,悪 い のかわか りませんが,と もか くも,技 術進 歩の必然の結
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果 として,そ うい う二宮金次郎 的な労働 とい うものは減 ってい くだろ う。今 日の

日本人は,拘 束労働時間は1人1年 間2100時 間 といわれ てお ります 。 これは,

アメ リカの1800時 間 とか ドイ ツの1600時 間 と比べ る とは るか に長い ので

あ ります。私は,こ れ をもっと大幅 に縮 めるべきだ と思 ってお ります が,日 経連

のお年寄 りは断然反対だ とい うふ うに叫んでおいで になる。

私は,こ の拘束労働時間 とい う考 え方 も変 えなきゃいけないん じゃないか とい

うふ うに思 ってお ります 。拘 束労働時間 とい う考 え方,こ れ は,2時 間働けば1・

時間働 いた場合の倍の値打ちが ある と,そ うい うふ うに考 える。その考 えの根本

にあ るものは,労 働 とい うものは均質だ とい う考 え方であ ります。畑で,あ るい

は 田んぼで くわ を振 る う百姓 の ことを考 えてみ ますれぼ,く わ を1時 間振 るって

い るの と,2時 間振 る ってい るの とでは,2時 間 くわを振 る ってい る方が倍 の値

打ちがある と考 えるのは極めて当然で あ ります。そ して,く わ を動かすのをや め

て道端 にぼや っとしておれ ば,こ れは遊んでいる,働 いてい ない とい うことにな

ります。

では,ニ ュー トンが庭に座 って リンゴの木をぼんや りとなが めてお る。 このニ

ュー トンは,遊 んでお るのか,働 いてお るのか。二宮金次郎的勤労観念でいい ま

す と,ニ ュー トンはぼんや りしておるわけですか ら,遊 んで おる とい うことにな

ります 。 しか し,ニ ュー トンの頭 の中では万有引力の大法 則を考 えてい るわけで

あ ります か ら,知 的労働 とい う角度か ら見れば,ニ ュー トンは大変 働い てい る と

い うことになるわけでござい ます。今後 は,い わば ニュー トン的労働がだんだん

ふ えてい くと考 えざるを得ない。 これ を拘束労働 とい うような見方で見 た り,は

か った りしよ うとす るのは,私 は,余 り適切ではないの じゃないか とい うふ うに

考 えてお ります。 もっと拘束 され ない時 間,自 由な時 間の生産性 といい ますか,

創造性 といい ます か,そ うい うものを高めるためには どうすれ ばいい のか とい う

考 え方 に切 りか えていかなけれぼい けない のではないか と思います。

それか ら,労 働組合の役割 とい うもの も変わ ってい くはず だ とい うふ うに思い

ます。今 日の労働組合 とは,同 じような仕事 をす るブルー カラーが た くさんい る。

この ブル ーカラーの存在 を前提 といた しま して,そ の利害 を代表す る組織,こ れ

が労働組 合 とい うものだ と思い ます。 しか し,こ れか ら未来を考 えます と,そ の

よ うな多数 の ブル ーカラーの存在を前提 とす る組織 とい うものは存在価値が な く

なるのではないか とい うふ うに思います。です か ら,今 後の労働組合 のあ り方 と

い うものは,と にか く今 まで とは大幅 に変わ らなければな らない とい うことは明
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らかだ と思 うのでご ざいます。いずれに しま して も,今 日の労働文化 といい ます

か,労 働 に関す る ソフ トウェア,こ れは情報化の進展 とともに大幅 に変 えなけれ

ばいけない。古い労働文化 と新 しい情報のテ クノロジーとの間には ミスマ ッチ ン

グが生 じてい ると,私 は考 えてお ります。

第2番 目に,生 活文化に関 しましても ミスマ ッチ ングが生 じていると思い ます。

これか ら,拘 束 され ない労働時 間,あ るい は拘束 され ない生活時間,自 由時間 と

い うものが ふ えてい く。 これを どう過ごすか とい うことは大変難 しい問題で あ り

ます。昔の百姓 のよ うに,日 が上 った ら直 ちに田んぼへ 出て,日 が沈 むまでわき

目も降 らず 田んぼ を耕 してお るとい うことであれば,何 もほかのことは考 える必

要がないわけであ ります。そ もそ も人生 とは何で あるか,ホ レーシ ・ソの哲学な

にす るものぞ,と い うふ うに考 える必要は全 くないわけで ございま して,た だた

だ汗水垂 らして働いておれ ばいい。 ところが,今 日はそ うい うような拘束労働時

間はだんだん減 っ'てい く。 自由時間がふ えてい くとい うこ とは,こ の 自由時間を

どのよ うに過ごすか とい うことが大 きな問題 にな ってまい ります。私 は,非 拘束

働時間 につ きましては,快 く,美 し く,遊 び,か つ学 ぶ とい うことが理想だ と思

ってお ります。通産省 の福川次官 によれば,美 感遊創である と。あるいは,私 流

に言 えば快 く,美 し く,遊 び,か つ学ぶ とい うことが,こ れ か らの生活 のあ り方

で はないか と思い ます 。

これ は,そ うあ りたい。 ゾル レンとしてそ うだ とい うことでございますが,我

々の現実ザイ ンの方を眺めてみ ます と,ウ サ ギ小屋で テ レ寝 をしてお る。 テ レビ

を見てごろ寝 をしてお るとい うのが現実の姿で あ ります。

で は,ど うして こうい うことになるのか,ど うして ゾル レンとザイ ンのギ ャッ

プが起こ って くるのか といい ます と,最 大 の原因 は,土 地制度 とい うソフ トウェ

アが よくない とい うことであ ります。土地 が1坪1億 円 もす るとい う,信 じられ

ない よ うな現 象が起 こっておる。その結果,退 職金 をはたいてもウサギ小屋 しか

買えない とい うようなことになるわけであ ります。家 を買 うために必 死に貯蓄を

す る。会社 で も一生懸命2100時 間働 く。 うちへ帰 って くると疲れ果てますか

ら,も はや美 感遊創 なんてのんきなことは言 ってお られな くて,テ レビかなんか

見てごろごろ寝ておると,こ うい うことになるわけで ございます。 この ウサ ギ小屋 と

テ レ寝を発生 させ る最大の原因は,私 は,1つ は土地制度,そ れか らも う1つ は,

日本の会社 の働かせ方 にある とい うふ うに思います 。いずれ にしろ,こ うい うと

ころは変 えてい かなき ゃいけない。
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テ レ ビにつ い て 見 ます と,ハ ー ドとして の テ レ ビは どん どん よ くな って い き ま

す 。 ハ イ ビジ ョンなん て い うのが やが て出 て き ます と,ま す ます よ くな る。 しか

し,テ レ ビの ソフ トとい うものの 質 は なか なか 向上 してお りませ ん。 テ レ ビが 見

せ て くれ る と ころ の ホ ー ム ドラマな ど とい うもの は十 年一 日の ご と く質 が 悪 い。

こ うい うよ うな とこ ろの 大 きな ギ ャ ップを ど う して 直 すか とい うこ とを考 えなけ

れ ば い け ない と思 い ます。

3番 目に教 育 を見 ます と,こ こで も大 きな ミス マ ッチ ン グが 生 じてお ります 。

今 日の 日本 の教 育 は,一 応教 育基 本法 とい うい か め しい法 律 に よ ります と,教 育

の 目的 は人 格 の完 成 だ と書 い てあ ります 。 しか し,現 実の 日本 の学 校 で,人 格 の

完 成 の た め の教 育 をや って お るの か とい うと,そ ん な こ とは全 くあ りませ ん。 ゼ

Pと い って よろ しい 。 で は 何 をや ってお るの か とい うと,子 供 の 偏差 値 を1点 で

もい い か ら上 げ る とい うこ とに,学 校 の 先生 も,本 人 も,親 も,夢 中 に な ってい

る とい って よ ろ しい か と思 うので あ ります 。 で は,偏 差値 を 上 げ るため には ど う

す れ ば い いの か とい い ます と,こ れ は,と にか く情 報 をで き るだ け丸 暗 記 す る。

そ して,こ の丸 暗 記 した 情報 を限 られ た 時 間の 中 で 再 生 しな けれ ばい け ない。 再

生 の 方 法は,マ ル をつ け る か,バ ツをつ け るか で あ る。 そ して,マ ル をつ け るか,

バ ツ をつ け るか につ い て,迷 った り,考 えた りして は 絶対 い け ない。 時 間 が ない

わ け です か ら,正 確 に覚 えて いれば 覚 えてい る とお り答 えを書 けば いい し,正 確

に覚 えて い な くて,あ や ふや な ときは,え いや っと,勘 で も って マルか バ ッ をつ

け て し ま う。 こ うい うよ うな技 術 を高 く持 ってお れ ば 偏差 値 は高 くな る と,こ う

い うこ とに な るわ けで あ ります 。 こん な ものは,学 問 で もな けれ ば教 育 で も ない。

一 種 の クイズ ゲー ムみ たい な もの で あ ろ うか と思 い ます
。

です か ら,私 は 今 の 共 通 一 次み たい な試 験 で あ る な らば,IBMで も,日 立 で

も,富 士 通 で もい い ん です が,受 験 ロボ ッ トとい うもの を 開 発 して も ら う。5年

ぐ らい か か るで し ょうか 。 受験 ロボ ッ トを開発 して,受 験 資 格 者 は 本 人 も し くは

代理 と して の ロボ ッ トとい うふ うにい た しま して,そ して試 験 をや ると どうい うこ

とに な るか。 たぶ ん1番 か ら1000番,あ るい は1番 か ら1万 番 まで は皆 ロボ

ッ トとい うこ とに な るだ ろ うと確 信 を して お ります 。 とい うこ とは,今 日の 学 校

教 育 は,ロ ボ ッ トに劣 る人 間 を大量 生 産 してい る とい うこ とで あ る。

日本 は,GNPを 倍 増 させ な き ゃい け ない 。 ア メ リカ,ヨ ーPッ パに キ ャ ッチ

ア ッ プしな き ゃい け ない 。 こ うい うときに は,ロ ボ ッ ト的 人 間 をた く さん つ くる

とい う こ とは 大 変 必 要 で あ り,日 本の 経 済発 展 の た め にも よか った と,私 は 思 ら
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てお ります。 しか し,今 は時代が違 って きました。 もはや,た だ物 をつ くりさえ

すればいい とい うわけではない。価値 とい うことを考 えなけれ ぼいけ ない 時代 に

な ってきたわけで あ ります。 ところが,ロ ボ ット的人 間,ロ ボ ッ トに劣 る人 間を

つ くるとい うことは,価 値 を考 える能力の ない人間をつ くるとい うこ とであ りま

す。 自分で創造的 に物 を考 えよ うとしない。創造的に考 えてお ったんでは,偏 差

値は下が ってしまい ます。 それ か ら,鋭 敏 な感性 とい うもの を持 ってお ってはい

けません。感性なぞは偏 差値 の邪魔 になるわけであ ります。です か ら,考 える能

力のない人 間,感 じる能 力のない人 間をつ くっておる。 こうい うことでは,私 は,

21世 紀 とい う新 しい時代 の要請 に こた えることはで きない とい うふ うに思 って

お ります。 したが って,今 日の教育 は新 しい時代の要請 に こた えてい ない。時代

の要請 と今 日の教育 との間には,大 きな ミスマ ッチ ングがあると考 えざるを得な

い と思 ってお ります。

それか ら4番 目に,政 治 と行 政,こ れが大変 な ミスマ ッチ ングを起 こしている

とい うこともまた明 らかだ と思 うのでござい ます。 まず行政 の方 を見 てお ります

と,日 本の行政組織 の非常に大きな特徴 は,各 省が縦割にな ってお る。各省が,

農林省 とか,通 産省 とか,建 設省 とかい うふ うに,イ ンダス トリー ワイズに組織

されてお りま して,縦 割にな っておる。そ して,各 省はそれ ぞれ非常 に強烈 な縄

張 り意識 を持 っておる。 この許認可権限で既得権を防衛 しようと しておる。です

か ら,今 の政府の各省は,い わぼ幕府 時代 の藩 と似 てお ります。幕府時代には薩

摩藩 とか長 州藩 とかい うのがあ りましたが,今 日の 日本政府 においては大蔵藩 と

か,通 産藩 とかい うのが あるわけで ございま して,こ れが大変 強力で ある。 した

が って,よ く言われますが,局 あって省な し。省あ って政府 なしとい うような状

況 にな ってい るわけでござい ます。

政 治の方 を見るとど うか。政治 も同 じでご ざいま して,政 治 もまた行政 と同 じ

よ うにイ ンダス トリーワイズの縦割 になっておる。国会 に行 きます と,農 林委員

会 とい うのがある。商工委 員会 とい うのがあ る。郵政委 員会 とい うのがある。こ

の委員会 を根城 としてい る国会議員,先 生の ことを,族 といい ます。郵政族 とか,

農水族 とかい うわけで ございます。 そ して,こ の族 と省 とは カルテルを結んでお

る。農林族 と農林省 とが癒着 して カルテルを結んでおる。 郵政族 と郵政省 とも癒

着 を してお ります。 マル優廃止,郵 便貯金の優遇廃止 とい うよ うなことをだれか

が言い出 します と,郵 政省は郵政族に撤 を飛ば しまして,断 固反対 しろとやる と,

大変 な反 対運動が起 こって くるとい うようなことで ござい まして,省 と族 とが癒
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着を してい るわけでご ざい ます。そ して,省 と族は,さ らに業界 と癒 着を してお

る。私は,こ れ を業省族複合体 と言 ってお りますけれ ども,日 本では業者族複合

体 が硬直構造 をつ くってお りまして,既 得権を擁護 しようとしてい るわけではあ

ります。

例 えば,農 業 などは典型的 な例であ りま して,本 来農業は もっともっと自由化

しなければいけない。国際競争に さらさなければいけないのであ ります が,温 室

の中に囲い込んでおい て,こ れを,農 業 と,農 林省 と,農 林水産議 員 とい う3つ

が しっか りとカルテルを結んで防衛 をして,自 由化反対 と叫 んでお る。 こうい う

状況では,本 来新 しい社会 的 ソフ トウェアを開発 しなければいけ ない のであ りま

すけれ ども,そ の開発が妨害 され て しま うとい うこ とになるわけでご ざい ます。

です か ら,こ れか ら情報 化を進展 してい くためには,ど うして も新 しい ソフ ト

をつ くっていかなき ゃい けない。業省族複合体の張 りめぐらす古い城壁 の中で,

既得権の上 にあ ぐらをかいているとい うような状況 を打破 しなけれ ばいけない と

思います。皆,こ の壁 の中 に閉 じこもって しまい ま して,外 の動 きにめ破くらであ

る。 そ うい う状況が続 きます と,早 晩 自滅す るとい うことになろ うか と思い ます。

みずか ら壁 を破 る努 力 とい うものが必要で ござい ます 。

ところが,日 本の場合 はこの壁 が強固で,内 側か ら内圧で壁 を破 ろ うとす る努

力が余 り強 くない。結局,過 去10年 か ら20年 の 日本の動 きを見てお ります と,

日本の古 い社会的 ソフ トを破壊いた しま して新 しい社会的 ソフ トを生むの に最大

の貢献 をしたのは,ア メ リカか らの外圧であ ります。 これは,私 は 日本 国民 とし

て残念な ことであ り,恥 ずか しい ことだ と思い ますけれ ども,残 念 なが ら,大 き

く日本の社会的 ソフ トを変 えたのは,ア メ リカだけ とは限 ってお りませんが,主

として アメ リカか らの外圧で あ りま した。例 えば,日 本の製造業 について見 ます

と,こ れ は大変競争 力が強 くな りま した。 この競争力が強 くな った原因は何か と

い うことを考 えてみ ます と,い ろい ろあ りますが,大 きな原因は,1960年 代

に貿易 自由化が 適切 な タイ ミングで遂行 され たとい うことだ と思い ます。 もし日

本の製造業を農業 と同 じよ うに保護下に置いて今まできたな らば,今 日の よ うに

強い製造業は絶対 にで きなか った と,私 は確信を してお ります。

では,な ぜ1960年 代に貿易 自由化が促進 され たのか とい えば,ア メ リカ及

びGATT,IMFか ら強い要請があ ったか らであ ります。 あるいは,金 融 の自

由化 とい うこ とが1980年 代 にな ってか らかな りなスピー ドで行わ れま した。

これ も,い ろん な理 由はあ りますが,最 大の理 由はアメ リカが大蔵省 に対 して金
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融 自由化外圧 をかけた とい うこ とであろ うと思い ます。 日本の通信業,こ れ も郵

政省の大変な統制下 にあ ったので あ りますけれ ども,最 近急速 に自由化が行われ

てお る。 これ も,ア メ リカか ら郵政省に対 して外圧が あ ったか らで ござい ます。

私は,外 圧で はな くて内圧 で もって改革す るとい うことが一番望ま しい ことだ

とい うふ うに思い ます けれ ども,し か し,何 もしない よ りは,外 圧で もきて,古

い ソフ トをぶち壊 して新 しい ソフ トをつ くってい くとい うことは,日 本の将来の

ために望 ましい ことだ とい うふ うに考 えてお ります。ですか ら,外 圧,外 圧 とい

って 目を三角にす るほ どの ことはない と,私 は考 えてお ります。

3番 目に,こ れ までのいわゆる 日本的経営 とい うソフ ト,こ れ は戦後の 日本で

は大変 よ くワークいた しました。戦後 アメ リカか ら入 ってきた新 しいハー ドテク

ノロジー と,日 本的経営 とい うソフ トは,極 めて よくマ ッチした。その ことが今

日の 日本 の経済発 展をもた らした一つの理 由で あ ります けれ ども,こ れか ら21

世紀 にかけて,従 来の形の ままの 日本的経営 とい うソフ トを続け るこ とは困難で

あ ります し,ま た続 けるべ きで もないのではないか と,私 は思 ってお ります。従

来の 日本的経営は,い わば工 業化社会の ソフ トで ございま して,今 後情報化社会

に入 ってい く場合には,大 幅な モデルチ ェンジが必要だ とい うふ うに思 ってお り

ます。

第4番 目に,先 ほ ども申 し上げ ましたが,拘 束労働時間は短縮 しなければいけ

ない と思 ってお ります 。今,企 業経 営者の方は,円 高だ,240円 が140円 に

な って しまった,こ れ に対抗す るためには必死に働か なければい けないか ら,し

たが って拘束労働時間 を短縮す るとい うよ うな ことはで きない,賃 上げについて

も,で きるだけ低い幅 に抑制せ ざるを得 ない,一 生懸命働 いて,歯 を食い しば っ

てでも140円 とい う円高 レー トに適応 しなけれ ばい けない と,こ うい うふ うに

考 えてお られ るわけです が,そ うい う考 え方は,個 別企業 の経営 者の考 え方 とし

ては正 しいか もしれ ませんけれ ども,し か し,全 員がそ うい う考 え方 をす ると合

成の誤謬 とい うことが起 こ りまして,日 本 全 体 と して は 変 な ことになると思い

ます。

す なわ ち,全 員が歯 を食い しば って働いて,140円 で もやれ るとい うことに

なれば,貿 易の黒字 はち っとも減 らない。そ してやがて140円 は130円 にな

り,120円 になる。120円 にな って,ま た 目の色を変 えてがんば った ら,そ

れで もやれ るよ うになれば今度は100円 になる。円 レー トは どん どん高 くな っ

てい く。 しか しウサギ小屋 に住んで2100時 間働いてい るとい うことはちっと
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も変 わ らない とい うの は,や っぱ りおか しい ので ご ざい ま し て,私 は,外 国 が

1800時 間 とか1.600時 間 とい うこ とで あれ ば,日 本 も ア メ リカ,ヨ ー ロ ッ

パ並み に拘 束 労 働 時 間 は短 縮す る とい うこ とを考 えるべ きだ ,低 賃 金 長 時 間労 働

を唯 一 の武 器 と して,そ れ で生 き残 ろ う とす る よ うな企業 は,私 は死 ん で も ら っ

た 方 が いい ん だ とい うふ うに思い ます 。 も っ と新 しい アイ デ ア,新 しい発 想 で 生

き残 る企 業 で な けれ ぼ いけ な い。 低 賃金 と長時 間労 働 とい うことであれば,そ れは

NICSの 企 業 に頼 め ばい い の で ご ざい ま して,何 も 日本 で が ん ば って そ ん な こ

とをや る必 要 は な い と,私 は 思 ってお ります。

そ れ か ら5番 目に,新 しい ライ フス タイル と,そ れ に対 して敏 感 に反 応す る企

業 と産業 が 創 造 され な けれ ば な らない と思 って お ります。 新 しい ライ フス タ イル

とい うものは,具 体 的 に どん な もの か とい うこ とは言 えませ ん けれ ども,先 ほ ど

も 申 し上 げ ま した よ うに,情 報化 とい う こ とに よ りま して人 間の生 活 の あ らゆ る

側 面 で大 き な変 化 が 起 ころ うと してお る。 そ うい う変 化 と ニー ズ を敏 感 に読 み取

りま して,企 業 が 新 しい ライ フス タイル の創 造 とい うこ とに貢 献 を してい く。 そ

うい うよ うな企 業や 産業 のあ り方 とい う ことが 必 要 で は ない か。 需要 と供 給 の両

サ イ ドにお き ま し て創造 的 破 壊 とい うこ とを して いか なけれ ば な らない と,私 は

思 い ます 。

第6番 目には,政 治,行 政 機 構,教 育制 度,土 地 制 度,こ うい うもの につ き ま

しては 大改 革 が 必 要 だ とい うふ うに考 えて お ります 。 ただ し,こ れ らは,言 うは

易 くして,行 うの は大 変難 しい 仕事 で あ ります 。 日本 だけ で は あ りませ ん。 世 界

中 が大 改 革 を必 要 と して お ります 。

一 番 改 革が 必 要 なの は ロシ アで あ ります 。 ロシア とい う国 の 社会 の シ ステ ムを

見 ます と一 目瞭 然 明 らか な こ とは,情 報 の トップ集 中 が行 わ れ てい る。 ク レム リ

ン とか,KGBと か,ノ ー メ ン クラ トー ラに よ る情報 の独 占 とい うこ とが行 われ

て お る。 です か ら,一 般民 衆 は 情報 か ら隔離 され て しま って お る。 最 近 は知 りま

せ んが,数 年 前 まで の モ ス ク ワで は,電 話帳 もな い,地 図 もない とい うよ うな状

況 で ご ざい ま した。 さす が に ゴルバ チ ョフは,こ うい うよ うな シ ステ ム,こ うい

うよ うな社 会 的 ソ フ トウ ェア は情 報化 時 代 とマ ッチ し ない とい うこ とを,彼 は よ

く知 ってい る と思 い ます。 で す か ら,今 一 生 懸 命 改 革 を しよ うと してい る。 しか

し,ソ 連 の よ うな社 会 で 国民1人1人 にパ ソ コ ンを持 たせ て,そ の パ ソコ ンで ク

レム リンやKGBの 持 ってい る デ ー タベ ー スに ソ連 市 民1人1人 が 自由に ア クセ

スで き る とい うよ うにす る こ とが で き るだ ろ うか 。 も しす れ ぼ, ,それ は ソ連共 産
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主義 体 制 の破 滅,自 殺 行 為 とい う こ とで あ ります 。 共 産主 義 じゃな くな る とい う

こ とで あ ります。 です か ら,ソ 連が それ をで き るか ど うか はわ か りませ ん が,ゴ

ル バ チ ョフは,共 産 主義 は残 し なが ら,し か し情 報 化 は進 め たい とい う二 律 背反

に悩 んで い るわ け で ご ざい ます 。 いず れ に して も,ソ 連 が大 改 革 を要 す る とい う

こ とは 明 らかで あ ります 。

ヨー ロ ッパ も,ア メ リカも,日 本 も,い ず れ も情 報 化 とい うハ ー ドテ クノ ロジ

ーの大 革 新 に応 じま して ,そ の 国 の 中 の諸 制 度,あ るい は価 値 観,倫 理,そ うい

うもの を皆 変 えて い か な けれ ぼ い け な い。 私 は,こ の中 で 比較 してみ ます と,自

己 革新 能 力 が一 番 高 い の は ア メ リカで は ない か とい うふ うに考 えてお ります 。 ア

メ リカ とい う国 は非 常 に若 い 国 で あ る。古 い 伝 統 に と らわれ ず に,ア メ リカ とい

う国 を一 つ の 明確 な設 計思 想 に 基づ い てつ く った,そ うい う国で あ ります 。 です

か ら,既 得 権 の破 壊 とい うこ とに関 し ま して,日 本や ヨー ロ ッパ,言 うまで も な

く ソ連 よ りも,は るか にす ぐれ た改 革能 力 を持 ってい る とい うふ うに考 えて お り

ます 。

1970年 ごろ か ら,ア メ リカの産 業,と りわ け 製造 業 の競 争 力が 急 速 に低 下

して し ま った。 大幅 な赤 字 を 出 して お る。 一 体 これ は どこが お か しい のか 。私 は,

や は りア メ リカの 社会 の ソフ トウ ェ ア とア メ リカの ハ ー ドテ クノ ロジ ー との 間 に,

70年 代 以 降 ミス マ ッチ ン グが生 じた とい うふ うに考 えて お ります 。 日本 の 方 が

は るか にハ ー ドと ソフ トの マ ッチ ン グが よか った。 そ の 結 果 ア メ リカの伝 統 的 産

業 の競 争 力 が著 し く低 下 した と思 って お ります 。 しか し,こ れ か らの21世 紀 を

考 える場 合 に,伝 統 的 産業 の 競 争 力 で はか るの は おか しい と,私 は 考 えてお りま

す 。 これ か らの ア メ リカや,日 本 や,ヨ ー ロ ッパの競 争 力 は,伝 統 的 産業 じ ゃな

くて,ハ イ テ ク産 業 とか,あ るい はサ ー ビス とか,そ うい うもの の 自己 革新 能 力,

そ れ か らハ ー ドと ソフ トを革 新 して この2つ を よ くマ ッチす る よ うにつ く り上 げ

てい く能 力,そ うい うもの が重 要 な ので は ない か とい うふ うに思 い ます 。 そ うい

う こ とで考 えます と,私 は アメ リカが 一 番大 き な潜 在能 力 を持 ってい るの で は な

い だ ろ うか 。 しか し,全 面 的 に アメ リカの潜 在 能 力 が顕 在 化 す るの は21世 紀 の

こ とで あ りま して,そ れ まで にか な り長 い 過 渡期 間 とい う ものが あ るだ ろ う。 こ

の 過渡 期 間 に おい て,ア メ リカの 国 際収 支 が 大赤 字 に な る とか,あ るい は,そ の

結 果 ドル が 暴落 す る危 険が あ る とか,ア メ リカで保 護 主 義 が爆 発 す る危険 が あ る

とか,我 々は非 常 に狭 い フ ェア ウ ェーを歩 い て い か なけ れ ぼ な らない と思 い ます 。

しか し,い ず れ に しろ,ア メ リカ も,日 本 も,ヨ ー ロ ッパ も,ソ 連 も,皆 新 し
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い技術 と文 明の挑戦 を受けておる。 これは,個 人 もそ うです し,企 業 もそ うです

し,国 家 もそ うである。 こうい う挑 戦 にどのよ うにこた えてい くか とい うことが,

これか らの我 々の大 きな課題で はないか とい うふ うに考 えてお ります。ですか ら,

1990年 代の産業構造 とい うテーマにな ってお りますけれ ども,産 業構造 とい

うよ りも,日 本全体の構造改革 とい うことが本当に必要であ る。部分 的な手直 し

では,大 きな時代の変革 を乗 り切 るとい うことは困難では ないか とい うふ うに考

えてお ります。

少 し時間が余 ってお ります が,私 の 申し上げたいことを大体申 し上 げま したの

で,こ の辺で終わ らせていただきたい と思います。 もしご質問があれ ぼお答 えを

い たします。ご清聴 どうもあ りが と うございました。

質問,コ メン ト,大 変お もしろか ったわけです。ち ょっと,我 々が調 査 したもの

と近い ものについて質問 したいんですけれ ども,パ ソコンの導入,そ れか らコン

ピュータ教育の導入,こ れ によって技術的 なス トラクチャーをつ くってい く。 こ

れ を産業社会でつ くってい くとい うことが,基 本的な ロシアに関 しての プ リンシ

プル と別にな って くるわけです ね。ですか ら,技 術的,産 業的,あ るいは共産主

義的 な完全 な構造変化 とい うものを もた らさなければいけないんで ようか。

天 谷 ロシア人の方ですけれ ども,経 済 は何とか発展 させたい;こ の際には,

何 とか情報技術を最大 に利用 しなけれ ばいけない と考 えてい ると思 い ます 。です

か ら,こ の点 につい て ロシア人の方も十分教育 を受けなければいけ ない。そ して,

それ によ って必要な技術 を得 なけれ ばい けないんではないか と思 ってい る と思い

ます。 また,ソ 連の人たちは必ず や情報 に対す るア クセスは持 たなければいけな

い。政府が,現 在の ところ集中的に持 ってい るわ けであります けれ ども,ア クセ

スは持 たなければいけない とい うふ うに思います。

これ は非常 に難 しい。二律背反である とい うふ うに思 うわけです。整合性 を欠

いているわけですね。 ソ連 の人た ちが中央情報 にアクセスが取れ るよ うになると

す ると,今 度は共産 システムの方が破壊 されて しま うわけです。ですか ら,ソ 連

が民主的になって しまった とい うこ とになれば,我 々にとっては歓迎すべ き こと

であ りますけれ ども,こ れ は共産党 にとっては困 ったことになるわけで あ ります。

です か ら,ソ 連に何が起 こるか とい うことは,非 常 に難しい,ジ レンマが存在す

る。今 ゴルバチ ョフ書記長 の方が一生懸命解決を探 してい ると思 ってい ます。彼

は非常 にイ ンテ リであ ります し,能 力のある人だ と思いますので,果 た して1人

だけで全社会の改革ができるものか,権 力構造を変 えてい くことが できる ものか
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とい うの は お も しろい 実験 だ と思 って,注 目 して い るわ けで す 。 これ は非 常 に大

きな クエ スチ ョンマ ー クつ き の点 だ と思 い ます 。 果 た して ここで何 が 起 こるか と

い うわ け です 。

質 問 そ うす る と,パ ソ コ ン,あ るい は コ ンピ ュー タ を学 校 教 育 の中 で,あ るい

は コ ンシ ュ ーマ ーの 中で,プ リン タ,あ るい は コ ピア を使 って教 育す る とい うこ

とは,非 常 に難 しい と思 い ます か。

天 谷 パ ソ コ ンは使 うこ とが で き るん じ ゃない か と思 い ます 。 ただ,ゲ ー ム的

な使い 方 … … 。 しか し,こ れ で は全 く意 味 が ない ん です ね 。 これ は,実 際 の 情報

とい う こ とか らは か け離 れ る と思 い ます 。 情 報 とい うの は,政 府 の 現在 持 ってい

る情 報 を伝 播 して い くとい うこ とで あ ります の で,こ れ がで きれ ば,ソ 連 は改 革

され る とい うふ うに 思 ってお ります 。

例 えば,シ ョ ッピ ング とか,チ ェス とか,パ ソ コ ンは使 える と思い ます よ。 お

も しろい と思 い ます 。 しか しなが ら,ソ 連 の政 府 に と って 実際 に コ ン ピ ュー タを

管 理 し,そ のや り方 を封 じ込 め る と,そ うい うや り方 で は 大 変難 しい とい うふ う

に思い ます 。

*天 谷 直 弘

株式会社 電 通 総 研 所 長

104中 央 区銀座7-4-7

電 話(03)575-1701
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5.講 演

「わが国情報化社会の進むべき道」





5.講 演

「わが国情報化社会の進 むべき道」

東海大学教授 唐 津

実は先週,あ る新聞社の主催で2日 間にわたる討論会があ りま した 。これは

「前川 レポ ー ト」で有名 な前川 さんがチ ェアマンで ございま して,海 外か らもお

いで にな りまして,例 えば レス ター ・サ ローなんてい う人も来て お りました 。と

ころが,会 議の締め くくりの ときに私がち ょっと申し上げたんですが,そ の討論

会に技術者 としては私一人だ ったんです 。その討論会はこれ か らの社会,特 にア

メ リカを中心 と した社会が ど う変わ ってい くか とい うのが主 な話題 だ った んです

けれ ど,技 術が今世の中 を急速に変 えてお ります。ですか ら,今 度 こうい う会を

や るんだ った ら,ぜ ひ技術屋 さん をもっと入れ て くだ さい と申 し上げ ま した ら,

前川 さん も非常 に賛成 してたんです 。例 えば技術が世の中を変 えて る例 として私

は こうい うことを言 ったんです 。参加者の外国人の方,ぜ ひ秋葉 原へ 行 って くだ

さい 。今秋葉原で腕時計が500円 で買 えます。ところが,500円 の腕 時計 と

い うのは10万 円の腕時計 と時間は変わ らない。何で10万 円の を買 うんだ,こ

うい うわけです 。

そ うい うことで して,最 近御承知の ように家庭電化業界が非常 に景気がいいん

です 。例 えば電子 レンジは前年比に しまして大体40%売 れ行 きがふ えてます 。

1年 で40%ふ えるとい うのは異常です ね。テ レビは大型のテ レビが非常な勢い

で売れて ます 。そ うか と思い ます と,一 方では液晶テ レビが よ く売れて る。昨年

液晶テ レビは200万 台売れ ました。液晶 テレビを皆 さんはお持 ちで しょうか。

も ういいかげん買 って もらった らいいと思 うんです けれ どね。あれ を何 に使 って

るんだろ うと思 ったんですが,先 日,後 楽園ヘ ナイターを見 に行 ったんです。あ

れ を持 って きて見て る人がいるんです 。後楽園です か ら目の前 で野球 をや って る

わけです 。何を見て るんだろ うと思 った ら,西 宮球場を見てるんです 。気 にかか

っちゃってしよ うが ない。ですか ら野球の見方 も変わ って くる。その うちテ レビ

をず らっと並べて後楽園で見る人が出て くるん じゃないか と。

それか ら,大 型 のテ レビが売れ 出した原因 とい うのは非常 にお もしろいんです。

これは ビデオ レンタルが普 及 したおかげ なんです 。ご承知のように,今 普通500
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円出 します と昔 の映 画 を1本 借 りてきて楽 しめるわけです。私 も御多分 に漏れ

ず大型 テ レビを買 って見 ました ら大変 な発見があ ったんです 。劇場映画 とい うの

は,や っぱ り大型 テ レビで見 ます と見 た感 じが全然違 う。劇場 映画 とい うのは大

きなところで見 るよ うにな ってるんですね。今までは こんなち っち ゃなテ レビで

見 てました。ですか らわか らなか ったんですけれ ど,あ あい う大型 テ レビで見 ま

す と,い わゆるテ レビ ドラマなんかち ゃちで見れ ませんね。お金のかけ方が全然

違 うです もの。ですか ら,あ れが非常に売れ るようになったでつの原因は,私 は

ビデオレン タルが普及 したせい だと思 うんです 。

テ レビを例に と りま したけれ ど,テ レビとい うのは ご承知の ように,経 済学者

の方 々に言わせます と飽和市場である。つ ま り,あ れだけ普及 したんだか ら,も

うこれ以上 テ レビは売れ ないだろ うとい うことを盛んにお っしゃった。例 えば成

熟市場 とい う言葉 ですね。熟 しち ゃった市場です 。 ところが,現 実には今 申し上

げた よ うに,液 晶テ レビは恐 らくことし250万 台売れ るで しょう。それか ら,

大型 テレビが今 ブームであ りま して,あ れ をつ くるのは大変なんです 。普通のベ

ル トコンベアでつ くろ うと思 っても乗 っか らないですね。だか ら工場の設備か ら

変 えなきゃ,あ のでかいやつは流れ ないわけです。最近 出た大 きい機械なんてい

うのは二十何 キ ロとい うんです ね。持 って歩 くだけでも大変です 。ですか ら,今

度は工場の生産設備 か ら変 えるようになる。

何がそ うい う新 しい ブームをつ くったか。これは当然技術です 。御承知の よう

に 日本の経 済 とい うのは円高 とい うの にや られ まして,不 況だ,不 況だ とい うこ

とを盛んに聞かされた ものです。 ところが最近,ご 承知の ように景気が回復 して

まい りました。例 えば鉄鋼 メーカさんは,こ としの春 に合理化計画 を発表 して大

騒動にな った。 ところが今,鉄 鋼 メーカさんは フル操 業 して も間に合わない 。た

った半年で これ だけ世の中が変わ りま した。その原因 とい うのはいろい ろ説 明 さ

れ てお ります。例 えばお金を借 りる金利が安 くな ったか ら住宅 ブームが起きた。

これ も一つ の原因で しょう。 しか し,私 は昨年の秋か らことしにかけま して 日本

で著 しい現象が起きたことを発見 した。それは,ど この メーカさんで も新製品が

次か ら次へ と出た。 ここはたまたま経団連会館です 。新製品の発表は この経団連

会館でやるもの なんです 。ご承知 かも しれませんけれ ど,こ の経団連会館の中に

は新 聞記者 クラブとい うのがあ りま して,そ こで発表 します と経済欄 に載せて く

れます 。この1階 にあ ります。 ところが,そ の記者の方 に聞きま した ら,去 年の

秋か らことしにかけて次々 と発表 にな った とい うわけです 。
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なぜ か と考 えてみ ます と,結 局 日本 の企 業 は 円高 の 不況 を乗 り切 るた め に新 製

品 を次 か ら次 へ と発 表 した 。為替 レー トが上 が った た め に,そ れ を何 か の 形 で コ

ス トに 吸収 しな き ゃ な りませ ん 。そ うす る と値 段 を変 えなき ゃい け ない 。 在 来型

の 製 品 で値 段 を変 え る とい うの は非常 に 困難 で す 。 と ころが,こ れ を ニュ ー モ デ

ル とい うふ うに して 出せば,値 段 を幾 らで も変 える こ とが で き ます 。 しか し,ニ

ュ ーモデ ル とい って も,今 まで の と同 じも ので は だ れ も相 手 に して くれ ませ ん 。

そ こで,何 か の 新 しい 考 え方 を入 れ る 。 そ こで,今 まで どこの メ ー カで も考 えて

た い ろ ん な アイデ アを,日 本 語 には前 倒 し とい う言 葉 があ る。 つ ま り,来 年 や ろ

うと思 ったの で も,で き るだ け早 く入れ る 。そ うい う前倒 しで,今 まで の 考 えを

全 部新 製品 に入 れ て い った 。 この 新製 品 が 需 要 を喚 起 しま して,そ して 景 気 が 回

復 して きた ん だ と私 は解 釈 してい ます 。私 は 電 気 業界 にお りま したか ら,少 な く

とも エ レ ク トロ ニ クス関 係 の業 界 は前 倒 し した アイデ アのおか げで 需 要 が 回 復 して

い った 。 これ は 間違 い ない こ とで あ ります 。

そ こで,も う一 つ 皆 さん に 申 し上 げ た い こ とが あ ります 。 そ れ は,最 近 技術 の

進 歩 が 非常 に速 くな りま した 。そ のた め に,昔 は あ る 品物 を買 い ま して も,そ れ

が 物 理 寿命,フ ィジ カル ライ フ とい い ます か,つ ま り,が た が た に な って使 えな

くな る まで 使 った もの で あ ります 。 と ころ が,今 は 技 術的 な 陳腐 化 。 つ ま り,ま

だ 品物 と しては 使 え るんで す けれ ど,新 しい 製 品 に比 べ ます と全 然 見劣 りす る 。

そ こで 取 りか える とい うの が ふ えて き た 。例 えば タ ンカ ー。 今,中 近 東 で大 騒 動

が 起 き てお ります け れ ど,あ そ こに は タ ンカ ーが 世 界 じゅ うか ら集 ま って ます 。

と ころが,10年 前 の タ ンカ ー とい うのは 今 は も う使 い もの に な りませ ん 。 なぜ

か とい い ます と,こ の10年 間 に燃 料 消費 量 が20%少 な くな りました。 そ れ か ら,

船 に乗 って る クル ーの数 が,10年 前 で す と大 体40人 だ ったん です け れ ど,今

は20人 以 下 で 運 転 して ます 。燃料 消費 量 が2割 減 って,し か も クル ーが半 分 で

済 む とい うこ とに な ります と,10年 前 の タ ンカ ー を使 う人 は な くな っち ゃ うわ

けで す 。10年 前 の タ ンカ ー とい うと,ま だ 新 品 み たい な も ので あ ります 。 とこ

ろが,こ れ は も うス クラ ップで あ ります 。

な ぜ そ うい うふ うに な ったか とい うと,お わ か りだ ろ うと思 うんで す けれ ど,

省 エ ネル ギ ー技 術 が 非常 に進 歩 した。 そ れか ら,船 の オペ レー シ ョンが コン ピュ

ータ化 した もの で す か ら,人 が要 らな くな った 。 今か ら20年 前 に 自動 化 船 とい

う言葉 が はや った こ とが あ ります 。そ の 次 に超 自動化 船 。今 の は超 々 自動 化船 な

ん です 。 この 次 は ど うす るん だ 。超 々 々 と言 った ら舌 が もつ れ ち ゃ うわ け で あ り
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ますが,そ うい うふ うに新 しい技術が生まれ ます と,せ っか くまだ使 える船が使

い ものにな らな くなる。こうい う時代であ ります。

先 日ある新聞社 が,日 本の会社の製造設備は何年 ぐらい使 って るか,つ ま り年

齢 ですが,そ れの統計 を発表 した 。そ うしま した ら日本は平均年齢6歳,ア メ リ

カは平均年齢11歳 とい う統計が 出てお りま した 。つま り,日 本の会社 とい うの

は生産設備を どんどん取 りか えてるわ けです 。そ うしない と競争 に勝てな くな っ

たか らです。

半導体は一番物すごいんで,御 承知 のよ うに大体3年 たちます と半導体の生産

設 備は競争力を失い ます 。そ こで スクラ ップ化 してい くわけです 。それ ぐらい技

術の変化が非常に速 くな った。これが 日本の社会の特徴であ ります 。また,世 界

もそ うな りつつある。

ち ょっと余談 です けれ ど,昨 年 私は アメ リカの国防総省 に呼ばれ ま して ワシン

トンへ 行 って きま した。その理 由は,ア メ リカの ウエポン システ ム ー つ ま り,

い ろん な兵器の中にエ レク トロニクスがい っぱい入 ってますが,そ れ に使 ってる

半導体の大体半分が 日本製だ とい うこ とがわか ってきたわ けです 。そ のための対

策 委員会ができま して,私 に来て くれ とい う電話がかか ってきました。私 も忙 し

い ものですか ら,私 の話を聞 きたか った ら向こ うか ら出て らっしゃい よと言 った

んです 。大使館の人がび っく りしましてね。 日本人だ った ら大体声 をかけると飛

んでい くんです けれ ど,忙 しい 。別 に威張 ったわけ じゃないんです 。そ うした ら

1時 間 ぐらい した ら電話がかか ってきまして,ワ シン トンと相談 した ら,向 こ う

の委 員が二十何 人待 ってる,日 本か ら来 るのはおま え一人であ る,多 数決で出て

こい,こ うい うわけです 。 しよ うがないんで行きま した。木曜 日の飛行機で飛び

ま した。木曜 日に飛ぶ とワシ ン トンに木曜 日に着きます。金曜 日の委員会に出ま

して,土 曜 日の飛行機で帰 ってきました。も ったいない話です 。です けれ ど,し

よ うが ない。皆 さん,疲 れ ただろ うとお っしゃい ま した けれ ど,案 外 くたび れ

なか った。恐 らく時差が 出る前に帰 って きたん じゃないか と思 うんです 。まあ,

それは どうでもいい。

その ときに私が受けた質問の一つに こうい うことがあ ったんです。 日本 の半導

体 メーカとい うのは景気が悪 くてもよ くて もどん どん設備を新 しく入れる,ど う

い うわけだ,お か しい じゃない か,こ うい う話があ った。私はす ぐお答 えした。

それは半導体の技術の進歩 が速過 ぎるか らだ。半導体の生産設 備 って,3年 たち

ます とも う古臭 くなって見るに しのび な くな っち ゃう。だか らどん どん取 りか え

て る。これは不景気 とか景気 と関係ないん だ。ところが,ア メ リカの メーカさん
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とい うの は,や っぱ り経 理 屋 さん とい うの が一 番 威 張 って ます か ら,お 金 で 見 ま

す 。技 術の こ とは余 り考 え ない 。そ の た め に ア メ リカの半 導 体 屋 さんは 製 造 設備

を取 りか えるス ピ ー ドが 遅 くな っち ゃ って る。 この差が 日米の半導 体 の コス トと ク

オ リテ ィの差 に な った 。わ か りやす く言 うと,ア メ リカの半 導 体 メ ー カに行 って

み る とまだ ベ トナ ム戦 争 の フ ァン トム戦 闘機 み たい な のを持 って る と ころが あ る 。

日本 は最 新 式 のF-15で や っとるん だ 。 フ ァン トム とF-15じ ゃ戦争 に な ら

ね えよ。 これ は 国防 省で す か ら最 もふ さわ しい説 明 だ と思 ったん で す け れ ど,ま

あ こ うい うこ とで あ る 。

そ こで,私 の 第1ス テ ップの 話 を終 わ ります 。つ ま り,私 た ちの 経 済 とい う も

の は,技 術 の 進 歩 で 急速 に変 わ ってい くとい うこ とが まず 第1。 この 意 味 は も う

おわか りに な った と思 う。

2番 目は,技 術 の変 化 が どん どん速 くな って る とい うこ とな ん です 。です か ら,

私 た ちは 技 術の 新 しい 変化 の波 を ど うや って受 け とめ るか,こ れ が会 社 の あす の

運命 を決 め る,こ うい うこ とを強 調 して るわ けです 。 とこ ろが,技 術 の変 化 の 中

で も一 番 速い のは 我 々が 関 係 して い るエ レク トロニ クス だ と思 うん です 。 ただ,

エ レ ク トロニ クスは,私 は む しろ イ ンフ ォメ ーシ ョ ン ・テ クノ ロジ ー,つ ま り情

報 技術 と言 い たい 。 なぜ か とい い ます と,エ レ ク トロニ クス と言 うと何 か エ レ ク

トロ ン,つ ま り電 子 の 動 きだ け を考 えれ ば い い よ うに思 い ます け れ ど,エ レ ク ト

ロニ クスが 扱 うのは も ち ろん イ ンフ ォメ ーシ ョンで あ ります 。 この 技 術 が世 の 中

を急 速 に変 えて る とい う気 が す る んで す 。そ の た め に情報 化社 会 とい うよ うな 言

葉 まで 生 まれ た わ けで あ ります 。 ところ が,情 報 化 社 会 とい う言葉 が 余 りに も簡

単 に使 われ た た め に意 味 がわ か らない 。何 か お ば けみ たい に 思 って る 人が あ りま

す 。そ こで 私 は,こ の情 報 とい うの を どうい うふ うに使 い こなす か とい うこ とに

つい て,い ろん な例 を 申 し上 げ なが ら,一 体 我 々は これ を ど うい うふ うに取 り込

んで い けば い い か,こ の 話 を したい と思 い ます 。

先 ほ ど超 々 自動 化船 とい うこ とを 申 し上 げ ま した 。 あの 船 が で き た の は イ ンフ

ォ メ ーシ ョン ・テ クノ ロジ ーのお か げ なん です 。 も うおわ か りの よ うに,自 動 車

とい うの は1人 で 運 転 して ます ね 。2人 で 自動 車 を運転 す る なん て い うこ とは な

い わ けです 。 それ は エ ン ジ ンの コ ン トロール も,ハ ン ドル の コ ン トロー ル も,ま

た,エ ア コンデ ィ シ ョナ ーの コ ン トロール も運 転席 で1人 でや って るわ けです 。

と ころが,船 とい うこ と にな ります と,2万 馬 力 な んて い う物 す ごい デ ィ ーゼ ル

エ ン ジ ンが つ い て ます 。今 まで は デ ィ ーゼル エ ン ジ ンの そ ば に必 ず1人 人 間 がつ
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い て お りま して,そ の 運転 をや って たわ け です 。 こ うい うの を エ ンジ ニ ア。 エ ン

ジ ンの そば にい るか らエ ン ジ ニア 。そ う言 っち ゃい け ない ん です けれ ど,そ うい

うのが い ない とエ ンジ ンが 動か な か った ん です 。 と ころ が,現 在 セ ンサ ーが非 常

に発 達 しま した 。い ろん な ア クチ ュエ ータ ーが発 達 い た しま した 。 そ のお かげ で,

自動 車の エ ンジ ンと同 じよ うに,ブ リッジです ね,上 で ス テア リングを動 か して

る と ころ,そ こで エ ンジ ン コ ン トロ ールが全 部 で き る よ うに な りま した 。そ うす

る と,温 度 が高 くて音 の うる さい と ころに 人 間がい る必 要 は全 然 な くな りま した 。

それ か ら,船 とい うのは た だ 走 るだ けが能 じゃない ん で,港 に行 き ます と荷物

をお ろ した り揚 げ た りしな き ゃい け ませ ん 。 も っとや っか い な の は,港 に着 き ま

す と荷物 を積み ます 。 次 の港 へ 行 くとお ろ して,ま た積 み ます ね 。 その とき,荷

物 を積み ます と,船 とい うの は傾 くわ けで す 。下 手 な積 み 方 を します と船 が ひ っ

く り返 っち ゃ うわ けで す 。 です か ら,あ あい う貨 物船 の場 合 は ど うい う順 序 で荷

物 を積 むか,'お ろす と きに ど うい う順 序 でお ろす か とい うのが 大 問 題 なん です 。

これ まで はそ れ に は一 等 航海 士,ナ ビゲ ー ターです が,そ うい う人 が お りま して,

そ の 人の頭 の中 で考 えて荷 物 をお ろ した り積 み 込 ん だ り して た 。 これ は も う皆 さ

ん おわ か りの コ ン ピュ ー タを使 えば だれ で もで きるわ け で す 。

そ れか ら,大 きな タ ン カ ーにい た しま して も,油 を積 む 順 序 を間 違 えます と船

が か しい じゃ って転覆 い た します 。 そ うい うこ とを全部 コ ン ピ ュー タが や るよ う

に な った 。そ うす る と今 ま で の船 の 荷物 の 積 み お ろ しを 計 画す る人 とい うのは 要

らな くな ります 。そ うい う こ とで 船 に乗 って る 人が だ ん だ ん減 って い った 。 これ

は 考 えてみ る と全部 イ ンフ ォメ ー シ ョ ン ・テ クノ ロジ ーの おか げ で す 。

そ れか ら,最 近 の船 とい うの は,マ リサ ッ トとい う通 信 衛星 が あ りま した。 マ

リサ ッ トを使 い ます と世 界 じ ゅ うとテ レ ッ クスで 連絡 が とれ る。昔 の よ うに オペ

レ ータ とい うのが お りま して,そ の 人 が トソ ・ツ ーと,モ ール ス信 号 とい うの を

モ ール ス コ ー ドで 通 信す る必 要 が な くな りま した 。我 々が タイ プラ イ タを打つ と

そ の ま ま向 こ うに イ ンフ ォ メ ー シ ・ソが 行 く。ま た,逆 に返 って くる。 そ うす る

と,今 までの 無線 の オ ペ レー タ とい うの は要 らな くな るわ け です 。 これ もイ ンフ

ォメ ーシ ョン ・テ クノ ロジ ーの 進歩 で あ ります 。です か ら,こ れ が 海 運 とい うも

の をす っか り変 えて い った 。

そ うい うふ うに ア プ リケ ー シ ・ンを 一 々 申 し上 げ て い る と百科 辞 書 を全 部説 明

しな き ゃな らない で す か ら,べ らぼ うな 時間 がか か ります の で これ でや め ます け

れ ど,も っ とす ご い イ ンフ ォメ ー シ ョン ・テ クノ ロ ジーの 応 用 につ い て も う一 つ
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だけ御紹介 しておきます。

これは今 までの機械工学の常識をす っか り変 えるこ とが起き始めてる。皆 さん

は コン トロール ・コンフ ィギュア ー ド・ベ ヒクル(CCV),日 本語では制御概

念航空機 とい うのを御存 じで しょうか。最近 の飛行機 とい うのは コンピュータで

完全 に安定 に飛ばす ことができるようにな りま した。パイロッ トがいな くて もオ

ー トパイロッ トが完全 に安定に飛ばせます。 ところが ,今 までの伝統的な飛行機

とい うのは,飛 行機 の形 自体で安定を保つ ようにな ってま した。前の方 に大 きな

主翼があ りまして,後 ろに大 きな尾翼がついてま した。その形のおかげで飛行機

が安定に飛べ るわけです 。お もちゃの飛行機 が安定 に飛ぶのは形のおかげです。

しか し,そ れ には大きな しっぽが なき ゃだめです 。 ところが最近,コ ンピュータ

で完全に飛行機 を安定 に飛ばす ことがで きるようにな りま した。そ ういた します

と,今 までの よ うな形の飛行機 は必要がな くな ります 。例 えば尾翼 を うん と小 さ

くして も飛行機は安定 に飛ぶわけです 。尾翼の面積 を うん と小 さくします と目方

が軽 くな ります 。空気 の摩擦抵抗が減 ります。非常 に高性能 な飛行機に な ります 。

主翼の方 も,従 来の羽 とい うのは進行方 向に対 して後退翼,後 ろに下が った,ち

ょうど矢のよ うな格好を してお りました。あの形も要 らな くな ります 。む しろ飛

行性能だけでや ります と,逆 に,前 進翼 と言 うんです けれ ど,逆 の方 向に羽をつ

けた方が よろ しい 。そ ういた します と,尾 翼 も前につけた方 がよろ しい とい うふ

うに,今 までの飛行機 とは全 く違 う形がそこでで きるわけです 。

この飛行機 はもちろん本質的に不安定 です 。ですか ら,コ ンピュータが ス トッ

プした ら必ず落 っこ っち ゃい ます 。そのかわ り,こ の飛行機 は今 まで の飛行機 で

は飛べ ない ような飛び方がで きるわけです 。例 えば,今 までの飛行機 は旋 回 しよ

うと思い ます と羽を傾けなき ゃできなか った。それが,カ ニの横ばい とい う日本

語があるんです けれ ど,斜 めに飛ぶことができる。上昇す るときも平 らなまま上

昇する ことができるわけです 。そ ういた します と今 までの飛行機 と全然違 う飛び

方がで きるわけです 。一言で言 うと運動性能,モ ビ リティがべ らぼ うに よ くなる。

これは軍用機 には一番いいわけです。ア メ リカでは既 にFX-29と い う飛行機,

これは グラマ ンが開発 をや ってます。テ レビで も一度飛びま したか らご らんにな

った方があるか もしれ ません。 これは飛行機の革 命なんです 。

今 までの機械 もの とい うのは,動 くものは常にス タ ビリテ ィを機械 そのもので

保つ よ うな設計 を してお りま した。例 えば 自動車の エ ンジ ンとい うのは,御 承知

のよ うにフライホイ ール とい うのが必ずついてます 。あれはエ ンジ ンの 回転む ら
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をな くすためです 。ところが,も しCCVの 原理 をエ ンジンに持 ち込みます と,

そんな フライホイ ールは要 らな くな るわけです。

それか ら,自 動 車とい うのは4つ ホイールがあ りますか ら安定に立 ってる。こ

れはわか ります。一輪 車 とい うのは非常 に不安定 な形 を してい ます 。 ところが,

これにCCVの 原理 を組み 込み ます と一輪 車で立 つこ とができるわけです。それ

か ら船 。船 とい うのは必ず重心 を下げてま した。そ うしない とひ っ くり返 っち ゃ

うわけです 。ところが,重 心 の低い船 とい うのは非常 に乗 り心地が悪い。なぜ か

とい うと,復 元力が強いですか ら,一 度揺れ出す となか なか とま らない。 ところ

が,重 心を上げ ます と不安定にな って危ない。そ こで,も しCCVの 原理 を使 い

ます と,わ ざと不安定 な船 に しておいて コンピュータで コン トロール します と,

非常 に揺れの少 ない船 がで きるわけです 。

例 えば人間の体 を皆 さん想像 され る とわか ります 。四つ足の動物が立 ってる,

これはわか りますね 。人間 とい うのは2本 足で立 って るわけです。だか ら,人 間

の体 とい うのは非常 に不安定 な形 を してるわけです 。なぜ こ うい うふ うに立 って

るか とい うと,脳 みその中に コンピュータが入 ってま して安定度 を保 ってるわけ

です 。だか ら,脳 みそが とま ると人間はひ っくり返 っちゃ う。そ うい う不安定な

形 を人間が して るおかげで,非 常 に複雑な運動ができるわけです 。例 えばバ レリ

ーナとい うのはすば らしい運動を しますけれ ど,あ れを四つ足の馬 にやれ とい っ

た ら不可能であ ります 。ですか ら,コ ンピュータ ・コン トロール とい うものが機

械 の中に組み込 まれ ます と,今 までの機械設計の常識が全部変わ ってい くとい う

ことが皆 さんおわか りにな ったと思います 。これ は大変な革命です 。

も っとす ごい ことを私は予想 してる。皆 さんの会社 とい うのは組織が ある。 ピ

ラ ミッ ド組織にな って ます ね。あれは重心が下に下 が ってますか ら,組 織 自体で

安定です。です か ら,だ れかが休んで も,社 長が突然い な くな って も,会 社 と し

ては何 とか動 くわけです 。そのかわ り,安 定度が良過ぎるもの とい うのは,今 度

は機動力,モ ビ リティが非常 に悪 くな って るとい うことです。その意味はおわか

りですね 。そこで私は,将 来の会社組織 とい うのはCCVの 原理になるん・じゃな

いか と思い ます 。つ ま り,も う安定性 なんてい うのは無視 して一番機動 力のいい

組織にすればいい 。それがお互い に コンピュータでつ なが ってる。今でもそ うい

う非常 にモ ビ リテ ィのいい会社,こ れを ワンマ ン経営 と称 します 。そのかわ り,

その場 合は ワンマンが死ぬ とば らば らにな っちゃいます 。先ほ ど申 し上げたCC

Vと い う飛行機は,コ ンピュータが とまると必ず落 っこっちゃうと言 ったんです
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けれ ど,そ れ と同 じこ とが 起 き るわ けです 。

です か ら,情 報 技 術 の 利 用 とい い ます と,地 球 の 裏側 の情 報 をす ぐ手 に入れ る

こ とがで きる,こ れ もそ の とお りで あ ります 。 そ うか と思 う とエ ア コ ンデ ィ シ ョ

ナ ーを運 転す る,こ れ も情 報 技 術で で き るよ うに な りま した 。 しか し私 は,情 報

技 術 の応 用で 革命 を もた らす 一 つ は,そ うい うシ ステ ム コン トロ ー ラー,つ ま り

非 常 に複雑 なエ レ メ ン トが た くさん あ ったの を中 央 の コ ンピ ュ ー タで コ ン トロー

ルす る 。そ の と きにCCVの 原理 を使 う。 こ うい う時 代 がや が てや って くるだ ろ

う とい うこ とを 皆 さん に 申 し上 げ た い 。

こ の考 え方 は 日本 の よ うな 国で は非 常 に大事 だ と思 うんで す 。 と申 します のは,

これ か ら日本 で我 々は ど うい うふ うな仕事 の や り方 をす るか とい うの をい つ も皆

さん お考 えだ ろ う と思 い ま す 。 日本 の 一 つの 大問 題 とい うの は若 い 人 が減 って い

くとい うことです 。 日本 で は 高齢 化 社 会 に な る,年 寄 りが ふ える とよ く申 します 。

それ は間 違い な いで し ょ う。 しか し,高 齢 化 が進 む とい うこ とは,逆 に若 い 人 が

足 りな くな る とい うこ とな ん です 。皆 さんの 会社 は恐 ら く今 ピ ラ ミッ ド組 織 です 。

あ の ピ ラ ミッ ド組 織 とい うの は なぜ 維 持 で きたか とい うと,若 い 人が 大 勢 い て年

寄 りが 少 ない か ら ピラ ミッ ド組 織 が 実 現 で きた 。 と ころが,若 い 方 が だん だ ん足

りな くな ります と,あ の 三 角 形 の組 織 は も う維 持 不 可能 で あ ります 。皆 さん の会

社 は これ を ど うす るつ も りです か 。 これ は大 問題 です 。そ の うち逆 の三 角 形 に な

ります 。

年 寄 りが ふ える,こ れ は 私 に 言わ せ る と問題 じゃな い。 そ の うち あ の人 た ちは

い な くな る に決 ま って る.と ころが,若 者が 減 る分 は ど う しよ うもない 。で す か

ら私 は,今 のCCVの 考 え方 を 入れ た 組織 とい うの が一 番 先 に実 現 す るの は 日本

だ と思 うんで す 。 これ を一 つ の重 要 な課題 と して皆 さんに 申 し上げ て お き たい 。

2番 目の課 題 を 申 し上 げ ます 。 それ は,技 術 の進 歩 が世 の 中 を変 える と申 しま

した けれ ど,そ の 中で イ ンフ ォ メ ーシ ョ ン ・テ クノ ロジーが ど っちへ 走 ってい く

か とい うことにつ い て の 私 の一 つ の予 想 を 申 し上 げ た い。

まず 第一 は,ハ ー ドウ ェ アは物 す ごい ス ピー ドで 値 段が 下 が って お ります 。今

32ビ ッ トの マ イ ク ロ プ ロセ ッサ とい うのは,チ ッ プ1つ です と1万 円 しませ ん 。

大 体3000円 ぐ らい に な った で し ょ う。 ところが,あ の32ビ ッ トの マ イ ク ロ

プ ロセ ッサの 情報 処 理 能 力 とい うのは10年 前 の ミニ コン ピュ ー タ よ り高い で す

よね 。10年 前,ミ ニ コ ンピ ュ ー タの値 段 とい うの は,日 本 で は 大体2000万

～3000万 円 しま した 。 今 それ が2000円 で あ ります 。
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私 は今,東 京 都 の オ フ ィス ・オ ー トメ ーシ ョ ンの 委 員長 をや って るん です 。 ご

承 知 の よ うに今 度 新 宿 に47階 建 て の大 きな庁 舎 が で き ます 。 これ は5年 先 なん

で す 。そ こで 私 は 委 員 会 で,5年 先 の技 術 は ど うな るか とい うの を研 究 した 。そ

の 参考 の た めに5年 前 の,昔 の オ フ ィス ・オ ー トメ ー シ ョンの カ タ ロ グを全 部 取

り寄せ ま した 。そ う しま した ら,5年 前 の カ タ ロ グに 載 ってた機 械 は 今1台 も使

って お りませ ん 。5年 前 は ち ょうど 日本 語 の ワ ー ドプ ロ セ ッサ が 出 た と きです 。

一 番安 い の が1台80万 円 しま した 。 今4万 円で 買 えます 。そ れ は ご存 じの とお

りです 。そ うす る と,5年 先 の オ フ ィス ・オ ー トメ ーシ ョ ンの 機 械 なん て い うの

ば,ち ょっと考 えて もわ か らない わ けです 。 だか ら私 は 委 員 に言 って る。 も う何

を言 った ってば れ ない,だ か ら何 を言 った って大 丈 夫 だ か ら,言 い たい こ とを言

ってや ろ うや 。実 を言 い ます と こ う言 って や って るん で す 。そ れ ぐらい ハ ー ドウ

ェアの技 術 は 今物 す ごい 勢 い で進 歩 して る。

最 近 の 日本語 の ワ ー ドプ ロセ ッサの 能 力 とい うの はす ごい もの で あ りま して,

この間 も新 しい の をや ってみ ます と,平 仮 名 で イ ンプ ッ トしま して ポ ンとや りま

した ら,漢 字 だ け じゃない ん で す,仮 名文 字 も 出て きます 。 あ らゆ る字が ぼ そ っ

と出 て くる 。 これ は推 論 マ シ ンそ の もの で あ ります 。 イ ンフ ァ レンス マ シ ンです 。

私 は今,第 五 世 代 コ ンピ ュ ー タとい うプ ロジ ェ ク トに関 係 して お ります 。 この

プロ ジ ェ ク トは,ご 存 じの 方 が多 い と思 うんで す けれ ど,来 年 の11月 の終 わ り

に3回 目の 国際 シ ンポ ジ ウ ムをや ります 。 これ には ぜ ひ ご参 加 願 い たい 。 ここで

コマ ーシ ャル をや って お き ます 。 あれは か な りうま くい くよ うにな りま した 。 こ

の コ ンピ ュー タにつ い て は い ろい ろ とご存 じだ ろ うと思 い ます け れ ど も,簡 単 に

申 し上げ ます と こ うい うこ となんで す 。

今 までの コ ン ピュ ータの 最 大 の欠 点 は非 常 に ハ ー ドな機械 だ った 。 つ ま り,使

う人間 が一 つ で も ミス テ ー クをや ります と絶 対 動 きませ ん 。 と ころが,人 間 とい

うのは ミス をや るの が特 徴 なん です 。 ミス をや らな い 人間 とい うのは 世 の 中に お

りませ ん 。 また,そ ん な 人 間が い た ら我 々は つ き合 い ませ ん よね 。そ れ は機 械 で

す 。皆 さん だ って,お うちへ お帰 りに な って,奥 さん が 間違 えるか らも って る よ

うな もの です 。奥 さん が 絶対 間違 えな か った ら私 は 家 出 します よ。 人 間 とい うの

は 間 違 える とい うの が 本 質 です 。今 は絶 対 間違 えない 機 械 と人 間が つ き合 うた め

に非 常 に苦 労 して ます 。そ こで,第 五 世代 コ ンピ ュ ータで は,人 間 が 多少 あい ま

い な こ とを言 って も,多 少 間 違 った こ とを言 って も,正 しい もの は何 か察 して く

だ さい,そ れ をや ろ う とい うの が第 五 世代 コ ンピ ュ ー タの 一 つ の ね らい です 。
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も う一 つはいわゆるエキスパー ト・システムであ りまして,つ ま り相談 にの っ

て くれ る機械,物 事 を理解す る機械,こ うい うもの をやろ う。これができればい

わゆ る機械翻訳 とい うのが実現す るわ けです 。 ところが,私 たちが機械翻訳 をや

ろ うなんて言 ってお ります と,す ぐお っしゃる方があ る。例 えば シ ェー クス ピア

をや って くれないか とか,日 本で言 うと,志 賀直哉の文章なんてわけがわか らん

け ど大丈夫か。我 々は当分 ああい うものは避 けて通 ります。文学 ってい うやつは

何遍読 んで もわけが わか らんか ら文学なんです 。読 んだ ら一発でわか るようなも

のは文学 じゃない。

私た ちが新 しい ことをや ろ うと思い ます と,で きないものば っか り持 ってきて,

これで きないだろ う,あ れで きないだろ う,ざ ま あ見ろ,こ う言 うんです 。あれ

は科学 的態度 とは言 えない。我 々はできることか ら手をつけます。そ して,で き

る領域 をだんだん広げてい く,こ れが科学的態度だ と私は思 うんです 。

そ うい うふ うに見ます と,人 工知能 とい う言葉が あ りますが,す ぐ反発す る人

がい ます。偉そ うな ことを言 うな,人 工知能を幾 らや った って子供以下で ある。

それはその とお りであ ります 。また,そ れでいいわ けです 。つま り,機 械ができ

る領域 を広げていこ うとい う意味での人工知能のアプ リケ ーシ ョン,こ れは どこ

までいけ るか とい うのが問題であ りま して,機 械で人間を全部置きか えよ うなん

て,そ んなことはだれ も考 えてないわけです。この辺は,皆 さんは専門の方です

か ら大丈夫だ と思いますけれ ど。

そ うい う機械ができた ときにどうい うふ うに使 っていただ くか とい う調査を私

は随分 や りま した。そ うしま した ら,日 本航空 さんへ行 った ら非常 にいい ことを

伺 った。飛行機の事 故とい うのはなぜ起 きるか といい ます と,大 部分は パイ ロッ

トの ミスなんです 。なぜ ミスをやるか といいます と,例 えば飛行機が着陸 しよう

とす る。 もうぼ ちぼ ちお りよ うと思 った途 端に突然雷が ワー ッと鳴 って雨が降る,

こうい うことが起 きるわけです。そ うす るとパイ ロッ トはあわてるわけです。着

陸 しよ うか ど うか 。相談 して る うちに飛行機が地面に ドカ ンとぶつか る。そ うい

うケースが ある。そ うい う場合には,今 の問題解決 マシン,エ キスパー ト・シス

テ ムを積んでおきま して,パ イ ロットがおか しなことをや りそ うにな ります とブ

ザ ーを ブーツと鳴 らす。それで もぼやぼや してた ら 「パカヤ ロー」 と言 う。それ

で もだめなら頭 をひ っぱ たけ。そ うすれば事故は非常に減 るだろ う。 こ うい うレ

ス ポンスがあ った 。

つ ま り,幾 らコンピュータが進歩 して も,ベ テラ ンのパイ ロッ ト以上 の能力を
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実 現 す る とい うの は ほ とん ど無 理 だ と。人 間 とい うの はあ わ て るわ け です 。あわ

て ち ゃい ます と,す ごい ベ テ ラ ンパ イ ロ ッ トで も子 供み たい な ことをや るわ け で

す 。後 か ら見 る と実 にば かげ た こ とをや る。 と ころが,コ ン ピュ ータ とい うの は

あわ て る とい うこ とは ない わ けで す 。 ひ っぱ たい た ってせ いぜ い とま るのが 関 の

山 で あ ります 。そ うす る と,そ うい う異 常 事態 に な った とき には人 間 よ りも コ ン

ピ ュ ータの 方が 信 頼 度が 高 い 。そ うい う答 えを 出す 。そ うい う使い 方 をす るの が

コ ンピュ ー タの正 しい使 い 方 だ と思い ます 。い わ ゆ るサ ポ ー トシス テ ムで あ りま

す 。

事 実,昨 年 チ ェル ノ ブイ リの 原子 力 発 電所 の事 件 が あ りま した 。 その 前 には ス

リーマ イ ル ・アイ ラ ン ドの原 子 力発 電 所 の事 故が あ りま した 。 ああい う報 告 書 を

見 ます と,全 部 人 間が あわ てた た め に事 故 が拡 大 して る 。普段 だ った ら考 えられ

ない よ うな ミス テ ー クをや る んです 。そ こで,第 五 世 代 ヲ ソピ ュー タの ア プ リケ

ーシ ョンの一 つ と して我 々が努 力 して ます の は原 子 力発 電所 の メ ンテ ナ ンス利 用

で す 。 そ うい う,要 す るに 人 間の バ ックア ップ シス テ ム と して こ うい う機 械 が 使

わ れ る よ うに な るだ ろ うとい うこ とです 。そ うい た します と,当 然 の こ とです が

事 故が どん どん減 ってい くだ ろ う。特 に最 近 の飛 行機 とい うの は お客 さん の数 が

500人 を超 しま した 。や が て1000人 の 飛 行機 がで き るか も しれ ませ ん 。そ

の とき に事 故 をや った ら,こ れ はす ごい こ とに な ります 。そ うい うふ うに シ ステ

ムが 巨大 化 す れ ばす るほ ど,そ の システ ムに要 求 され る デ ュラ ビ リテ ィ とい うの

は非常 にや か ま し くな るわ けで す けれ ど,そ うい うと きに こそ新 しい コ ン ピ ュー

タの 出番 だ ろ うと私 は考 えて るわ けで す 。

い ろん な こ とを申 し上 げ て まい りま した けれ ど,結 局 我 々が 今考 えて お ります

情 報 技 術 とい うもの,こ れ は もはや あ らゆ る社会 の 活 動 の 中 に組み 込 まれ て まい

りま した 。 それ をほ とん ど意識 せ ず に使 える と ころ まで 参 りま した 。例 えば,先

日 も新 幹 線 で 名古 屋 へ 行 った ん です けれ ど,風 が強 くて列 車が ち ょっ とお くれ た 。

ど うす るか な と思 って お りま した ら非常 に うま くス ケジ ュ ールが 変 わ りま して,

本 来 な ら1時 間 以上 お くれ る ところが わず か20分 の遅 延 で 名古 屋 に着 き ま した 。

これ は,ご 承 知 の よ うに中央 に コ ンピ ュー タが あ りま して,各 列 車の現 在 位 置 を

調べ ます,ス ピ ー ドを 調べ ます 。そ して ス ケ ジ ュ ールを や りく りして うま く運 転

したお か げ で ロス を ミニマ ムに した わ けで す 。 こ こまで 参 ります と人 間 で はで き

ませ ん 。 と ころ が,列 車 に乗 って る人 はそ ん な こ とは何 も知 らないわ けで す 。何

だ か き ょうは ち ょっとお'くれ た じゃな い か,も う少 しお くれ て くれ る と払 い 戻 し
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がある。そんなことを考 えて るか どうかは知 りませんけれ ど,そ れ ぐらい しか考

えてない 。

考 えてみ ると,新 幹線 とい うのはすば らしい情報技術のおかげで動いて ると思

い ます 。あの新幹線が開通 しましてから今 までに約10億 人の人 間を運んでお り

ます。一遍 も事 故を起 こしたことがあ りません。ところが,皆 さん新聞 をごらん

になるとわか るんですけれ ど,急 行列 車とい うのは必ず どこか でひ っく り返 るも

の なんです 。必ず とい う言い方は よくないです けれ ど,統 計的に言い ま して,大

体2ヵ 月 に1回 世界 じゅうの どこかで急行列車がひ っくり返 ります 。私 は統計を

や ってますか らよ くわかるんです。一遍列車がひ っくり返 ります と大体100人

以上が束 にな って死にます 。ところが,新 幹線はそ うい うことを一遍 もや ってな

い。あの列車は時速200キ ロで5分 間隔で走 ってます。200キ ロのス ピー ド

で走 ってるときに急 ブレーキをかけま しても2キ ロは走 ります。2キ ロ先の列車

とい うのは見 えるわけがない 。それで運転手 さんが安心 して運転 してるのは コン

ピュータのおかげです。

つ ま り,情 報技術が使われ る一つの大 きなメ リッ トとい うのは効率化だ と思い

ます。同 じ線路の上 をも っとた くさんの列 車を走 らせ ることがで きる。これは効

率化であ ります。 しか もそれを安全 に実現す ることが できる。これが我 々の社会

を どう変 えてい くか。 これについ ては後 でも う少 し申 し上げ ます 。

も う一つ非常に重要な ことが ある と思います。それ は,先 ほ ど技術の進歩が非

常 に速い と言い ました 。この進歩 とい うのは何か ら生まれてるか 。言 うまで もな

く,新 しい ことをや る とい うことは,新 しい知識を発見す るところか ら始 ま って

る。昔は,新 しい発見が あ りまして も,世 界 じゅうに伝わ るには非常 な時間がか

か りま した。 ところが,今 は一瞬の うちに世界 じゅうに伝わ ります 。昨年,IB

Mの チ ュー リッヒの研究所で新 しい超電 導物質が発見 され ました。世界 じゅうに

ブームを巻き起 こしたわけです。一斉 にこの研究が始 ま りま した。 これ も恐 らく

何 らかの形で新 しい技 術を生み 出す と思 うんです。そ ういた します と,企 業 とし

てはその新 しい知識をできるだけ早 く取 り上げて,実 際の技術 をつ くって商品に

いた しません と負けます。先ほ ど申し上げた ように,500円 の腕時計 と10万

円の腕 時計 と時間は同 じだ とい う時代であ ります。

そ こで,情 報技術の も う一つ非常に重要 なことは,社 会の進歩 を推 し進 めるた

めの情報の働 きです 。ファ ンクシ ョン,こ れが非常に重要だ と思い ます 。 ところ

が,新 しい知識はほ とん ど日々無限 に出て くるわけです 。大部分 の情報 とい うの

一107一



は我々にと って使い道 にならない 。その中か らどれ とどれ を拾い出すか。つ ま り,

これは情報の評価 の問題です。これを伴わ ないでただ単に情報を集 めるだけでは,

くずかごみたいな もの なんです 。そ この ところで評価をだれが どうい うふ うに し

てや るか とい うのが これか ら非常 に大きな課題にな って くると思 います。そ のと

きにぜひ皆 さんに申 し上げたいことがある。

先 日,ア メ リカのNASAへ 行 きました。でs、び っくりしたのは,地 球の中に

埋 まって る石油資源が サテライ トか らわか るんです 。埋 まってる ところだけ赤 く

塗 ってありま して,こ こに石油があ るよ とい うわ けです。人工衛 星 とい うのは地

面の中は知 らない はずです。地球の上を回 ってるだ けです。 どうや って これ を出

したんだ と聞 きます と,今 まで石油が埋 ま ってた ところについてはい ろんな知識

を我 々は持 っています 。例 えば地面の形が背斜構造 といいま して,ち ょうど馬の

背中みたいな 格好を してる。それか ら,何 千万年 か前 に川があ った。それか ら,

その上に生 えてる草が ある特定の赤 外線 を反射す る。い ろんなことがわか るわけ

です。そこで,サ テ ライ トが送 ってきたデ ータを コンピュータに入れ て,背 斜構

造で,昔 の川があ らた ところで,こ うい う赤外線 を反射す る植物が生 えてるとこ

ろ,そ うい う場所だけ赤 く塗れ と命令す るわ けです 。そ うす るとコ ンピュータが

赤 く塗るわ けです。そ うす ると的中率が70%ぐ らい あるとい うんです 。

この話で 皆さんに注 目していただきたい ことがあ る。それは,コ ンピュータが

石油だ とい うふ うに判断す るんではないんです。 コンピュータがや ってることは

赤 く塗 るまで しかや らない 。赤 く塗 っちゃったやつ を見てこれは石油だ と言 うの

は人間なんです 。 コンピュータ ・トモ グラフィとい う技術があ ります 。これは人

間の脳をXレ イで切 りま して,そ の断面図を画像処理 して脳の断面図を出す技術

です。この技術 にノ ーベ ル賞 が出たんです 。私はあの ときに不思議 に思 ったんで

す 。ノーベル賞 とい うのは基礎科学に くれ る賞 です 。ところが,あ の技術は単 な

る技術です。つま り,プ ロセシ ングのや り方だけ。 どうしてこんな ものにノーベ

ル賞 をくれたんだろ うと思 ったんです 。後でわか りま した。それは,X線 で脳 を

切 ってい った データとい うのは幾 らで も出てきます。 しか し,そ のデ ータを見た

だけでは人間にはわか らないわけです 。そのデ ータを一度処理 して脳の断面図 に

して出します 。その断面図が出るとお医者 さんが見て,こ れはがんだ とわかるわ

けです。つま り,コ ンピュータがや る領域 と人間がで きる領域 とのイ ンターフェ

ースを非常 に うま くセ ッ トした。そこで ノ ーベル賞が 出た とい うことに私は気が

ついたわけです 。この話は今申 し上げた 人工衛星か ら石油を探す話 と全 く同 じで
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す 。 ・.

そ こで,も う一 つ の 重要 な話題 が 出 ま した 。そ れ は,コ ンピ ュ ータ とい うの は

能 力が あが ります か らい ろ んな こ とをや って くれ る こ とが で きます 。 と ころが,

そ うや って コ ンピ ュ ータが 処 理 した結 果 を 人 間が 見 て,こ れ は何 を言 って お る ん

だ とわ か らな き ゃ,情 報 処 理 をや らな い方 が い い で す よね 。 そ こで,人 間 に理 解

で き る よ うに プ レゼ ンテ ーシ ョ ンをや るに は ど う した らい い か とい う問 題 が あ る

わ けで す 。 これ が これ か らの 非常 に重 要 な課 題 だ と思 うん です 。

つ い で に 申 し上 げ ます 。ご承 知 だ ろ う と思 うん で す けれ ど,日 本 列 島 とい うの

は 昔 金 鉱 が随 分 出た 。 明治 の初 め ごろ は 日本 の 輸 出品 の一 つ は 金だ った 。昔,マ

ル コ ・ボ ー ロとい う人が ジ パ ングとい うこ とにつ い て 話 を書 き ま した 。 ジパ ング

とい う国 が あ る,そ こに行 くと宮 殿 の柱 か ら,お 皿 か ら全 部 金で あ る,と い うよ

うな こ とを書 い たそ うです 。それ だ け 金 が うろ うろあ れば我 々は寝 て 暮 らせ るん

で す け れ ど,そ う言 われ る ぐ らい 日本 は 金 が多 か った 。 ところ が,最 近 は 金 が ち

ょ っと出 な くな りま した 。掘 っち ゃ った もの で す か ら。で も,今 で も時 々すば ら

しい 金 鉱 が 見つ か ります 。皆 さんご 存 じで し ょうが,5～6年 前 に鹿 児 島 県 で 世

界 で 含 有率 が 一 番 高 い金 鉱 が 見つ か って ます 。そ こで,サ テ ライ トか ら撮 った写

真 を も とに しま して,今 まで 日本で 金 が 出 た場 所 の 地 形 を全 部 調べ た ん で す 。 そ

う しま した ら共 通 性 が あ る こ とが 発 見 され た 。 こ の話 は オ ープ ンな席 で は き ょ う

初 めて す るんで す けれ ど,見 つ か った の は こ と しの6月 なん です 。そ れ は ち ょ っ

と丸 くて お も しろい 形 を して るんで す 。佐 渡 の金 山 もみ んな そ うなん で す 。そ こ

で,今 度 は逆 にそ うい うパ タ ー ンの地 形 の場 所 が 日本 列島 に も っとない か と調 べ

ま した ら随 分 あ るん です 。そ の デ ータは 今全 部地 質調 査所 へ 行 ってお ります 。 こ

れ を オ ー プ ンに します と行 って 掘 るや つ が い っぱ い 出て き ます か ら,ち ょ っ とや

ば い ん で … … 。 これ は 本 当の 話 です 。

そ うい うコ ンピ ュ ータの使 い方 です ね 。 つ ま り,先 ほ ど私 は,こ れ か ら技 術 を

どん どん進 歩 させ な き ゃい か ん と言い ま した 。 そ の ときの我 々の扱 うツ ール と し

て コ ン ピ ュー タは新 しい 世界 を開 くだ ろ うとい うこ とを申 し上 げ た い 。

昨 晩 あ る と ころ で デ ィス カ ッシ ョンをや った ん です けれ ど,一 昨年 に な りま し

たか,筑 波 で科 学 博 が あ りま した 。昨 年 で す ね 。 そ の とき の ア メ リカ館 にす ば ら

しい もの が 出て い た の を皆 さん ご らん に な りま した で し ょうか 。 あの ア メ リカ館

をつ くる ときに ア メ リカで何 を出す か とい うこ とで 大議論 が あ った ん で す 。 そ う

して,ア ーテ ィ フ ィシ ャル ・イ ンテ リジ ェ ンスで い こ うとい うこ とが 決 ま った 。
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そ の ときに どうい うデ ィスカ ッシ ョンが あ ったか とい うのが全部こ うい う本にな

ってます 。実に充実 した内容です。それ を私は読 んでいたものですか ら,あ の筑

波 の科学博 のときにアメ リカ館へ行 った。そ うしま した ら,こ れは非常 に地味 な

展示 です か ら,ロ ボ ットが動いた りすれぼ子供が寄 ってきますけれ ど,あ そ こは

大 人 しか来 なか った。そ こで私はす ごい ものを見たんです。それは,高 分子化合

物 の設計を コンピュータでや ったわけです 。その デモンス トレーシ ョンをや りま

した。ただ,こ れは聞いて もわか る人がほ とんどいなか ったと見 えま して,人 は

群が ってお りませんで したけれ ど,あ れはす ごい なと思 った。私は話 には聞いて

たんですけれ ど,と うとう化合物の設計 まで コンピュータでで きるのか と。

今 まで我 々は設計 にコンピュータを随 分使い ま した。 しか し,こ れ は 自動 車を

設計す るとか,そ うい うコンポーネ ン トを組み合わせ るとい う形での設 計で した 。

ところが,今 度は物質の中に立ち入 った設計がで きる。 さらに これが進 んでい き

ます と,遺 伝子の設計 もで きるようになるん じゃないか とい う話が あるわけです 。

こ うい った技術を進歩 させ るための イ ンフ ナメーシ ョン ・テ クノロジ ーの新 しい

応 用分野 とい うのは非常 に注 目しなき ゃいけ ない と思 うんです。既 に化合物の設

計 とい うのは もう行われてい ます 。ですか ら私は,そ の うちに特注品の化合物 と

い うの も工場でつ くる時代に入 って くるだろ うと思 います 。

こ うい った努力 とい うのは,一 つにはもちろん生産性 を上げ る,効 率 を上げ る

とい う,つ ま り量的な分野での進歩です 。 ところが,化 合物の設計 とかそ うい う

ことにな ります と,今 度は質 的な面,ク オ リテ ィの面,パ フォーマ ンスの面での

効率化であ ります。ですか ら,量 の面での効率化 と質の面での効率化が コンピュ

ータ ・アプ リケ ーシ ョンのおかげで今後10年 ,一 般の工場に普通にな って入 っ

てい くだ ろ う。これはぜ ひ注 目すべ きことだ と思 うんです 。やが ては遺伝子の設

計 もで きるだろ うとい うんですが,こ の辺 にな ります と,エ ンジニア リングの世

界か ら倫理の問題 まで踏み込む ことになるだ ろ うと思 うんです けれ ど,そ の可能

性が ない とは言 えない と思 うんです 。 しか し,遺 伝子 とい うと皆 さんぴん とこな

いか もしれ ませんので,も うち ょっと説 明 したい と思い ます 。

最近,生 命科学 とい うのが非常に話 題 として乗 るようにな りました。私 も,素

人です けれ ど,い ろいろと話 を聞いた りや ってる うちに一つのことに気 がついた 。

これを皆 さんに申し上げたい。'

世の中には生命を持 った もの と生命のない ものの2つ に分けることができます 。

この違いは どこにあるか といいます と,生 命のない もの,例 えば 自動 車とかテ レ
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ビの場合は,自 動車 をつ くるとい うとエ ンジン,タ イヤ,シ ー ト,ボ デ ィ,そ う

い うものを持 ってきて一つの動 くものができます。全部 コンポーネ ン トが別です 。

生命 とい うやつは最初は一つの細胞か ら始まるわけです 。この細胞 が どん どん分

裂 していきます と,あ る細胞 は花にな ります,あ る細胞は根 にな ります,ま た別

の細胞 は葉 っぱになる。 こうい う不思議な能 力があるわけです。 これ は無生物,

生命のない ものはで きません。例 えば自動車のタイヤを幾 ら培養 しま して もエ ン

ジ ンができる,そ ん なことはあ り得ないわけです。

一つの細胞が分裂す ると葉 っぱにな った り花 にな った りす る。当然その設計図

が あるはずです 。その設 計図が遺伝子 なんです 。今まではその遺伝子 とい う設計

図 をかきか える ことはで きなか った。ただ突然変異 とい う自然のま まに任す しか

なか った。ところが,遺 伝子工学 とい うのは,遺 伝子 とい う設計図を人間の手で

か きか えることがで きるようにな った。こ うい うふ うに私は理解 したわけです。

日本の遺伝子工学の最高権威の一人である渡辺格 さんとい う人がいます 。今,慶

応の名誉教授ですけれ ど,私 は こうい うふ うに理解 したんだけれ どど うですか と

言 った ら,お ま えの言 うとお りだ と言 っていただ きま したか ら,一 応確認 を取 っ

て あ ります。

その ときに 自動車の場 合です と,こ こをこう変 えた らどうい う結果になるか と

い うのは予想がで きます。 ところが,遺 伝子の場合,こ こをか きか えた らどうい

うふ うに変わ ってい くか とい うことをすべて予想することはで きません。 ここは

まだ壁 がい っぱい あ ります。そのために今,遺 伝子の内容を解 明 しよ うとい うこ

とで一 生懸命学者の方がや ってい らっしゃいますけれ ど,そ れは次第にほ ぐれ て

い くに違いない。そ うす ると,先 ほ ど申 し上げた よ うなコ ンピュ ータで遺伝子 を

設計す る とい う仕事がやがては実現す るん じゃないか。現在 もう既に入 ったのが

分子の設計であ ります 。次は遺伝子の設計だろ う。 しか し,遺 伝子の設 計 とい う

ことにな ります と,倫 理の問題 とか,や や こしい話がい っぱい 出て まい ります 。

それ以上立 ち入る とき ょうのテ ーマか ら離れますか らやめます けれ ど,そ うい う

可能性はあ り得 るとい うことをき ょう皆 さんに申 し上げてお こうと思 ったわけで

す 。

さて,そ うい うことにな ります と,我 々が今直接関係してお ります イ ンフォメ

ーシ ョン ・テ クノ ロジーも,こ れが社会 を変 えることはど うも確か にな った。だ

け ど,将 来一体 どうい うふ うに見通 しを持てばいいか,こ こに問題が 出て くると

思い ます。この問題 についてち ょっと申し上げたい 。
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私は,そ の ときに4つ の要素 を考 えた らどうか とい う提案があるんです。1つ

は もちろん技術の進歩です 。 どうい う可能性が出て くるか。 しか し,技 術の進歩

とい うのは,た だ可能性 を提供す るわけであ りまして,こ れを どう使い こなすか

とい うことまでは予想で きませ ん。そ こで,我 々が2番 目に どうして も研究 した

い ことがある。それは社会環境 が どう変わ ってい くか とい う問題であ ります。

我 々は 日本 に住んでますか ら,ま ず 日本 とい う国を考 えなき ゃいけない。それ

か ら海 外,い ろいろあ ります。 ところが,日 本の社会環境が どう変わ ってい く,

それに対 して イ ンフォメ ーシ ョン・"テクノロジーが どう組み 合わ されればいいか

とい うことについての研究 とい うのが,率 直 に言いま して今非常 に不足 してお り

ます。部分的 な研究は随分 ございます 。例 えば通信回線が家の中まで入る と,い

わ ゆる存宅勤務ができます 。会社 なんか出な くて もよろしい,こ うい う話 もあ り

ます。そ うか と思 うと,家 の中か ら買い物 がで きます 。い ろいろ言い ますね。そ

れ は技術的に可能だ とい うだけであ ります 。実際に家庭の主婦の方その他がお使

い になるかは別です 。私 もその関係で何度 も調査 をや りましたけれ ど,在 宅勤務

とい うのは家庭の主婦 に対 しましては全部だめですな。総 スカ ンです。主婦の方

はた った一言お っしゃい ます 。亭主 は元気 で留守が一番いいんだ。

ところが,昨 年私 は フィンラ ン ドへ行 きま した。 フィンラ ン ドとい う国は,御

承知か もしれ ませんけれ ど,1人 当た りGNPは 日本 よ り高いんです 。非常 に豊

かな国であ ります 。

人 口はわずか500万 人。 しか も北極圏のす ぐそばですか ら,気 象条件 の厳 し

いところです 。なぜ こん なに豊かな国だろ うと思 った ら,フ ィンラン ドの人 とい

うのは男女 ともに実によ く働 くんです 。健康水準 もすば ら しい ところです。私は

フィンラ ン ドに着いた3日 目に盲腸 をや りま してね。わ ざわ ざやろ うと思 ってや

ったわけ じゃないんです けれ ど,す ぐ手術をい た しました 。非常に運 のいいこと

にホテルか ら5分 の ところにすば らしい病院があ ってや って くれた。入 りました

らすば らしい病院 なんです 。命拾い しました。 日本大使館の方がわざわ ざお見舞

いに来て くだす ったんです けれ ど,そ の方が,あ んた,モ ス コーでや らな くてよ

か ったね,と 言 ったんです 。それはここだけの話ですけれ ど,非 常 に運 よ く命拾

い して帰 ってきま した。

そ うい う病院 の施設 もいい,豊 かである,何 か問題はないか と言 った ら,一 つ

残 ってると。男女 ともに非常 によ く働 くとい うことは,子 供 さんの面倒が見切れ

ないんです。つ ま り,育 児の問題が フィンラ ン ドで大問題 だ とお っしゃるんです 。
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そのためにフィンラン ド政府は主婦の在 宅勤務 をコ ンピュータでで きないか とい

うことをも う研究 してるんです。だか ら日本は まだ気楽 なものですね。亭主は元

気 で留守がいい なんて うそぶいてるんです けれ ど,フ ィンラ ン ドでは社会的 な必

要性か ら在宅勤務の研究を本格的にや ってるんです 。

私は先ほ ど申し上げ ました。技術の進歩,こ れは私 たちは知 ってなき ゃいけ ま

せんけれ ど,も う一つは,こ れが組み込 まれ る社会環境です。これを よく勉強 し

ません と,技 術屋 の独走 にな っち ゃう。これは当た り前な ことです けれ ど,た ま

たま私は昨年 フィンラ ン ドで非常 にいい経験をい た しましたので,ひ とつご披露

す るんです 。

では,日 本の場 合は どうか とい うことなんですけれ ど,一 度調査 をや った とき

に,ま ず家庭の主婦が一番欲 しい と言 ったのは救急 医療で した 。夜 中に子供 さん

が熱を出 した,ど うしていいかわか らない とい うわ けです 。今のお医者 さん とい

うのは怠 け者にな りま して,電 話をかけて も出てこないとい うわけです 。そ うい

うときにあるところへ連絡 した ら必ず ちゃん とした お医者 さんがいて,相 談に乗

って くれて,必 要 な ら救急車が飛んで くる。それだ ったらお金 を払 います よ。つ

ま り命 に関 係す るものです。

それか ら,意 外でお も しろか ったのは安全 なんです 。例 えば 日曜 日にみんなで

どこかへ行 こうとい うんで,電 車に乗 って ゴ トンと動 いた途端 に奥 さんが思い 出

した。 ガスとま ってるか しら,電 気切れて るか しら,必 配 にな ってきます 。そわ

そわす る。そ うす る と,ご 主人 とい うのは不思議ですね。必ず顔を見 ま した ら,

おま え何考 えてる と,こ うい うんです 。 うっか り白状する と,「 パ カ ッ,お まえ

だけ帰れ」,こ う言 うんです 。その ときに出かけ先 か ら公衆電話に入 って ダイヤ

ルす る と,家 の中のモニタ リングシステムが働い て,ガ スとま ってます,電 気大

丈夫,き ょうはゆ っく り行 って らっしゃい,て なこ とを言 えばお金 を払 うて なも

んです 。これは 日本人の ライ フスタイルに関係す るわけです 。

今 申 し上げた ことでおわか りの ように,最 近10年,情 報化社会 とい う言葉が

日本 で非常 に使われ ま した。そこでは非常 にた くさんの夢が語 られたわ けです。

それは技 術的には もちろん可能です 。今のエ レク トロニクスの技術か ら見 ます と

大抵 のことはできます 。 しか し,そ れ を実際に使 うか どうか とな ります と,こ れ

はまた別の話であ ります 。

ホ ームシ ョッピングなんてい うのを調べ ました ら,こ れは総 スカ ンで した。あ

る主婦 の方はお っしゃいま した。私たちの最 後の楽 しみ を奪 うつ も りですか,こ
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うきよった。家でボ タンを押す と何で もかんで も来 る,い い じゃないですか,と

言 った ら,そ うじゃない。あなた方は女性の シ ョッピングとい うのを御存 じない

で しょう,ま ず,シ ョッピングに行 きます と,よ その奥 さんとかお嬢 さんが どん

な ファッシ ョンを着 てるかみんなわか るとい うわけです。家 の中でボ タンを押 し

た って見 えない。それか ら,行 きます と非常 にきらびやかなお店があ りま して,

そ こにた くさんの品物が並んでいる,そ こで店員さんを適当にいび りながら 一

このいび るのがまた手 ごた えがある とい うわけです 。最後にこれに しようと決 め

る瞬 間の ス リル,こ れ全部が シ ョッピングだ とい うわけです 。それを家の中で ボ

ンを押す と何で もや って くるん じゃ,こ んな もの,お 金 を払 う値打 ちがない とお

っしゃる。それで私は聞いたんです 。 ファッションなんかはそ うで しょう,し か

し,パ ターだ とか卵なんてい うのは決 ま って るんだか ら,家 の中で ボタ ンを押せ

ばぱ っと来 る,こ れでいい じゃないですか。それがあなた方は御存 じない。 とい

うのは,買 い物 に行 くで しょう。その品物 を見なが ら今晩のお献立 を考 えてるん

だそ うです な。 とい うわ けで ございま して,テ レシ ョッピングの調査は惨たんた

る結果に終わ った 。 しか し,働 いて る女性の方 とか,そ うい う方々に とってはそ

うい うものが必要で しょうね 。そ うい う研究がまだ非常 に欠けて るよ うな気がす

るんです。そ うい う意味で私 はここでぜ ひご提案申 し上げたい。情報化社会 とい

う言葉は耳 にた こがで きる くらい聞か されてお りますけれ ど,本 当に これか らの

日体 の社会でこ うい う技術が どう組み 込まれ るか とい うことについての研究が極

めて不足 してると思 うんです 。

企業 としては,も ちろん どこでもい ろんな研究をや ってい らっしゃいます 。 し

か し,世 の中の出来事 とい うのは大事 なことでございま して,調 べ ます とかな り

予想できることもあ りますけれ ど,予 想で きない ものもあるんです 。例 えば,先

ほ ど大型の テ レビが売れ 出 した と言い ま した。あんな大 きな ものが売れ るとはテ

レビメーカはだれ も考 えてなか った。売れ 出してか ら気がついた。それは ビデオ

レンタルだ とい うことです 。その もとは劇場映画だ。 これは アメ リカで も同 じこ

とであ ります 。日本がVTRを どん どんアメ リカに輸出を始め ました。その とき

に一番先 にびび ったのがハ リウッ ドなんです 。今,知 的所有権 とい う言葉がはや

ってます ね。つ ま り,ビ デオを どん どん ダビングして海賊 ものが出 る。そ うす る

と映画館に来る人はい な くな るん じゃないか。だか ら,あ のVTRに 対 しては一

律 に知的所有権の金を払 えとか,大 騒 ぎ したわけです 。これは皆 さん御記憶 だろ

うと思い ます。現在 どうな っちゃったか 。ビデオ ソフ トの売 り上げ とい うのは,
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アメ リカでは物すごい金額にな ってい るわけです。本来の映画の売 り上げ よ りも

ビデオ ソフ トの売 り上げの方が大 き くな っちゃって,ハ リウッ ドは今や ビデオ ソ

フ トのおかげで笑いが とまらないとい う事実がある。

私は この間調べてび っくりした んです けれ ど,日 本か らア メ リカに ビデオを輸

出 してますね。そのハー ドの マーケ ッ トよ りも ビデオ ソフ トのマーケ ッ トの金額

の方が大 きくな っちゃ って るんです 。これは驚 くべきことなんです。ですか ら,

先ほ ど申 し上げ ましたよ うに,こ れか らの情報技術の使い道 についてはか な りシ

ナ リオを書 くことがで きるもの もあ ります 。しか し,今 の ビデオ ソフ トの よ うに

思い もかけない,つ ま りだめだ と思 った,ネ ガティブに考 えられた ことが非常 に

ポ ジテ ィブな結果になる,こ うい うこともあるわけです 。だか らこそ世の中は楽

しいんですね。何で もかんで も未来の ことがわか った ら生きてい く元気がな くな

る。わけのわか らんことが起きる ところにすぼ らしさが ある。そ うい う気持 ちで

イ ンフォメーシ ョン ・テ クノ ロジーの アプ リケーシ ョンの分野 とい うのを皆 さん

が研究 されます と,非 常 に大 きな,魅 力的 なマーケ ッ トが次 々と生 まれて くる と

思います 。

大体後楽園に液晶テ レビを1台 持 ってい くなんて もう時代お くれ である。各球

場が全部できるように,画 面が4つ ぐらいついた液晶テ レビが出て くるか もしれ

ない。ず らっと並べて。そ うい うこ とであ りまして,私 が これか ら申 し上げ る日

本のいわゆる情報技術 の組み 込み につ きま しては,現 在私がわかる程度の話 しか

もちろんできないわけですが,そ れにいた しましても非常 に魅 力的なことがい っ

ぱいあ るよ うな気がす るんです。

それにはやは り社会環境 とい うのを皆 さん研究 していただ きたい と思い ます。

例 えば,先 ほ ど私は 日本は高齢化社会 に突入する と言いま した。それは裏 を返す

と若者が減 るんであ る。そ うす ると会社の組織は変 えざるを得 ない。 これ はも う

予測がつ くわけです。 ここまではい きます。 ところが,そ うい う若者が減 った時

代 の会社組織 をどうい うふ うにオペ レーシ ョンをや ってい くか 。その ときに コン

ピュータをど う組み込めばいいか とい うことにな ります と,こ れは まだ まだわ か

らない ことがい っぱいあ ります 。 しか し,こ れは問題の一つ の柱 として言 えるわ

けです 。

先 日私は 日本鋼管 さん に行きま した。あそ こは鉄橋 とか高速道路の橋げた とか,

そ うい うもの を随分つ くって る。ああい うものは何年かに1回 ペ ンキを塗 りか え

ません とさびて くるわけです 。 ところが,今 それ を塗るペ ンキ屋 さんが6000
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人になっちゃ ったそ うです 。全国で6000人 しかいない。私はび っくりしまし

て,全 国にある鉄橋の数は幾つあるんですか と聞いたんです 。そ うした ら,小 さ

なのは別 としまして,わ か って るだけで22万 あるとい うんです。これを600

0人 で割 ってみ ます 。そ の うち腐 っちゃって落 っこ っちゃう鉄橋が出て きます よ。

そ こで,あ あい う会社 では今,あ あい う鉄橋 を塗 る ロボ ッ トの開発 を必死にな っ

てや ってるわけです 。も う一つは,塗 らな くて済む鉄橋があれば一番いいです よ

ね。そ うい う鉄橋 が もうできつつあ ります。

そ うい うわけで,社 会環境の変化 とい うものが技術 に対 して どう組み込むべ き

か とい う'ことにいろんな ヒン トを与 えて くれ ます か ら,皆 さん研究 していただき

たい。ほかにもこ うい う話題はた くさんあ ります けれ ど,時 間があ りませんか ら

省略いた します 。もしこれ に対 して興味のお あ りの方が ございま した ら,実 は こ

としの8月 に非常 にいい レポ ー トを出 しま した。 これは通産省で大臣官房企画室

が中心 になってや った委員会が あ ります。ち ょうど1年 かけ まして この間出たん

です。これは 「市場 構造 の変化 と技術革新」 とい う題 なんですが,こ れだけだ と

かた過 ぎちゃってみんな読 んで くれない と思 ったものですか ら,本 の表題は 「元

気 を出せ,日 本」 とい うんです 。威勢がいいで しょう。通商産業調査会から出ま

した。 これは官報 を売 って るところでは買 えます 。これ は東京大学の石井威望 さ

ん を座長 に しまして,私 みたいな うるさいのを十何人集 めま して大議論 をや る。

その場に通産の各局の若手が全部来 まして,我 々の言いたい放題言 うことを聞い

てま して,そ れをま とめ たのが6月 にできた。 この ぐらい厚い報告書ができま し

た。ところが,そ れ を出 した ら,600部 刷 ったんですけれ ど,1週 間で全部 な

くな っちゃった。要す るにタネ本ですね。産業政策 を立て るタネ本 としては一 番

いいんです 。これ じゃまだ もったい ない とい うんで,単 行本に しよ うとい うんで,

出たぼ っか りです。その中に,き ょう私が申し上げ た社会環境の問題について非

常に多角的に分析 してあ りますか ら,も しで きました らお読み いただければ幸い

です。

ところが,そ れ に載 ってない ことがあるんです 。3番 目の柱 として非常 に重要

なのが法律です 。法律 とか制度であ ります。皆 さんご存 じだろ うと思 うんですけ

れ ど,昨 年の暮れ,電 話機が非常 によく売れた。なぜかご存 じですか 。若い方が

自分の好きな恋人に電話機 をプレゼ ン トす るとい うのがはや ったんです 。これは

グッ ドアイデアです 。とい うのは,も らった人は 自分の部屋につけるに決 まって

ます よね。今 までだ と茶の 間に電話がかか ってきて,電 話 をとったのはいいけ ど,
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目の前 で うる さい おふ くろ が見 て お る と話 もで き ない 。 自分 の部 屋 だ った ら1時

間 た っぷ りや れ ます わ な 。 それ で 電話 機 ブーム 。 こ こに お集 ま りの皆 さんは気 の

毒 です けれ ど,そ の資 格 は ない 。

と ころが,こ ん な電 話機 が なぜ 出 て きた か 。 これ は 電気 通 信 に関 す る3つ の法

律 が 改正 に な ったか らです 。 ご承 知の よ うに 電電 公 社 が民 間 会社 に な りま した 。

そ れ まで は 電 話機 とい うの は電 電 公社 が 認 定 した部 品 しか 使 っち ゃい け なか った 。

と ころ が,今 度 は一 定 の ス ペ シフ ィ ケ ーシ ョンに合 う部 品 な ら使 って よろ しい と

い うこ とにな ったん で,い ろ ん な電話 機 が 出 て まい りま した 。 ど うで し ょう,皆

さんの ご 家 庭 は 。家 へ 帰 った らまだ丸 い や つ を回 して るん で す か 。 ああ い うの は

石 器 時代 の 電話 機 と言 うん です 。今は ボ タ ンとい うの が あ りま して,こ れ を押 す

と ピャ ッと伝 わ る 。 あの 電話 機 が ブ ーム に な った の は 法律 の 改 正 のお か げ なん で

す 。

こ こ にお 集 ま りの皆 さん は コ ン ピュ ー タの専 門 家 です か らお わ か りで し ょう。

デ ー タ通信 の法 律 と申 し ます か,電 電 公社 時代 い ろん な規 制 が あ りま した 。 その

た め に 日本 で はVANを プ ラ イベ ー トな会 社 がや る こ とはで きな か った 。企業 内

は で き るん です けれ ど,企 業 間は で き な か った 。そ の た め に 日本 で はVANが 非

常 に お くれ ま した 。 これ も法 律 のせ い で した 。

そ の ほか に,法 律 が変 わ る こ とに よ って社会 が 変 わ ってい く,そ れ を知 って い

て い た だ き たい 。私 が 最 近 大 変 な ビ ッグ ニ ュース だ と思 う出来 事 は イ タ リーで あ

りま した 。 ご承 知 だ ろ う と思 うんで す け れ ど,イ タ リーとい う国 は 長い 間失 業 が

多 くて,し か も イ ンフ レが ひ ど くて,泥 棒 が多 くて大 変 だ った 。 と ころ が,今 イ

タ リーの経 済 は 非 常 にい い 。昨年,イ タ リーのGNPが イ ギ リス を抜 きま した 。

こ と しは恐 ら くフ ラ ンス を抜 くで し ょ う。なぜ イ タ リーが この よ うに 活 性化 した

か,そ の 原 因 をご 存 じで し ょ うか 。 これ は1984年 に一 つ の法 律 が 改 正 に な っ

た 。 ス カ ラ モ ー ビ レとい う法 律 です 。 これ は何 か と 申 します と,政 府 が6ヵ 月 ご

とに物 価 を調べ る 。それ で イ ン フレ ーシ ョ ンが 進 行 してお りま した ら,そ の レー

トだ け,イ ンフ レが 進 ん だ だ け賃 金 を上 げ う とい う命 令だ った 。 この法 律 をや っ

て る 間 は イ タ リーの経 済 は だ めだ ったわ けです 。 ところが,84年 に これ が 改 正

に な りま した 。骨 抜 き にな りま した 。途 端 に イ タ リーの経 済 が 活 性 化 した わ け で

す 。 しか も,驚 くべ き こ とが あ る 。1984年 以 前 は イ タ リーの イ ンフ レ率 は2

0%だ った んです 。 今4%で す 。 これ を ご存 じで し ょうか。 大 変 な ニ ュ ースだ と

思 うん です 。
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なぜ活性 化 したか理 由はおわか りですね。つま り,そ の法律がある間は一般の

労働 者は努力を しても,し な くて も自動的に給料が上が ったわけです。経営者の

方 も,そ んな法律のために賃金 を上げ ざるを得ない とな ります と,経 営 に対す る

努 力を余 りや らなか った。 ところが,そ れが完全 にフ リーにな りました。そ うす

ると,努 力す る と報い られ る,こ うい う一般 原則が成立 したわけです。 それで イ

タ リーの経 済は急速に よくな ってい った。 これはた った一つの法律の改 正が社会

を変 えたみご とな例だ と私は思 うんです。 したがい まして,日 本 におきま して こ

れか らの情報技術 をどう組み込むか とい うときにぜひ考 えていただ きたいのは,

法律 とか制度を どうするか よ く考 えていただきたい。

申し上げたい ことは山のよ うにあ りますけれ ど,意 味 はも うおわか りだろ うと

思い ます。つま り,法 律 とい うのは,も し くは レギ ュレーシ ョンとい うものは社

会の枠組み を決めるんです。社会の枠 を変 えます と,中 にい る人間の動 き方が変

わ るとい うことを言 って るんです。 もちろん,そ のために役所の方 々は一生懸命

に努力 して らっしゃい ます けれ ど,し か し,そ の努 力には限界があ ります。 した

がいまして,こ こにお集 ま りの方 々は民 間 レベルの方が大勢い ら っしゃると思 う

んですけれ ど,民 間か らも率直にそ うい うこ とに対す る意見を出していただいて,

新 しい情報技術 を受け入れ る社 会 とい うものをど うした らいいか とい うことをお

互いに研究す る必要があると私 は思 うんです。 これは3番 目のアイテ ム。

もう一度 申し上げます と,一 番最初は もちろん テクノ ロジカル ・イノベ ーシ ョ

ンの問題。2番 目は社会環境が どん どん変わ ってお ります。3番 目は,そ の社会

の フレーム ワークを決める法律 とか レギ ュレーシ ョンの問題です。

4番 目の課題 を申し上げます。それは,余 りにも言われ過ぎてお ります が,国

際化の問題です 。ご承知の ように 日本 とい う国は非常に不思議な国なんです。 日

本列島の面積を調べてみ ます と世界のわずか0.3%し かあ りません。私は統計学

をや りま したけれ ど,0。3%と い う数字 は誤差 と言 うんです。 ネグ リジブル スモ

ール とい う言葉があ りますが,日 本の面積 とい うのはまさに ネグ リジブルスモ ー

ルであ ります。 ところが,そ の島の経済の大 きさがご承知の ように世界の11%

に達 しました。GNPが11%で あ ります。 これは世界の歴史にない物す ごい 出

来事だ。 しか も資源 とい うのは何 もござい ません。そ うすると,こ の11%の 経

済を実現 した モティブフォースは何だ ったか。 これはは っき りして る。技術以外

の何物で もあ りません。

しか し,技 術 とい うものは非常 に抽象的な ものであ ります。 これ を取 り入れて,
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それを具体的な品物に した り売 った りす る,結 局その人間の問題で あ ります。 と

ころが,経 済の規模が世界の11%に な った とい うことは,我 々の行動が どうす

るかによ りまして世界 に影響 を与 える時代に入 った とい うことなんです。そ うい

た します と,我 々の ビヘー ビアとい うものは常 に世界 とい うものを意識 しなが ら

してや らなければな らない とい うことであ ります。それに しては,率 直 に言 って

日本人は余 りにも国際的でない。 これは悪い意味で言 って るん じゃあ りません。

早い話が,日 本人の物の考 え方,文 化,こ れは アメ リカ,ヨ ーロ ッパあた りと非

常 に違います。

先 日も私はある新聞社の主催で アメ リカ側を二人,日 本側は私 を入れて二人で

2日 間大議論 をや りました。 ア メ リカは例のハルパスさんとい う方です。それか

らハーバ ー ドの ライ ヒとい う人です。 これ は経済学者です。 日本側 は,不 思議な

ことに私 とや ったのが曽野綾子 さん なんです。美女 と野獣でや ったわ けです。そ

の ときに 日本 とアメ リカとのい ろん な話題 が出たんです けれ ど,我 々の仕事の考

え方 自体が違 う。 どうい うことか といいます と,関 西空港の問題が 出たんです 。

私は こ う言 ったんです。は っき り言 うと,ア メ リカの会社が入札で一番安 く落 と

す ことはあるで しょう。 しか し,非 常に心配 してることがある。それぽ,ア メ リ

カの会社 とい うのはそ うや って工事をや りますね。でき上が った もの にまずい と

ころがあ ります。そ うする と,直 せ と言 うと必ず金を取 る。 アメ リカの常識で言

えば これは当然であ ります。 向こ うの会社 は契約に対 して責任 をとるんですか ら,

契約以外のことは金 を取 るのが当た り前です。 ところが,日 本の業者です と,結

果が うま くい きませんで もただで直 します。おわか りですね。

なぜ か とい うと,日 本の社会 とい うのは結果に対 して責任を とる社会 なんです。

アメ リカは契約に対 して責任 を とる社会 です。具体的な例 を言い ます と,こ の間

私は アメ リカか らの帰 りにホノルルに寄 ったんです。そ うしま した ら大 きな事件

が新聞種にな りま した。それは,ホ ノルルにハ ワイ州政府が アロハス タジアムと

い う大 きな競技場 をつ くったんです。その競技場 は野球 にも使 える,フ ッ トボー

ルにも使 えるとい うために,見 物 スタ ン ドが動 くよ うにな っていた。 ところが,

で き上 が った らスタ ン ドが動か ない。 これ は地盤が沈 下 したためなんです。それ

じゃど うにもな りませんので,と にか くそれ を動 くように したわけです。その動

くよ うに した金をだれが払 うか とい うのが問題にな った。訴訟にな りま した。そ

の結果,発 注 した州政府の指示が悪か った とい うことで,何 十万 ドル とい う金 を

取 られ た。 この話 をした。
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も と も とあ あい う工 事 とい うの は契 約 書 に全 部 書 くわ け にい き ませ ん。 や って

み て初 め て わか る こ とは幾 らで もあ るわ け です 。 そ うす る と,契 約 書 に 書い て な

い こ とを や らせ た ら必 ず 金 を取 る とい うや り方 をや られ た らた ま った もん じゃな

い 。 日本 は 結果 に対 して 責任 を とる。 しか し,ア メ リカは契 約 に対 し責任 を と る。

私 は,こ れ は ア メ リカが け しか らん とは 言 わ ん。 これ は 文化 の 違い だ と言 ったん

です 。 そ うい うこ とを よ く理解 した上 で 話 を して も らわ ない と,我 々は うろ うろ

す るだ け で あ る とい うこ と を申 し上げ た 。

私 は た また ま 関 西空 港 の 例 を も って 申 し上 げ た んで す けれ ど,だ か ら ア メ リカ

を入れ るな だ な ん て一 言 も言 って ませ ん よ。 そ ん な こ と を言 って る ん じゃない 。

そ うじゃ な くて,我 々 日本 とい う国 が これ か ら グ ローバ リゼ ー シ ョン を や る た

め には,そ うい うこ とが 次か ら次 へ起 きる とい うこ とを よ く知 って な き ゃい け な

い とい うこ とな ん です 。 ところが,こ うい うこ とは なか なか本 に も載 って ませ ん

し,教 えて も らえない ん です 。一 つ 一つ 経 験 を積 ん でい くよ り仕 方 が ない わ けで

す 。幸 い な こ と に 日本 の企 業 は海 外 に今 どん どん 出 てい って お ります 。 そ こで年

じゅ う文 化 摩 擦 をや りな が ら,自 分 で 教 育 して,成 長 しつ つ あ ります。 この こ と

も我 々が これ か ら仕事 をす る と きに考 えて おか な き ゃい け ない 問題 だ と思 うん で

す 。

私 は4つ の柱 を挙 げ ま した。 まず 第 一 は,も ち ろん イ ン フ ォメ ーシ ョ ン ・テ ク

ノ ロジ ーが ど っちの 方 向 へ走 って い くか。 これ は本 当 に 無 限の 可能 性 が あ ります 。

しか も も っ と重 要 な こ とは,今 までの イ ンフ ォ メ ーシ ョ ン ・テ クノ ロジ ーで は で

き なか った こ とが で き る よ うに な って きた とい うこ とです 。 先 ほ ど申 し上 げた イ

ンフ ァ レ ンス だ とか ア ン ダース タ ンデ ィ ソグだ とか プ ロブ レム ソル ビ ン グだ とか,

そ うい った の は 今 まで の コ ンピ ュー タは非常 に 不得 意 だ った。 それ が で き る よ う

に な る。 これ が会 社 な り社 会 に入 った ら ど うな るか 。 つ ま り,テ クノ ロジ ーとい

う立 場 か らの 基礎 的 な知 識 とい うの が まず 一 つ大 事 だ と言 い ま した。

ところ が,今 まで は ど うもそれ の方 が先 に走 って た よ うな気 がす る んで す。 ど

う使 い こ なす か は ど うで も よろ しい,家 の 中 か ら買い 物 をや りな さい,そ れ で い

い じ ゃない か 。 そ うい う発 想 が強 か った。 しか し,も うそ うい う技 術 が実 際 に実

現す る よ うにな っち ゃ ったわ け です か ら,今 度 は 社 会環 境 が ど うな って い くか と

い うこ とにつ い て の ス タデ ィが非 常 に大事 だ とい うこ とを私 は強 調 して るわ け で

す 。

例 えば 教 育 は 当然 変 えな き ゃい け ない で し ょ う。 今 ま で の教 育 には 欠 点 がい っ
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ぱ い あ ります。 つ ま り,今 までの 教 育は集 合教 育,つ ま りマ ス プ ロ ダク シ ョ ンで

す 。 マ ス プ ロダ ク シ ョンとい うこ とは,そ の前 提 と して標 準化 が 必要 です,単 純

化 が必 要 です 。 と こ ろが,人 間 とい うの は一 人 一 人 違い ます 。 そ の ギ ャ ップで 非

常 に大 きな 問題 が あ る。 と ころが,イ ンフ ォメ ーシ ョン ・テ クノ ロジ ーが発達 し

て 今 の よ うなAIが 発 達 します と,個 人 教育 が で きるわ けで す 。 個 別教 育。 これ

は 人 間性 の復 活 で す 。 ところが,そ のた め の準 備 が ほ とん どで き ない。 しか も,

世 間 に は何 も知 らない で 文 句 を言 う人が あ る。

先 日もあ る テ レ ビ局 に 出演 い た しま した。 そ うした ら出席 者 の あ るお母 さん が

お っしゃ る。 機 械 が 人 間 を教 育 す る なん て恐 ろ しい こ とだ と,こ うきた ん です 。

何 です か と言 った ら,機 械 が 教 育 した らその 子供 は機 械み たい に な るに違 い な い

と,こ うきた。 こ うい う話 とい うのは 非常 にお も しろい。 しか し,本 質 とは 関 係

ない 。 私 はす ぐ逆 に聞 きま した。 あな た,す き焼 き好 きで し ょ う,食 べ ます か 。

食 べ る。 あ なた,牛 肉 を食 べ て よ く角 が 生 えませ んね と言 った ん です 。 機 械 が教

育 した らなぜ 機 械 み たい な人 間 がで きるん です か 。 我 々が や ろ うと して る こ とを

完 全 に理 解 した 上 で 文句 を言 うのは 結構 であ ります 。 ところ が,ほ んの 一 部 を聞

きか じって,機 械 み たい な人 間 が生 まれ る,こ うい う議論 は や め て も らい た い。

ところが,こ うい う議 論 とい うのは素 人 には ア ピ ールす る。 困 った もん で あ りま

す 。 です か ら,そ うい う世 間 に対 す るPRも 我 々の 一 つ の重 要 な仕 事 だ と思 って

お ります 。 社 会 環 境。

3番 目は法 律 とか レギ ュ レーシ ョ ンです 。 これ は皆 さん非 常 に重 要 な要 素 です

か ら考 えて い た だ きたい 。 そ れか ら4番 目の グ ローバ リゼ ー シ ョ ン。 き ょ うは時

間 の 関 係が ご ざい ま して,問 題 提 起 に と どめ ま した。

ど う もご 清聴 あ りが と うご ざい ま した。

*唐 津 一

東海大学 開発技術研究所 教授'

151渋 谷区富 ケ谷2-28

電話:(03)467-2211
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6.講 演

「情報技術の高度利用」





6.講 演

「情報 技 術 の高 度 利用 」

AT&Tベ ル研究所

ネ ッ トワー ク技 術 部 担 当重 役

ウ ィ リアムB.ス ミス

このような機会 を得 まして大変 うれ し く思います。 日本における情報化月 間にこ

のよ うな形で参加する ことができ,ま た,「1990年 代に 向けての情報化 を考

える」 とい う題の もとでお 話 しで きるのは大変 うれ しく思い ます。

東 京に参 りま して,東 京 は本当 にお もしろい街だ と思 いま した。地下鉄に乗 っ

た り,い ろいろ と楽 しく過 ご させ てい ただ きま した。本 当に常に脈 々 と大 きな変

化が起 こりつつ ある街だとい う印象を受けま した。

これまでの ス ピーカーの方 々か らいろいろ とお話が 出ました。 これ までの市場

における需要,そ して,将 来の情報化社会において どのよ うな ア プ リケーシ ョン

が出て くるか,社 会の底流 に流れ るいろいろな技術,社 会 に与 える技術の インパ

ク トが どの ような ものか とい う話が ござい ましたが,私 は通信産業の観点 か らお

話 を申 し上げたい と思います。 通信の観点か ら,コ ン ピュータと通信を組み合わ

せて どの よ うな変化が見 られるか,ど の よ うな進展が見 られ るか。 これ まで10

年間見てみ ます と,通 信 とコンピュータが組み合わ され てます ます技術が進んで

きてお ります。そ して、毎年毎年 その スピー ドが速 くな ってるよ うに思い ます。

私はまず,通 信 ネ ットワークのこれまでの発展 について申 し上げたい と思い ま

す。ますます デ ィジ タル化が進 んでお ります。伝送媒体 もそ うです し,制 御の面

で もディジタル化が進んでお ります。そ して,こ の よ うな技術の進歩によってよ

り経済 性が高 まってお ります し,デ ータ通信 をよ り信頼性の高い形で,ま た経 済

性のある形で行 うことが 可能にな ってお ります。

ディジタル通信 のア メリカにおける発展であ りますが,ま す ますふ えてお りま

す し,進 んでお ります。そ して,ま すます スピー ドも高 まって お ります。長距離

ネ ッ トワークです が,ア メ リカでは ます ます 完全に デ ィジタル化 されたネ ッ トワ

ークにな りつつ あ ります。 そ して,そ のスピー ドは数年前に予測 されたよ りも速

く進んでお ります。 この デ ィジタル化のス ピー ドとい うのは,電 気通信業界,特

に長距離電話 の自由化 に よってもた らされた ものであ ります。そ して,い ろいろ
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と競 合他 社 が 各種 の ネ ッ トワー クに入 り込ん で きてい る とい うよ うな 現象 が 見 ら

れ ます 。

さて,AT&Tの 長 距 離 ネ ッ トワ ー クの交 換機464及 びy155のESSと 呼 ば れ

る 交換機 で あ ります。 そ の 他 の交 換 機 はす べ て ア ナ ロ グ型,ま た.ス トア プ ロ グ

ラム ・コン トロールの もの,ndlAESSと 呼 ば れ る もの で あ ります。 デ ィ ジ タ

ル 交換機 は ア ナ ロ グよ りも大 型 の もの で あ ります の で,デ ィ ジタル 交換機 に よ っ

て 取 り扱わ れ る トラ フ ィ ッ クは80%に 上 って お ります 。1日 当た りの 通 話総 数

が7000万 にな って お ります 。 そ の18割 ぐらい が デ ィジ タル交換 機 が 扱 って お

ります 。 この比 率 は この 後10年 に さ らに高 ま るだ ろ うと思 われ て お ります。

さて,ル ー トマイ ル数 であ り、ます が,こ れ もか な リ デ ィジ タル化が 進 ん でお り

ます 。 また,ト ラン クホ ール回線 の デ ィ ジ タル 化 され た 光 フ ァイ バ ー ・ネ ッ トワ

ー クが次 々 に追 加 され て お り ます 。 そ して,デ ィ ジ タル 化 され た ル ー トは 今後5・

年 間 に2倍 に な る だろ うと思 ってお ります 。 また,AT&Tネ ッ トワー クの 回線

の うち90%が デ ィジ タル 回線 にな るだ ろ うと思 って お ります 。

な ぜ この よ うに デ ィジ タル 化 が急 速 に,特 に長距 離電 話 の 分 野で 進 ん で る か と

申 します と,光 フ ァイ バ ー技 術 が開 発 され,さ らに 容量 も大 容 量化 して る とい う

ことが 言 える と思 い ます 。 そ して,光 フ ァイバ ーが 結ん でい る端末 の間 で も,そ

れ ぞれ の 容量 あ るい は フ ァン クシ ・ンが高 まってる ものが あると思い ます 。 現在,

コ ミ=ニ ケー シ ョンパ スは6 ,500ビ ッ トで あ ります。64kb/secで あ ります

が,6,50・Oで あ ります け れ ども,10万 以 上の64kb/secの パ ッ トが 可能 に

な るであ りま しょ う。 伝 送 頻 度が6.7ギ ガ ビ ッ トの レ=ト で 進 む な らば,今 後 は

そ うい った大 幅 な 高速 化 が見 られ る で あ りま し ょ う。 そ して,現 在使 われ てお り

ます 光 フ ァイ バ ーは 将来 は よ り高速 の 通信 用 に使 わ れ るで あ りま しょ う。 それ に

よ って デ ィジ タル に よる リン クは光 フ ァイバ ーの導 入 に よる よ りも さ らに 高速 化

が 進 む と思 われ ます 。

さ らに,国 際 化 も進ん で お り ます 。 ステ ィー ブン ソ ン博 士 か ら昨 日お 話 が ご ざ

い ま したが,ア メ リカの ネ ッ トワー クにおい ては ほ とん どが 国 内通 話 で あ る とい

うこ とで あ ります 。 現在,と ころ が,毎 日200万 通 話 以上 国際 電話 も行 って お

ります 。 その10%ほ どが 日本関 連 の も ので あ ります し,今 後 は 国 内 での 通 話 の

伸 び よ りも2倍 以 上 の 伸び が 国際 電話 では 見 られ る と思 い ます 。

さて,ネ ッ トワー クの デ ィジ タル化 に よ って 音声 ネ ッ トワー クに どの よ うな意

味 を持 つ か とい う こ とにつ い てお 話 を申 し上げ たい と思 い ます 。 どの よ うな 重 要
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な変化 が 起 こ って くる か。 デ ータ通信 の分 野で起 こ ってい る重 要 な出 来 事 とい う

のは,音 声 通 信 の分 野 で デ ィジ タル 化 に よ って起 こ って くる イ ンパ ク トに よ って

引 き起 こ され るもの が 多い と思 い ます 。

さて,そ れ で は,デ ィジ タル化 サ ー ビスの幾 つ か を御紹 介 した い と思 い ます 。

そ して 次 に,回 線 交換 の デ ィ ジ タル ・ア プ リケ ーシ ョンにつ い て 見 て みた い と思

い ます 。 これ も 可能 に な って くる と思 い ま す。 これは 昨 日の ス ピー カに よ っ て も

か な りお 話が ご ざい ま したが 。 そ して,私 の お話 の最 後の 部分 で は よ り具 体 的 な

お話 を した い と思 い ます 。

回線 交換 デ ィジ タルサ ー ビス の一 つ を 御 紹介 したい と思 い ます 。AT&Tネ ッ

トワー クに現 在導 入 が 進ん で る もの で あ りま して,ま た,世 界 のい ろい ろ な ネ ッ

トワ三 クで進 行 して る もの で あ ります 。 国 際 的な ア プ リケー シ ・ン,そ して 国内

で の ア プ リケー シ ョンにつ い てお 話 を申 し上げ たい と思い ま す 。

それ では,ま ず 音声 ネ ッ トワ ー クか ら話 を始 め たい と思 い ます 。 どの よ うな 変

化が 起 こ って きて るか とい う点 につ い て まず お話を したい と思 い ます 。 デ ィ ジ タ

ル化 に よ って どの よ うな 変 化 が 見 られ るか であ ります が,AT&Tネ ッ トワ ー ク

は ご く最 近 まで ヒエ ラル キ ー ・ル ー テ ィン グの構 造 を持 って お りま した。 ヒエ ラ

ルキ ー ・ル ーテ ィン グの ア プ ロ ーチ を と った結果,1950年 代 以来,AT&T

ネ ッ トワー クでは 長 距離 電 話 トラ フィ ックの 自動化 を図 って ま い りま した 。 そ し

て,長 距 離 交換 手 に機械 が 取 って か わ る よ うに な って まい りま した。 ネ ッ トワー

クの中 で 交換手 の数 がふ える ス ピ ー ドとい うのは,取 り扱い 通 話数 が ふ える ス ピ

ー ドか ら考 えます と ,ア メ リカの全 国民 を使 って も賄 い切れ ない だろ うと言 わ れ

て い たの で あ ります。 です か ら 自動 化が 必 要 で あ りま した。 機 械 化 が 必要 で あ り

ま した 。 トラ フ ィ ックが ふ える につ れて 自動 化,機 械 化 を図 って い か なけ れ ば な

らな か っ たの で あ ります 。

当時 の これは すべ て電 気 的,機 械 的 な ネ ッ トワ ー クであ りま して,非 常 に 原 始

的な,基 礎的 な もの であ りま した 。 ル ーテ ィン グス キ ームを非 常 に厳 格 な もの に

しな けれ ば な らない 。 そ して,電 気的,機 械 的 な シ ステ ムの要 求,条 件 に 合わ せ

てい か な け れば な らなか った わ け です 。

例 を と って ヒエラ ル キ ー ・ル ーテ ィン グ を説 明 します(図 表6-1参 照)。 フ

ェニ ッ クスか ら ウ ィチ タに電 話 をか け た い場 合,そ の2つ の 地 点 の 間 に引 かれ て

い る線 とい うの はそ れ ぞれ の ビ ジー トラ フ ィ ックをあ らわ して お り ます。 とい う

こ とで,代 替 案 と して は フェ ニ ッ クスか らカ ンサ スシ テ ィに か け て,そ れ か ら ウ
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図 表6-1ヒ エ ラ ル キ ー ・ル ーテ ィ ング

DENVERST.LOUIS

PHOENIX WIC川TA

図 表6-2ダ イ ナ ミ ッ ク ・ ノ ン ・ ヒ エ ラ ル キ カ ル ・ル ー テ ィ ン グ

(DNHR)CHICAGO
DENVER

PHOENIX
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イチ タの方 に か け る とい う迂 回路 を と るこ とが あ ります 。 また,フ ェニ ッ クスか

らセ ン トルイ スに か けて,カ ンサ ス を通 って ウ ィチ タに 到達 す る とい うや り方 も

あ ります 。 また,究 極 的 に は ル ーテ ィン グは バ ックボ ーンル ー トとい うもの を と

ります 。 フ ェニ ッ クスか ら デ ンバ ー,そ して直 接 の ル ーテ ィン グが ウ ィチ タか ら,

あ るい は カ ンサ スシ テ ィに 引かれ て ない 場合 には セ ン トル イ ス まで 行 くとい うや

り方 が あ ります 。

こ うい った ル ーテ ィ ング ス キ ー ムの特 色 とい うの は,先 ほ ど申 し上 げ ま した よ

うに長 年 大変 効 果 的 な形 で 実 行 され てい た んで すが,実 際 に利 用 可 能 な 回線 数 に

制 約 が あ るとい うのが 問 題 であ りま した 。例 えば,あ る コ ール を フ ェニ ッ クス か

らセ ン トル イ ス にル ーテ ィン グが で きない 場 合,フ ェニ ックスか らセ ン トルイ ス,

バ ンデ ー,ウ ィチ タ とい うや り方 は 許 され て い ませ ん。 可 能 では あ りませ ん。 で

す か ら,こ の コー ル を通 す ため に ネ ッ トワー クの 中 で 可能 な ル ーテ ィン グを全 部

トライ してみ な けれ ば な りませ ん 。 ル ー テ ィング 自体 は変 え られ ませ ん 。 ル ーテ

ィング につい て の情 報は メモ リーの 中 に保 管 され て お ります 。 そ して,あ る時 間

帯 に フ ェニ ックスか らカ リフ ォル ニ ア 向 けの発 信 がす べ て フ リーで あ る,そ して

カ リフ ォルニ ア にお け る ウ ィチ タの オ フィ スの場 合,あ る時間 帯 そ れ が フ リーで

あ って も通 らない とい うよ うな 制 約 もあ ります 。 トラ フィ ッ クの パ タ ーンが 変 わ

れ ば,例 えば事 務 所 が あ い てい る時 間 と週 末,事 務所 が終 わ った 時間 とは 全 くパ

ター ンが 違 うわ けで あ ります 。 そ れか ら また,事 務所 の 場 合 と一 般家 庭 の 場合 と

もパ タ ー ンが 違 うわ け です 。 パ タ ーンに 合わ せ て ル ーテ ィン グを 考 えな ければ な

りませ ん。

例 えば コー ルが発信 され た ところ へ 戻 る こ とは で きない とい った よ うな 条 件 を

つ けて お ります 。 例 えば コ ールが な された 後 に ブ ロ ッキ ングが 起 こ った 場合 には

戻 って これ ない わ け です 。 例 えば コールが フ ェニ ッ クスか ら発 信 され,カ ンサ ス

シテ ィに 向け られ た。そ して カ ンサ ス シテ ィか ら ウ ィチ タに 届 か な い場 合 には,

フ ェ ニ ックスに も う一 度 戻 る こ とは で きな い の です 。 そ して,デ ン バ ーを介 して

今度 は ウ ィチ タに 向け よ う と して も,そ うい った ル ーテ ィン グは 許 され て い ない

ので あ ります 。

デ ィ ジタル 化 が進 む につ れ て,ネ ッ トワー クの デ ィジタ ル化 が 長年 進 め られ て

お り ま した ので,全 く新 しい 種類 の ル ーテ ィン グが 必要 で は ない か とい う こと も

考 え られ ま した。 そ こで,ダ イ ナ ミック ・ノ ン ヒエ ラルキ カル ・ル ーテ ィン グ

(DNHR)の 様 式 が 生 まれ ま した(図 表6-2参 照)。
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この ル ーテ ィン グで は フェ ニ ックスか ら ウ ィチ タにか け たい,そ うい う場 合 い

ろい ろ な ル ー テ ィン グが あ ります 。30以 上 の代 替的 なル ー トが 可能 で あ ります。

例 えば カン サ ス シテ ィ とい った よ うな,あ るい は セ ン トルイ ス,ダ ラ ス とい った

よ うな 電話 局 を介在 す るわ け で す 。仲 介 して ウ ィチ タに通 じるの であ ります 。 こ

うい った ル ー トは すべ て の代 替 ル ー トをチ ェ ック しま して,ネ ッ トワー クの 中で

フ ェニ ッ クスか らウ ィチ タに到 達 す る ル ー トをすべ て チ ェ ッ クい た します。 こ の

シ ス テ ムは非 常 に柔 軟 で あ るた め に,時 間 帯 に も制 約 され ない わ けで あ ります 。

で す か ら早朝 に フ ェニ ック スか ら ウ ィチ タに 電 話 をか け たい,サ クラ メ ン トを通

して ウ ィチ タに通 話 した い とい う場 合,サ クラ メ ン トとい うのは 西海 岸の方 に あ

ります が,サ クラ メ ン トの人 た ちは まだ起 きて い ない ん です。 そ れ も 可能 で あ り

ます 。そ して,夜,夕 方 はニ ュー ヨ ー クや シ カゴ,既 に も う眠 って し ま って る よ

うな時 間帯 で も ニ ュー ヨ ー クや シ カ ゴを通 して ウィチ タに通話 を 通す こ とが で き

ます 。

AT&Tネ ッ トワー クの柔 軟性 とい うのは,ブ ロ ッキ ン グが起 こ って も,ま た

故 障が 起 こ って も,昔 の ヒエ ラ ルキ カル ・ル ーテ ィン グな らば 大 き な混 乱 が起 こ

ったは ず の よ うな 場 合 で も,新 しいDNHRの ル ーテ ィ ン グの 場合 では,い ろい

ろ な代 替的 な ル ー トが 可能で す の で,余 り混 乱が 起 きない とい うこ とで あ ります 。

毎 日 ネ ッ トワー クを通 して 出 て くる7万 通話 ぐらい の トラフ ィ ックに対 応 す る た

め に そ の よ うな ル ーテ ィン グを考 えた わ けで あ ります』

3年 ほ ど前 にAT&Tは 新 しい ル ーテ ィング シ ステ ムをnd4のESSス イ ッチ

の うち16の 交換 機 に 導 入 い た しま した 。 いろ い ろ なサ ポ ー トシス テ ムにつ い て

も評 価,分 析 い た しま して,'エ ン ジニ ア に対 しどの よ うな イ ン フラ ス トラ クチ ャ

が必 要 か,そ して,ト ラ フ ィ ックを モ ニ タ リン グす るの に ど うい った サ ポ ー トシ

ステ ムが必 要 な のか とい うよ うな第2段 階 の作 業 が 行わ れ ま した 。 これ は1年 半

ぐ らい 前 か ら始 ま ったの であ ります 。 その 後 の段 階,最 後の 段階 はy154のESS

す べ て に この 新 しい ル ーテ ィン グ シ ステ ムが導 入 され ま した。 これ は 先週 の末 の

こ とであ りま した。AT&Tネ ッ トワー クの トラ フィ ックの71%が す べ て新 し

い ル ーテ ィン グを通 る こ とに な りま した。 加 入者,お 客 様 の 方は ル ーテ ィン グの

変 更が あ った とい うことは 全 く知 る こ とな くル ーテ ィン グが 代替 的 に行 わ れた の

で あ ります 。

と ころ で,西 海岸 地 方 で大 き な地 震 があ りま した。 これ は 大 きな 事 件 で あ りま

した。 これ に よ ってネ ッ トワー クの 通 話 パ ター ンが 変 わ って しまい ま した 。 カ リ
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フ ォル ニア に住 ん で い ない 人 が カ リ フォ ル ニ アに住 ん で る人 々 に電 話 を か け る わ

けで す 。 そ して,お 母 さんや お父 さんが ど うな ったか を知 りたが るわ けで す 。 カ

リフ ォル ニ アに住 ん で る人 は,今 度 は外 部 の 州 に電 話 をか け て,世 間 に 自分 た ち

は 大丈 夫 だ,助 か っ た とい うこ とを知 らせ たが る わ けです。 そ の結果 と して,新

しい ル ーテ ィン グの ため に,導 入 され た 次 の 日に この ように オ ーバ ー ロー ドが 見

られ た わ け です が,新 しい ル ーテ ィ ング シ ス テ ムは十 分 に対 応 で き ま した。

AT&Tの ネ ッ トワー クで は トラ フ ィ ッ クが どん な にふ えて も,DNHRシ ス

テ ム を導入 した こ とに よって ブ ロ ッキ ン グが起 こる とい うこ とは まず な い わ け で

あ ります。AT&Tの ネ ッ トワ ー クの ピー クデ ー とい うのは 母 の 日です けれ ども,

1年 も電 話 を かけ て な か った人 た ちが 母 の 日だ けは 電 話 をか け る とい うこ とで 集

中す る わ け です 。 時 には送 通 話の 半分 以 上 も,母 の 日には ブ ロ ッキ ン グ され て し

ま うこ とが 多 い ので すが,最 初 に トライ した と き大 部分が 通 る とい うこ とに 導 入

後 は 変 わ ったの で あ ります 。 こ と し,導 入 後 の 初め ての母の 日が あ った わ け です

けれ ど も,初 めて ブ ロ ッキ ン グ率が 下 が り,5～6回 もか け 直す 必要 が な くな り

ま した 。 これ は ピ ー クデ ーの こ とです の で,平 均 的 な 日は ブ ロ ッキ ン グ率 は も っ

とか な り低 いわ け で あ ります 。 とこ ろで,光 フ ァイ バ ーが ます ます導 入 され ま す

と,リ ス ク要 因 と して 出 て くる のは,例 えば光 フ ァイバ ーケ ー ブルが 切 断 され て

しま うこと です 。 従 来 の技 術 に比 べ て 光 フ ァイ バ ーが大容量 であ るだ け に 大 きな

混 乱 が 起 こるわ け です 。 これ ま でAT&Tで は3回 ほ ど切 断 事故 が あ りま した。

工 事 を す る作 業 員 に よ って切 断 され て しま った件 数 が3回 もあ りま し た。 こ うい

った 問 題 を解 決 す るた め には,こ の シス テ ムを人 間 に よ って も,機 械 的 に も,コ

ン ピ ュ ータ ・コ ン トロールで行 うわ けで あ ります。

DNHRの ネ ッ トワー クで は,ネ ッ トワ ー クの スイ ッヂが フ ル タイ ムの デ ー タ

リン クを持 っ てお りま して,こ れが,ネ ッ トワ ー ク管理 オペ レー シ ョン ・サ ポ ー

トシ ステ ム の方 に つ なが って お ります 。 これ に よ って デ ータ のす べて の ス イ ッチ,

ネ ッ トワー クか らの もの を分 析 しま して,そ の ネ ッ トワー クで過 剰 な ブ ロ ッキ ン

グが起 こ ってな い か とい うこ とを検 索 す る わ け です 。そ して,ど こ に迂 回 させ る

のが 最 適 か,新 しい テン ポラ リーの迂 回 路 とい うの を探すわ け です 。 それ か らま

た,ネ ッ トワ ー クの ル ーテ ィ ン グを変 える た め に それ を戻す とい うこ と もす る わ

けです 。 また,オ ペ レ ーシ ・ン セ ンタ ー には ウ ォ ール ディ スプ レ ーが ご ざい ま し

て,こ の ネ ッ トワー クの現状 を見 る こ とが で き ます 。 どこで ブ ロ ッキ ングが 起 こ

って い るか,あ るい は ど うい うと ころ で 変 更が ブ ロ ッキン グを 克服 す る た め に な
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され て い るか と い うこ とが わ か る わ けで す。

ま た,CRTの タ ー ミナ ルが ご ざい ま して,も っ と複雑 で,シ ステ ムが で き な

い よ うな 知 識 を使 わ なけ れば な らない ときは 人 間が 介 入 す るわ け です 。 例 えば,

シ ステ ムは 現 在 の ところ では 対 応 で き ない 状 況 と して例 えば次 の よ うな こ とが あ

ります 。 大 ポ ッ プス ターが,私 の 次 の コンサ ー トに最 初 電 話 した5人 の人 には た

だで あ げ ま し ょ うと言 った 場合,300万 人 が5枚 の チ ケ ッ トの ため に電 話が 殺

到 す る とい うこ とに な ります ので,こ うい うよ うな場 合 には コン ピ ュー タでは ど

うや って扱 っ てい い か わ か りませ ん 。 ニ ュー ヨー クに過 剰 な ブ ロ ッキ ン グが 起 こ

る とい うこ とが 人 間が 介入 して 初め て わか る わ けで あ ります 。

です か ら,今 までの ス ピ ー カーの 方 々の お 話 しの 中で,エ キ スパ ー トシ ステ ム

とかAIの 技術 の 現況が ご ざい ま した けれ ども,AT&Tの 研 究所 で 考 え てお り

ます こ とは,エ キ スパ ー トシ ステ ムを実 行 し,ネ ッ トワ ー クの理 解 とい うこ とを

使 って,人 々が 持 ってい る 専 門知 識 を 使 って,問 題 を ど うや って直 した らい い か

とい う こ とをな るべ く早 く行 う可能 性 を与 え る とい うことで す。 例 えば,こ の ネ

ッ トワ ー クで こ うい う問題 が 起 きるか も しれ ない とい うこ と を予 測 して,ネ ッ ト

ワ ー クの 方 で それ に対 して 迅 速な 手 を打 つ とい うこ とで ブ ロ ッキ ン グを防 ぐわけ

です 。 こ う した こ と を実際 には1チ ャ ンネ ル以 上で ポ ップス タ ーが発 表 して しま

ったの で,300万 とい う電 話が 殺 到 して しま った とい うこ とが本 当 に ご ざい ま

した。

とこ ろ で,安 全性 の ため に,ナ ペ レ ー シ ョンセ ソ ターは地 下 に あ ります。 これ

は ニ ュ ー ジ ャー ジ ーの べ ドミンス ターに あ り,こ こ にAT&Tの 長距 離 の 本社 が

置 かれ て い ます。

また,同 じよ うな シ ステ ムが ご ざい ま して,こ れ は 日本 に もあ るのです けれ ど

も,AT&TとNTTの 共 同努 力 の結 果 で ご ざい ま して,ア ト ミックス とい うふ

うに 呼 ば れ て お ります。 そ して,こ れ に よ って 同 じよ うな分 析 を 日本 の ネ ッ トワ

ー ク用 に行 ってい るわ けで あ ります 。 この シ ステ ム は既 に行 わ れ て お りま して,

ア メ リカの ネ ッ トワー ク用 に も行 わ れ てお ります 。

さて,こ の ネ ッ トワー クの管 理 オ ペ レ ーシ ョン ・シ ス テ ムの 結 果で あ りますが,

も しこ の システ ムが なけ れば 実 際 に ブ ロ ック された か も しれ な か った もの が,こ

の ネ ッ トワ ーク ・マ ネ ジ メ ン トシ ステ ムに よ り実際 に ブロ ックされず に済 ん だ,

とい うパ ー セ ンテ ージが非 常 に 大 き くな りま した。 これ は 現在 た くさん の ノ ーズ

を持 っ てい ます 。 そ れ か らた く さんの 経 路 を持 ってい て,ド メステ ィ ック ・ネ ッ
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トワ ー クのい ろ い ろ な形 で の 迂 回が で き るとい うた め に こ うい う ことに な ったわ

け です 。 です か ら,こ れ に よ って ブ ロ ッ クされ る か も しれ な い電 話 を,実 際 ブ ロ

ックさせない とい ういろい ろ な方 法が 見 つ か ったわ け で す。 以前 は ブ ロ ックされ た

70%も の電 話 が この ネ ッ トワー ク ・マ ネ ジ メン トシ ステ ムに よ って今 は通 じる

よ うに な ってお ります。 私 が こ うい うふ うに 申 し上 げ た背景 と し ま して,ネ ッ ト

ワーク に大 きな 故 障 が な くて も,一 番 忙 しい時 間 で も,現 在 は 全部 電 話が 通 じる

とい う状 況 にな っ てい る とい うこ とが ご ざい ます 。

さて,こ の シ ス テ ムの 実行 の ため には 非 常 に大 き な コン ピ ュー タ,そ して 情報

技 術 の 向上改 善 とい うの を必 要 と します。 これ に よ って,例 えば 回線 を 加 えた り,

サ ー ビスを ネ ッ トワ ー クの必 要 な部 分 に設置 す る とい った よ うな 仕事 を必 要 とす

るわけ であ ります 。 現 在AT&Tの ネ ッ トワー クで設 置 され て い る システ ムは,

集 中 ネ ッ トワ ー ク管 理 オペ レー シ ョン とい うもの を 可能 に してお ります 。 トラ フ

ィ ックの デ ータは,ネ ッ ト ワー ク管 理 オペ レー シ ョ ン ・シ ス テ ムで使 わ れ ます 。

5分 間 ごと に リア ル タイ ムで,ス イ ッチ コ ン トロール が ネ ッ トワー ク上 に行わ れ

てい るわ け で あ ります 。 ま た,こ の デ ータはほ かの2つ の シ ステ ムの方 に も入 っ

て お ります 。1つ は トラ フィ ッ ク ・デ ータ ・ア ナ リシ ス&ル ーテ ィ ン グ ・コ ン ト

ロール の シス テ ムで あ りま して,こ れ らに よ りま して ル ーテ ィ ン グの 戦略,ネ ッ

トワー クの 戦 略 に変 更 を与 えるわ けです 。 これは2週 間 ご とに 変 更い た します 。

長 期 的 な ル ーテ ィ ン グの 変 更 を したい とい う場 合に は,そ の モ ジ ュラ リテ ィ ーに

対 してす るわ け です か ら,こ の ル ーテ ィン グ プラ ンを2週 間 ご とに見 直 す とい う

ことに な ります 。 そ して,シ ステ ムか ら見た デ ー タを 使 って2週 間 ご とに必 要 な

変 更 を与 え られ る わ けです 。 あ と1つ は,容 量 の予 測 とい うシ ステ ムです 。 これ

は6ヵ 月 ベ ースで ご ざい ます 。6ヵ 月 ご とに基 幹 回線 の プ ロ ビジ ョンの方 の プ ロ

セ スに対 して デー タ をつ け ま して も,も し トラ フ ィ ックが ふ える ので基 幹 回線 が

必要 な 場合 には,必 要 だ とい うデ ー タを 出す わ け です 。 これ は ホ ス トの コン ピ ュ

ー タで 非常 に複 雑 な アル ゴ リズム を使 って行 わ れ ま す 。 こ うした ネ ッ トワー クの

分 析,そ れ か ら予 測 とい うもの が行 わ れ て い るわ け で あ ります 。

私 が 今 まで 申 し上 げた こ と とい うの は,公 衆 回線,音 声 回線 で ご ざい ま して,

ア メ リカにお け る状 況 で ご ざい ま した。 今度は,同 じ技 術 が専 用 回線 の方 に使 わ

れ 出 して きた 一 今 まで100ぐ らいの 専用 回線 が ご ざい ます の で,使 わ れ 始 め

て き た とい うこ と につ い て お 話 しし ます 。 これ は 大 体 は大手 の 企 業 の 専用 回線 で,

ア メ リカ全 国 に あ ります 。 ま た,政 府 の ネ ッ トワー クで,FTSと い った よ うな
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と ころ、連 邦 の テ レコムの システ ム,あ るい はDCTN(こ れ は 防衛 関 係 の コ ミ

ュ ニ ケーシ ョンで あ ります)と い った ところ に も利 用 され て い ます 。 こ うい う と

こ ろで 使 われているネ ッ トワークにつ い ての お話 を したい と思 い ます 。

この ア プ リケ ー シ ョン であ ります が,同 じ技 術 の ア プ リケ ーシ ョンは公 衆的 に

音 声 を使 っ たのが 現在 専 用 回線 に使 わ れて お ります。 この ア プ ローチ にお きま し

て は,プ ライ ベ ー ト ・ネ ッ トワ ー クは 特定 の加 入 者 用 とな っ てお ります けれ ど も,

これ はAT&Tの ネ ッ トワ ー ク ・マネ ジ メ ン ト ・セ ン タ ーと 同 じテ ク ニ ックを用

い て管 理 され て お ります 。 デ ー タ コ レク シ ョン の観 点 か ら言 えば 同 じ管 理 方法 で

あ り ます 。 そ の デ ー タは そ の後 加 入者 の ネ ッ トワ ーク ・マ ネ ジ メン ト ・セ ン タ ー

の方 に参 りま して,そ こで 電 気通 信,そ して デ ー タマネ ー ジ ャ ー とい う企業 に い

る人 た ちが そ の ネ ッ トワ ー クの現状 を把 握 す る ことが 可能 に な ります 。 そ して,

この マ ネ ージ ャーは現 在 デ ィス プ レ ー,ア ラ ーム,そ して サ マ リーな どを持 って

お りますAT&Tと 同 じよ うな もの を持 つ こ とが 可能 に な ります 。

この よ うにい た し ま して,企 業 にお ける マ ネ ー ジ ャーは 提供 され てい るサ ー ビ

ス を確保 す る ことが で き ます。 太 くの ス タ ッフ,技 術 者 を 抱 える こ とな くその 現

状 を把 握す る こ とが で きます 。 オ ペ レー シ ・ン ・ネ ッ トワー クにか か わ る従 業 員

を た くさん 抱 える こ とな く確 保す る こ とが で き るわ けです 。

さて,一 つ オ ペ レー シ ョンの 部分 に つ い て 申 し上 げ てお りま した けれ ど も,こ

れ ら交換 機 は,ネ ッ トワー クに あ りま して,非 常 にイ ンテ リジ ェ ン トな もの で あ

ります。 そ して,そ れ に よ りま して イ ンテ リジ ェン スを ます ま す ネ ッ トワー クに

提供 して お ります 。 こ れか ら数 分 間 か け ま して,ど の よ うな イ ン テ リジ ェンス を

持 ってい るの か とい うこ と を考 えてみ たい と思 い ます 。 これ は 公衆 の電 話 利 用者,

そ して また プライ ベ ー トな人 た ちに もサ ー ビス を提 供 して る もの で あ ります。

ア メ リカ にお き ま し ては5つ のAT&Tネ ッ トワー クが あ ります。 い ろい ろ な

種 類 が あ りま して,そ して また,競 合 して る他 社 の ネ ッ トワ ー クが あ ります 。 イ

ンテ リジ ェン トな ネ ッ トワー クとい う考 え方 は,加 入者 の電 話 が サ ー ビス ノー ド

と言 われ る ノ ー ドに送 られ る こ とを 可能 に してお ります。 この ノー ドにお き ま し

て は,こ の 加 入 者 の ニ ーズは何 な の か,そ の コ ールの ニ ーズは 何 な のか とい う こ

とを決 定い た し ます 。 そ して,ネ ッ トワ ー クの 中 には 具体 的 な デ ー タベ ースが 含

まれ て お りま して,こ れ は 電 話 会社 あ るい は さまざ まな加 入者 に よ って管 理 され

てい る もの で あ ります。 ア メ リカ合 衆 国 にお き ま しては,長 距離 ネ ッ トワ ー クで

対 処 され てい ま す 多 くは ク レジ ッ トカ ー ドを用 い て 電話 が な され てい ます 。 その
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テ レホ ン カ ー ドを公 衆 電 話 の 中 に入 れ ま して一 そ れ は磁 気 テ ー プが あ る もので

あ ります 一 あ るい は,そ れ を 使 わず に プ ッシ ュボ タ ンで公 衆 電 話 に対 しイ ン プ

ッ トす る こ とが で き ます。 そ うす る こ とに よ りま して料 金 を 自宅 の 電 話 に 請求 す

ることができ るわけです。 で す か ら一 々小銭 を使 わ な くて もいい とい うシ ステ ム で

あ ります。 これ に関 しま して 詐欺 な ど不正 な利 用が ない こ とを確 保 す るた め に,

デ ー タベ ースが ネ ッ トワ ー クの 中 にあ ります。 そ して,ク レジ ッ トカー ドに つ い

てい るナ ン バ ー,あ るいは イ ン プ ッ トされ た数 字 につ い てチ ェ ックを い た します 。

そ の よ うなチ ェ ッ クをす る こ とに よ りま して,そ の 電話 をか けて い る人が 正 しい

数 字 を入れ た こ とを 確 認す る こ とが で き ます 。 この よ うな チ ェ ッ クは ネ ッ トワー

クの 中 に あ る デ ー タベ ース を通 して行 って お ります 。60ぐ らい の デ ー タベ ー ス

が あ り ま して,大 き な もの で あ ります。 ネ ッ トワ ー ク ・コン トロ ール ・ポイ ン ト

にあ ります 。 これ は ネ ッ トワー クの中 に 現在 あ ります 。

さ らに,専 用線 を使 って い る加入 者 に関 しま して は,ど れか に乗 っか る こ とが

可能 で あ ります 。経 済性 あ るい は電 話 の種 類 に よ っ て違い ます 。 どの よ うに デ ー

タベ ース を活 用 して るか とい うこ とを御 説 明申 し上 げ ます。

イ ンテ リジ ェ ン トな デ ー タベ ースがサ ー ビス セ ン タ ーに あ りま して,そ の電 話

か らだれが 電 話 を か けて い るの か,電 話番 号,そ して どの よ うな 特 徴 を 持 った電

話 な のか とい うこ とを 確認 い た します。 ま た,時 間,週 の 何曜 日な の か とい うこ

とを確 認 し,加 入 者 に よ って特 定 され た アル ゴ リズ ムに よ って,ど の よ うに電 話

をか け るの か とい うこ とを決 定い た します 。 それ か ら この 時 間,こ の 日に おい て

電 話 をか ける こと を許 され る のか どうか を決定 い た します。 そ して また,デ ー タ

ベ ース にお い て確 認 を す るわ けで あ ります 。 例 えば ア メ リカ の 自動 車協 会 の 人 間

に とって,ど こか ら電 話が か か って くるか わ か りませ ん。 ドライ バ ーた ちが ど こ

に電 話 をか け るか わか りませ ん 。 しか し,ア メ リカ の 自動 車 協会 の最 も近 い 事 故

修理 場 に電 話 を回 す こ とにす るわ け です 。 です か ら,1回 だ け電 話 をす れ ば い い

わ けです 。 カ リ フ ォル ニ ア にい れ ば,ニ ュ ー ヨー クにい れば この番 号 とい うよ う

な こ と を区別 す る必 要は あ りませ ん。 です か ら,1つ の番 号 に か けれ ば い い わ け

で す。 そ して,こ の顧 客 に一 番 近 い ところ にい る人 た ちが 電 話 を とる こ とに な る

わ けで す 。 どの よ うに ル ーテ ィ ン グをす るか とい うこ とは,ネ ッ トワー クの イ ン

テ リジ ェ ンス に よ って 可能 に な ってい る わ けです 。

今 まで 音声 に つい てのみ 話 を して まい りま したが,こ れ は非 常 に重 要 な 部分 で

あ るこ とは 間違 い ない わ けで す け れ ど も,我 々は デ ータ通信 とい う こ とを強 調 し
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て お ります。 情 報 化 に お き まして は デ ータ通信 が ます ます 重要性 を増 して お りま

す。 で す か ら,こ れ か らは数 分 間 か け ま して,デ ィ ジ タル 交換 の 方法 に つい て御

説 明 申 し上げ たい と思 い ます 。

ホ ール デ ィ ン グタ イ ム,あ るい は デ ー タの ボ リュ ームな どを縦軸 に と り,横 軸

にデ ー タ通 信 の 速度 を と り,少 ない ボ リュ ームか ら高い ボ リュ ーム,低 い ビ ッ ト

レー トか ら高 い ビ ッ トレー トとい う グラ フをつ く りま して,ど の よ うな ネ ッ トワ

ー クが どこの 位 置 に あ るの か とい うこ とを示 す と し ます(図 表6-3参 照)。

図 表6-3デ ィ ジ タル 交換 サ ービ ス

多 い

デ ー タの ボ リュー ム/

ホ ール デ ィ ング タイ ム

少ない

ア ナ ログ

専 用回 線

低 い

デ ィジ タル

専 用回線

ビ ッ ト レ ー ト

DS1

専 用回線

DSIの

リコンフィギ三レーション

高 い

例 えば ビ ッ トレー トが 非 常 に低 い 場 合,秒 当 た り1,000～1,200ビ ッ トで あ る

とい う場 合,そ して ホ ール デ ィ ン グ タイ ムが非 常 に少 ない,例 えば3分 ぐ らい で

あ る とい うよ うな 場合 です と,公 衆 の ボ イ スバ ン ドを モ デ ム を使 って活 用す るの

が 一 番 安 価 に対応 で き る方法 で あ る と考 えます 。 しか し,ホ ール デ ィン グ タイ ム

が 長 くな った場 合,ロ ー ビッ トレー トで パ ケ ッ ト交換 の方 が 経 済性 の あ る 回線 接

続 が 可能 に な る と思 わ れま す 。 しか し,ビ ッ トレー トが非 常 に低 く,ホ ール デ ィ

ン グ タイ ムが 非 常 に長 くな る,例 えば20時 間 ぐ らい にな る よ うな場 合で す と,

アナ ロ グの 専 用線 を活 用す る方 が いい か も しれ ませ ん 。 パ ケ ッ トよ りも アナ ロ グ

・プ ライ ベ ー トライ ンの方 が いい か も しれ ませ ん 。 ビ ッ トレー トが 高 くな る と,

アナ ロ グよ りは デ ィ ジ タル の方 が い い と思 わ れ るわ けで す。 で す か ら,デ ィ ジ タ

ルの 専 用線 を使 う方 が有 利 であ ります 。 も っと高 い レ ー トです とDS1の 専用 線

な どが 有利 だ と思 い ます 。 これ は64キ ロ ビ ッ ト24回 線 とい うもので あ ります 。

あ るい は,ビ ッ トレ ー トが 非 常 に高 くな りなが らも ボ リュー ムが 少 ない とい うよ

うな 場 合です と,DS1を 活用 し,1.5メ ガ ビ ッ トの レ ー トを使 い ま して,そ れ
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を リコ ン フ ィギ ュ レー シ ョンの ベ ースで使 えば,使 ってい ない 時 間 は 払 わ な くて

よ くな ります 。

しか し,サ ー ビスが お くれ て い る分 野 は,こ こ に私が 書 い てあ ります56/64

交換 とい うもの で あ ります 。 ビ ッ トレー トは高 いの です が,そ れ ほ ど高 くな い。

メ ガの レベ ルで は ない とい うこ とで あ りま して,ホ ールデ ィン グタイ ムは非 常 に

高 い の です けれ ど も,そ れ ほ どで もな い,中 間 ぐらい で あ る とい うこ と。 我 々が

これ か ら情報 化 時代,1990年 代 に おい て必 要 とな って くるの は この 分 野 だ と

思 い ます 。56/64交 換 の分 野 だ と思 い ます。 そ して,こ の 分 野 に適 用 で き る も

の に つい て これ か ら御説 明 申 し上 げ た い と思い ます 。

それ では,こ れ か ら考 え られ る56及 び64キ ロ ビ ッ トの ど うい った ア プ リケ

ー シ
,ヨンが 考 え られ るか とい う ことで あ ります が,い ろい ろ な 能 力 を持 つ で あ り

ま し ょう。 私,極 東 に参 ります とい つ も感銘 を受 け る んです が,非 常 に い ろい ろ

な端 末が 出 て る。 い ろい ろ な 電 話 が出 て る。 例 えば 手 書 きの もの も読 め る,あ る

いは 手書 きの もの を送 れ る とい った よ うない ろい ろ な電 話 機が 出 てい る とい うの

は 大 変 び っ くりす る んです 。 イ メ ー ジスキ ャナ ー,こ れは パ ソ コンにつ なげ られ

ます 。 そ して,こ の イ メー ジ ス キ ャナ ーに よ りま して2人 の人が パ ー ソナ ル コン

ピ ュ ータ を通 じて 会話 が で き るん です 。 パ ソ コン の ス ク リーン上 を見 なが ら相 手

方 のい ろい ろな 資料 を見 る こ とが で き ます。 こ うい うこ とは 高 速 の フ ァ クシ ミ リ

と同等 な もの か も しれ ませ ん 。 しか しなが ら,高 速 フ ァクシ ミ リの よ うに 高い コ

ス トは 必要 ない わ け です 。 とい うの も,今 後 ど うい った人 が こ の イ メ ニジ スキ ャ

ナ ーを使 うか とい い ます と,既 に パ ソ コン を持 って る人 で あ り,そ れ を個人 用 途

に使 ってい る人 です 。 例 えば イ メ ージ スキ ャナ ーを新 たに加 え るとす るな らば

2,000ド ル ぐらい で 買 えるわ け です 。 こ うい った 能 力 をつ け る こ とに よ って,

ホ ワイ トカラ ーの 社 員 に非 常 に コ ミュニケ ー シ ョンの能 力 の 高 い パ ソコン を持 た

せ る こ とが で き ます。 イ メ ー ジス キ ャナ ーは1対1で,あ るい は1対4人,1人

対5人 ぐ らい の コ ミュニ ケ ー シ ョンが で き る ことに な ります 。 で す か ら,テ レビ

会議 とい う意味 で は,そ れ よ りもか な り効 率の高 い コ ミュ ニ ケ ー シ ョン を行 うこ

とが で きます 。 さ らに,ネ ッ トワー クは伝 送速 度 が 重要 に な って き ます 。 す な わ

ち,伝 送 速 度が 少 な くと も64キ ロ ビ ッ トの速 度 が 必要 に な って くるで あ りま し

ょ う。

2番 目の応 用 分 野 と しては テ レ ビ会議 であ ります 。 研究 所 にい る人 々は,ビ デ

オあ るい は1960年 代 ピ クチ ャー ホ ンと呼 ばれ てい たも の に大 変敏感 で あ りま
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した。 ピクチ ャ≡ホ ンと、い うの は 大 失敗 に 終わ ったわ け です が,ち ょっと時 期 が

早 過 ぎた と言 える か も しれ ませ ん 。 なぜ失 敗 したか とい い ます と,そ うい った サ

ービス を安 く提 供 で ぎ な か ったか らです 。 消費 者 が喜 ん で 支払 う値段 で は 提供 で

きな か ったわ けです 。 ネ ッ トワ ー クで よ り高 い帯 域 の伝 送 が 必 要 だ っ たわ け です 。

そ して,画 像 を非 常 に質 の 高 い,ま た コス トの安 い 形 で導 入す る こ とに成 功い た

しま した。-64キ ロ ビ ッ トで テ レ ビ会 議 水 準 の 画像 を提 供す る。 例 えば い ろ い ろ

な セキ ュ リテ ィ ーシ ステ ムで見 られ る よ うな,保 安 システ ムで見 られ る よ うな コ

ス トで提 供 で き る とい うこ とで あ ります 。.こ うい った よ うな サ ー ビス が64キ ロ

ビ ッ トで 回線 交 換 の シ ス テ ムで 可能 に な って くる で あ りま し ょう。

こ うい った テ レビ会 議 が 幾つ か の場所 で既 に設置 され て お ります し,実 行 され

て お ります 。 例 えば マ ク ドナ ル ドのISDNの 実 験が ご ざい ま した。 き の う,ス

テ ィー ブン ソ ン さんか らお話 が ござい ま した が,こ れ もこの テ レビ会 議 を使 った

もの であ ります。.テ レビ会 議 は シ カ ゴの マ ク ドナ ル ドの オ フ ィスか ら ア リゾナ 州

の フ ェニ ッ クスに一 国際 交 換機 シ ンポ ジウ ムが フ ェニ ッ クスで行 われ ま した の

で,こ れ をAT&Tの ネ ッ トワー クを通 じて つ な ぐこ とに成 功 い た し ま した。 そ

うします と,カ メ ラが ど うい うオペ レ ーシ ョン を行 って るか 。 カ メラは トレー ニ

ン グセ ン ターに据 えつ け られ て い た わけ です が,イ リノイで カ メラが 操 作す れ ば,

マ ク ドナ ル ドが ど うい った オペ レー シ ョンを行 って るの か を フェ ニ ッ クスか ら見

るこ とが で き ま した。

それ か ら また,LAN(LocalAreaNetwork)に もます ま す 回線 交換 ネ ッ ト

ワー クが使 わ れ て い くで あ りま し ょう。 これ も 高速 の もの が 必 要 です 。LANの

性 格上,64キ ロ ビ ッ トに近 い コネ クシ ョンをLANと その 他 の ネ ッ トワー クで

実 現す る こ とに よ って こ うい った シ ステ ムが生 き残 って い くこ とが で き るで あ り

ま し ょ う。 例 えば大 学 が 自分 のLANを,い ろい ろ な 研究 所 の 情 報 を リア ル タイ

ム で共 有 して い くと い うこ とが 可能 に な って くるで あ りまし ょ う。 ま た ,LAN

を通 じてい ろい ろ な地 点 に置 か れ た 事務 所 がつ なが る とい う こと も可能 に な って

くるで あ り ま し ょ う。

また,中 程 度 の バ ル ク デー タを コ ン ピ ュータ間 で や りと りが で き る よ うに な る

で あ りま し ょ う。 それ に よ って デ ー タを他の コン ピ ュー タに送 る 一 フル タイ ム

で は な く,バ ル クの 形 で あい て る時 間 に送 る とい う ことが 可能 に な るであ りま し

ょ う。

そ れか らまた,ISDNが ます ま す普 及 して い くにつ れ て 大 き く広 が って い く
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と思 わ れ る分野 を御 紹 介 したい と思 い ます 。

56及 び64キnビ ッ トの もの を使 って い くい ろ い ろな ア プ リケー シ ョンが 出

て くる と思 うわけ です が,1990年 代 に これ を実 現す る ため には提 携 関係 が 必

要 に な って くる と思 い ます 。 これ は また 業界 の 再 編 に もつ なが って い くだ ろ う と

思 って お ります 。

さて 次 に,デ ィ ジ タル交 換 の56及 び64キ ロ ビ ッ トのAT&Tネ ッ トワ ー ク

サ ー ビスに つい て お話 を 申 し上げ た い と思 い ます。

まず 第一 に 申 し上げ たい のは,回 線 交換 の56キ ロ ビ ッ トの特 色,64キ ロ ビ

ッ トの特 色 に合 う もの と して は,マ ル チ ポイ ン ト,他 地点 間,対 異 地 点,あ るい

は そ れ ぞれ の 地点 間の コ ミ ュ三 ケ ー シ ョンが 可能 に な るわけ で あ ります 。 す な わ

ち柔 軟 性 が 必 要で あ ります。 デス ク トップか らデ ス ク トッ プへ,今 日の形 態 か ら

違 う,あ るい は時 間 帯 に よ って違 う,パ タ ー ンが 異 な って くる わ け です が,こ う

い った時 間帯 が異 な って も,ま た マル チ の地 点 間で も コ ミュニ ケー シ ョンが 可能

にな る。 そ こ に こそ64キ ロ ビッ トの ア プ リケ ーシ ョンが 見 られ てい くで あ りま

し ょ う。

ここで 御 紹 介 した い のはAT&Tネ ッ トワ ー クのma4ESSを 使 った ネ ッ トワ

ー クです が ,新 しい シ グナ リング シ ステ ムで あ ります。CCITTのna6の シ グナ

リン グシ ステ ム,こ れ は ア ウ トバ ン ドで シ グナ リン グ システ ムに つ い て の 標 準 で

あ ります が,こ れ は既 に 市場 に 出回 って お ります。 ここでは 加入 者 が 自分 の タ ー

ミナ ル ア ダプ タ を通 じて リン クす る わ け で あ ります。 ター ミナル ア ダ プタの役 目

とい うの は,64キ ロ ビ ッ トあ るい は56キ ロ ビ ッ トの情報 を バ ッ フ ァー し,ネ

ッ トワ ークにつ な ぐとい う役 目 を果 た して お ります 。 そ して,AT&Tの 長距 離

ネ ッ トワー クにつ なが ります。 これは ロー カル キ ャ リア,地 方 の ベ ル系電 話 会社

を通 じて デ ィジ タル ・デ ータホ ン ・サ ー ビス等 々を 通 じてつ な げ ます 。 あ るい は,

加入 者 が チ ャ ンネ ル ・マ ルチ プ レクサ;D4の マル チ プレ クサ を と りつ け ます 。

これ は.1.5ギ ガ ビ ッ トの シ ステ ムで あ ります が,こ れ と直 接 にAT&Tの 長 距

離 ネ ッ トワ ークにつ な ぐとい うこ とも 可能 で あ ります 。今 日 こ うい った ことが 可

能 です が,例 外 と しては,こ こ数 ヵ月 か な り高速 に伸 び てき て る,か な り受 け 入

れ られ て きて る とい うこ とが 言 え る と思 い ます 。

さて,'2番 目の段 階 です が,ク ラ ス5の オ フ ィスが ネ ッ トワーク全 体 を通 じて

置 かれ る とい うこ とで あ ります 。い わ ゆ る地方 の ベル 系電話 会 社 の テ リ ト リー内

で 置 か れ る とい うこ とで あ ります。masEESを マル チ プ レクサ を介 在 させ てつ
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な ぐと い うことで あ ります 。ISDNの ベ ー シ ッ ク ・レー ト ・イ ン タ ー フェ ース

(BRI)を 通 じて行 うもの で あ ります 。 現在 この実 験 が 行 われ て い る わ けで あ

ります 。 マ ク ドナ ル ドの実 験 も行 われ ま した 。 イ ンテル も実 験 を行 い ま した。 コ

ロラ ドとい った よ うな西 部諸 州で 実験 が 行 わ れ たわ けです が,ク ラス5の オ フ ィ

スを使 って56キ ロ ビ ッ トの シ ステ ムを導 入 してい く。そ して 相手 方 の加 入 者 と

そ うい った形 で リン ク され るわ けで あ ります 。 こ うい ったサ ービ スは1988年

導 入 され る で あ りま し ょう。ISDNの ス タン ダー ドBRIイ ン タ ー フ ェー スを

使 って 端 末機 が 接 続 され る こ とに な るで あ りま し ょ う。

さて,第3の ス テ ップ,ユ ニバ ーサ ル な形 の56キ ロ ビッ トの 回線 交換 シ ス テ

ムで あ りますが,ra7のCCITTサ ー ビス,こ れ は ジ ュネ ーブの標準 化 機 関 に よ

って ようや く合意 が 見 られ た と ころ で あ ります 。 また,ア メ リカの標 準化 機 関 も

そ れ に 同意 をい た しま した。 相 互接 続 の ス タ ン ダー ドで あ ります。ISDNを 導

入 して い ろい ろ な国 に おい て シ ステ ム を標 準 化 させ よ う とい う合 意が よ うや く見

られ ま した。 ア メ リカ国 内に つ い てい えば,自 由化が 進 ん で い る ア メ リカで 必要

な ことは,コ ールが 一つ の 電 話 会社 か らも う一つ の 電 話会 社 に接続 す る 際の イ ン

タ ー フ ェ ースが ス タ ン ダー ド化 され な けれ ば な らない とい うこ とで あ ります 。 業

界 もか な りこの 標 準化 につい て対 応 して る と思 い ます 。

ア メ リカにお け るTlの 標準 で あ ります が,こ れ に関 しま して も か な りよい 標

準 化が 見 られ てお ります 。 こ うい った 相互 接 続 性 につ い てか な りいい 標 準 化 が見

られ て る と思 い ます 。64キ ロビ ッ トの シ ステ ムを 直接 にデ ィ ジ タルPBXか ら

ネ ッ トワー クに 入れ てい く,あ るいは セ ン トレ ックス を通 じて,あ るい は ホ ーム

ス テ ーシ ョン を通 じて,ク ラス5の オ フ ィスを通 じてネ ッ トワ ー クにつ なが る と

い う方 式 で あ ります 。 これ は プ ロ トコル ベ ースの もの で あ ります 。 コール ご との

もの で あ ります。 これ は2チ ャンネ ル の オ ペ レー シ ョン,そ れ か らパ ケ ッ ト交 換

等 々で これ は ステ ィー ブン ソン さん か ら もお 話が あ りま した。 そ して柔 軟 性,融

通 性 か ら言 い ます と,64キ ロ ビ ッ トの 場 合 で も現 在電 話 をか ける よ うな 形 で か

け られ るわ けで あ ります 。 です か ら,現 在机 の 上 にあ ります 電話 を取 れば,64

キ ロ ビ ッ トの シ ステ ムを 現在 の 電話 シ ス テ ム と同 じよ うな形 で柔 軟 に使 い こなす

こ とが 可能 に な ります 。

さて,こ の プ ロセ スの第4,最 後 の段 階 です が,国 際化 の 可能性 で あ ります。

こ こ で3つ の ステ ップが ご ざい ます 。 これ は88～90年 の間 に行わ れ る と思 い

ます。 最 初 の ス テ ップで あ ります け れ ども,J157の シグ ナ リングが世 界的 に で き
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るか とい うこ とにか かわ って お ります 。ISC(イ ン ターナ シ ・ナ ル ・サ ー ビン

グ ・セ ン ター),こ れ は い ろい ろ な国 の ゲ ー トセ ンタ ーであ りま・して,・国 際 的 な

電 話 とい うのを 通 じ させ る とい うゲ ー トウェ ーで あ ります。 この シ ス テ ム に ょ り

ま して64キ ロ ビ ッ トの デ ータ を専 用 の ベ ースで伝 送 させ ま して,一 つ の 国か ら

ほ か の 国に伝 送す る とい うことが で き るわ けで す。AT&Tは 現在 フ ラ ンスで テ

ス トを行 って るわ けです 。 これ に よ って 来年 フラ ンス にサ ー ビスを提 供 す る とい

うこ とに な ってお ります 。 恐 ら く新 聞 な どに載 った と思い ます 。AT&TとKD

Dの 方 で は ち ょ うど この サ ー ビスが89年 に 日米 の 間でQネ ッ トとい う形 で 実 施

され ます 。 ボイ ス デ ー タ ・ビデナ ・サ ー ビスで あ りますが,こ れ も同 じよ うな テ

クニ ッ クを使 った もの で あ ります 。 これ が で きる とい うこと を発 表 した ば か りで

あ ります。

次 の ス テ ップで あ ります けれ ども,最 初 のCCITTのra7の バ ージ ヲンの 利 用

で ご ざい ます。 これ もや は り専 用 の,し か しなが ら64キ ロ ビ ッ トの サ ー ビス を

提 供す る もの で あ一り ます 。 こ れ は 多 国 間 の もの で あ ります 。 そ して,1989

年 まで にCCITTの イ ン タ ー グ レーテ ィ ッ ド ・サ ブス クライ バ ー ・ユ ーザ ー パ ー

ポ ーシ ョン とい うものの コ ン トロ ール が で きる と思 い ます。 これ に よ って電 話 通

話 ご との コン トロ ール にな る と思 い ます し,世 界 的 に64キ ロ ビ ッ トの ス イ ッチ

サ ー ビスが 世界 の どこか ら ど こに 対 し て で もで きる とい うときが 来 ると思 い ます 。

これ が技 術 的 に ど うい う と ころ に行 くか とい うことで あ ります け れ ど も,実 際

こ うい う技 術 の実 施 ス ピー ドは ア プ リケ ーシ ・ンの デ ィフ ィ ニ シ ョン とい う もの

にかか って お ります。 それ は 実 際 には 使 用 者 が決 め るわ け です 。 世 界 的 に64キ

ロ ビッ トの サ ー ビスが技 術 的 に 可能 で あ って も,人 々がそ れ が 本 当に 欲 しい とい

う ことに な らなけ れば 実 行 され る とい うこ とには な らない とい うこ・とを 一 言 申 し

上げ たい と思 い ます 。 ・ づ.・.一 、

さて,こ の ネ ッ トワ ークの 類 推 につい て話 してみ たい と思 い ます 。 ネ ッ.トワ ー

クの コン トロール,こ れが64キ ロ ビ ッ トの スイ ッチにつ い て,こ れ は か つ て ボ

イ ス ネ ッ トワー クに 適用 され た の と同 じよ う.な形 で使 われ て い 一る とい う一 つの 類

推 をお 話 し したい と思 い ます 。

デ ィ ジ タル 交換 の ネ ッ トワー クで あ ります けれ ども,こ の 中 に は 同 じDNHR

の 技 術 が入 ってお りま して,ま た,同 じよ うな イ ン テ リジ ェン ト ・ネ ッ トワー ク

の フ ィーチ ャーが あ ります。 同 じよ うな マネ ジ メン トの フ ィ ー チ ャー もあ るわ け

で す。 これ は 音声 の ときに あ った よ うな ものが あ るわ けです 。'この結果 と して,
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ネ ッ トワ ー クベ ー スの イ ン テ リジ ェン ト ・プ ロセ シ ン グとい うもの が 可 能 に な る

とい うこ とを夢 見 る こ とが で きるわ けで す。 これ に よ って ネ ッ トワ ーク を通 じて

情 報が 出 て くる とい うことに な ります 。 この ア プ ローチ を使 い ま して,64キ ロ

ビ ッ トの コ ミュニ ケ ー シ ョン を行 うこ とがで き る よ うに な ります。 そ こで,実 際

に施設 が 故 障 した こと に よ って サ ー ビスが 受け られ ない とい った よ うな問 題 が で

き ます。 例 えば 情 報技 術 の マネ ー ジ ャ ーた ち,あ るい は コン ピ ュー ターセ ン タ ー

を運 営 して き た よ うな人 は,も し フ ァシ リテ ィが 壊 れ た場 合 デ ータセ ン タ ーが 他

の デ ータ セ ン タ ーと ど うや って 通信 を と るか とい うこ と をい つ も心 配 して るわ け

であ ります。 これ につ い て の解 決 法 も 出 て るわ け です。

そ れか ら,コ ス トが か な り下 が って くる だ ろ うとい うこ とで あ ります。 特 に専

用線 の 場 合で も同等 の 能 力 を持 つ よ うに な り,フ ル タイム で使 わ なけれ ば 専 用線

に も この よ うな 恩 恵 が享 受 され る とい うこ とに な ります。

そ れか ら,イ ンテ リジ ェン スで あ ります けれ ど も,こ の ネ ッ トワ ークを使 い ま

して800種 類 に及 ぶ デ ー タサ ー ビスを イ ンバ ー ドで 送 る こ とが で き るわ けです 。

また 同様 に,集 中 的な ネ ッ トワ ー クの オ ペ レー シ ョン に よ って,統 合的 な マル チ

サ ー ビスの ベ ースが 提 供 され ます 。 そ うす る こ とに よ りま して トラ フ ィ ックを ネ

ッ トワ ー クか ら集め,キ ャパ シテ ィの管 理 や予 測 が 可能 に な ります。 そ うす る こ

とに よ りま して,ル ーテ ィン グあ るい は帯 域 の 割 り当 て な どを ニ ーズに 合 わせ て

変更す る ことが 可能 で あ ります 。 これ が 何 を意味 します の で し ょうか。 加入 者 は

どれ だ けの 帯 域 が 欲 しい の か とい うこ とを事 前 に 申 し上 げ る こ とは必要 ない わ け

です 。 それ はISDNの 次 の段 階 にお い て,ユ ニバ ーサ ル ・イ ン フォ メーシ ョン

・サ ー ビス にお い て改善 す る こ とが で き る か も しれ ません け れ ども
,加 入者 は デ

ー タを64キ ロ ビ ッ ト以 上 で 伝送 す る こ とを して もいい と思 い ます
。 そ して,情

報 を ネ ッ トワー クに乗せ る ことに よ りま して,ネ ッ トワークが そ の情 報 を 受 け入

れ,加 入 者 の 必要 な レー トで 伝送 す る こ とが 可能 か と思い ます。 また,16キ ロ

ビ ッ トに落 ちれ ば16キ ロ ビ ッ トに対 応 す る とい うよ うな ネ ッ トワー クに なる と

思 われ ます 。 これ が次 の 時 代の 能 力 と して 生 まれ て くる ので は ない か とい うふ う

に考 えて お ります 。 この よ うな コン トロ ール あ るい は オペ レ ーシ ョンの活 動 か ら

この よ うな 新 しい 機 能が 生 まれ て くる と思 わ れ ます 。

将 来 的 には 電 気 通信 が 電 力会 社 の よ うに な りたい とい うふ うに考 えて お ります。

つ ま り,電 力の サ ー ビスを受 け る 場合,電 気製 品 を購 入す る と一 々電 力会 社 に対

して どれ だ けの ワッ ト数 を使 用す るの か とい う こ とを通 報す る必要 は あ りませ ん 。
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例 えば トース タ ー用 の 電 力が 欲 しい,あ るい は テ レ ビを買 ったので テ レ ビを、これ

か らつ け ます とい うよ うな こ とを事 前 に報 告 す る必 要 は ない わ けです 。 電 力 とい

うの は 自然 に必 要 に応 じた ものが 供給 されて お ります 。199Q年 代 の終 わ りに

はそ の よ うな対応 が電 気 通信 に おい て も 可能 に な る と思 い ます 。 つ ま り,電 気 通

信 の 機 器 を プラ グイ ンす れば,必 要 な コ ミ ュニ ケ ー シ ョン ニ ーズが 満 た され る と

い うよ うに な るの で は ない か と思 わ れ ます。

です か ら,将 来 的 には 全世 界 的 には64キ ロ ビ ッ トの ネ ッ トワー クが 可能 にな

る と思 わ れ ます 。IDDと 同 じよ うな もの が 可能 に な る と思 われ ます 。そ れ に よ

って コ ス トも下 が ります し,マ ネ ジ メ ン ト ・コ ン トロール も よ.くな ります。 そ し

て また,こ れ ら コ ン ピ ュー タ ー ・セ ン タ ーに サ ービ ス を提 供 い た します、し,よ り

劇 的 な 形 とい た しま して は,ビ ジネ ス に大 きな イ ンパ ク トを与 える と思 わ れ ます 。

デ ス ク トップの広 帯域 な どにお い て 非常 に即 時 的 な,全 世 界 的 な コ ミュニ ケ ー シ

ョンが 可能 に な る と思 わ れ ます 。

先 ほ ど何 度 か 申 し上 げ た こと につ い て戻 ります け れ ども,ア プ リケー シ ョンに

つい ては どの よ うな 意 味 合い を持 つ ので し ょうか。 きの う も これ につい て触 れ ら

れ てい ら っし ゃい ます 。 だ れが これ を必 要 とす るの か とい うこ とで あ ります 。 だ

れが これ を 実 際に 実 施 す るの か とい う ことで あ ります。 これ をす るた め には 情 報

産業 の協 力が 必 要 で あ ります 。電 気 通信 の 人 間,コ ン ピュー タの人 間,そ して ま

た ア プ リケ ーシ ョンの 人 間 が協 力 す る ことが 必 要 で あ ります。 どの よ うな サ ー ビ

スが 必 要 なの か とい うこ と を定 義づ けす る必 要 が あ ります 。

現 在我 々 は 当初 の 予 測 を上 回 る能 力,機 能 が 生 まれ つつ あ るわ けで あ ります 。

そ して,パ ッ トン さん も きの うお っし ゃい ま した け れ ども,ソ フ トウェ アの生 産

性 とい うことに よ って も制限 され ます 。 ア プ リケ ー シ ・ン を見 出す こ とが必 要 で

あ ります けれ ども,ソ フ トウ ェアに よ って プ ログ ラム化 す る必要 もあ ります。 ス

タ ン ダ ー ドに 関す る アベ イ ラ ビ リテ ィ ーは よ くな って お ります。ISOは 全 世 界

的 な ア クセ プ タン ス を得 よ うと して お ります。 ス タン ダー ズ委員 会 とい うのは こ

の 仕事 に十 分 対 応 して お ります。 我 々が 伝統 的 に情 報 産業 と呼 んで い たもの,そ

して,そ の外 部 に あ る もの,ア プ リケ ーシ ョンの 分 野 に従 事す る企 業 な どの 能 力

に,我 々の これ か らの 進 歩が 制 限 され てい る と言 えま し ょ う。 ま た,新 しい 技 術

が さ ま ざま な ノ ン ビジネ スの ア プ リケ ーシ ョン の 門戸 を開 くと思 わ れ ます 。 現 在

ア メ リカに お き ま して は幾 つ かの フ ィール ド トライ アル を行 って お ります。 光 フ

ァイ バ ーを実 際 に 自宅 に 引 く とい うもの も あ ります 。 ケ ー ブル テ レ ビのか わ りの
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もの といた しまして,幾 つかの アプ リケーシ ョンがあ ると思われ ます。そ してま

た,光 フ ァイバ ーの値段が下が ることを考 えます と,オ ペ レーシ ョンあるいは保

守の コス トの点で,銅 よ りも光 フ ァイバ ーの方が経済性があ るとい うことが言 え

ると思います。'∴

また;・端末機 な どが さまざまな形で開発 され ます と,新 しい 可能性が生 まれて

くると思い ます。 これは宅内の サ ー ビスの分野において新 しい開 発が生 まれ て く

ると思 わ'れますごそれについ て先ほ ど私,ほ のめかしま したけれ ども,幾 つ か見

・られてお ります。 フランスのMINITELト ライアルなどに よります と大きな成功

が生 まれてお ります。 最も大 きな要素 とな りま したのは,皆 さん も御 存 じだ と思

い ます けれ ども,端 末機 をその プ ロセスの終 わ りで無料で 差 し上げて しま うとい

うもので あ り'ます。 人々とい うのは,新 しいサ ービスを見た ことが ない場合;そ

れ らサ ービ スを受 け始め るという ことに関'しま して躊躇する ようで あ ります。 ど

の よ うな意味 を持つのかわか らない か らです。

個人的な経験を申 し上げ ます と,私 はかつてセル方式の無線 につい て仕事 を し

てお りまして,そ の ころシカ ゴに住んでお りま した。`セル式の電 話をい ただき ま

して,移 動 電話が どのよ うなパ フォーマ ンスを持 っているのか とい うことをテス

トしま『した。それは 自宅の電話 と同 じように使 うこ とが可能であ りました。 とこ

ろで,そ の ころの私の電話 とい うのは ダイヤル方式であ りまして,プ ッシュボタ

ンではあ りません で した。 とい うのも,プ ッシュボタンとい うのは月当た り5ド

ル高 くな りますので,そ んな もの は要 らない と思 っていたか らです。です か ら,

私 自'身1高 性能を求める電話 利用者で はなか ったわけであ ります。1,000ド ル

を払わなければ な らない とい う こと,そ して毎月40ド ル払 わな ければ な らない

とい うこ とで した ら,移 動電話な ど要 らなか ったんです。 しかし,こ の実験の後

で電話会社 は新 しい高度 なサ ービスに入 ってい くとい うことを発表 し,こ れか ら

は高度サ ービス といた しま して料金 を払 っても らいたい とい うことを言い ました。

月 当た り75ド ル これか ら払 ってい ただ きたい とい うよ うな発表を したわけです。

私の当初の反応 といたしま しては,75ド ル ももったいない とい うことで あ りま

した。 この ような もの に75バ ル も払 えない と言 ったわ けです。 ですか ら,ど う

ぞ 自動車の中か ら取 っ払 って ください とい うことを言い ま した。

使 ったのは3ケ 月 ぐらいで したが,妻 にそれを話 しま した ところ,そ んなばか

な ことを ど うしてしたんだ と言われま した。 この移動電話 とい うのは新 しい 可能

性 を持 ってい るし,ど うい うふ うに使 ってい たのか とい うことを我 々は考 え直し
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ま した。 そ の 日の終 わ りに,や っぱ り75ド ル払 お うでは ない か とい う気 にな り

ま した。 しか し,も と もと 無料 で 提 供 されて い なか った ら,そ の よ うな サ ー ビス

を受 け入 れ る気 には な らな か った と思 い ます 。 この よ うな革新 的 な マ ー ケテ ィ ン

グ ・ア プ ローチが 新 しい サ ー ビス,新 しい マー ケ ッ トの開拓 にお い て 重要 な 意味

を持 つ よ うに な るの で な い で し ょ うか 。 です か ら,だ れ か に本 当 に欲 しい の か と

い うこ とを呼び か ける だ けで は 不 十分 です 。

現 在 ア メ リカにおき ま して は,コ ー リング ナ ンバ ー ・アィ デ ン テン フィケ ーシ

ョンの トライ アル を始 め てお ります。 これは 電 話会 社 が 受け 手 の 方 に電 話 を して

きた人の電話番号を表示す るとい うサ ービスであ ります。です か ら,そ の電話を

受 けた い の か,受 け た くない の か を受 けた 方が 決定 す るこ とが で き ます 。 これは

非常 に論 議 を呼 ぶ新 しい サ ー ビス で あ ります。 なぜ な らば,相 手 が わか ると い う

こ とは さま ざ まな利 点 を生み 出す と思わ れ ます。 そ れ を実 際 に トライ アル してみ

なけ れ ば,ど の よ うな メ リッ トが あ るの か とい うこ とはわ か らない と思 い ます パ

現在 テ レマ ー ケテ ィン グの能 力 を研 究 してお ります。 加 入 者が 例 えば 証 券 会社

な どに電 話 を し,そ の 電話 番 号 も確 認 され るわ けで あ ります 。 そ の受 け 手 の 方は

ス グ リー ンが あ りま して,そ の 人 に 関す る情報 をす べ て電話 が か か った時 点で 表

示 され る とい うサ ー ビス であ ります。 この マ ーケテ ィ ング トラ イ アル は 現 在 我 々

の 予想 をは るかに 超 えて 成 功 して お ります 。非 常 にす ば ら し く受 け 入 れ られた サ

ー ビスで あ る とい うことが わ か って お ります
。 論議 は 最初 に あ りま した け れ ども,

結 果 は 非 常 に良 好 で あ った わ け です 。 です か ら,業 界 が 協力 を して 実 際 に い ろい

ろ試 して み る必要 が あ る と思 い ます 。 制 限 され た形 で,あ るい は実 験室 な どにお

き ま して加 入者 を導 入 し,ト ライ アル を しな け れば な らない と思 い ます 。 マ ー ケ

テ ィン グあ るいは 流 通の ア プ ロ ーチ にお いて 革新 的 な考 え方 が 必要 とな って くる

と思 わ れ ます。'・ ㌧

では,結 論 を申 し上 げ ま し ょ う。 ボイ ス ネ ッ トワー クにお き ま して は,高 度 な

ネ ッ トワ ークデザ イ ン,コ ン トロ ール能 力が 必要 と な って きます 。 これ が 生 ま れ

つつ あ ります 。 そ して,こ れ が デ ィ ジ タル 情報 ネ ッ トワー クに おい て 利 用 可能 に

な ってお ります 。 そ して,こ れ らは 回線 交 換の ディ ジ タル サ ー ビス に リン ク して

お りま して,ど れ が マ ーケ ッ トに おい て いい の か とい うこ とは まだ わ か り ませ ん 。

端 末機 は64キ ロ ビ ッ トで 相 互接 続が 可能 に な ってお ります 。 これ は ア メ リカに

お い て も 日本 に おい て も実 施 され てお ります。 タ ー ミナル とい うの は56か64

キ ロ ビ ッ トどち らにで も対 応 で き る形 とな ってお ります。 で す か ら,ネ ッ トワ一
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ク能力を拡大す るに当た りま して古い端末機 を捨てて しま う必要 はあ りません。

現在 これ らの能力は提供 されてお りま して,こ れか ら数年間かけま して,ど の よ

うに して加入者の ニーズにこた えてい くのか とい うことを模索 してまい りたい と

思い ます。

どうもご清聴あ りが とうござい ました。

質 問 私 はISDNに よ って導 入 され ま す ク ラス5の オ フィ スの レベ ルにつ い

て知 りた い ん です が,何 か クオ リフ ィ ケ ーシ ・ン ・ス タン ダ ー ドが あ ります か。

こ うい った クラ ス5オ フ ィス につ い て ス タン ダ ー ドが あ るん で し ょうか。

ス ミ ス まず,デ ィジ タル オ フ ィスの 中で も ア メ リカの ネ ッ トワー ク,ク ラ ス

5オ フィ スで導 入 され た もの は,メ ーカ側 の 話 に よ ります とISDNを サ ポ ー ト

でき るとい うもの であ ります。 ク ラス5オ フ ィスはISDNに 適用 可 能で あ る と

い うこ とであ ります し,ほ か に もい ろい ろな サ プ ライ ヤ,メ ー カが そ うい った 製

品を 出 して お ります 。 そ して,ネ ッ トワー クで 非常 に重 要 な 部分 に入 ってい くも

ので あ ります 。

クラス5の 導 入 はご く普 遍的 にや られ る とい うので は な く,い わゆ る 大都 市周

辺で導 入 され るで あ りま し ょう。ISDNを 使 う人 た ちが マルチ プ レクサ を通 じ

て ナ フィス に通 じる とい う ことに な ります 。 です か ら,需 要 が あ れば 十 分 な オ フ

ィスが で き,ニ ー ズに対 応 して い く ことが で き るであ りま し ょ う。 ただ,ア メ リ

カで の重 要 な 問 題は,1Aの オ フ ィスはISDNの 能 力 を持 ってお りませ ん 。 対

応 で き ませ ん 。 です か ら,何 か こ の オ フィス に関 して ア ダプ タあ るいは ア ジ ャス

タな どをつ け ま して,そ うい った 能 力 を付 加 しよ うと してお ります 。 そ うい った

ア プ ローチ を とるか,あ るい は マル チ プ レ クサ を使 う よ うなア プ ローチ を とるか,

どち らにい た し ま して も,大 都 市 周辺 は十 分 カバ ーで き ると思 い ます。ISDN,

そ して ク ラス5の オ フ ィスが 普 及 してい く まず 第一 の地 区 は大 都 市 地区 だ と思 い

ます 。 今 申 し上 げ ま した理 由に よ って,こ こで は かな りカバ ーされ る度 合い が 高

くな る と思 い ます 。

さて,ス タ ン ダー ドの問 題 です が,相 互接 続 性 の ス タ ン ダ ー ドです が,私 ども

がAT&Tネ ッ トワー クについ て 負 ってい る役 割 とい うのは,ス タ ン ダ ー ドテ ス

トを行 うとい う こ とで あ ります。AT&Tの ネ ッ トワー クにつ なげ るか,あ るい

は 我 々の 交 換 機 を通 じてra5ESSを 通 じてつ なげ るか,い ず れ にい た します と

ス タン ダー ドに 合致 して るか ど うか の 検証 をす る もの が あ ります 。 ベ ル コアの 方
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で も同 じような能力を持 ってるのであ ります。AT&T以 外の交換機 については

ベル コアの方 からそ うい ったよ うな テス トサ ービスが 提供 されるもの と思い ます。

しかしなが ら,サ プライや間,メ ーカ間でそれが どうい う意味 合いを持つのかに

ついて合意が必 要だ と思 います。実際に相互接続性 を複数 の他の ベンダ,一 つの

ベ ンダか ら他のベ ンダの機器へ とつなげるためには合意が必 要にな って くると思

います。

*WilliamB.Smith

Room2C-601

ExecutiveDirector

NetworkAnalysisandTechnologyDivision

AT&TBellLaboratories

CrawfordCornerRoad

HolmdelN.J.07733

U.S.A.

電 話:(201)949-4844

一145一





7.パ ネ ル ・セ ッ シ ョ ン

「情報化 の進 展 と新産業の興隆」





7.パ ネ ル セ ッ シ ョ ン

「情報化 の進展 と新産業 の興隆」

パ ネ リ ス ト マ イ レ クJ.ス テ ィ ー ブ ン ソ ンJ .

パ カン!ム 苛 イ・ぞ ンス社 会 長),

ピー ターC.パ ッ トン

(パ ッ トンア ソシエ ー ツ 代 表)

ウ ィ リア ムB.ス ミス

(AT&Tベ ル研 究 所ネットワーク技 術 部担 当重 役)

柳 井 久 義

(芝 浦工 業大学 学 長)

山 本 卓 眞

(富 士 通株 式 会社 社 長)

コーディネータ 横 山 太 藏

(㈲ 日本 情 報処 理 開発 協 会 専 務 理 事)

横 山 それでは,た だいま よりパネル デ ィスカ ッシ ョンを始 めさせ ていただ き

ます。.・1

パネルデ ィス カッシ ョンの テニ マは,「 情報化 の進展 と新産業 の興隆 」とい う

ことでお話を進 めさせていただきたい と思い ます。

パネルの運び方は,本 日午後,新 たにご参 加い ただ きま した柳井先生 と山本社

長か ら.そ れぞれ この話題に関 しますご発言を二,三 十分ずつ いただ きまして,

その後,ア メ リカか らおいでい ただいてお ります3人 の講師 の方 に,こ れまでお

話にな りました ことをもう一 度皆様方のご記憶 を新 たにす ると と,そ れか ら,新

たにパ ネルに参加 をいただきま した柳井先生 と山本 社長にもお わか りい ただけ ま

す ように,簡 単 にサマ リーをいただ きたい と考 えて お ります。

その後,パ ネ リス トの先生方の間で ディスカ ッシ ョンをいた だきたい と思い ま

す。 さらには,皆 様方か らもご質問 をち ょうだいす るとい うこ とに してまい りた

い と思 ってお ります。 どうぞ よろ しくお願い をいた します。

それでは,柳 井 先生 か らお話を伺いたい と存 じます。

柳井 先生 は,ご 紹介 申 し上げま したよ うに,現 在芝浦工業 大学の学長 をお務 め

でござい ますが,そ の前,長 年東京大学工学部の教 授をしておいででござい ま し

た。ご専門は半導体 といい ますか,デ バイ ス ゾー ン専門の方 でい らっ しゃるわ け
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でございます。先生は,特 に ヨー ロッパ、 ドイツへの 留学,あ るいは交換教授 で

お出かけの経験がござい ます。 ヨー ロッパのご事情にも詳 しい方で ございます。

柳 井 ただいまご紹介い ただ きま した柳井 でござい ます。

私,ご 紹介 ございま した ような ことで,イ ンフォメー シ ョン ・テ クノロジー,

広 く言 えばその中に入 ります けれ ども,専 門はデバイス屋でご ざい まして,き ょ

うのお話の視点か らは多少ずれて くるか と思いますけれ ども,そ れ らの基 本はデ

・ミィスに もあるとい うような面か ら,デ パ ィス性の立場か ら,こ うあ ってほ しい

と思 うよ うなことをお話 しして,ご 参考 にさせていただきたい とい う意味で参加

させ ていただいたわ けで ご ざい ますので,そ の点 よろしくお願 いい た したい と思

い ます。

そ うい う立場でお話 しいた しますので,情 報化 が進展 してい るとか,情 報化社

会になるとい うようなお話 もあ りますが,こ の点か ら,我 々の 目か ら見ま して そ

れ らが どうい う意味を持 ってい るのか とい うよ うな ところか ら話に入 らせていた

だきたい と思います。

ご承知の とお り,人 間 といい ますか,人 類 と申 しますか,人 間は その知恵 を働

かせ ま して 自分 の周 りを取 り巻い てお ります。生活 してお ります 自然 の物 とか 現

象を巧みに利用い た しま して,今 日の文 明社会をつ く り上げて きたわ けで ござい

ます が,特 に,十 七,八 世紀 ごろか ら科学 的な考 え方の進展,そ れ に見合 って産

業革命が起 こるとい うよ うな ことに よりまして,物 質,あ るいは材料,物 の面 で

すね,そ れ とエ ネルギー を利用す る面 とい う点では19世 紀,あ るい は20世 紀

に 向けて非常に大 きな発展 を遂げ たわけでございます。

しか し一方,我 々の生活 にとってみ ま して も一つの非常に重要な面,こ れは情

報で ござい ます。情報 とい う問題 にな ります と,「 初 めに言葉あ りき 」とい うよ

うな聖書の言葉 にもあ ります とお り非常 に重要な ものでご ざい ます けれ ども,そ

れに対す る人間の能力 とい うものが非常に偉大でござい ますので,そ のための補

助手段 としての機械,あ るい は機械文 明の発達 とい うものは,あ る意味 ではお く

れて きた とい うふ うに見 ても よろ しいか と思い ます。

しか し,人 間のそ うい う面で の能力は極めて高いんです けれ ども,非 常 に弱い

面 もござい ま して。 皆様 す ぐお気づ きにな るとお り,情 報を大量 に,高 速に,あ

るいは遠距離 に伝送 したい とい うこと,そ れが今 日では通信 と言 ってい る分野 で

ござい ます。それか ら,こ れ を時間 的に後へ残 してい く。 これはタイム ドメーンで

の話,伝 送,通 信 とい うのが スペー スの ドメー ンでの話にな りますが,時 間での
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ドメー ンの話 になる と,記 録 と言われ ていることに なるわけです 。

記録 とい う面 にっ きましては,古 くか ら発達 してい る。通信の面では,光 通信

は今 日では非常 に大きな トピックスにな ってお りますけれ ども,通 信技術的 に物

を見ます と,既 にギ リシア時代か ら今 日のかな り高度な通信 技術,あ るいは方式

とい うものがたいまつ を使 ってや られてお ります。 それ ぐらい古 くか ら発達 して

お る。

それか ら,印 刷技術になれば,グ ーテ ンベル グの産業 革命 以来 の印刷 とい う・よ

うな ことで,そ の以前か らも,い わば紙 と墨 を使 った印刷 といい ますが.:書 くと

い うような こ とは発達 してお ったわけで ござい ますが,情 報 を扱 うとい う物 の見

方を します と,も う一つの面が演 算処理の分野で ございます。

演算処理は,人 間の脳が極 めて高度な ものを持 ってお ります ので,こ れに対す

る補助手段の必要性 を余 り感 じなか ったわけです 。せ めてそろぼん ぐらいの とこ

ろが昔か らある技術 だ った と思い ます 。

ところが,20世 紀初頭,例 の フレ ミングに よる電子管の発 明が今 日のエ レク

トPニ クスの基盤 になったわけでござい ますが,20世 紀前半にお きまして,第

1の エ レク トロニ クスの発展 期を遂げたわけでござい まして,こ れに よ りまして

通信技術が電気通信 の形で高度 な発達を前半 に遂げ てお ります。

40年 代 まで には.非 常 に画期的 な発展を遂げて きたわけで ござい ます し,同

時に,そ れ らの波及効果 とい うような面か ら電波利用 とい うもの,放 送,こ れは

新 しい通信方式 と言 えば新 しい通信 方式 でござい ますが,放 送 とい うよ うな面,

あ るいはそれを利用 した レー ダー等の発達 とい うようなものが行われて きたわ け

でござい ます。

同時 に,演 算処理の面 でも,エ レク トロニ クスの電子管を使 ったエ レク トロニ

クスの発展 期 とい うのは,電 気信号の処理の発展 とい うことになって まい ったわ

けで ございます か ら,当 然,情 報 の演算処理とい う面に技術の芽生えが生 じ始めてお

りまして,電 子計算機 の初期の ものは電子管 でや られ たことは御承知 の とお りで

ござい まして,萌 芽がそ こにあったわ けでござい ます。

しか し.こ れが本当に発展 したのは20世 紀後半.47年 のシ ョック レバー デ

ィンラー に よ る トラ ンジ ス タの発明が大 きな契機にな ってお りまして,こ れに

よって今 日の半導体時代に移 るわけで ござい ます。半導体 時代 に移る ことに よ り

まして,そ れまでに電子管 を主体に したエ レク トロニ クスの第1の 発展 期 とい う

もので大 きなバ リアになっていた こと.こ れは ベル モー トン博士が お っしゃった
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ことで,い わゆ るナ ンバー スバ リア,要 す るに数 の障壁 とい うものが大きな障害

になっておった とい うことなんです が.こ れ を一挙に克服 した とい うことによっ

て,第2の20世 紀 後半 のエ レク トロニクスの発展期の端緒 を開いて,今 日の状

態を現 出 してきたとい うふ うに見ていただいて よろ しい ん じゃなかろ うか と思い

ます。

その間に,電 子計算機の発展は デジ タル技術 の発展につ なが り,さ らに これに

付随 しま'して記録 記憶技術 とい うものがそれをバ ックア ップするとい う形で発

達 して まい りま した。

・そのほかに,今 日の大 きな情報化 社会,あ るいは情報 業界の発展とい うものに

対 して は,70年 に始 ま りました。 これ はギ リシャ時代以来我 々は夢 を見てお り

ま した光の伝送 とい う問題 をオ プチカル ・ファイバーに よって解決で きた。 これ

で70年 の初めを端緒に しまして,極 めて急速な今 日の光通 信時代への発展 とい

うものを遂げたわけでご ざい まして,そ うい う意味 におきまして,今 日,情 報を

扱 う補 助手段 としての多彩,か つ後期 の高性能の手段 を我々は手に入れた。 これ

らが今 日の情報化 社会の基盤 にな ってお るのでは ないか。

そ うい う意味においては,20世 紀後半 とい うのが第2の エ レク トロニ クスの発

展期で ござい ますけれ ども,こ れ らは情報 を扱 う技術 の画期的な発展期 であった

と見て よろ しいか と思い ます。

これによ りま して,我 々は環境,交 通等の社 会活動 を行 ってい く,個 人 の生活

を行 ってい く上で,物 とか エネルギー の面では20世 紀 前半までにはかな りの手

段 を手に入れてお りま した。後半で,情 報の面で も有力な補助手段 を手に入れた

とい うことにな ったわ けで ございますが,今 の歴史的な過程か らなが めてみます

と,物 とかエ ネル ギーの面 は1世 紀以 上の長い発展 と蓄積 の上 にあ りまして,現

在,な おかつ発展 しつつ あ りますけれ ども,飽 和 きみ の ところが ござい ます。

ところが,清 報 を扱 うとい う面か ら見ます と,た かだか 今世紀 後半 とな ります

と,半 世紀に も満 たない,急 速 に発展 した若い技術 だ と見 なければな らないん じ

ゃないか と思い ます。

そ こで,現 在 非常 に発展 しつつあ り,夢 が ござい ますけれ ども,そ の夢 に対 し

ては,ど うい う方 向が本 当の姿 なのか とい うことに対 しては,今,我 々 自身非常

に迷 ってい ると言 った方が よろ しいん じゃないか と感ず る次第 でござい ます。

したが って,情 報 を扱 うとい うこ とは どん なことか とい うことを我 々と して も

考 えてみなければ な らないのでは なか ろ うか。 デバイスの立場か ら見 ます と,そ
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のた めには どんなデバイス を今後 創造 し,あ るいは発展 させていかなければいけ

ないのか とい うよ うな見方 の根本 にな って くるわけでござい ます。

情報その ものは,我 々の頭の中で使 うとい うのが本質的 な問題 であ りますが,

我 々にとっては,情 報 とい うものは何 らかの キャ リア,い わ ゆる媒体ですね。媒

体に乗せた信号の形で扱 ってお りますので,結 局,機 械を用 いた補助手段 として

や る以上は,信 号を どんな格好で扱 うか とい う形になると思 います。

そ うい う意味で情報 を扱 うとい うことを考 えてみ ます と,情 報 を信号 として ど

んな格好で取 り入れ るのか とい うのが第1の 問題 になろうか と思い ます。

第2番 目には,取 り入れ た信号を どんな格好で演算処理す るのか とい うのが第

2の 問題になろ うか と思います。

第3番 目には,そ の信号を どんな形 で遠方 に大量に伝送す るのか,高 速に伝送

す るのか とい う伝送 の問題 にな ってまい ります。 これは もちろん途中 で処理す る

とい うことも入 ってまい ります けれ ども,そ うい う問題になろ うか と思い ます。

第4番 目が,そ の信号 を どんな形で記録 保存するのか とい う問題。 、

第5番 目が,そ れ らの情報を,信 号 として どんな格好で我 々人間の方 へ提供す

るのかとい う問題 になろ うか と思います。

これ らの5つ の問題で,我 々の個人 の生活,社 会生活,集 団,あ るいは組織 と

しての社会活動 とか生産活動の面,あ るいは機器 システムを運転,制 御す るとい

うような純粋な機械的 な面,あ るいは環境 を制御す るとい うよ うな面,こ のよ う

な面で どんな形で機械,あ るいは機械 システムとして取 り入れ てい くか とい うの

を考 えるのが,情 報 を扱 う目的趣 旨ではなかろ うか と思います。

この場合,こ れ らの機械,あ るいは機械システムとい うものは あ くまで も人間

のための ものでご ざい ますので,当 然,人 間,あ るいはその社会 とい うもの,そ

の経営の中,あ るいは システムの中に取 り入れた ものでなければ な らない とい う

ことになろ うか と思い ます。

そ うい う形で考 えます と,機 械,シ ステム とい うものは,ど うい う必要性があ

ってそれ をや ってい るの か,そ れか ら,も ちろん経済性が問題にな ります。 同時

に リラィ ァビ リティ ー 信頼性 が問題 にな ります し,さ らに大事 なことは,便 利

さ,使 いやす さ,要 す るに フレン ドリー シ ップといい ますが,人 間 とのイ ンター

フェースの問題があ ります し,安 全性の問題 もある。 これ らを十分考慮 されて,

それ らのマ ッチ した ものが生 き残 ってい くとい う形 にな っていか なければいけ な

い ん じゃないか とい うふ うに感 じられ るわ けで ござい ます。
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今のよ うな点で,非 常 に若い技術でござい ます し,将 来の発展性 を秘めてお り

ますので,情 報技術 とかエ レク トロニクス技術 とい うのは大変多様 な応用,可 能

性 を秘 めてお りま して,そ れ らの新 しいテ ンデ ンシーにつ きま しては,講 演会で

もいろい ろお話があ った ことと思い ますけれ ども,現 在 までの ところ,ど ち らか

と申します と,将 来を考 える場合に シーズオ リエ ンテ ッ ドと申 しますか,新 しい

物の方が先にあ って,原 理,現 象,機 械の方が先 にあ って,こ れ をいか に利用す

るか とい うよ うな形で考 えられ てい る面がい ささか多過ぎ るのではなかろ うか と

い う感 じを私 としては持 ってお ります。

特に今 日ではそれ らが余 りに も多様化 してい る,多 彩にな り過 ぎている,あ る

意味では高度,複 雑 にな り過ぎている。 したが って,使 いやす さとか安全性,信

頼性 とい うよ うな人間 との関係の方の問題 につ いては,も う一遍 よく考 え直 して

みなけれ ばな らない時期が きつつ あるのではないか とい うよ うな感 じが してお り

ます。

お若い方は,パ ソコンそ の他に対 してキーボー ドに触れ るこ とは非常に気楽 に

や ってお られ るよ うでござい ます けれ ども,我 々の よ うな年寄 りにな ります と拒

否反応 を示す とい うよ うなこ とす らあ るわけでござい ます 。

そ こで,こ れか ら本当に何が必要なのか,本 当の情報化へ の方向 とい うのは ど

んなものなのか とい うことを考 えまして,そ れ を十分踏ま えた上で技術的な進 歩,

発達を促 し,市 場の発展 を図 ってい くとい うようなことがや られ ていかなけれぼ

いけないん じゃなかろ うか とい う感 じがいた します。

人間 とい うよ うな問題 で考 えます と,例 えば芸術の問題がござい ますが,物 を

使 ってや る芸術 を考 えます ときに,日 本で筆を使 っての 「書」 とい うものが ござ

いますが,「 書」の芸術性 と,そ れか らコンピュー タを使 っての コンピュータ ・

グラフィックの芸術性 とどっちが人間性に合 っているのか。私が,ど ちらがいい

と,合 っている と必ず しも言いかね ると思い ますが,し か し,そ れ らの意義 とい

うものを十分考 えてや るべ きではなか ろ うか とい うよ うな気 もす るわけでござい

ます。

話 を,も う少 しデバイス の方の立場 に戻 しま して考 えてみ ます と,今 の ような

点は,デ バイス性 を直接考 えることで はなさそ うで ございま して,ど ち らか とい

うと,現 在 デパィス屋 とシステム屋 とい うふ うにエ ンジニアの分かれ方を してお

りますが,シ ス テム屋 さんが考 えていただける話 じゃなかろ うか と思 うのでご ざ

い ますが,そ うい う面か らは,ど んな システムが要求 されてい るか,そ れ に応 じ
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て,そ の機 能 を満 足 させ る よ うな デバ イ ス と しては どんな もの がい るの か とい う

のが,我 々デバ イ ス屋 の 立 場で は,今 非常 に欲 しい こ とで ご ざい ます 。

ニー ズ ォ リエ ンデ ッ ドな 考 え方 で ご ざい ます が ,現 在 まで の とこ ろ,社 会 全 体

が シス テ ム を含 め て シ ー ズオ リエ ンテ ッ ドに な りが ち にな って お ります が,デ バ

イ ス屋 は 殊 に シ ーズ オ リエ ンテ ッ ドの考 え方が 多 い わ けで ご ざい ます 。 超 伝導 な

んか 出 ます と,す ぐ超伝 導 を どん なふ うに利 用 す るか,そ れ で は ジ ョセ ブ ソン ・

ジ ャ ン クシ ョンか とい うよ うな とこ ろへ す っとい く。

例 えば,計 算 機 を 考 えた ときに,ジ ョセ ブ ソン ・ジ ャン クシ ョンが 本 当に必 要

な デバ イ ス な のか と言わ れ る と,必 ず しもそ うで は なか ろ う。要 す るに,シ ス テ

ム屋 の 方か ら,そ うい う現 象 を使 ってや るに は,こ ん な シス テムが 欲 しいん だ か

らそれ に対 して超伝 導 な ら超伝 導 は どん な格好 で 生 き るか,こ う考 えて い か なけ

れ ば い け ない と思 うの です が,そ うい う格好 に は なか なか な らない とい うよ うな

状 況が ご ざ い ます 。

我 々デパ ィ ス屋 と しては,シ ス テ ム屋 さん の方 に よ くそ うい うこ とを 言 うん で

す が,シ ス テ ム屋 さん の方 で は,そ ん な もの は なか なか 出せ ない ん だ,シ ス テ ム

屋 とい うの は,与 え られ た デバ イ ス を使 って,ど うや って オポ チ ュマ デザ ィ ンを

して上 手 くこ なす か を考 えれば い い ん だ よ,と お っ しゃられ る ケ ース が 多い の で

ご ざい ます 。 しか し,そ れ で はい け な い の で は なか ろ うか な と思 い ます 。

今 日,ご 承 知 の とお り,IC,VLSI,LSIの 発達 に よ りま して デ バ イス

そ の もの が シス テ ム に な ってい ます。 です か ら,必 要 な機能 を与 え られ ます と,

特 に信 号 処 理 デバ イ ス の場合 は そ うです けれ ど も,信 号処 理 の機 能 が 与 え られ ま

す と,そ れ に適 した よ うなICを 設 計 で きる段 階 に な って き てい る。 物 の 考 え方

が そ の 方 向へ どん どん 動 い て お ります 。

そ うい う意味 で,デ パ ィ ス とシス テ ム とい うのが 直 結 して きたわ けで す 。昔 は,

電 子 回 路 とい うもの が 間 にあ りま して,デ バ イス屋 さん は電 子 回路 の部 品 をっ く

れ ば い い,デ バ イス をつ くれ ば い い んだ と考 えてお りま した 。 だか ら,い まだ も

って ア クテ ィ ブな デバ イ ス,ノ ー ドンデバ イ ス とい うの は トラ ンジス タに 類す る

もの をつ くれ ば い い ん だ とい う考 え方 の 方 が 多い 。 あ る新 しい 現象 を見つ け た と

きに,ト ラ ンジス タ とい うデバ イ ス をつ くるた め には どん なふ うに した らい いか

とい う アイ デ アの 発 想方 法 に な りが ちで あ ります 。

とこ ろが.現 在 欲 しい の は最 終 の シス テムで ご ざい ます か ら,何 もそ ん な も の

で もな くてい い,単 な るス イ ッチで あ って,し か もそ れが オ ン,オ フス イ ッチで

あ る とい うの で はな くて,切 りか えス イ ッチで あ った 方が いい ん だ よ とい うよ う
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な こ と もあ り得 るわ け です 。 基 本 的 な デバ イ ス に対 す る機 能 を,我 々 として は欲

しい とい う感 じが してい るわ け で ご ざい ます 。 ・ ヒ

実 際 に は,デ バ イ スは 非常 に新 しい 形で 進 歩 しつ つ あ ります が,将 来,デ バ イ

スが ど う変 わ るか,お ま えの方 は ど うい うふ うに見 てい るか とい う こ とに対す る

皆 さん の 御 期待 もあ ろ うか と思 い ます ので,そ の 辺 につ い て ち ょっ と申 し上 げ ま

す と,信 号 処 理 に 関す る デバ イ ス とい うの は.現 在 シ リコ ンを主体 に したIC,

LSI,い わ ゆ るマ イ ク ロエ レ ク トロニ クスの シ リコ ンを主体 とした もの が 主 体

たな って お る こ とは御 承 知 の とお りで ござ い ます 。 これが 変わ るん じゃない か と

い うこ とを しば しば 言わ れ て お りま した けれ ど も,い まだ も って 変 わ ってお りま

せ ん し,こ れ は 当分 変わ らない と思 い ます 。 これ が 主体 にな る こ とに は変 わ りは

ない。 しか し,ニ ュー デバ イ ス はい ろい ろ考 え られ て い る。

現在,ニ ュー デパ ィ スが どん どん 出て くる 可能 性 の あ る分野 とい うの は,先 ほ

どの情 報 を扱 うとい う面 か ら物 を見 た と きに は,入 り口 と出 口の 部 分 で ご ざい ま

す 。や は り人間 との イ ン タ フェー スに な る部 分 と申 します か,結 局,セ ンサ ー,

ア クチ ュエ ー タの 部分 が かな り新 しい もの が どん どん 出得 る可能 性 が あ るか と思

い ます。 これは ニ ーズ オ リエ ソテ ッ ドに物 を 出 してい け ば よろ しい わ けで,ど ん

どん 出 て い く と思 い ます 。

も う一 面 で は,光 信 号が,光 通信 の 発 達 に よ りま して電 気 信号 と伴 用 され て使

われ て く る とい う時 代 に どん どん な ってお ります ので,そ の 現 象 を利 用 した よ う

な ハ イ ブ リ ッ ドシ ス テ ム,い わ ゆ るオ プ ト・エ レク トロニ クス と言 ってい る分 野

に な ります が,こ の 分 野で は,現 在 の シ ス テ ムを さ らに い い方 向 に持 って い く,

発展 させ てい くとい う意味 で は 大 き な 力 に な って くるの で は なか ろ うか と考 え ら

れ ます 。

特 に,電 気 信 号 は ど うして も タ イ ム シ リアル にな って くる面 が 多 い わ けで す。

パ ラ レル に や ろ う とい た します と,同 じ もの をた くさん 並べ る とい う格好 にな り

ます が,信 号 処理 の面 か ら見 た と きに,光 の 場 合 に は,光 信号 処 理 で は光 自身 で

パ ラ レル ・プ ロセ シ ン グが で き る とい う面 が ご ざい ます ので,こ の 面 で新 しい シ

ス テ ムを考 えてい かれ て,シ ス テ ムの ニ ーズ を与 え られ た ときに,光 の 現 象 を う

ま く利 用 してい くとい うよ うな 方 向 も今 後 は考 え られ得 る もの では なか ろ うか と

思 い ます 。

そ れ か ら,信 号 処理 とい う面 で,現 在 デ ジ タル技 術,デ ジ タル処 理 が 主体 に な

って お ります けれ ど も,そ うい うよ うな面 か ら アナ ログ処理 とい うもの の 重 要性
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も出て まい ります。 これ は光 に限 りませんけれ ども,ア ナ ログ信 号処 理 とい うもののデ

パ ィ ス も,シ ス テ ム側 か ら,こ ん な こ とが欲 しいん だ とい うのが 出 て くる とい た

し ます と,そ れ に応 じた ア ナ ログ信 号 処 理 の必 要性 が 高 ま って くる ので はな か ろ

うか 。・そ うす る と,現 在 デ ジ タル ・デバ イ ス に主体 が 行 き過 ぎ て お ります が,ア

ナ ログ信 号処 理 の デ バイ ス とい う もの も,こ れ か らは 重要 な 役 割 をす る可 能 性 が

あ ろ うか と思 い ます 。

トラ ンジス タに かわ る新 ス イ ッチ とい うこ とが 非 常 に よ く言 わ れ てお・ります 。

特 に新 材 料 の利用,薪 現 象 の利 用,カ ンタム ・エ レク トロニ クス な んか もそ れ に

な ります が,あ るい は分 子 チ ップ,バ イ オ チ ップ と呼 ばれ てい る よ うな もの,最

近 で 言 えば 超伝 導 の よ うな もの.こ れ らの 現 象 を使 って新 しい デバ イス を発 展 さ

せ て い こ うとい うテ ンデ ンシーが 現在 語 られ てお ります けれ ども,現 状 で は い さ

さか夢 が 多 過 ぎ る とい う感 じで ご ざい ま して,こ れ も先 ほ ど申 しま した とお り,

や は りデバ イ スが 何 が要 るん だ とい うこ とを も う少 しは っき りさせ て い た だ きま

せ ん と本 当の 意味 で の 発展 方 向が 出 て こな いか と思 い ます 。 今 あ る トラ ンジ ス タ

にか わ る よ うな デパ ィ スは 幾 らもつ くれ る と思 い ます し,さ らに ハ イ ス ピー ドの

もの にな ってい くと思 い ま す が,そ の 現 象 を利 用 した ときに,い わ ゆ る回路 をつ

くるん な らそれ で よろ しい ん です けれ ど も,回 路 で な くて機 能 を持 った デバ イ ス

をつ くって い くとい うこ とに な る と必 ず しもい い方 向 であ るか ど うか,問 題 が あ

るの で は なか ろ うか と思 い ます 。

現 在,ノ イ マ ン型 の 電子 計 算 機 か らの脱 皮 とい うこ とが盛 ん に 言わ れ てい るわ

けで ご ざい ます し,特 にパ ラ レル 信号 処 理 とい う問 題が 出 て い るわ け で ご ざい ま

す か ら,そ の 辺で,ど ん な デバ イスが 欲 しい か とい うの を我 々 と しては 待 ち 望 ん

で お る とい うのが 一つ の夢 で ご ざい ます 。

同 じデバ イ スで あ りま して も,現 在,ツ ーポ ー トと申 します か,サ ンタ ンシー

・デバ イス と申 しますか ,要 す る に 入 口が あ って 出 口が あ る ッ ーポ ー トの デバ

イ スが 主体 に な って お ります 。

多ポ ー トの デバ イス,神 経 系,ニ ュー ロ ンなんか は 多 ポー ト,し か も数 百 とい

うポー トを持 って い る もの で ご ざい ます か ら,多 ポ ー トの デ バ イ ス を主 体 に した

ネ ッ トワ ー クの 問題 とい う よ うな ものが,当 然今 後 出 て くる 問題 じ ゃなか ろ うか

と思 うん です が,そ れ に対 して も,ニ ー ズが どん な ところ に あ るの か,機 能 と し

て の ニ ー ズが どこ にあ るの か とい うよ うな と ころが 知 りた い こ とに な るん じゃな

か ろ うか とい うふ うに感 じてお るわ けで ご ざい ます 。
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いずれ に しま しても,冒 頭 に申 し上げ ま した こととデバイス側 に立 って申 し上

げ ました こ とは,結 局,今 後の情報化 を進 めてい くとい う面では デバイス,シ ス

テムともにユーザーフレンドリー と申 しますか,要 するに,も っとわか9や すい,

我 々の扱いやすい形 の ものであ って,経 済性,信 頼性,安 全性の高い もの,そ う

い う意味 で本 当に必 要なものを出 していかなければな らない時 代が きているとい

うふ うに感 じてい るとい うのが私のお話 ししたい ことでございます。

本 日のお話の主題 か ら申 します と,ち ょっとはずれておるか と思い ますが,御

参考 までに,私 のキ ャリアか ら言いま して,本 日の主題に直接 マ ッチ したよ うな

お話はで きかねるものですか ら,こ んなことで問題提起を させ ていただいた と,

こ うい うふ うにご了解いただきたい と思い ます。

横 山 ど うもあ りが とうござい ま した。

ニーズオ リエ ンテ ッ ドな形での デバイスの発達 とい うお話で ござい まして,私

どもの本 日のテ ーマに決 してそ ぐわ ない とい うものでは ございませんで,大 いに

参考になるお話であ ったか と存ず る次第でござい ます。

それでは,次 に山本 卓眞社長をご紹介申 し上げ ます。

私か ら改めてご紹介す るまで もな く,山 本卓眞社長は,1949年,東 京大学

第2工 学部を卒業 されま して,現 在の富士通株式会社にご入社にな り,1981

年 よ り同社 の代表取締役社長 をお務めで ございます。 さらに公職 といた しまして,

現 在,社 団法 人 日本電 子 工 業振 興 協 会 会 長 で ご ざい ます とか,通 信 機 械 工

業 会 の 副 会長 で あ ります とか,多 くの要職 を兼務 してお られ多方面のご活躍で

あることは皆様既 にご存 じの とお りでござい ます。

それでは,山 本社長,よ ろしくお願 い申 し上げ ます。

山 本 ただい ま,柳 井先生か ら半導体 デバ イスにつ いて も若干お話があ りまし

た。先生 は比較的慎重 な控 え目な発言 をされ ま したけれ ども,私 ども,実 際の産

業にお ります者か ら見 ます と,依 然 と して半導体 デパィスはめ まぐる しく進歩を

続けておる。例 えば,過 去30年 間 にメモ リ,あ るいは トラ ンジスタ1個 の値段

でも結構ですが,大 体100万 分の1に 低下 した。 これはも うエキサ イ トを通 り

越 しま して革命的 とい う言葉で も足 りない ぐらいの激変だ と思います。

別の表現を とれば,30年 前には トランジスタ1個 が約2,000円 した。 とこ

ろが今 日では,も う2厘 である。 もちろんそれは メモ リの中の トラ ンジスタであ

ります けれ ども,2厘 とい うことで100万 分 の1,と い うこ とは情 報産業,ま

た通信において も半導体 デバイスの進 歩が強烈 なイ ンパ ク トを与 えておる。 しか
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も,そ の イ ンパ ク トは 継続 しつ っ あ る とい う非 常 に エ キサイ テ ィ ングな時 代 を 我

々は 生 きて い るの で は ない だ ろ うか 。

この進 歩 は,確 か に集 積 度 の上 が り具 合 も,ま た デ パ ィス の ス ピー ドの 向上 の

度 合 い も若 干 鈍 り始 め て はい ます けれ ど も,な お,今 世紀 じゅ う ぐらい 続 く可 能

性 が あ るん じ ゃない か とい う期待 が 持 て る。 とい うこ とは逆 に 言 う と,ハ ー ドウ

ェアは 非常 に安 くな ってか つ進 歩 を続 け る。

そ れ に対 して,そ れ を使 い こなす 人 間の 知 恵 が,ま た シス テ ムの ソフ トウ ェア

が ど うな ってい くだ ろ うか 。 それ が な か なか つ い てい か ない た め に,我 々は ソ フ

トウェ ア ・ク ライ シス に 直 面 して お る とい う時 代 に生 きてい る とい う認識 に あ る

ん じゃない か 。

しか も,ソ フ トウェ ア ・ク ライ シス は,実 は20年 以上 前 か ら言わ れ始 め た 言

葉 で あ りま して,20数 年 前 に,時 の 私 ど もの 社 長 が,こ ん な に ソフ トウ ェア の

人 を採 って 大丈 夫 か,わ ず か100人 か そ こ らの 人 を採 るの に非 常 にヘ ジテ ー ト

して,し か しや む を得 ない,採 らなけ れ ば な らん だ ろ うとい って採 用 した の を記

憶 してい るので あ ります が,今 日,私 が 社長 に な りま して,1,000人 を採 って

大丈 夫 か と言い なが ら,な お かっ 足 りな い。 多 分20年 後 に は,ま た 私 は笑 わ れ

る立 場 に な るか も しれ ませ んけ れ ども,そ の とお り果 た して な るだ ろ うか とい う

時 代 にな る と思 い ます 。

ソフ トウ ェア危 機 は,我 々メー カだ け で は な くて皆 さん 方 お客 様,あ るい は ソ

フ トウ ェアハ ウス,ま た 世 界 じゅ うで,特 に先 進 国で 至 る とこ ろで経 験 して お る

とこ ろで あ ります 。

ど う対 処す るか,1つ は,や は りソフ トウ ェア の 開発 能力 を持 った 人 を増 やす 。

この 面 で の 日本 の教 育 は,き ょ う見 えて お ります,ア メ リカの 人 た ちの つ く った

教育 シ ス テ ムに 比べ ます とい さ さか 見 劣 りが す る と思 い ます 。 レー ガ ン大 統 領 に

な って か らア メ リカは エ ンジニ アの養 成 を非 常 に 強化 して,か つ て 日本 よ り少 な

か った エ ンジ ニアが,今 日では 日本 の エ ンジ ニア の 卒業生 よ りも若 干 なが ら上 回

り始 めた とい うの は有 名 な 事実 で,短 期 間 に 国 の 方針 に基 づ い て社 会 の 形態 を変

え得 る変 化 能 力,自 己変 革 能 力 とい うのは 大 い に称 賛 して よ ろ しい ん じ ゃない か

と思 い ます 。

い ず れ に して も,我 々は,教 育 につ い て も余 り大 き く頼 る こ とが で き ませ ん の

で,み ず か ら全 く関 係の な か った建 築 学,原 子 力 とい った卒 業 生 も採 用 して養 成

せ ざ る を得 な い とい う立 場 に あ ります 。
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か く℃ 半年 ない し1年 の 教 育 期 間 を,社 内に採 用 してお きな が ら北 は北 海 道

か ら南 は沖 縄 まで,ソ フ トウ ェアの コマ ー シ ャル も含 め て大 増 強 しつ つ あ る。 そ

れ に よ つて ユ ーザの 要 望 に こた えつ つ あ る けれ ど も,そ れ で もな おかつ 足 りない 。

・第2は
,・や っぱ り開発 手 法 の レベ ル を上 げ な けれ ば な らない とい うこ とです 。

これ につ い て は後 ほ ど述 べ ます 。

第3が,人 間が ハ ー ドウ ェア に追 いつ か れ るのは い いか げ ん に卒 業 しよ う,も
'
っと ハ ー ドウェアをふ んだ ん に使 って 開発 環 境 を よ くし ょ うで は ない か,人 間が

シ ステ ムと 対 話 す るインターフェース で あ ります ワー クス テ ー シ ョ ンを中 心 に据 え

て:グ ーク ス テ ー シ ョ ンを基 準 に ソフ トウ ェア開発 の環 境 を考 えてい こ う,ま た

シス テ ム環 境 を考 えてい こ うで は な い か とい う概 念で あ ります 。

'・こ こで,一 般 論 か ら離 れ て,違 った切 り口か らお 話 を してみ た い と思 い ます 。

今,ソ フ トウ ェア ・ク ライ シ スの 話 を ち ょっ といた し・ま した が,同 じ ソフ トウ

ェア ・クラ イ シスの 中で,あ る断面 か ら見 ます と,現 在は 巨 大 シス テ ム との挑 戦

の時 代 だ と言 える と思 い ます 。 かつ て銀 行 の 第2次 オ ン ライ ンシス テ ム とい うの

は,大 体100万 ス テ ップか に200万 ス テ ップ,100万 行 か ら200万 行 ぐ

.らい の プ ログ ラムの 量で 済 ん だ 。 今 日の3次 オ ンライ ン シス テ ムは,つ い2,3

年前 まで は 約300万 行 な い し400万 行 の プ ログラ ムを書 け ば 済む か と思わ れ

て い たの で あ ります が,今 日で は,現 在 わ か ってい る範 囲で,既 に800万 行 の

プ ログ ラムの ボ・リュ ーム を超 えて い る。 多 分1 ,000万 行 に 達 す るので は な いか

と言わ れ てお ります。

ソフ トウェ アの ス ケール が1桁 増 えれ ば,そ の困 難度 が2桁 ぐらい増 える とい

うのは 皆 様 体 験的 に よ く御 存 じの と ころか と思 い ます。 単 に生 産性 とい う次 元 を

超 えて,こ こでは 巨 大 ソ フ トウ ェア開発 の マ ネ ジ メ ン トをい か にや るべ きか とい

う,マ ネ ジ メ ン ト問題 を含 め て 大 き な問 題 に直 面 して お ります 。

大 き な問 題 とい う根 拠 は,現 に,日 本の 大 銀行 の3次 オ ンライ ン シス テ ムが軒

並み 遅 れ,一 見 遅 れ ない か に 見 えた銀 行 の シス テ ムは 予定 通 りい ってい る よ うに

見 えて も実 は 大幅 に そ の 内容 を カ ッ トして お る。 そ して形 だ け は何 とか 間 に 合 っ

た とい うよ うな傾 向が 出て お ります 。

そ こで,ど うす るか とい うこ とで あ ります が,一 つ の答 えは,や は りパ ッケー

ジだ と思 い ます 。 大銀 行 が 巨 大 な マ ンパ ワー をか けて 開発 した ソフ トウ ェア ・パ

ッケー ジ を州銀 行 は極 力そ の ま ま利 用 しよ う。 もち ろん,若 干 の カス トマィ ズ と

い う作 業 は必 要 だ と思い ます 。 そ れ を さ らに カス トマィ ズ して 小 銀 行 も使 う。 こ
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の面 で は,日 本 の企 業 は 奇 妙 にぜ いた ぐで,か つ てはA銀 行 が 使 った もの はB銀

行 は使 わ な い とい う傾 向が あ りま した け ど,、今 日で は その傾 向 は 著 し く減 って ソ

フ トウ ェアの流 通が 始 ま っ てお ります 。

い ず れ に しま して も,ア プ リケr－シ ョ ン ・パ ッケー ジの流 通促 進 が 一つ の 鍵 で

あ ります 。 しか し,最 初 の政 策 は ど うす るの か,ま た,ど う して も カス トマ ィ ズ

す る とこ ろが あ る,な い しは他 の 企業 との差 別化 を して ア プ リケー シ ョン ・パ ソ

ケ ー ジを使 って も,な おか つ 自分 の とこ ろだ け のユ ニー クな ア ドバ ンス ・シス テ

ム をつ くろ うと した 場合,そ の 開 発分 の生 産 を ど うす るのか,こ れ が い ろ ん な ソ

フ トウ ェア ・エ ンジ ニア リ ングの 手 法で あ ります 。か つ,計 画 管 理 の 段階 で し っ

か りした マ ネジ メ ン トが な けれ ば な らない とい う,シ ステ ム計 画 管理 の段 階 で の

サ ポ ニ ト ・ソフ トウ ェア とい った よ うな もの の準 備が 必要 にな って き ます 。

また,最 近 の シス テ ムは,さ っきの 図 で お話 ・ししま した よ うに,・端 末 ない しは

ワー クス テ ー シ ョン と して パ ー ソナル コ ンピ ュー タ,あ るい は か な り大 型 の ワー

クス テ ーシ ョ ンもあ る と思 い ます 。 パ ー ソナ ル コ ンピュー タか ら小 型,中 型 ,大

型機,さ らには ス ーパ ー コ ンピ ュー タに至 る まで シス テム と して連 動 し, .ネ ッ ト

ワー クをつ くる時 代 に入 りま した 。 ス ー パ ー コ ンピュー タか ら大型 コ ンピ ュー タ

に至 る まで,シ ス テ ム整 合 性 が鋭 く問 わ れ る時 代 に 入 って お ります 。 私 ど ものS

IA,あ るいはIBMのSAA,あ るい は 他社 の もあ ります が,そ うい った格 好

で システ ム整 合性 を エ ネル ギ ッシ ュに追 求 していか なけれ ば な らな い とい う時 代

で す 。

か くて,生 産性,シ ス テ ム整 合性,あ る いは ソフ トウェアの 流 通 を含 め て ,巨

大 シス テ ム,な い しは 巨 大 シス テ ム とい う定 義 は プ ログ ラムの コー ド数 ば か りで

い いわ け には い き ませ ん で,小 数 の プ ロ グ ラマ しか持 って い ない ユ ーザ に と って

は,中 クラス の シス テ ム とい え ども巨大 シ ス テ ムへ の挑 戦で あ りま し ょ う。 そ ん

な意 味 で,い か に ソフ トウェ アの 巨 大 なバ ック ログが どん どん 増 えて い る問題 に

こた え るか とい うのが,今 の ベ ンダ,我 々サ プライ ヤ,メ ー カの 第1課 題 だ と思

い ます 。

私 ど もは、5月 に,SDAS－ シス テ ム ・デベ ロ ップメ ン ト ・アー キ テ クチ ャ

・ア ン ド・サ ポ ー ト ・フ ァシ リテ ィとい う システ ムを 発表 して お ります のは
,お

客 様 の ところで 直面 してい る問題 へ の 鍵 の 一つ で あ ります。 もち ろん 完 成 した わ

けで は な くて,部 分 的 に 完 成 してい る もの もあ りますが,こ れ か ら一 歩 一 歩 完 成

を 目指 す とい うこ とで あ ります。
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も う一 つ,現 在 は ネ ッ トワー クの時 代 で あ る と もい え ます 。 かつ ての コ ン ピュ

ー タの 初 めの ころの ,ビ ジ ネス 面で は ク ラ リカル ワー クだ けの シス テ ムだ った も

のが,現 在 は ネ ッ トワー ク と結び つ く。 ネ ッ トワー クで あ る 以上,そ れ は常 に国

際 化 してい く。 現在,東 京 に欧 米 の銀 行が 支 店 を どん どん 出 してい ます 。 当然 ネ

ッ トワー クが 必 要 で あ る。 日本 の企 業 も また,ア メ リカに,ヨ ー ロ ッパに ブ ラ ン

チ オ フ ィス ない しは 工 場 を持 って お る。 この ネ ッ トワー クは必 然 で あ ります 。 か

くて,き れ い ご とで は ない 国際 ネ ッ トワー ク化 時 代 が き た。

とこ ろが プ こ こで ヨ ー ロ ッパの コ ンピ ュー タを ヨー ロ ッパ が使 お うと した ら,

プ ロ トコル が 違 う とい うよ うな問 題が 起 きか ね ない。 な い しは,せ っか く日本 の

メー カの コ ンピ ュー タを 使 お う と思 ったけ れ ど も,現 地 に サ ポ ー トが な いか ら現

地 の コ ン ピ ュー タを使 お う。 しか しプ ロ トコルが 違 うとい う問 題 が あ ります 。

現在,我 々は ネ ッ トワー クに対 して 標準 化 を強 力に 進 め な けれ ば な らない 時 代

に入 って お ります 。 幸 い に して,こ の 面 で のISOの 活 躍 並び に メー カの協 力 に

よ るOSIの 進展 は大 い に期待 してい い もの が あ る とい うふ うに判 断 してい ます 。

次 に,現 在 コー ド化 の 問題 が 出 て い る と思 い ます 。 これ は既 にお 話 が あ った か

と思 い ます が,ア ーテ ィフ ィシ ャル ・イ ソテ リジ ェ ンス ーAIと か ノ リッジス

テ ム と呼 ば れ てお ります。現 在,企 業 は一 通 りの情 報準 備は 終わ って,次 を 目指

す。 そ の とき に,1つ は イ ンテ グ レー シ ョンです 。 さ っき の銀 行の3次 オ ンライ

ンの巨 大化 とい うの は イ ンテ グ レー シ ョンの 例 だ と思 い ます 。新 た な業 務 を拡 大

して イ ンテ グ レー シ ョンしてい く。 また,製 造業 で はCIMと い う言 葉 があ りま

す。 コ ン ピ ュー タ ・イ ンチ プ レー テ ッ ド ・マ ニ ュフ ァ クチ ャ リング,し か しな が

らこれ も言葉 ばか りで,現 実 に はCIMを 完 成 してい る企業 なん て い うの は まず

見 られ ない と思 い ます 。 最 も勇敢 に チ ャ レンジ した の は ア メ リカの ゼ ネ ラル モ ー

ター ズで あ る と思 い ます が,そ れ が 完 成 した とい う話 は 聞 い てお りませ ん。

た だ,CIMは きれ い ご とで は な くて,現 実 に サ ブシ ス テ ムは ほ とん どの メ ー

カで どん どん で きつつ あ る。 あ とはい か に イ ンテ グ レー トす るか,し か し結構 難

しい 課題 で あ ります 。 巨大 シス テ ム,も う一 つ は企 業 同士 の生 存 をか け て差別 を

す る上 で,単 な る シス テ ム イ ンテ グ レー シ ョンで は な くて レベ ル を上 げ よ う,こ

れ が ノ リ ッジ ス テ ムの導 入 で あ る。 こ の問題 もまた,初 期 にお い て既 存 の シス テ

ム,で きれ ば この 業 界 に お け る標 準 とい うのが 好 ま しい とい う問題 を我 々は抱 え

てお ります けれ ども,こ この分 野 で は,技 術 の進 歩 い まな しで 標準 化 をパ ラ レル

に進 め る とい うの は難 しい段 階 にあ る よ うに思 い ます 。
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さて,こ んな時代 に我 々は仕事 を してい るわ けであ ります が,き ょうの課題の

中に 「新産業の興隆」 とい うのが あ ります。 これにつ いて2,3の 例 を触れてみ

たい と思い ます。やや前置 き過 ぎる話をす るか もしれ ませんが,い ろいろ見てい

ます と,情 報 システム,な い しは情報その ものを経営資源 として新た な ビジネス

を展開 して成功 してい る企業,な い しは これか らや ろ うとい う企業は幾つ か見 ら

れ ます。

さっきの ノ リッジステムか らい きま しょう。 これ はエキスパー トシステムの例

であ りますけれ ども,日 本鋼管の水島では高炉の中の コークス と鉄鋼石を交互に

積んで下か らガスを吹 き上げ る,し か しなが ら,と き どき炉 の中に異常が起 きて

コー クスを どこに入れる,あ るいは鉄鋼石をその上 に さらに積 む とか とい らた ア

クシ ョン をとらなければな らない。炉泡ができるとい います けれ ども∵ これ を防

がなければな らない。従来は,ま さにエキスパー トが高炉 につ き っき りで処置 を

してお った。現在,日 本鋼管ではエキスパー トシステムによ って,か な り高い確

率で,し か もセ ンサ ーがっ き,ア クチ ュエータがついた リアル タイムシステムで

エキスパー トシス テムが稼働 してい るとい う,世 界で も珍 しい セ ンサニベース,'

ノ リッジステムが できてお る。

これは当然世 界に向けての新 商品,新 ビジネスに な り得 る と思い ます。AIに

ついては診断 とか,最 近では投資相談,あ るいは今後は家庭 な どで非常 に重要な

問題にな ります教 育相談 とい った ところに洋 々たる分野 を持 ってい ると思い ます 。

例 えば投資相談 な どは,現 在 皆 さんご存 じのよ うに,勤 労者世帯は平均700

万円程度の金融資産 を持 ってい る。 ところがなん と農家が1,300万 円の金融資

産を持 ってい るとい う時代ですね。か くて投資相談のエキスパ ー トシステムを持

った端末ない しパー ソナル コンピュー タを窓 口に置 くのは,銀 行 よ り先 に農協だ

とい う時代が きて おるわけであ ります。そ うはい って も現実 には まだ置かれ ると

ころまではい ってお りませんけれ ども,実 際 の姿はそ こまでい っておる。

また,安 全保障産業のセ コム とい うのは有名で し ょうけ ど,セ コムの飯 田社長

なんかのお話を聞いてお ります と,単 なる安全保障,セ キ ュリテ ィ産業か ら一 歩

出て老人介護 並びに独居老人 も含めた,老 人の介護に関する情報 システムを含 め

た新たな ビジネスを考 えてい く。高齢化社会,か くい う私 も老齢 の ところへ 足を

一歩突 っ込んでお るので あ りますけれ ども,ま さにそ うい う時代が きておる。

流通業,こ れはい うまで もあ りませんね。単品管理 を目指す。流通業 こそ最 も

現代のいろんな産業 の中で 目を輝か して次の変化 を先取 りし,み ずか らを変 えて
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い こ うとい う意欲 に燃 えた 最 も進 ん だ 産業 か もしれ ませ ん。 これ の 単品 管 理 を 目

ざ して情 報 装 備 を どん どん進 め てい るの は,い ま さ ら申 し述 べ る まで もない とこ

ろです 。

そ れか ら,ス ーパ ーの 出 口で 会 計す る とき に,レ ジでPOSが レーザ ー ビー ム

で バ ー コー ドを読 み 取 って い る のは 大 半 の方 は ご存 じだ と思 い ます 。 これ か ら さ

らに普 及 す る と思 い ます 。 ス ーパ ーの レジ に も最 先 端 の技 術 が 使 われ つつ あ る。

この情報 化 は1次 産 業 にお い て も進 みつ つ あ ります。 現 在,私 ど もの と ころ に

声が か か っで き てお ります の は,九 州 にお け る2つ ぐ らい の 農 業 団体 か らで ご ざ

い ま して,農 業 の経 営 の た め の情 報 シス テ ムをつ くろ う。 私 も農業 に 詳 し くあ り

ませ ん が,例 えば農 作 業 の カ レ ンダーだ って あ ります 。 どの シー ズ ンに な った ら

何 の 種 を用 意 して,何 日間 水 につ けて,い つ ま く。 そ の ときの天 気 予 報 は ど うな

のか 。

また,暦 年 の普 通 の カ レ ンダーで は な くて,過 去 の気 候 ま で しん し ゃ くした よ

うな カ レンダー とな る と,も っ と知 能 レベル の 高 い カ レ ンダ ーが存 在 し得 る と思

い ます 。 品種,肥 料,薬 品 に 関す る新 情報 ,ま た は製 品 の 出荷,価 格,マ ー ケ ソ

トに 関す る情 報,そ の他 農 業 は ま さに新 技 術 とチ ャ レ ンジ した 経 営 で あ り,こ れ

また 高度 の情 報 シス テ ムを持つ とい うの は,そ う遠 か らぬ こ とで あ ろ う と思い ま

す 。

新 ビジネス のお 話 を 申 しま したが,も う一 つ 申 します と,コ ンピ ュー タ ・グ ラ

フ ィ ックス,か つ て私 ど もは 筑波 の万 博 で ,全 転 周 の コ ン ピ ュー タ ・グ ラフ ィ ッ

クス で宇宙 の 誕生 と生 物 の発生 まで を描 き ま した 。非 常 に 皆 さん に楽 しん でい た

だ いた わ けで す。 コ ン ピ ュー タ ・グ ラ フ ィ ックス とい うの は,キ ャ ドか らア メ ニ

テ ィに至 る まで 洋 々た る前途 を持 ってい るだ ろ う。

また,全 転 周 立体 画 像 な どは単 な る ア メ ニテ ィだ けで は な くて,臨 場感 を持つ

とい う意味 に お い て,そ れ は もは や 見 た とい うこ とで は な くて体 験 した と同 じよ

うな 効 果 を持 つ 意味 で,も っ と高 度 の シ ュ ミレー シ ョン,あ るいは 学 習 とい った

分 野 に どん どん 入 ってい くチ ャ ンスが あ る と思 い ます 。

私 ど もは,ア メ リカの モ レキ ュラ ーデ ザィ ンとい う会社 と業 務 提携 を しま して,

彼 らが 開発 した 分 子設 計 の ソフ トウ ェア を 日本 に導 入 した こ とが あ ります。 そ の

ソフ トウェアで 足 らな い と ころを 今 度 は 逆 に 呉 羽 さ ん と 共 同 開 発 しま した。 お

手 元 に配 りま した レジメ に ち ょっ と書 いてお りますが,ユ ーザ ーとの 共 同開 発,お

客様 との共 同 開発 とい う時 代 に 入 りま した。
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呉 羽 さ ん は,分 子 設 計 に 関 す る ソフ トウェア ・パ ッケ ージ をつ くって,日 本

のみ な らず 欧 米 も一 緒 に共 同 してや ろ う とい う時 代で ,こ こ に また新 た な ビジ ネ

スチ ャ ンス が生 まれ てお ります。

最 後 に,ス ーパー コ ンピ ュー タ,こ れ は パ ッ トンさんが後 ほ ど触 れ られ る と思

い ます け れ ど も,こ れ が非 常 に広 い 分 野 で 使 われ る よ うにな りま した 。 ス ー パ ー

コ ン ピ ュー タに限 りませ んが ,こ うい う情 報 シス テ ムが 人間 の 知 的 な作 業 を,あ

る意味 で 拡 大,増 幅 してい く。 そ の 結果,,技 術 革新 の速度 は まだ 加速 されつ つ あ

る。 そん な時 代 を行 きつ つ あ るよ うに思 い ます 。 しか し最後 に これ を ど うい か す

か,ど うい うふ うに 世 界 に貢 献 す るか とい うよ うな こ とは,や っぱ り最 後 は我 々

に残 され た 課 題で あ る と思 い ます 。

以 上 です 。

横 山 ど うもあ りが と うご ざい ま した 。

そ れ で は,こ こで 皆様 方 の ご記 憶 を新 た にす る とい う意味,あ るい は柳 井 先 生,

山本社 長 に も,ア メ リカか らお い で の講 師 の 方 々の お 話にな りま した こ とを御 認

識 い た だ く とい う意味 に お き ま して,ア メ リカか らお いで の 講 師 の 方 々に,簡 単

に昨 日か らお 話 に な りま した こ とを も う一 度 サ マ ライ ズを して い た だ きた い とい

うふ うに思 って お ります。 も ちろ ん そ の 中 に,こ れ まで 山本 社 長 ,あ るい は柳井

先 生 が お 話 に な りま した こ とに対 し ます 御 意見 等 を お入れい た だい て もい い か と

思 い ます け れ ども,大 体5分 か10分 ぐ らい ずつ で お願 い した い と思 い ます 。

まず,ス テ ィー ブ ンソ ンさん か らお願 い い た します 。

ス テ ィー ブ ン ソ ン ご指 名 あ りが と うご ざい ます 。2時 間 の プ レゼ ンテー シ ョ

ンを5分 間 で ま とめてみ た い と思 い ます。

昨 日私 が 申 し上げ ま した の は,ア メ リカに おい て 情報技 術 とサ ー ビス技 術 の 果

たす 役 割 で あ ります 。1995年 まで に はGNPの 大体7%に な ってい るだ ろ う

とい うこ とで あ ります。 そ して これ か らの10年 間,ビ ジ ネスの 国際 化 に よ って

さ らに成 長が 見 込 まれ るだ ろ うとい うこ とで あ りま す。 これ につ い て 山本 さん か

らも今 御紹 介が あ りま した が,ISSの これ か らの成 長は,従 業 員一 人 当た りの

支 出 で はか れ るだ ろ うとい う こ とで あ ります。ISSは,イ ン フ ォメ ー シ ョ ン ・

コ ミュ ニ ケー シ ョン ・エ クィ ック メ ン ト ・サ ー ビスの略 で あ ります
。 そ して運 送

業 では,1974年 には従 業 員1人 当た りの支 出 が 第4位 で あ った の が ,今 は1

位 で あ ります 。 これ は1人 当た り164ド ル とな ってお ります 。

また,金 融 業 が,74年 当時 は1位 だ ったの が,現 在 では3位 に落 ち込 ん で い
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るとい うこ とで あ ります 。

各 国 を 比 較 し てみ ま す と.金 融 業 で は,日 本 の1人 当た りの支 出が ア メ リカや

ヨー ロ ッパ を凌 駕 してい る とい うと こ ろが 見 られ ます 。 これ はい か に 日本 の銀 行

が 能率 が よい か とい うこ とをあ らわ して い る と思 い ます 。

また,イ ン フ ォメ ー シ ョン ・シス テ ムや サ ー ビス の 応用 が,生 産性 の 方に 重点

が 移 って きてい る とい る ことで あ ります。 す なわ ち生 産性 の向上 とい う こと よ り

も,さ らにい ろい ろな 面 に移 って き てい る とい うこ とで あ ります。

傾 向 と しては,競 争 力 を高 め る とい うこ とに移 ってい く。 例 えば 自動 化,コ ン

ピュー タの利 用,通 信 ネ ッ トワー クの 利 用,さ らに行 政 面,事 務管 理面 等 々で使

うとい う こ とで あ ります。 そ して競 争 力の 向上 とい うこ とは,コ ンピ ュ ー タの メ

ー カ
,サ プ ライ ヤ に と っては 大 きな有 望 な分 野 で あ ります 。 こ うい った よ うな情

報 シス テ ムや サ ー ビスを使 って競 争 力 を高 め る とい うこ とは 特 に重 要 で あ ります 。

自由化 の過 程 を 通過 して い る業 界,あ るい は非 常 に厳 しい競 争が 見 られ るよ うな

業 界 で は 特 に顕 著 で あ ります 。

また,比 較 的 優 位 とい う面で 情報 技 術 を使 ってい こ うとい うこ とで あ ります が,

それ の 意 味す る とこ ろは,ユ ーザ会 社 のEDP部 門が そ れぞ れ 協 力 してい か なけ

れ ば な ら ない とい うこ と にな ります 。 営 業 部 門や 販 売部 門,部 の 部門 と個 別 に独

立 して行 うの で は な く,95年 の 時点 で は,ま す ます 協 力 の度 合い を深 め て いか

なけ れ ば な らな い とい うこ とで あ ります 。 ア メ リカでは既 に こ うい った 傾 向が 見

られ て お ります 。

また,シ ス テ ムや サ ー ビス の競 争 力 の 向上 につ い て,製 造業 で は70%ぐ らい

がEDIを 既 に使 って お ります 。EDIを 自動 化 の 主 要 な 目標 として お り,そ れ

に よ って 比 較優 位 の ア ップを も くろ ん でお ります 。30%か ら40%ぐ らい が,

主 に経 済 性 を高 め るた め に使 お うと答 えてお ります。

また,情 報 施 設 を製 造 業 で は さ らに使 ってい くだ ろ うとい うこ とで あ ります。

また 銀 行 業,保 険 業 等 々につ い て もお 話 を いた しま した。EDIの よ うな トラ ン

ザ クシ ョン処 理 が 見 られ るで あ りま し ょう。 製 造 業,あ るい は流 通業 と比 べ てみ

ます と,ネ ッ トワーキ ン グが この 部 門 で は よ り重 要 で あ ります 。 トラ ンザ クシ ョ

ンの ス ピー ド,相 互接 続 性,待 機 がEDIよ りも重 要 に な って くるで あ りま し ょ

う。

比 較 優 位 を高 め るた め には,24時 間 取 引 とい った よ うな金融 面 で の進 歩 に伴

い ま して,マ ー ケ テ ィ ングの た めの,ま た は業 際 間 の い ろい ろ な提携 が必 要 で あ

ります 。 例 えば,航 空会 社 は新 しい シス テ ムを用 い た,新 しい ア プ ローチ を用 い
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て エ キス パ ー トシ ス テ ム等 々を応用 して お ります。 証 券 取引 所 等 々もエ キ入 パ ー

トシス テ ムの よ うな ア プリ ケ ぞ ショ ンを 行 ってお ります。 そ れ によ って他 の証 券

取 引所 に 比べ て よ り優 位 に事 を進 め よう とい うこ1とで あ ります 。,

比 較 優 位 の 向上 とい う意味 で は ダ コ・ンピ ュ一 夕や 通信技 術 を便 グてい る レ、一 ン

の一 つ と して航 空 会社 が あ ります。 パ ッケ[ジ サ ー ビスを ゴ ン ピ ュー.タや 通 信 技

術 を使 って提 供 して,例 えば ア メ リカ ンエ ア ライ ンズが,イ ー ル ドマ ネ ジメ ン ト

を行 ってい る。 い ろん なパ ッケ ー ジ型 の ネ ッ トワー クを持 ってい る。 また 予約 シ

ス テム を用 い て新 しい 地域 へ の進 出 を計 画 してい るので あ ります6 ,一,

新 しい 技術 とい う話 の 第2部 で あ ります が,ワ ー クス テー シ ョ ンが ます ます 進

ん で き てい る。 特 に一 般 的 な もの か ら専 門化,専 用化 が進 ん でいる とい.う こ とで

あ りま す 。 よ り職 務 ご との も のに な ってい る。 そ して 最終 的 に は'カス タ ム化 が 進

む で あ ろ うとい うこ とで あ ります 。 でく一 ソナル 化 が 進 む とい う ことで あ ります 。

音声 認 識,モ ジ ュー ル とい った よ うな もの が ます ます あ らわ れ て くるで あ りま しパ
よ つo'㍉

それ か らニ ュー ス ピー クにつ い て も私 は 申 し上 げ ま した。 ニ ュー ス ピ.一ク とい

うのは,新 聞 の 中 か ら切 り抜 きの よ うな もの を集 め ま して個 人が 利用 す る とい う

もので あ ります 。90年 代 の終 わ りご ろ には こ うい った もの も現 われ て くるで あ

りま し ょう。 それ か ら1995年 まで ワー クス テ ー シ ョンの マ ー ケ ッ トも90%

ぐ らい の 飽 和状 態 が 見 られ るで あ ろ うとい うこ とで あ ります 。 とい うこ とは,買

い 替 え市 場 が ます ます 重 要 に な って くるで あ りま し ょ う。生 産 性 の 向上,あ るい

は新 しい ア プ リケー シ ョン,特 に ア プ リケ ー シ ョンの 中で も ユ ーザ に と って比 較

優 位 を もた らす よ うな ア プ リケ ーシ ョンが 大 きな ポ テ ンシ ャル を持 つ で あ りま し

ょう。

また,ニ ュー ア プ リケー シ ョン として は,無 線 の 分 野で は,構 内間や,施 設 内

のい ろ い ろ な交 換 シス テ ム とい う もの で あ りま し ょ う。

さ らに,ア プ リケー シ ョンの分 野 で もい ろい ろ とお 話 を しま した が,ほ か の ス

ピー カーの 方 もお 話が ご ざい ま した け れ ど も,主 要 な アプ リケ ー シ ョン面 で の メ

リッ トはISDNが 特 に ユー ザ の間 に 浸透 す る こ とで す。 特 定 の 部 門 に 浸透 して

い くで あ りま し ょう。 特 に銀 行,カ ス トマ ーサ ー ビス,電 力,ガ ス,ト レー ニ ン

グ,コ ンサ ル テ ィ ング,メ ンテ ナ ンス等 々,・またOA,あ るい は デ ィス ク ・・ッー

・デ ィス クの イ ン ター ア クシ ョン,対 話 型 の ものが 必 要 に な っ て くるで あ りま し

ょう。 これ は す べ て画 像 グ ラ フ ィ ックス を音声 や デ ー タ通 信 と組 み合 わせ てい か
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なけれ ば な りませ ん 。"r'一

ま た,対 話型 の コ ミュニ ケ ー シ ョンを、ワー クス テ ーシ ョン間 で 図 って いか なけ

れ ば な りませ ん 。 例 えば,医 療分 野 での ア プ リケ ー シ ョ ンで はX線 を使 った 画 像

処理 が 必 要 であ ります 。 医 師 と医師 との 間 の ゴ ンサ ル テ ー シ ョ ンを行 いつ つ心 電

図等 々をや りと りす る とい った よ うな シス テ ムも 考 えなけれ ば な りませ ん。

また,超 伝 導 の分 野 で あ ります が,こ れ はr960年 代 以 来の 大 発 明 と言 われ

てお ります 。 半 導体 に次 ぐ大 きな 技 術 革命 を もた らす で あ りま し ょ う。 液 体 窒素

が ます ます 重 要 に な って くるで あ りま し ょう6超 伝 導 そ して ス ニ パ ニ コ ンピ ュ

ー タゐ レベ ル で あ ります
。ETAlO:こ れ は既 に液体 窒 素 の 温度 で オペ レー シ

ョンが 行 われ てお ります 。 また,い ろ い ろ なポ テ ンシ ャルが 含 ま れ てお ります 。

例 えば,冷 蔵 技 術 を使 って デ ィス ク ドライ ブめ性 能性 もア ップす るで あ りま し ょ

うし,い ろ い ろ な ものが 出 て くる と思 い ます。

結 論 部分 に入 りますが,今 の段 階 は,研 究が 終 わ ってい るの を待 ってい るわ け

には い き ませ ん 。 企業 の 方 針 と して.す べ てが 発 明 され,終 わ る まで 手 を こ まね

い てい るわ けに は い き ませ ん。 我 々は 何 かが 起 こ り得 るはず だ とい う仮 定 に基 づ

い て概 念的 な ア プ リケー シ ョ ン,あ るい は ブ ロー ダイヤ グ ラ ム的 な ア プ ローチ を

他 に先 が けて 出 してい か な け れば な りませ ん。 今後2年 間 こ うい った こ とを心 が

け てい か なけ れ ば な らな い と思 い ます 。

横 山 ど うもあ りが と うご ざい ま した。

続 き ま して,パ ッ トソさん にお願 い したい'と存 じます。

パ ッ トン き の う私 が お話 し した 中 に5つ の トピ ッ クが ご ざい ま した。 これ ら

が 国 際 的な 研究 の 課 題 とな る とい うこ とです。 非 常 に先進 的 な コ ンピ ュー タ ,高

性 能 の コ ン ピュー タの 部門,特 に これ は ス ーパ ー コ ンピ ュー タ とい う名前 で呼 ば

れ てい る分 野 で ご ざい ます 。 これ が 今後5年 の 中心 にな る とい うこ とを1つ 申 し

ま した。

まず 最初 は,新 しい コ ン ピ ュー タの ア ー キテ クチ ャで あ ります 。 新 しい アー キ

テ クチ ャの過 去 数年 間の 可 能性 とい うもの は ,ほ とん どの ア ーキ テ クチ ャに類 似

してい た もの,そ の上 か ら よ うや く新 しい アー キテ クチ ャが 出 て くる とい った わ

けで す。

そ れ か ら,高 容量 メ モ リも新 しい 課 題 で ご ざい ます 。 アル ゴ リズ ムの デザ イナ

ー に と っては 大 変魅 力的 な こ とだ と思 い ます
。 コ ンピ ュー タの サ イ エ ンテ ィス ト

た ちが,32年 の経 験 の後 で.我 々が ど うや ってい い か分 か らな い よ うな 大容 量

一166一



の メ モ リが つ い に出 て きた とい うこ とで あ ります 。 そ して.こ う した 技 術 は ソフ

トウ ェアの技 術 と違 って,例 えばFORTRANの コソバィル を使 って ベ ク トル化

す る とい う,ベ ク トル 技 術 が また 重 要 に な った わ け です。

そ れ か らーマル チ プ ロセ シ ングも可 能 に な って まい りま した 。20年 間 の 間.オ

ンライ ンの トラ ンザ クシ ・ンの プ ロセ シ ングで 使 わ れ てきた わ け で あ ります け れ

ども,例 えば銀 行 業,航 空 会社 の予 約 シス テ ム,あ るいは軍 事 関 係 の コマ ン ドコ

ン トロール とい う ところで 使 ったわ け です 。

この 技術 を,ス ル ー プ ッ トの マ ルチ プ ロセ シ ングか らハイ アベ ラ ビ リテ ィの マ

ル チ プ ロセ シ ング に変 えてい く。 そ れ を さ らに リス ポ ンスオ リエ ン トの マ ル チ プ

ロセ シ ング,あ るい は パ ラ レル プ ロセ シ ングに してい くとい うわ けで あ ります 。

こ うした 並列 処 理 で あ ります けれ ども,今 日は ソフ トウェア ・エ ンジ ニア の技 術

が 非 常 に 限 られ てい る とい うこ とで 限定 され ま して,ベ ク トル技 術 も5年 前 こ う

い う状 況 で あ った わ け です 。

しか しなが ら,パ ラ レル プ ロセ シ ングは,現 在 そ の 重要 性 を増 してお ります 。

特 に商 業的 な ア プ リケー シ ・ソで 重 要性 を増 してい るわけで す ね 。 これ は何 年 間

も言 わ れ て きた わ け です け れ ども,MHプ ロセ シ ング,あ るい は シ ソセ テ ィ ッ ク

・ア プ リケー シ ョンとか レー ダーの アプ リケー シ ョンの中で 使 わ れ て き たわ けで

あ ります けれ ども,ア メ リカで は.現 在20社 以 上 が 並列 プ ロセ シ ング とい う も

のをつ く ってお ります 。 これ に よ って,た だの 研 究 だ けでは な くて製 造 その 他 の

部 門 で使 える よ うにな って きてい る とい う こ とにな ります 。 今 度 は プ ロ グ ラ ミン

グで あ ります け れ ど も,技 術 的 な い ろ ん な課 題 とい うのは 並 列 処理 の採 用 か ら生

まれ て きた わ けで す。 ここで特 に話 を した い こ とは,言 語 の 開 発 で あ ります 。 言

語 を 開 発す る こ とに よ って ユ ーザ の 方が,例 えば ア プ リケー シ ョ ン ・デ ザ イ ナ ー

た ちが,パ ラ レ リズ ムを アー キ テ クチ ャに ど うや って適用 して い くか とい うこ と

を話 さな けれ ば い け ない わ けです 。

です か ら,新 しい プ ログ ラム言 語,そ れ か ら従 来 の 言語 とい うこ とを 話 しま し

て,我 々の 研 究 の 結果,少 な く とも今後5年 間 の 間 は一番 大 きな プ ロ グ ラム 言語

特 に パ ラ レル プ ロセ ッサ に対 して は,FORTRANを 拡張 した 形 の もので あ ろ う

とい うこ とで あ りま した。

ビジネ スの 部 分 につ い て は,コ ー ンカ レ ン トのCコ ンパ イ ラにつ い ての 関心 が

非常 に高 い とい う こ とが わか りま した 。

プ ロ グ ラマの生 産性 の部 分 で あ ります け れ ど も,こ こに 関 して は非 常 に新 しい

一167一



技 術 と して魅 力的 な ものが 幾つ か ご ざい ます 。 ソ フ トウェアの ツ ール と しては,

アプ リケ ー シ ョ ン ・ジ ェネ レー タ とい うのが 魅 力的 な もので あ ります 。 これ はた

くさん の ソ フ トウ ェア ツール を統 合 した もの で あ りま して,開 発環 境,あ るい は

プ ロ グ ラマの ワー クベ ンチの 中 で使 う。 そ して新 しい ア プ リケ ー シ ョンを使 う と

きに,ア プ リケー シ ョン ・ジ ェ ネ レー タを使 え るわ けです 。

最 初 は,ミ ッ ドユ ーザ とか プ ロフ ェ ッシ ョナル な プ ログ ラマが 使 ってい るわ け

で あ ります けれ ども,現 在,一 番 魅 力的 な分 野 と しては,エ ン ドユ ーザ に よ って

使 われ る とい うこ とで あ ります 。 第4世 代の 言語 が 終 わ りに な りま して,今 度 エ

ン ドユ ー ザた ちが,特 に プ ログ ラマに習 う必 要 が な くて も コ ンピ ュー タ を使 わ な

け れば い け ない,そ して仕事 を しな け れ ばい け な い とい う状 況 が 増 えて き ま して,

エ ン ドユ ー ザに よ るア プ リケー シ ョ ン ・ジ ェネ レー タの 使用 で あ ります 。 こ う し

た市 場 の魅 力が 非 常 に 大 き くあ ります し,こ れ に対 して成功 を お さめ たい と考 え

てい る人 は 多 くい るわ けです 。 で す か ら,こ う した 技術 は,実 際 に需 要 は非 常 に

高 い ん で す け ど,売 るのは まだ大 変 難 しい。 とい うの は,人 々の理 解 が一 般 に欠

けて い る とい うこ とが 言 える と思 い ます 。

そ れ か ら また,新 しい製 品 と しま しては,こ うい うものが市 場 に 入 って きた 場

合 には,ユ ーザ の方 が新 しい技 術 に適 応 す るた めの 時 間が か か る とい うこ とで ご

ざい ます 。 です か ら,こ うい うの は商 業 的 には まだ少 し リス クを伴 う とい うこ と

が 言 えるか も しれ ませ ん。

それ か らAIの 部分 で あ ります けれ ども.こ れ は非 常 に重 要 な 技術 で あ りま し

て,例 えば エ ン ド ・ユ ーザ の 自動 化技 術 とい うこ とが 非常 に重 要 だ とい うこ とを

申 し上 げ ま した けれ ども,AIと い うのは,ス タ ン ドア ロー ンな ア プ リケー シ ョ

ンにつ い て非常 に重 要 だ とい うふ うに思 い ます 。 それ か ら医 療 の 分野,投 資顧 問

の 分野,教 育 コ ンサ ル テ ィ ング とい う部 門が 重 要 に な る と思い ます 。

い ろい ろ な新 しい ア プ リケー シ ョ ンに 関す るパ ンフ レ ッ トを我 々の 方 で も出 し

て お りま す けれ ど も,我 々が や らな け れ ば い け ない の は,情 報 技 術 を シス テ ムの

方 に ど うや って 移行 させ て い くか とい うこ とで ご ざい ます 。た くさん の アプ リケ

ー シ ョ ンが ご ざい ます。

例 えば,AIの ア プ リケ ー シ ョンサ ブ シス テ ム としま して,例 えば,オ ンライ

ンの プ ロセ シ ングシス テム とい う もの の 中 で使 わ れ て い くわ けで す 。 しか しこ こ

で 問 題 は,プ ログ ラ ミン グを ど うす るか とい うこ とで あ りま して,ア メ リカの方

では,テ キサ ス ・イ ンス ツル メ ン トの ワーニクス テ 一一シ ョンの 中で は,C言 語 が タ
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一 ゲ ッ トラ ングエ ー ジに な ってお ります 。Lispな どは.'PrologLispの よ うな、

ものが 開発 され て.そ れ か らC言 語 の 方で使 用 で きる ものに移 行 され てい ぐ とい

うよ うな 例 もた くさ彪 見 て おり ます 。∴.㌦'㍉ ・'・ パ

それ か ら,我 々の コ ンソー シア ムは ピ高性 能の コ ソピ ュニ タゐ研 究 を行い ま し

た が.そ の市 場 は どん どん 大 き くな ってい るわ けで あ ります。 これ は メ1イン プ レ

ー'ムの デ ー タ プ ロセ シ ングを60年 に 開発 した後 の市 場 の拡 大 に よ く似 て お りま

す 。.・ 『'・'… 一.』.∴○

そ して最 後 の点 で あ ります けれ ど も,我 々の新 しい 課題 と し ま して,;こ れ らが

研 究 か ら出 て きた 結 果 で あ ります けれ ども,こ こで 申 し上 げ た い のは,日 本 の企

業 が,富 士 通,日 立 を 含 め て我 々の 研究 に参 加 して くだ さい ま した こ とです61、で

す か ら,彼 らの 意 見 もこ の 中 に入 ってい るわ けです 。 日本 の新 しい 製 品 開発 め部

門 の人 の 話 もこの 中 に 入 ってい るわ けで す。 コー ンカ レ ン トのC言 語 が,一ス ー パ

ー コ ン ピュー タの 商 業 的 ア プ リケ ー シ ョンの 開発 の重 要 な もの に な る と思 い ます 。

特 に資 本 とか 株 式 そ の 他 の金 融 商 品 につ い て重 要 で あ ります。

それ か ら,ス ーパ ー コ ン ピ ュー タを利 用 した 特化 されたDBMSが エ ンジニ ア

デ ー タベ ー ス用,あ るい は製 造 デー タベ ース用 に,1990年 まで に非 常 に大 き

な需 要 を喚 起 す る よ うに な るだ ろ う。

3番 目に ス ーパ ー コ ン ピ ュー タの ア プ リケー シ ョ ン ・ジ ェ ネ レー タ とい うのが,

今 後3年,5年 の 間 に ス ペ シ ャ リス ト.プログ ラマの 不足 を解 決す るで あ ろ う。 初

期 の シス テ ムの 場合 に は,ハ ー ドウ ェアの 拡大 を とれ ば ソフ トウ ェアが 足 りな い

とい う トレー ドオ フに な るか も しれ な い。 です か ら,ハ ー ドウ ェア の方 は 大 き く

て 非常 に パ フ ォー マ ンス は高 い け れ ども,プ ログ ラマ が いな い とい う よ うな トレ

ー ドオ フの 関係が 初 期 に は 出 て くる とい うふ うに考 えます
。

それ か ら,新 しい ア プ リケー シ ョンの方が ス ーパ ー・コ ンピ ュー タに頼 る とい う

状 況が 起 き てい る と思 い ます 。 これ につ い て は専 用の パ ラ レル プ ロセ ッサ とい う

の を使 い,こ れ に よ って コス トと性 能 の優 位 性 とい う もの を得 よ う。 例 えば イ メ

ー ジシ ソセ シス とか メ デ ィ カル イ メ ー ジ ソグ とい うのが そ の分 野 で あ ります 。

最 後 に ア カ デ ミ ック ・ス ーパ ー コ ソ ピ ュー デ ィ ソグの 新 しい 開発 とい うのが,

た くさん の ア プ リケー シ ョン ・ソフ トウェア会社 を ス ピ ンオ フの形 でつ く り出 し

て い くと思 い ます 。・例 えば ケ ミカル キ ャ ッ ドとか メ デ ィカル イ メー ジ,そ れ か ら

エ コロ ジー ,大 気 科 学 とい った よ うな会社 を ス ピ ンオ フ してつ く ってい くで あ ろ

う とい うの が 私 の 予測 で あ ります 。
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横 山 あ りが と うご ざい ま した 。.

それ で は,最 後 に ス ミス さん か らお願 い い た します 。.

ス ミ ス 私 は,け さ,情 報 技 術 の 分野,AT&Tの 長距 離 の ネ ッ トワー クに お

い て どの よ うな進 歩が 見 られ るの か とい うこ とに 関 しま して 言及 い た しま した 。

この 進 歩 とい.う.のは,・ご ぐ最 近 までは 予測 で き ない ス ピ ー ドで 拡大 して い るわ け

で あ ります 。 デ ジ タル化 は競 争 力の圧 力 に よ って推 進 され てお ります 。 これ は規

制 撤廃 以来,自 由化 以来,84年 以 来推 進 されて い る もの で あ ります 。

現在,交 換網 を通す トラ ピ ッ クの 大部 分 が デ ジ タル化 され て お ります 。1992

年 にはサ ーキ ッ トマ イ ル のほ とん ど,そ して ほ とん どの 交 換機 が デ ジ タル化 され

る 予定 にな ってお ります 。 その 結 果 といた しま して,革 新 といい ます か,革 命 の

結 果 と して 幾つ か の変 化 が 可 能 にな る とい うこ とで あ ります。 これ は電 気 通信 ネ

ッ トワー クに おい て基 本的 な意 味 を持 ち ます 。

また,デ ー タ処 理部 門 に対 しま して も大 きな波及 効 果 が あ る とい うふ うに考 え

てお ります 。柔 軟 性 の あ る ネ ッ トワー ク ・マネ ジ メ ン ト・コ ン トロール,ま た,

エ ンジ ニア リング,プ ラ ニ ン グ,プ ロ フェ ッシ ョニ ソグの ア プ リケー シ ョンの シ

ス テ ムな ど,ま た,イ ンテ リジ ェ ンス を持つ ネ ッ トワー クの 到来 に よ りま して,

ネ ッ トワー クは ロ ッ クが少 な くな ってお ります し,'ま た,低 コス ト,効 率性 の 高

い,柔 軟 性 の あ る もの とな って お ります。 廉 価 の,そ して 品質 の 高 い56キ ロ ビ

ッ ト,64キ ロ ビ ッ トの 通信 サ ー ビスを 可能 に してお ります 。

これ は既 に専 用 線 で は適 用 され て お ります 。'1990年 には 完全 に ス イ ッチ さ

れ た交 換網 を 通 した サ ー ビス が ア メ リカ合 衆 国,ま た 国際 的 に も提 供 され ます 。

1999年 には,ア メ リカ,日 本 と の間で,AT&T,あ るい はKDDで 発表 し

てい るよ うな サ ー ビス が 可 能 に な ります。

この よ うな能 力の ア プ リケー シ ョンにつ き ま して は,中 容 量,中 速度 の デー タ

通信 に用 い られ る と思 い ます 。 この 部 分が1990年 代 の情 報 化時 代 にお け る ト

ラ ピ ックの 大 部分 を 占め る速度,容 量 だ と思 い ます 。LANの 相 互接 続性,ま た

テ レ ビ会 議 な どの分 野 に お い て も進 歩 が 見 られ ます 。 マ ル チ ポ イ ン ト,ト ラ ピ ッ

クな どにお い て も大 きな進 展 が 見 られ るで し ょう。

ネ ッ トワー クの柔 軟 性 に よ りま して,公 衆,あ るい は専 用線 の 音 声,ま た 通信,

ネ ッ トワー クの コス トは 現 在 の専 用 線 よ りもは るか に下 回 る もの と思 われ ます 。

そ して品質 も高 く,信 頼性 の 高 い ネ ッ トワー クにな る こ とは 間違 い あ りませ ん 。

結 論 とい た し ま して,情 報化 時 代の イ ンフ ラス トラク チ ャは,コ ン ピ ュー タの
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観点 か ら見 て も,、・ま た電気 通信 の 観 点か ら見 て も,以 下の とお りで あ ります 。

・二 端 末機 の 開発 は進 め られて い ます し ,今 大 きな問 題 とな ってい るの は,山 本 さ

ん もお っ し ゃい ま した けれ ども,こ の業 界 と ア プ リケーシ ョンの分 野 との パ ー ト

ナ ー シ ッ・プが 重要 で あ る とい うこ とで あ ります 。 ソ フ トウェ アの生 産性 を 達成 す

るこ とが重 要 です 。 これ が で き るか で きな いか とい うこ とが 情 報 時 代 の サ ー ビス

の導 入 の速 度 を 決定 す る もので あ る とい うふ うに考 え てお ります 。 宅 内にお け る

通常 の マ ー ゲ ッ ト向 け としてサ ー ビスが 提 供 で き るか ど うかが これ に かか ってお

ります 。 この よ うな パ ー トナ ー ゾ ップをつ くる こ とが で き るか ど うか とい ラ こ と

が,こ れ か らの経 営 の 方針 を変 えてい くもの と考 えて お ります 。

横 山 ど うもあ りが と うご ざい ま した 。

以上 で,パ ネルの 皆 さんか らの こ発 言 が終 わ った わ けで ご ざい ます 。

引 き続 き ま して,デ ィス カ ッシ ョ ンに移 りた い と思 い ます が,ま ず,こ れ まで

の5人 の パ ネル の方 か らお話 を伺 い ま した が,壇 上 にお座 りの パ ネ リス トの皆 様

の 中か ら,お 互 い に他 の パ ネ ラ ーの方 の お話 に対 しま して,ご 質 問 で ござ い ます

とか,あ るい は コメ ン トで ご ざい ます とか,ご 意見 等 ご ざい ま した ら,.ご 質 問 を

され る形 な り,ど な た か の ご意見 に対 して コメ ン トを す る とい うよ うな形 で 結 構

で ござ い ます か ら,ご 発言 を い た だ きた い と思 い ます が,い か が で ご ざい ま し ょ

うか 。

ス ミ ス コメ ン トです が,パ ッ トソさんへ の 質 問 と もな るか も しれ ませ ん 。

技 術 の進 歩 にお い て,特 に 情報 化 時 代 の重 要 な要 素 とな るの は 信 頼性 が 向上 す

る とい うこ とで あ ります 。 イ ンフ ラス トラ クチ ャの 各 要素 の信 頼 性が 向上 す る と

い うこ とで あ ります。 高 信 頼性 の フ ォル ト トレラ ン トタイ プの ものが ます ます 重

要 にな って くる と思 い ます。 現在 の趨 勢 を見 てみ ます と,確 か に こ うい った 分 野

で研 究 活動 が 行 わ れ てお ります が,ま だ まだ十 分 な基 盤が 確 立 され て い ない と思

い ます 。 コ ン ピ ュー タ技 術が ます ます ビジ ネス オペ レー シ ョンに と って重 要 に な

って きます と,こ うい った点 で まだ まだや るべ き こ とが あ る と思 うん です が,パ

ッ トソさん,ス テ ィー ブ ン ソ ンさん か らこの 点 につ い て コメ ン トをお願 い した い

と思 い ます 。

パ ッ トン 私 の 方か らの コメ ン トと して は,い ろ い ろな銀 行 に 関 して イ ンタ ビ

ュー を してみ ま した 。 特 に,Tandemの コンピ ュー タの 買い 手 で あ ります 銀 行 に

イ ンタ ビ ューを してみ ま した 。 なぜTandem社 のを買った か といい ます と,信 頼

性 が 高 い,ま た 故 障 に よ って ス トップす る こ とが な い という こ とで あ ります 。
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我 々が イ.ンタ ビュ一一した とこ ろに よ ります と,1人2人 の意 思 決定 者 は,IB

Mや 他 の メー カ よ,りもTandem社 の方が い い。 そ の決 定 の理 由 と しては,Tandem

の方 が コス トが 安 いか らだ とい う答 えが返 ってき た ところ もあ りま した 。

信 頼 性 の問 題 は,確 かに 属性 と して は いい もの だが,Tandem社 の も のが もっ

と高 か った な らば,Tandem社 を買わなか っ た だ ろ う とい う こ とで あ ります 。 で

す か ら,こ れ は 銀 行 に とっ ての セ キ ュ リテ ィの 問 題か も しれ ませ ん。 確か に セ キ

ュ リテ ィの 高 い シ ステ ム を持 ち た い け れ ども,そ の た め に 割 増 分 を 払 い た く

ない と思 ってい る,そ れ と全 く似 た 状 況 だ と思 い ます 。

ス テ ィ ー ブ ン ソ ン 山本 さん の コメ ン トにつ い て,非 常 に は っき りした コ ンピ

ュー タ ・イ ンチ プ レーテ ッ ド ・マ ニ フ ァクチ ャ リングにつ い ての お 話 が あ ったわ

け です け れ ども,我 々が ア メ リカで や った仕 事,あ るい は ヨー ロ ッパ でや った仕

事 を通 じま して,コ ンピ ュー タ ・イ ソテ グ レー テ ッ ド ・マ ニ フ ァ クチ ャ リングに

関す る問 題 とい うのは,単 に必要 な シス テ ムの問 題 で は な くて,会 社 内 の組織 構

造 の問 題 な ん です ね 。組 織 の 中 で ど うや って 完全 に イ ンテ グ レー トされ たCIM

シス テ ム を設 置 す るか とい う問 題 に な って しま うわ け です 。 です か ら垂 直系 統,

あ るい は水 平系 統 の職 務 の分 担 の仕 方 とい うのが や は り関係 が あ るわ け です ね 。

それ か らサ プ ライ ヤの ア プ リケ ー シ ョンの 問題 と ど うや って こ うい うの を統 合 し

て い くのか とい うこ と,例 えば オ ー トメ ー シ ョン ・プ ロ トコル とい うよ うな こ と

が あ ります けれ ども,イ ンチ プ レー テ ッ ド ・マ ニ フ ァ クチ ャ リング とい うこ とを

や る際 には 組織 上の 問題 が あ る。 これ につ い て の ご 意見 は いか が で ご ざい ま し ょ

うか。

山 本 私が 申 し上げ ま した の は,別 に組織 上 の 変 化 を否 定 してい るわ けで は な

い ん です 。 現実 に,例 えばGMが 目指 して い る もの は,オ ー ダ ーエ ン トリーの 段

階 か ら工 場 の 中のFA,さ らに出荷,例 えば オ ー ダーの1週 間 前 での 変 更 を認 め

る とい う ビジ ョンも描 い てい ます。 そ うい うこ とか ら考 えて,当 然,シ ス テム に

伴 う人 員の 変化 並び に イ ンター フ ェー スの 変化 が 起 こ るわ けで あ りま して,む し

ろ組織 の変 更 とい うの は,起 こ るのが 自然 で あ ろ うとい うふ うに 見 てい い と思 い

ます 。 これ が 私 の コメ ン トで す 。

横 山 ど うぞ。

山 本 ス テ ィー ブ ン ソ ンさん と,ス ミス さん に もち ょっ と関連 い た します が,

ISDNに つ い て触 れ られ ま した。ISDNに つ い て は,日 本 の 方が非 常 にチ ャ

レ ソジ ソ グに,日 本 の 当時 の電 電公 社が 三 鷹 で実 験 を しま した 。 か な り意 欲 的 な
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実験 だ った と思 い ます 。 そ の 結 果 を;失 敗 とい う評 価 をす る人 もい ます が,私 は,

む しろ 日本が 非 常 に 前例 のな い チ ャ1レン ジ ングなrpキ セ レ ソ トをや った と思 って

お ります 。 しか し,や っぱ り問題 が あ るの は 事実 で あ る。

次 に,我 々は シ ンガポ ー ル テ レ コム と共伺 でISDNの 実 験 を現 在 継続 して お

ります 。 こ こで 同 様 に起 こ った 問題 は,い か な る端 末 をつ くるべ きか で は な くて,

い か な る情 報が 欲 しい のか,ど うい う情 報 が役 に立つ のか とい うこ とが 基 本 だ っ

た と思 い ます 。 この 面 にお い て 現 代 の情 報社 会 の成 熟 度 はい ま な し とい うふ うに

考 えてお ります が,お2人 か ら コ メ ン トをい ただ き た い と思 い ます 。

ス テ ィ ー ブ ン ソ ン もち ろん問 題 は,私 が先 ほ ど申 し上げ ま した けれ ども,.ア

プ リケー シ ョンは 非常 に成 熟 してい ない とい うこ とで あ ります 。 八 一 ドウ ェ層アは

既 にで き上 が って お ります 。 ハ ー ドウェ アにつ い て は障 害 に は な らない で し ょ う。

例 えば,最 もよい ア プ リケー シ ョ ンといた しま して は,ボ イ ス と文 書,イ メ ー ジ,

すべ て を統合 させ な けれ ば な りませ ん。 そ うしな け れ ばISDNの 能 力を 活用 す

る こ とが で きませ ん 。 そ の よ うな こ とが で きない の で あ るな らば ダイ ヤル ネ ッ ト

ワー ク と変わ りませ ん。

しか し,ISDNは イ ソフラ ス トク ラ クチ ャに対 し,徐 々に導 入 され るべ きで

あ る と思 い ます。 当初 は,ア プ リケ ー シ ョンは効 果 的 に業 界別 に 開発 され な けれ

ば な らない と思 い ます。 そ して,ISDNを 最 も有 効 に活用 で き るの は,ユ ー ザ

に よ って要 求 され て い る ア プ リケ ー シ ・ソで あ りま す。 例 えば,銀 行 です とか金

融機 関 な どにお け る同時 ア クセ スは 非常 に重 要だ と思 い ます 。2つ の デ ー タベ ー

スに 同時 に ア クセ ス で きる とい うこ とは重 要 だ と思 い ます。 音 声 の コ ン タク トな

しに ア クセス で き る こ とは メ リッ トが あ る と思い ます。 また,顧 客 に対 して 音声

で も って照合 で き る とい うこ とは メ リ ッ トが あ る と思 い ます。

また,同 じよ うな文 書 な どを通 して も ア クセ スで き る とい うこ と,過 去 の デー

タな どを ア クセ スで き る とい うこ と,文 書 を ア クセ ス で き る とい うこ とは 非 常 に

メ リ ッ トが あ るの で は な いか と思 い ます 。 これ は銀 行,金 融 機 関,保 険会 社 に と

って コス ト削減 にな る と思 い ます 。

また,相 手 の電 話 番号 を確 認 で き る とい うこ とに な ります と,銀 行 はす べ て の

情報 を 自動 的 に検索 す る ことが で き ます 。 電 話 を受 け た時 点 で,顧 客 に対 す る情

報 を検 索 す るこ とが で き ます の で 取 引 に要す る時 間 が 短縮 で き ます 。 カス トマサ

ー ビス の 向上 につ な が るで し ょ う。

また,デ ー タベ ー ス に ア クセ スす る,あ るい は2次 的 な デ ー タベ ース に ア クセ
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スす る.反 応 を顧 客に 対 して 自動 的 にで き る とい うこ と,そ して顧 客 の 名前 を聞

く必要 もな い どい うよ うな こ とは非 常 に メ リッ トが あ るの で は ない か と思 い ます 。

そ うす る こ とに よ りま して 大 きな節 約 に な る と思い ます 。 、,・

これは ア プ リ.ケ[シ ョソベ ースで 導 入す べ きだ と思 い ます。 で す か ら,外 に立

ってい て'ISDNを 欲 しい と要求 してい る人 は,も ち ろん い ませ ん 。 そん なこ と

は ユーザ か らは要 求 され てい ない わ けです 。 我 々の 方か らア プ リケー シ ョンをつ

くり,そ れ を ユ ー ザ に提 供 す べ きだ と思 い ます 。

ス ミ ス 私 もス テ'イー ブ ソ ソ ソさん のお っ しゃ った こ とに対 しま して賛 同す る

ばか りです 。 私 の 方 か ら も1つ,2つ コメ ン トさせ てい た だ きたい と思い ます 。

電 話会 社 は,ア メ リカ合 衆 国 に おい て,現 在ISDNを 導 入す る計 画 をつ く り

始 めて お ります。 ネ ッ トワー クの 中 に導 入 しよ うと してお ります 。 そ れ を2つ の

推進 力を も って 行 って お ります 。 …'

1つ 目 とい た しま して は,当 初 の アプ リケー シ ョンは,ビ ジネス,セ ゾ トレ ッ

クスの分 野 に あ るだ ろ うとい うこ とで あ ります 。 こ こで は ク ラス5の 交 換が 重 要

とな って くるで し ょう。 次 に,個 々の ライ ンに導 入す る とい うこ とです け れ ども,

そ こで は,1本 の ライ ンをつ くる よ りも1.5倍 以下 に コス トを削 減す る とい うこ

と,そ の よ うな メ リッ ト,そ の よ うな経 済 的 な 状 況 をベ ンダに よ って提 供 が可 能

にな ります と,イ ンフ ラス トラクチ ャをそ れ に応 じてつ くる こ とが で き ると思 い

ます。ISDNの 特 徴 を生 か してそ れ を 入れ るの で は な く,例 えば,1.5ラ イ ン

のお 金で 提 供 で き る とい うよ うな こと,そ れ で 推進 で き るの で は ない か と思 い ま

す 。 です か ら,コ ス ト節 約 とい う観 点 か ら導 入 す る こ とが 重 要 で はな い か と思い

ます 。

ア メ リカの 国 内 ネ ッ トワー クに,コ モ ンチ ャ ンネル シ グナ ル とい うの が あ りま

すけ れ ど も,オ リジナ ルの 当初 の シス テ ムにお き ま して は,コ ス トベ ースで,前

の シグナ リング タ イ プに比 べ て どれだ け コス トメ リ ッ トが あ るの か とい うこ とを

証 明 しな けれ ば な りませ ん で した。 回線 当 た り何 百 ドル とい う単 位 で あ りま した

け れ ど も,中 継 線が 何 本必 要 なの か とい うこ とを検 討 した上 で,歩 どま りを考 え

ます と,こ の 新 しい シス テ ムが,こ れ だ けい い とい うこ とを証 明 しな けれ ば な り

ませ ん で した 。

最初 の導 入 に 当た りま して,そ の 特性 が 強調 され たの で は あ りませ ん。 ア ブ:リ

ケー シ ョ ソが 強 調 され た の で は な く,経 済 性 が重 視 され た上 で導 入 され たわ けで

す。 そ れが 重 要 で は ない か と思 い ます 。"1、'
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横 山 今 の 関 連で,私 か らも ち ょっと追 加 して質 問 をさせ てい た だ き ます と,

これ は ス ミス さん にす るわ けです けれ ども,そ うい った よ うなお 考 えで ご ざい ま

す と,ISDNを 実 際 に利用 に 供 され る とい うこ とにな ります の は,か な り近 い

将来 とみ て もいい の で し ょうか,そ れ と も,特 にパ ブ リックネ ッ トワー クと して

実 現す る とい うこ とは,か な り先 の話 にな る とい うふ うに考 え るべ き なん で し ょ

うか。

ス ミ スISDNは,ま ず セ ン トレ ックス の部分 か ら導入 が 始 ま るで あ りま し

ょ う。 経 済性 か らみ ま して も,こ れ は近 い将 来 可 能 にな るで あ りま し ょう。

また,家 庭 用,宅 内の 土 ソ ドユ ーザ マー ケ ッ トで は,さ らに遠 い将 来 の こ とに

な る と思 い ます 。 ア プ リケ ー シ ョンが 開 発 され る につ れて とい うこ とで す の で,

か な り遠 い こ とに な る と思 い ます 。

ISDNの 実 験 が.初 期 の 高 容量 の 大 量 の ア プ リケ ーシ ョンの段 階 に 入 りつ つ

あ ります 。 現在 で もテキ サ スで は大規 模 な実 験 が テ ネ コとシ ェル の た め に行 わ れ

てお ります。 これ は セ ン トレ ックス を使 ったISDNの シス テ ムです 。 デ ー タや

マ ルチ ライ ンが セ ン トレ ックス を使 えば 利用 可 能 で す ので,実 施 コス トもか な り

下 が るで あ りま し ょう。 まず,事 務所,す なわ ち ビジ ネス用 に 使 われ るで あ りま

し ょう。 そ して コス トが下 が る につ れ て 家庭 用,宅 内 向け に広 が って い くもの と

思 わ れ ます。

ス テ ィ ー ブ ン ソ ン 私 も,ア メ リカで これ まで300件 ほ どの イ ンタ ビ ュー を

行 い ま した ので,そ の調 査 結果 につ い て 申 し上 げ た い と思 い ます。

セ ン トレ ックス とISDNの 問 題 についてです が,ユ ーザーの ほ とん ど大 部 分 は,

PBXの かわ りに セ ン トレ ックスを使 お う とい った よ うな傾 向 が 見 られ てお りま

す 。 とい うの もISDN対 応型 の ものが あ るか らです 。 とい うこ とは,現 在 の機

器 に 置 きか えて セ ン トレ ックス機 能 を持 った 機器 をつ け加 えて い る とい うこ と,

そ れ にISDNに 対 応 で きる,そ して既 存 のPBXも すべ て リ ングで き る もの で

あ ります 。

それ に加 えてセ ン トラル オ フ ィス,局 用 のLANを 専用 回線 に使 える もの にす

る。 す なわ ち柔軟 な融 通 性 の あ る構 内配 線 型 の もの を使 うで あ りま し ょう。 です

か らISDNは,ま ず 大規 模 ユ ーザ,あ るい は 中規 模 の ユ ーザ か ら導 入 され て い

くで あ りま し ょう。 セ ン トレ ッ クス サ ー ビス が拡 張 で きるか らで あ ります。 単 に

ダイ ヤ ル ア ップネ ッ トワー クとい うこ とだ けで は な く,セ ン トレ ッ クス が延 長 線

で使 え る とい うこ とだ か らで あ ります 。
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横a山 私の手元に,皆 様方か らの質問をた くさん ち ょうだい してお ります。 こ

こで 通常のパネルデ ィス カッシ ョンに従い まして,私 の方か らある1つ の シナ リ

オでご質問を してい こうか と思 って お ったわけでございますが,皆 さん方か らの

質 問が非常にた くさん寄せ られてお りますので,で きるだけそれを整理いた しま

して,私 が皆 さんに変わ って御質問 をす るとい う形で今後の ディスカ ッシ ョンを

進 めさせていただきたい と思います。

まず最初に,ス テ ィーブ ンソンさん にお伺いいた します。

最近,通 産省が,日 本の情報産業 につ きま して,21世 紀初頭,2000年 を

目指 しま した長期 ビジ ョンとい うのを発表いた しました。それによ ります と,日

本の経済産業構造では,情 報産業,こ の場合は電子工業,ハ ー ドウェアを製造す

る産業 と情報サ ー ビス産業,こ れは ソフ トウェア産業,情 報処理サ ービス業,デ

ー タベース等の情報提供業 も含むわけでござい ますが ,そ れか ら通信産業 を含め

まして情報産業 と言 ってお るわけでご ざい ますが,そ の情報産業が我が国の経済

の中で非常 に大 きな地位を 占めてい くとい うこ とを予測 してお ります。

2000年 には,ち ょうどアメ リカと同 じよ うに7%ぐ らいであ りますか らこ

れ ら情報産業の ウエー トが,こ れは全GNPに 対す るパーセ ンテージでございま

すが,20%程 度 にまで拡大するのではないか とい った よ うなことが言われてお

るわけで ござい ます。

したがい まして,そ の ときにおいて は,情 報産業 とい うのは我が国経済の中に

おい ての リーデ ィング ・イ ンダス トリー と位置 づけ られるであろ うとい う.ことを

言 ってお ります し,さ らには,情 報産業は 日本経済のイ ンフラス トラクチャとし

て活動 してい くこ とになるのではないか とい うふ うな ことも言わ れてお ります。

こうい った 日本 での見方 を踏 まえま してお聞きす るわけで あ ります けれ ども,

アメ リカにおきま して情報産業 とい うものが どのよ うに期待 されてお るのか,そ

れが将来 アメ リカの雇用機会 を拡大 し,あ るいはGNPの 拡大に寄与す るとい う

形におい て,リ ーデ ィング ・イ ンダス トリーに なってい くであ ろ うとい うふ うに

考 えられ てい るのか どうか,そ の辺 につ きま して,ア メ リカにおける情報産業の

見方 とい った よ うな観点か らお話を伺 いたい と思います。

ステ ィーブ ンソ ン た くさんの ことが 言 えることですけれ ども,こ の質問は,

定義 を まずつ くらなければいけない と思います。

まず最初 に知識産業の概 念であ りますけれ ども,こ れが全部入 るわけですね。

幾つ か例外が ござい ますけれ ども,た くさんの ものが ここの中に包括 され るとい
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うこ とにな ります 。 非 常 に 限定 的 に コ ン ピ ュー タ と コ ミュニ ケー シ ョ ン設 備,あ

るい は サ ー ビス を提 供 す る業 界 とい うもの を情 報産 業 とい うこ とに します と,私

が 申 し上 げ ま した よ うに,t1・995年 まで にGNPの7%を 占 め,そ の うち の3

%が ハ ー ドウェ アに よ る もので あ ります○ ・

しか し,こ の 中 には も っ と大 きな部 分 の 情 報産 業 に含 まれ得 る もの,例 えば,

他 の製 品 の 中 に埋 め 込 まれ てい る シス テ ム なん かが 入 ってい ない わ けです 。 例 え

ば 医療 器具 とい うの は非 常 に大 きな産 業 に な ってい るわ け です 。 あ るい は ア メ リ

カで は250億 ドル の機 器 が 設置 され てお ります 。 こ うい う多 くの 医療 機 器 部 分,

例 えば テス トア ナ ライ ザ ー とか検 査 用 の もの,あ るいは マ グネ テ ッ・ク ・レジデ ン

ス ・イ メ ー ジ ング,そ れか ら コ ンピ ュー タの トモ グ ラフ ィー,あ る い は ス キ ャ ニ

ングの 装置 も コ ン ピ ュー タ化 され てい るわ け です ね。 これ が 入 って お りませ ん 。

ほ か に も,情 報産 業 に入 り得 る もの と しま して は,デ ジ タル の航 空 関係,'あ る

いは 運輪 関係 の もので あ ります6き の う簡 単 にお話 ししま した けれ ど も,グ ロー

バル ポ ジシ ョニ ング ・シス テ ム とい うものが ご ざい ます。 これ は 多 く通 信 に 関す

る もので あ りま して,こ れ は コ ミ ュニ ケー シ ョ ン,あ るい は コ ン ピ ュー タ業 界 の

ち ょう ど間 に 入 る よ うな もの で あ ります 。 こ うい うよ うな情 報 産 業 が ご ざい ます

し,こ うい う製 造 サ ー ビス全 部 を 入 れ ます と,消 費,あ るいは ソ フ トウェ アの イ

ンフ ラス トラ クチ ャを い ろい ろ に 利用 してい る業 界 も含 むの で あ ります 。 こ うい

う数 字 につ い ては,ア メ リカ も 日本 も同 じだ と思 い ます。

とこ ろで,7%のGNPと い う中 には 軍 事 関係 が 入 って お りませ ん 。 あ るい は

専用 コ ンピ ュー タの パ ー セ ンテー ジも入 って お りません。 そ うな ります と,ア メ

リカの 場合,こ うい う もの を 入れ た ら明 らか に情 報 産業がGNPの20%に な り

得 る と思 い ます。

そ れか ら ケー ブルTVも あ ります 。2000年 前 には デ ジ タル 放 送,あ る い は

デ ジ タル テ レ ビとい うこ とが 可 能 にな る と思 い ます 。 その 他 の広 い 事業 活 動 が 行

わ れ るよ うにな る と思 い ます 。 そ うな る と,GNP的 には,情 報 産業 の貢 献 す る

部 門は さ らに 大 き くな るか も しれ ない と思 い ます 。

問題 は,ど うい う技 術が 入手 で き るか とい うこ とで はな くて,ビ ジネ ス界 の 問

題,あ るい は 消費 者 が ど う考 え るか とい うこ とでは な いか と思 い ます 。 技 術 が 非

常 に進 ん で い るた め,ユ ーザ や 消費 者 が そ れ を理 解 して使 う能 力が 不 足 し,ビ ジ

ネス界 の 場 合 には,ス タ ッフを確 保 し,実 行 す る こ とが難 し くな ります。 ス タ ッ

フの問 題,こ うい う有 能 な ス タ ッ フを抱 える こ とが で きない ,そ うい うス タ ッ フ
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を採用す る場合には非常 にコス トが高 くなる とい うのが一番大 きな問題であ り・ま

した。 これがユーザの直面 した一番大 きい問題です。 ・

ですか ら,コ ンピュー タ あるいは通信業 界に と りまして 一番質のいい人た

ちを集 めて ユーザの方にいい製品を提供 しでい ぐ。 そして新 しい アプリケーシ ョ

ンを非常 に一貫性のある方法で開発 してい くとい うこ とが大変なわけです。

今の ところは,機 会が あればや る と.いうよ うなや り方にな づてお るわけです ね。

ですか ら,こ の よ うな整合性のあ るや り方でこ うした リースを確保 してい くとい

うこ とがGNPを 大 き くしてい く点だ と思います。

横 山 ど うもあ りが と うござい ました。

それでは,長 期 ビジ ョンの ことで も結構で ございます し,今 ステ ィーブ ンソン

さんのお答 え,最 後の ところでは ソフ トウェア ・エ ンジニアの不足の問題に もお

触れにな った よ うに存 じますが。

山 本 まず,長 期 ビジ ョンに関 しま して,概 念的な部分につい てはほ とん ど異

論が ない とい うところであ ります。問題は,GNPの20%と い うよ うな巨額の

問題 にな るか とい うことですけ ど,大 変失礼なが ら私はこの数字 は非常に疑 って

お ります。 しか しなが ら,同 時 に私 自身 の推測能力も大い に疑 ってお りますので,

結果 としては,素 直に受 け入れ るよ りし ょうがないか と,余 り疑 ってか じかんだ

予測を出す よ りは大い に期待 を持 って明る くい くか とい うのが私の現在の心境で

あ ります。

それか ら,ソ フ トウェアの不足の問題ですが,さ っき 日本の大学の対処がち ょ

っと遅い とい うよ うな ことを言 ったんですが,そ うは言 って も徐 々に問題を前 向

きに考 えられつつ あ るとい うことで,ど うも遅いのが 問題です けれ ども,決 して

悲観 していない とい うこ とで,人 が なかなか来 ないのな ら,そ の分だけ ソフ トウ

ェア開発のテ クノロジーの レベルを上げ るか とい う両面の構 えでチ ャレンジを続

けたい と思い ます。

以上です。^

横 山 どうもあ りが と うござい ました。

ス テ ィーブ ン ソ ン 私 も,そ れ にっいて一言 コメ ン トを申 し上げ たい と思い ま

す。予測に関 して問題にな ってい ます のは定義づけだ と思い ます。先ほ ど申 し上

げ ました けれ ども,例 えば,GNPの 貢献 の中に,2,500万 ドルのMRIを 売

った場合 もGNPの 中に含 まれ るんです か。 これに対 しましては10万 ドルの貢

献で しょうか。 どれだけの数字 を貢献度 とす るので し ょうか。MRIに おきまし
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ては,15億 ドル とい うマ ーケ ッ トで あ る とい うふ うに5年 後予 測 され てお りま

す 。 そ の中 に は2万5,000ド ルの レー ダ・-h:含 まれ てお ります 。 これ が ア リゾ

ナの観 測 所 に 置か れ ま して,そ して10億 ドル とい う,入 れ る もの を も重要 な要

素 とな ってお るわ けです 。 です か ら,こ の数 字 に関 しま して は,ど の よ うな定 義

づけ をす るかが 大 事 だ と思 い ます。20%に な らない か も しれ ませ ん。 単独 の コ

ンピュー タな どの会 社 がGNP20%を,そ れ だ け で 達成 す る こ とは 不 可能 だ と

思 い ます 。

横 山 確 か に,こ うい った数 字 の議 論 を始 め ます と,前 提 とな ります 定義 の問

題 等で い ろい ろ と議 論 が あ るこ とは確 か で ご ざい ます が,少 し話題 を 変 え させ て

いた だ き ま して,山 本 社 長 の コメ ン ト,あ るいは ス テ ィー プ ソ ソソさん の コ メ ン

トの最 後 に,ソ フ トウ ェア ・クライ シス の 問題 が ご ざ い ま した 。 これ まで の お 話

の中で,パ ッ トン さん の お っ し ゃい ま した ア プ リケ ー シ ョン ・ジ ェネ レー タ とい

うのが,そ れ に対 す る1つ の 回答 で あ ろ うか とい うふ うに も考 え られ るわ け で ご

ざい ます 。

そ こで,パ ッ トソ さん に お伺 い いた し ます が,ア プ リケー シ ョン ・ジ ェネ レー

タとい う考 え方,現 在 の と ころで は,実 際 の活 用 は パ ー ソナル コ ンピ ュー タで 扱

われ ます よ うな,い わ ば 小規 模 な事 務 処 理 の シス テ ム に比 較 的 うま く適 用 で き る

もので は ないか,こ れ が 大規 模 な設 計,あ るい は 構 築 に も活 用 され てい くこ とに

な る もの で あ ろ うか ど うか とい うこ とにつ い て 御 質 問 を され る方が ご ざい ます が,

い かが で ご ざい ま し ょ うか。

パ ッ トン 確 か にそ う思 い ます。 最 近 の ペ ー パ ーで 私 は4つ の要 素 を 申 し上 げ

ま した 。AIベ ース の エ ン ドユ ーザ ・ア プ リケ ー シ ョン ・ジ ェ ネ レー タが 開発 さ

れ てお ります 。 プ ロ グ ラマ 以外 の人 た ちの た めに 開 発 され て お ります 。4つ の分

野 とい うの は,ま ず 第1に,横 山 さん が お っ し ゃい ま した よ うに パ ソ コ ン用 の も

ので あ ります 。 機 械 の数 が 増 えて,プ ログ ラ ミングが 必要 に な って き ます と,プ

ログ ラマの数 も増 え るわ けで す。 そ の 時 こそ ア プ リケ ーシ ョン ・ジ ェネ レ一 夕 の

ビジネ ス ・チ ャ ンスで あ り,市 場 に出 て くるわ けです 。

私 ど も と しま して は,ユ ーザが 複 雑 な ア プ リケー シ ・ンを 自分 で や るはず は な

い と思 い ます 。 これ は非 常 に大 きな市 場 で あ る と思 い ます。 です か ら,未 熟 な製

品 を出 す わ け にい か な いわ けで あ ります。

また,機 械 の ス ピ ー ドが 余 りに も高 速 にな って し ま うと,手 作 業 の コー ドを余

りに も素 早 く迅 速 に吸収 して しまい十 分 に プ ログ ラ ミングが 間 に合 わ な くな りま
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す 。 例 えば,ス ー パ ー コ ンピ ュー タの 分野 で は こ うい った こ とが 問 題 にな って き

ます 。 ます ます 作業 が 複雑 化 す るわ けです 。

現 在 の 時点 で は,主 要 な ス ー パ ー コ ンピ ュー タの マー ケ ッ トは ア プ リケー シ ョ

ンの分野 で あ ります 。 プ ログ ラムが 既 に書 か れ てい るよ うな市 場 で あ ります 。 こ

れ らの プ ログ ラムは25年 も前 に書 か れ た もの もまだ使 われ て い る んです 。 とい

うこ とで,近 代 的 な最 新 の 技術 や コ ン ピ ュー タでは,こ うい った プ ロ グ ラムだ け

で はい け ない わ け で あ ります。 十 分 使 い こな さな けれ ば な りませ ん。 で す か ら,

ア プ リケ ー シ ョン ・ジ ェネ レー タの可 能性 が こ こに も見 られ る と思 い ます。

第3の 分 野 と しては,ア プ リケー シ ョンのバ ック ログが あ る。す なわ ち ア プ リ

ケー シ ョンに まだ まだ 対 応 で きない,余 りに もた ま って しま ってい る とい うよ う

な 問題 が あ る場 合 に は,特 にデ ー タ処 理 の分 野 で こ うい った問 題 が 出 て きて い る

わ け です が,補 助 的 な ア プ リケ ー シ ョン分野,例 えば プ ロ トタイ ピ ング とい った

よ うな こと も新 しい ア プ リケー シ ョン分 野 と して 考 え られ る と思 い ます。

第4の 分 野 は,コ ンピ ュー タの アー キ テ クチ ャが 余 りに も難 し くな り過 ぎ る,

複 雑 に な り過 ぎ る とい うこ とで,特 殊 な知識 ベ ース の専 門 家が 必 要 に な って くる

わ け です 。 これ は もちろん,並 列 プ ロセ ッサ,あ るいは ベ ク トル プ ロセ ッサの 分

野 で あ ります 。 皆様 よ くご存 じの よ うに,今 申 し上げ ま した4つ の分 野 とい うの

は,コ ンピ ュー タの 市場 の 大 きな 主 要 な部 分 で あ ります 。 です か ら,ア プ リケ ー

シ ョ ン ・ジ ェネ レー タは 大 変 エ キサ イ テ ィ ングな分 野 だ と思 い ます 。

どな た かか らお話 しい た だい た の で すが,ア プ リケ ー シ ョン ・ジ ェネ レー タは,

だ れ もが オ ー トマテ ィ ッ ク トラ ンス に ょ って 自動車 を 運転 で き る よ うに な った と

同 じよ うに,コ ン ピ ュー タ分 野 で もア プ リケー シ ・ソ ・ジ ェネ レー タに よ って素

人で も コ ンピ ュー タを使 い こなす ことが で き るよ うに な るだ ろ うとい う コメ ン ト

もあ りま した。

横 山 ど うもあ りが と うご ざい ま した。

先 に進 み たい と思い ます。

先 ほ ど御 紹 介 い た しま した 通 産省 の長期 ピ ジ ョンで,2000年 まで の間 に期

待 され る技 術 的 な特徴 は,こ れ は 山本 社 長 もお触 れ にな った とこ ろで ご ざい ます

が,シ ス テ ムが 大規 模 な ネ ッ トワー ク化 を してい くであ ろ うとい うこ とで ご ざい

ま した 。 そ して,多 くの コ ンピ ュー タ,あ るいは端 末 を大 きな シス テ ムに イ ンテ

グ レー トしてい くとい うこ とが非 常 に重 要 な 問題 に な って くる で あ ろ うとい うこ

とが 述 べ られ てお りま して,そ こで シス テ ムの イ ンチ グ レー タ とい うの が非 常 に
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重要 な役 割 を果 たす こ とに な る どい う'ことが,通 産省 の レポ ー トの中 には 述べ ら

れ てい るわ けで ご ざい ます 。

そ こ でご質 問 が参 ってお りま して,、これ は,ま ず ス テ ィー プ ソ ソソさん に お伺

いす る こ とで ご ざい ます が,ア メ リカに お きま して は,こ う い った 巨大 な シス テ

ムを イ ソテ グ レー トす る とい う,'シ ス テ ム ・イ ンテ グ レー タ乏 い うのが,ど の よ

うな立 場 の 人が そ うい った 機 能 を営 ん で い るのか,そ れが 今後 変化 して い くの で

あ ろ うか とい うこ とを伺 い た い とい う質 問 が寄 せ られ てお ります。

さ らに,質 問 が ご ざい ま して,こ れ か らの情 報技 術 の革新,あ るい は 社会 の仕

組み の 変 化 た対 応 してい くた め に,こ うい った 巨 大な シス テ ムを イ ンテ グ レー ト

す る シ ス テ ム ・イ ンチ グ レー タ とい うの は,今 後 何 をなす べ きか を伺 い た い とい

'う質 問 が寄 せ られ てお ります
。 コメ ン トが ご ざい ま した ら,お 答 えい た だ きた い

と思 い ます。

ス テ ィ ー ブ ン ソ ン だ れ が イ ンチ グ レー タに なるか,大 きな シス テ ム をだ れが

一緒 に す るか とい うこ とで あ ります け れ ど も
,基 本 的 には,1っ に はAT&Tと

か その 他 の会社,メ ーカー側 がや るカN2つ めと してはユ ーザーが や るか,3番 目 と

しては 第3者,と い うこ とに な る と思 い ます 。

シス テ ム ・イ ンチ グ レー タは 大 きな ソフ トウェア会 社 なん か もで きる と思 い ま

す 。1億 ドル 以上 の契 約 な ど非 常 に 大 きな シス テムの 場合,提 携 が な され るわ け

です 。 少な くともメーカーと第3者,サ ー ドパ ー テ ィの 間の提 携,パ ー トナ ー シ ッ

プが 行 われ ます 。例 えば連 邦政 府,州 政 府 の機 関 の場 合 には,こ うい うこ とが行

われ ます。 そ れ か ら業 界 の 中 で あ ります と,メ ー カーとユ ー ザ ーの 間,あ るいは

第3者 の間 の提 携 が な され ます。

3カ 月前 で した が,IBMが 中心 とな って,コ マ ー シ ャル ・シス テ ム ・イ ソテ

グ レー タ ・グル ー プ とい う ものが で き ま した。 ここ にはFordと かそ の他 の ユ ー

ザ ーや メー カ ーな ど40の 組 織 が 参 加 し ま した。

そ れ か ら,第3者 の 団体,こ の中 に は非 常 に 多岐 にわた る会 社が あ りま して,

い ろん な コ ン ピュー タ会 社,EBS,あ る いは コ ン ピュー タ ・サ イ エ ンスの 会社

が 入 ってい た わ けです 。

この よ うな大 きな シス テ ム の場 合 は,ナ イ ネ ックス とか そ の 他 の地 域 の持 ち株

会 社 が 入 らなけ れば な らな いわ けです 。 大 きい契 約 の 場合 に は,多 数 の チ ー ムづ

く りが な され な けれ ば い け ない わ け です 。IBMで す ら1つ の会 社 で はで きな い

とい う こ とにな ります 。
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それ か ら中規 模 の,あ るい は小 規模 の契 約 の場 合,例 えばEDS,CSCと い

った よ うな会社,ComputerSciences社,コ ンピ ュー タボ ーイ ン グ社,コ ン

ピ ュー タサ ー ビス社 その 他 で あ ります けれ ど も,こ うい う場 合 には シス テ ム ・イ

ンテ グ レー シ ョ ンの機 能 を行 ってお ります 。 これ は コ ミュニ ケー シ ョ ンが非 常 に

ヘ ビー な環 境 で 行 わ れ る 場合 に,こ うい う仕 事 を して お ります 。

中 規 模 の会 社,中 小企 業,IBMと かDECな どが シス テ ム ・イ ンテ グ レー シ

ョンの タス ク フ ォース をっ く って実 行 を助 け る とい うよ うな こ とを して お ります 。

です か ら,シ ス テ ム ・イ ンテ グ レー シ ョ ンの ビジ ネ スは,現 在 アメ リカで ど うい

うふ うに 商 業的 な ベ ース に乗 るか とい うと,今 の と ころ 余 り大 きな規 模 はあ りま

せ ん。 こ こに は,GMと か フ ォー ドとか 非常 に 大手 の会 社 を除 けば,IBMの 方

は なん とか コマ ー シ ャルな シス テ ム ・イ ンテ グ レー シ ョ ンの プ ログ ラムを した い

と考 えてい るわ け です け れ ど も,今 の ところ は 余 り規模 が 大 き くない 。100万

ドル単 位 の と ころで あ ります 。 です か らComputerSciences社,EDS,ポ

イ ン ト ・コ ンピ ュー タ ・サ ー ビス とい った ところが や って お ります 。

そ れか ら,政 府 の 方は11億 ドル とい った よ うな とこ ろで あ ります けれ ども,

よ り大 きな契 約 で あ りま して,こ れ は1年 間 の 契 約 でや る とい うや り方で あ りま

す 。IBMの 場 合 は,コ マ ー シ ャル ・シス テ ムの イ ンテ グ レー シ ョンの グル ー プ

をつ くった とい うの は リス クを共 有 しよ う とい う目的で す 。 とい うの は,こ うい

う契 約 とい うの は 非常 に リス キー なん です ね 。 とい うの は,消 費 者 の 方 では い ろ

んな 地縁 とい うもの か ら保 護 を求 めて お ります の で,次 に,イ ンテ グ レー タた ち

が,い か に して 社会 的 な構 造 を取 り入 れ て い くか とい うことで あ ります けれ ど も,

社 会 構 造 の変 化 とい うこ とを考 えます と,明 らか に シス テ ム ・イ ソテ グ レー タの

役割 も変 わ って きて い るわ け ですね 。 特 に特 化 を反 映 しな けれ ばい けな い,専 門

家 を提 供 しな けれ ば い け な い。EDSが ヘ ル ス ケア とか 保険 とか,あ るい はそ の

他銀 行 の シス テ ム とい うもの に特化 され た もの に対 応 しな け れば い け ない わ けで

す ね。

しか しなが ら,現 在,シ ス テ ム ・イ ンテ グ レー シ ョンの会 社 の中 で,社 会 的 な

変化 とい うのが 何 で あ ろ うか とい うこ とを十 分考 えて い る人 は い ない と思 い ます 。

クライ ア ン トの ア プ リケー シ ョ ンは何 か とい うこ とばか り,あ るい は イ ンテ グ レ

ー シ ョンの コス トは どの ぐ らい か ,コ ンピ ュー タシス テ ム に対 して ネ ッ トワー キ

ングす る ア プ リケー シ ョンの た めの イ ソテ グ レー シ ・ンは どの ぐ らい か,そ れか

ら自信 を持 って ター ミナ ル に それ を設 置 す る ことが で き るか とい った こ とが 彼 ら
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の 関心 の中 心 だ と思 い ます 。 日本 と ヨー ・ ッパ の方が,よ り社 会 的 な意 識が 強 い

日本 と ヨー ロッパ の方が,よ り社 会 的 な意 識が 強い と思 い ます 。 ア メ リカの 場

合 は 非常 に薄 い の で は ないか とい うふ うに思 い ます。

ス ミス さん,パ ッ トソ さん ど うです か,恐 ら く違 う考 え方 が あ るか も しれ ませ

んが,い かが で し ょうか 。

ス ミ ス1っ だ け 言 える点 だ と思 うん です けれ ども,そ の他 の シス テ ム ・イ ソ

テ グ レー タの グル ー プで あ ります け れ ど も,特 に政府 系 の プ ロジ ェ ク .トは,マ リ

ヤ とか マ リヤ ッ トとか 言 った と ころのFTSの2000プ ロ ジ ェ ク トまでや って

い る。 これ は100億 ドルの プ ロ ジ ェ ク トで あ ります け れ ど も,こ うい う航空 業

界 が 非常 に シ ステ ム ・イ ソテ グ レー タ と して 活躍 して い る グル ー プで あ ります 。

もちろ んAT&Tも もち ろん 大 きな シス テ ム ・イ ンチ グ レ一夕の グル ー プです 。

ComputerSciences社 と一 緒 に提携 して,た くさん の シ ス テ ム ・イ ンテ グ レ

ー テ ィ ソグ ・コン トラ ク トを扱 ってお ります。

横 山 続 き ま して,そ れ で は,今 後 日本 で は どの よ うな形 で シ ス テ ムがつ く ら

れ て い くの か,あ るい は シス テ ム ・イ ンテ グ レー シ ョ ン ・サ ー ビス とい うのが 独

立 の ビジ ネス と して 発 展 して い くの か ど うか,そ れが 必 要 とす れ ば,そ のた め に

は 何が な され な けれ ば な らない か,そ うい った よ うな点 につ き ま して,山 本 社 長,

そ れ か ら柳 井 先生,ご 意 見が ご ざい ま した らお 話 をお伺 い た い と思 い ます 。

山 本 この 点 に関 して は,ア メ リカ と非常 に違 うの では ない か とい う気 が しま

す。 した が って,21世 紀 の 予測 につ い て も私 は ち ょっと違 って感 じを持 って い

ます。

日本 で,現 在,シ ス テ ム ・イ ンテ グ レー シ ョンが どの よ うな格 好 で行 われ て い

るか。2通 りあ りま して,多 くの 一 般 の民 間の 場 合 は,や は りシ ス テ ム 自身 の 責

任 を持つ とい う意 味 にお い ては,カ ス トマ ーの ところ に最 終 的 に は責 任 があ る と

思 い ます 。 みず か らの 意 思で ど うい うシス テ ム をっ くるか とい うこ とが,ま ず 基

本 に あ って,そ れ が第1義 的 な責 任 だ と思 い ます 。

そ の も と に,サ プライヤ,メ ーカーが 実 際の 作業 者 と して 第2義 的 な責任 を持 つ 。

した が って,そ の場 合,こ の メーカーのところには ソ フ トウ ェアハ ウス,ソ フ トウ

ェアベ ンダ とい うのが 一 緒 に入 って くるわ けです 。 そ の場 合,メ ー カ ーは 同時 に,

ソ フ トウ ェアパ ッケー ジ とか ソフ トウ ェアハ ウス,ソ フ トウェ アベ ンダの作 業 に

関 して も,ユ ーザ ーに対 して 責任 を持 つ とい うのが 普 通 の形 にな って お ります 。

そ の場 合 は,な ぜ ソフ トウ ェア ハ ウス,ソ フ トウェ アベ ンダが シス テ ム ・イ ソ
ぷ ロ

テ グ レ一 夕に な り得 ない か とい うの は,仮 に失 敗 が あ った場 合,あ るい は見 込 み
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が 狂 った場 合,だ れが 責 任 を持つ か,一 体責 任 を とれ るの か とい うこ とに帰 着 す

るわ けです 。

現実 に,日 本のユーザーは メーカー志 向が非常に強 くて,メ ーカ ー以外 の ソフ トウェ

アハ ウス に イ ンテ グ レー シ ョ ンを100%を 預 けた とい うの は,あ った と して も

非 常 に異 例な 事態 だ と思 い ます。 我 々が 現実 に経 験 して非 常 に 困難 を感ず るの は,

ス ター ト時 点 で,つ ま り契 約 時点 で シ ス テ ムの全 望 は は っき り見 えて い ない 。 実

際 の作 業 に着 手 して分 析 が 進 む につ れ て,大 体 にお い て,最 初 に予期 した よ りも

作業 内容 は拡 大 し,シ ス テ ムの 規模 も大 きな もの にな って くる。 ユ ーザ ーの 欲 望,

希 望 も また ふ く らむ。 そ れ に もかか わ らず,最 初 の シス テ ムの デ フ ィニ ッシ ョン

とい うのが あい まい であ ったために,ユ ーザ ーは ここま でや るはず だ とい い,シ ス

テ ム ・イ ンチ グ レ一 夕は,そ ん なはず じゃなか った とい うこ とで非 常 な ブ リクシ

ョ ソを生ず る。

大体 において,メ ーカー側 がそ れ をか ぶ る とい うの が ほ とん どの ケー スな わけ で

す 。逆 にお客 さんの 側か らは,メ ーカーに してや られ た ケー スが あ る とい う逆 の 反

論 もあ り得 る と ころ で あ ります が,現 実 の 姿 は そ うな ってい る。 そ うい った ブ リ

クシ ・ソ,な い しは 負担 に耐 える とい うのは,ほ とん どの場 合 ソフ トウ ェアハ ウ

ス にはで きない とい うのが 実 態 だ ろ う。

仮 に,そ れ はお か しい じゃない か,最 初 に きち っとス ペ ッ クを書 い て,そ れ に

載 ってな い場 合 には 互 い に協 議 す る とい う条項 の もとに,あ るい は疑 義 を生 じた

場 合 には 協議 をす る とい う条 項 の も とに ス ター トす る こ とはで き るの では な いか

とい う論議 が 直 ち に起 こ り得 る と思 い ます 。

しか し,非 常 に大 きな 問題 な しに,明 確 な定義 にほ とん ど近 い格 好 で ス ター ト

で き る場合 に は,逆 に シス テ ム ・イ ソテ グ レー タが だ れ で あ ろ うと余 り大 した問

題が ない ケー スで あ って,そ れ な らイ ソテ グ レー タ なん か を入 れ な くて も,メ ー

カが その分 だけ し ょえば い い じ ゃな い か とい うこ とに な って,日 本 では シス テ ム

・イ ソテ グ レー タが育 つ 風 土 とい うの は非 常 に乏 しい ので は ない だ ろ うか
。 これ

は,今 後非 常 に大 きな課 題 で あ ります 。

一 方
,第2の タ イ プ,特 に政 府調 達 とい った シス テ ムで は そ うはい か ない。 こ

の 場合 ど うな って い るか とい うこ とです が ,や は り ソフ トウ ェアハ ウスが シス テ

ム ・イ ンチ グ レー タに対 して 責 任 を持つ とい うこ とは ,ほ とん ど今 まで な か った

と思 い ます 。 む しろ政 府 自身 が 大 き な資 本金 を持 ち,何 か の リス クに 耐 え られ る

力 を持 った サ プ ライ ヤ を責 任 者 と して,き らに メ ー カ同志 が 責 任 を持つ 。
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極 端 な 話,日 立 さんが シス テ ムを請 け 負 らた場 合 に 我 々が そ れ を サ ポ ー トす る,

保証 す る二 あ るい は逆 に,我 々が イ ソテ グ レー タに な った場 合 に 日立 さん に 保証

して も らう とい うよ うな こ とは 日常 行 わ れ て い るわ け です。

こ うい う こ とか ら見 て,シ ス テ ム ・イ ンチ グ レー タはいか な る責 任 を負 え るか,

その 責 任 は 明確 に 定義 で きる のだ ろ うか とい う意 味 に おいて,こ の情 報 分 野 で の

カス トマ ー ・ シス テ ム'イ ソテ グ レータが メーカ ーとい う,責 任分 野 が 極 め て あ い

まい で あ って今 後 の課 題 と レて残 る。 しか も,日 本 の 中で は シス テ ム ・イ ンチ グ

レー タ とい うの は非 常 に育 ち に くい風 土 で あ る とい うことを率 直に 申 し上 げ た い

と思 い ます 。 ・"

横 山 ど うもあ りが と うご ざい ま した 。

柳 井 先生,何 か 御 意見 ご ざい ませ ん で し ょ うか 。"・ 、

柳 井 私 と しては 余 り専 門 で ご ざい ませ ん の で,観 念論的 な お 話 しか で き ない

の で すが,今,山 本社 長 の お っ し ゃった とお りで は なかろ うか と思 い ます 。 パ

確 か に ケ ー ス ・バ イ ・ケー スで,山 本社 長 のお っ し ゃった とお りの や り方 で い

くん じ ゃなか ろ うか と思 うんで す が,責 任 とな る と,ど ち らが どるか とい うの は,

結局 それ を運用 す るのはユーザ ーでご ざい ますか ら,ユ ーザーが とるべ き じ ゃな か ろ

うか と我 々は思 い ます けれ ど も,現 実 には,ユ ーザーにはそれ だけ の 技 術 力 を も ら

てい ない 。 い わ ゆ る カス トマー ・イ ソテ グ レー タ と して責任 を持 て るだ け の 人 も

い ない 。 そ うす る と,そ の しわ寄せが メーカーの 方 にい くとい うよ うな 形 に な っそ

い る よ うに思 わ れ ます 。

しか し,将 来 の こ とを考 えます と,本 当 の 意味 で の シス テ ム ・イ ソテ グ レー タ

に 当 たれ る専 門 家 と申 し ますか,技 術 者 と申 します か,そ うい う者 が 育 ってい か

な い と困 るん じゃな かろ うか な とい う感 じは,私 もいた します 。

山本 社 長 か ら今怒 られ た話 で ご ざい ます が,大 学 の先生 は ソフ トウ ェア ・エ ン

ジ ニア リングに対 して 教育 を してお らん じゃ ない か ,こ れ は おごρ し ゃる とお りで

ご ざい ま して,教 育 をで き るだ け の基 盤 を まだ持 ち合 わせ てい ない 。 シ ス テ ム ・

イ ソテ グ レー タにつ い て も 同様 な こ とが起 こ り得 るの でご ざい ます が,ど うも教

育 は いつ で も社 会 の 後追 い にな るの が 普 通 で ご ざい ま して,そ れ らを受 け た形 で,

エ ンジ ニア を育 て ていか な けれ ば い け な い とい うよ うな気持 ち も確 か に して お り

ます。

しか し,そ れ は 私 自身 に対 す る反 省 で ご ざい ま して,ど うい うふ うに考 えるか

とお っ しゃ る と,山 本社 長 の お っ し ゃる よ うな こ とでは なか ろ うか と存 じます 。
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山 本 ち ょっ と コメ ン トをつ け 加 え させ てい た だ きたい と思 い ます 。

現在,日 本 の 風 土 の 中で,む しろ シ ス テ ム ・イ ンチ グ レー タ とい う概 念 よ り,

お 手 元 に 配 りま した レジメの3ペ ー ジに,ユ ーザ ーの パ ー トナ ーと して の ベ ン ダ,

パ ー トナ ー とい う言葉 を使 って あ ります 。 日本 の風 土 の 中で は,消 費 者 は王 様 と

か,お 客 様 は王 様 とい う言葉 が あ ります け れ ど も,現 実 には そ ん な甘 い もので は

ない だ ろ う。 や っぱ り高度 で,か つ 複 雑 な シス テ ムの イ ンテ グ レー シ ョンとい っ

のは 高 度 な知 的 な 作業 であ って,と て も出 入 りの 商人 とい うよ うな扱 い で うま く

い く もの で は な い。 我 々もまた,出 入 りの商 人 と して卑 屈 に な った んで は エ ンジ

ニア は育 た ない 。 別 に 大 きな顔 をす るつ も りは あ りませ ん けれ ど も,や っぱ りお

客 様 の た め に知 恵 の 限 りを尽 くす,お 客 様 のパ ー トナーで あ る とい う誇 りと同時

に使 命 感 を持 た せ るのが あ るべ き姿 で は ない か 。

そ ん な意 味 で,私 は システ ム ・イ ソテ グ レー タ とい う存在 よ りは,む しろ ビジ

ネス パ ー トナ ー,シ ス テム ・ビル デ ィ ングの パ ー トナ ー と して我 々を 見 てい た だ

きた い 。

これ は,通 産 省 の答 申 並び に ア メ リカの 講 師陣 に対 す る一つ の チ ャ レ ンジで あ

ります けれ ども,あ えて 問題 を提 起 い た します 。

横 山 山本 社 長 か らの チ ャ レ ンジが あ っ たわ けで ご ざい ます が,お 答 えは何 か

ご ざい ます で し ょうか。

ス ミ ス 反 論 で は ない ん です が,2つ コメ ン トが ご ざい ます 。

1つ は,ア メ リカで パ ー トナ ー シ ップ とい うのが シス テ ム ・イ ンテ グ レー シ ョ

ンに あ る場 合 には,最 初 の契 約 者が シス テ ム の可 能性 を 明 らか に しな けれ ば い け

な い わ け です ね 。 です か ら,他 の パ ーテ ィで 働 くこ と も可 能で あ るわ け です 。

2番 目の点 と しま して は,我 々が 直面 してい る現 状 と しま して,顧 客 が 変 更 し

た い とい う希 望が あ る。 例 えば シ ス テ ム上 の変 更 を した い。 ユ ーザ ・プ ロ グ ラム

・ア ビ リテ ィを変 えた い とい うよ うな と きが あ ります ね。 電 話会 社 が 交 換 シ ステ

ム,あ るい は そ の他 の エ クィ ップメ ン トを ネ ッ トワー ク関係で 変 えた い,こ れ に

よ って 自分 自身 の 状 況 に合わ せ て テ ー ラー メ ー ドに したい とい うよ うな 話 が し ょ

っち ゅ うあ るわ け です 。 これ は 今 ま で なか った ん です け れ ども,こ れ が 明 らか に

頻 度 と して 増 えて き た とい うこ とが あ ります 。 今後5年 は こ うい う関心 が 高 ま っ

て き ます ので,ユ ーザ ーが モディフ ィケー シ ョソをや る場 合,こ の モ デ ィ フ ィケー

シ ョソが 非 常 に重 要 な場 合,そ して難 しい 場 合,ど うや って取 り扱 うか,ユ ーザ ー

がや るか とい う問 題 が 大 きな問 題 に な る と思 い ます。
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1つ コメ ン トと して,IBMの と った手 段 と し ま しては,プ リカーサ ーを使 っ

た ん です ね。 ラー ジ ・ス ケ ール ・コ ン トラ ク トの イ ンテ グレ ー シ ョンの 場合 なん

で す け ど,IBMが なぜ や ったか とい うのは 非 常 に単純 で ご ざい ます 。IBMを

含 め ま して,ビ ジ ネ ス;あ るい は業 界 の一 番 細 かい ところは わ か らな いわ け です

ね。 です か ら,契 約 を結ぶ とき に,IBMで,テ ク ニ カル的 に十 分働 け る顧 客 を

選 ぶ それ に よ って料金 を 課す。IBMの 方 は.ユ ーザーの オペ レーションを十 分

にそ れ を通 じて学 δも チームにユ ーザーの人 を 入れ ます の で,学 ぼ うとい うわ け で

す。

そ して リス クの共 有化 であ ります。チームを具体 的 な形 で集 め る と きに契 約 の 中

で リス クを 共 有す る。 例 えば財政 的 に超 えて しま った とか,ス タ ッ フの リス ク と

か い ろ い ろあ るわ けです 。 こ うい うものが 最初 の 契 約の 時点 で 決 め られ るこ とに

な ります 。 です か ら,こ の 目的 とい うのは,チ ー ム をつ くり ま して,IBMが ハ

ー ドウ ェテを 代表 し ,そ れ か らBoeingComputerService社 とかCompu-

terS6iences社 とい うと ころが ネ ッ トワー クの 能 力 を提 供 す る。 そ れ か ら非

常 に強 力な ベ ンダが ここの 中 に もIBM,そ の他 の 供給 者 を含 む。 そ して ユ ーザ

の方 で は ア プ リケー シ ョン,コ ソ フ ィギ ュ レー シ ョソ,ノ ウハ ウを提 供 す る とい

う形 で チ ー ムを 組 む わ けで す。

こ うした 大 きな契 約 の場合,チ ー ムをつ くる上 でた った一 つ の機 関 だ けで は 人

材 が 不 足 して しま うこ とを まず 最 初 に考 えなけれ ばい け ませ ん。

横 山 ど うもあ りが と うご ざい ま した。

ネ ッ トワー クに 関 しま して,い ま一 つ質 問が 寄 せ られ てお りま して,そ れ は ネ

ッ トワー クで必 然 的 に起 こ って まい ります 相 互接 続 の問題 で ご ざい ます 。

ご質 問は,現 状 に お き ま して,国 際 間 での デ ジ タル ・ネ ッ トワー クの相 互接 続

上の 問題 点 は どこに あ って,今 後 その 問題 点 が い か に解決 され てい くの か とい う

こ とを ス ミス さん に お伺 い した い とい う質 問が 寄 せ られて お ります 。 特 に,国 際

的 な標 準化 の 問 題 も含 めて お 伺 い した い とい う質 問が 寄せ られ て お ります 。

ス ミ ス 今 まで の と ころ,国 際 間 の 相 互接 続性 とい うのは2国 間 の 間 の協 議 に

よ って 決 ま ってお ります。2国 間 にお け る電 話会 社 に よ って 決 め られ てお ります 。

相互 接 続性 に 関 しま して,デ ジ タルの 環境 にお い て 要求が 高 ま ってお ります 。 で

す か ら,そ の よ うな環 境 にお き ま しては,よ り高 い レベルの ア プ リケ ー シ ョンが

必 要 で あ ります 。 例 えばOSIタ イ プの モ デル につ い てであ ります 。 これ は,す

べ てが 互換 性 を 持 た なけ れば な らない と思 わ れ ます。'
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古 い 解決 方法 とい た しま して は,コ ンバ ー タ ーを提 供す る とい う こ とで あ りま

す。 一 方の ネ ッ トワー クに お いて コ ンバ ー ターを提 供 す る とい うこ と,こ れ が2

国 間 にお け る電 力会 社 の協 議 に よ って決 ま って お りま した。CCITTの 伝 送,

あ るい は シグ ナ リ ソグに関す る標 準 につ い ては,こ れ は よ く受 け 入 れ られ て い る

と一 般 的 に言 えるので は ない か と思 い ます 。 また,明 らか に これ らの基 準 を受 け

入 れ る傾 向 にあ ります 。

私 は プ レゼ ンテー シ ョンの 中で も 申 し上 げ ま した けれ ども,ナ ンバ ー7の シ グ

ナ リソグ ・シ ス テ ムが これ か らの基 準 に な る と思 われ ます。 シ グナル とい う観点

か ら,す べ ての 当事 国 に よ って受 け 入れ るので は ない か と思 い ます。 伝 送路 系 に

関 しては 問題 が あ ります 。 例 えば,こ の よ うな基 準 に合 わせ るた め に変更 しな け

れ ば な りませ ん。 変 更す る とい うこ とは,国 内 の周波 数,あ るい は ビ ッ トレー ト

な どに も影 響 を及 ぼ して まい ります 。AT&Tの60キ ロ ビ ッ トに 合 わせ なけ れ

ば な らない とい うよ うな こ とにな ります と,こ の よ うな こ とか ら国際 標 準 を受 け

入 れ るべ きで あ る とい うこ とを考 え るよ うに な ったわ け です 。 現在 過 渡期 にあ る

と思 い ます 。 今調 整 を 行 ってお ります。 長 期 的 に標 準 化 され た もの に合 わせ るた

め に過渡 期 に あ ります 。何 が 一 番 い い の か とい うこ とを,現 在標 準化 委員会 な ど

が 決 め てお ります 。

も う一 つ,こ れ に関 連 い た しま しては,山 本 さんが先 ほ どお っし ゃい ました け

れ ども,ISDNの 実 験 を三 鷹 に よ って や ってい ら っ しゃる とい うこ とにつ い て

お っ しゃい ま した。 この 実 験 は,標 準 化 され る前 に行 わ れ てお りま した ので,そ

の 中で 行わ れ てい る プ ロ トコル,あ るい は技 術 とい うの は,現 在CCITTが 基

準 と して い ます もの よ りも少 し違 った もの で あ ります 。 です か ら,こ れか らCC

ITTの 標 準 に合 わせ て い た だ くべ く努 力 を してい た だ きたい と思 い ます。

現在 は,こ れ か らの標 準 化 委 員会 とい うのが 大 きな意 味 を持つ と思 い ます。 電

力 会社,コ ン ピ ュー タ会 社 も これ に追 随 す る と考 え られ ます 。

横 山 ど うも あ りが と うご ざい ま した。

最近,日 本 で はOSIが 大 変 注 目を集 めて い るわ けで ご ざい ます が,こ のOS

Iに つ き ま して ス テ ィー ブ ン ソ ンさん,ア メ リカにおい て どの よ うに見 られて お

るの か,あ るい は ヨー ロ ッパの 御 経 験が 長 い よ うで ござい ます が,ヨ ー ロ ッパ に

おけ るOSI,こ れ を アメ リカか らは ど うい うふ うに ご らん に な って い るのか,

コメ ン トをい た だ きた い と思 い ます 。

ス テ ィ ー ブ ン ソ ン まず,ヨ ー ロ ッパにっ い て 最初 に 申 し上 げ た い と思 い ます 。
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ヨー ロ ッパで はEECが 主導 して お ります 。EECが 主導 的 な立 場 を と りなが ら

OSIを 技 術 的 な ツール として,ま た 技 術 革新 の 手 段 として 考 えてお ります 。 そ

してIBMに と って かわ る組識 をつ く り上 げ たい と考 えてお ります 。EECは 反

IBM的 な政 府機 関 で あ ります ので,・ あ らゆ る こ とをや ってIBMの 市場 シ ェア

を少 な く してや ろ うと,い ろい ろ な国 で 試み てい るわ けであ ります 。

ただ,基 本 的 な理 由 と して,OSIが なぜ ヨー ロ ッパで 重要 性 が 高 ま って きた

か と申 します と,そ れ ぞ れの 国で,補 完 的 なサ プ ライ ヤの グル ー プが あ ります 。

それ ぞ れ の グル ー プが メ ンバ ーが 違 って い る とい うこ とで あ ります 。 例 えば,イ

ギ リス で はIBMとICLが 支 配的 な シ ェア を誇 って い るサ プラ イヤ で あ ります 。

そ れか らDECで あ ります 。 とこ ろが,ド ィ ッで はNixdorf社 やSiemens社,

IC ,1と い うこ とで あ ります。 イ タ リアで はOlivetti,IBM,そ してHone-

ywel1-Bullが 大きな シ ェアを持 って お り ます。

です か ら,そ れ ぞ れ の国 で メーカーの シェアが 違 って い るた め,そ れぞ れ の 相 互

接 続 が 問題 に な って くるわ けで あ ります 。 そ して,よ り柔 軟 な形 で相 互 接 続 す る

こ とが 大切 で あ ります 。

そ れ に加 えま して,こ れ らの 会社 の ほ とん どがOSIを 主 要 な る戦 略 として使

って お ります 。 ほ か の市 場 に進 出す る際 の 戦 略 と して,ま た ア メ リカの市 場 に進

出す る戦 略 と して使 って い るわ け で あ ります。ICLは 企 業 戦 略 と してOSIに

の っ と ってや る。 それ か らBul1も 同 じであ ります 。OSIは そ うい った 意 味 で ま

す ます 重 要 性が 高 ま ってい る。 特 に ヨー ロ ッパ で は重 要 に な って き てい る。IB

Mは 多か れ 少 なか れ,し ぶ しぶ で は あ りますが,そ の グル ー プに参 加 して い るわ

け で あ ります。

さて,ア メ リカで はや や 事 情 が異 な ります 。 連 邦 政 府が40ほ どの エ ー ジ ェ ン

シーに イ ソタ ビ=・一を行 い ま して,そ の3分 の1↓ ま どがOSIの 能 力を 持 ってい

る もの を要求 す る。 あ るい は そ れ を優 先 させ る とい った よ うな答 えが 返 って き て

お ります。 あ るい は そ うい った機 能 を 提供 で き る メ ー カを選 ぶ と言 って お ります 。

これ らの政 府 機 関 の ほ とん どが 大変 お も しろい と こ ろです が,そ の ネ ッ トワー ク

はSNAを 使 ってい る とい うこ とで あ ります 。 で す か らSNAとOSIの 組 み 合

わ せ とい うこ とに な ります。 よ り相互 接 続 性 を高 め るため に,マ ル チ ベ ンダ ・ケ

ィパ ビ リテ ィ,つ ま り,SNAとOSIを 組み 合 わせ て使 ってい くとい うこ とで

あ ります 。

パ ネ リス トの 方 々か らは 余 り上 が って こなか った ん です が ,ネ ッ トワー ク面 で
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の ソ リュー シ ョ ンと して は,特 に大 手 の メ ー'カは,相 互 接 続 にDECを 使 うかI

BMを 使 うか とい うこ とだ と思 い ます 。 イ ンタ ビ ュ〒 を受 けた 人,あ るい は そ の

パ ネル に 加 わ った 人 々の 多 くは,IBMの シ ス テム36,あ るいはシステム3090

等の ハ イ エ ン ドの もの を使 う。 そ れ をほ か の機 器 と組 み 合わ せ て使 って い く とい

う ことで あ ります。OSIは,ア メ リカの 場 合 に は徐 々に浸 透 して い くとい うこ

とだ と思 い ます 。 連邦 政 府 も ヨー ロ ッパ ほ どは 重 要性 を 認 め てない とい った よ う

な状 況で あ ります。

横 山 あ りが と うご ざい ます 。

ご 意見 が ご ざい ま した らこ発 言い た だ きた い と思 い ます。

山 本 ・ 今,ス テ ィー ブ ン ソ ンさんか らお 話が あ りま した よ うに,OSIは ヨー

ロ1ッパが 一 番 熱心 で あ った。2番 目に ア メ リカだ った と思 い ます 。 ア メ リカがO

SIの こ とを取 り上げ ま した ときに,富 士 通 はす ぐにOSIの サ ポ ー トを表 明 し

た の で あ ります が,日 本 は残 念 なが ら遅 か った わ けです 。 これ か ら 日本 の 産業 界

は,国 際 標準 に関 して も っ と熱 心 で な け れば な らない。 私 も,今 ち ょうど電 子 工

業 振 興 協会 の会 長 を してお ります け れ ど も,工 業会 と して も今 後 の 課題 だ と思 い

ます 。

そ の後,幸 い に して 日本 で も割 合 に 国際 標 準 づ く りに 熱心 に な って まい りま し

て,私 が こ こで 皆様 方 にお願 い した い の は,国 際 標準 とい うのは,や は りユ ー ザ

の た め であ る と。 メ ー カ同士 は逆 に,マ イナ ス面 も決 して な くは ない わ けです 。

標 準化 をや ろ うとす る と ど う して も開発 が遅 れ る とい うよ うな こ とが あ ります け

れ ど も,や は りや らなけ れば な らな い。 これ を促 進 す るの は,や は りユ ーザ の声

で あ る と思 い ます。 そ れ に よ って ユ ー ザ はて んで ば らば らでつ な げ ない とい うよ

うな こ とか ら開 放 され て くる。 これ はOSIに 限 らな い。 今 後 まだい ろん な標 準

化 を 進 め なけ れ ば な らな い 面が た くさん あ るわ けで あ ります が,そ うい う意味 で,

ユ ーザ の声 を メ ー カが 業 界 と して一 生 懸命 聞 くとい う姿 勢,ユ ーザ の方 も,ぜ ひ

声 を大 に して問 題 点 を早 め に指 摘 して い ただ きた い とい うこ とを この機 会 にお願

い したい と思い ます。.

横 山 ど うもあ りが と うご ざい ま した。

少 し話 題 を 変 え させ てい た だ きま して,ご 質 問 が,並 列 問 題,パ ラ レル プ ロセ

シ ングにつ い て参 ってお ります 。 ご質 問は,パ ラ レル プ ロセ シ ングが 実 際 の ビジ

ネ ス シス テ ムで 本 格的 に稼 働 し始 め るのは いつ ご ろで あ ろ うか とい う点 と,そ れ

か ら,従 来 の 非 並列 型 処理 シス テ ム と並列 処 理 シス テ ム との 整 合性,あ るい は統
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合化 とい うの は どの よ うな形 で行 われ て い くか とい うこ とを 伺い た い とい う御 質

問が 参 ってお ります6ご 質 問 先 は パ ッ トソさん でご ざい ます 。 パ ッ トソさん,以

上2つ の パ ラ レル プ ロセ シ ングにつ い て の ご質問 につ いて お 答 えをい た だ きた い

と存 じます。

パ ッ ト ン ア メ リカ合衆 国 にお きま して,幾 つ か パ ラ レル プ ロセ シ ングシス テ

ムをつ くってい る会社 が あ ります。 過 去2,3年 の 間 にで きた 会社 です 。20年

間は 研究 問 題で あ った わ け です け ど,そ の後 応用 研 究 と して5年 間進 め られ,や

っ と最近 商 品 開発 が 進 め られ てお り,現 在 過渡期 に あ ります 。 現在 は新 し く創業

した ばか りの会社 です が,例 えば ア ラィ ア ソスな どは,100シ ス テ ム以上 全世

界的 に供 給 してお ります。 また,シLク エ ソ トとい う会社,イ ンテル とい うよ う

な会社 は同 じような売 り上げ を上げてお ります・ しか し機 械 はア ・乃 ソスに

比 べ る と小 さい もの であ ります 。

また,新 しい企 業 が カナ ダに 創業 い た しま した。 この会社 は,512か ら1,024

の モ トロール の620と い うプ ロセ ッサ を使 ってお ります。 こ の統 合性 に関 しま

しては 現在 進 め られ てお ります 。 幾つ か の ア プ リケー シ ョ ンが 見 られ てお ります 。

まず 最初 に は,ス タ ン ドア ロ ン ・シス テ ム,オ ー ダー ・エ ン トリに使 わ れ る と思

われ ます。 また,オ ー ダー ・プ ロセ シ ングや 在庫 管 理 に使 われ る と思 い ます 。

で は,一 般 的 に どの よ うな進 展 をす るのか とい うこ とに関 しま して御 説 明 申 し

上 げた い と思 い ます 。3つ の 段 階が おわ か りい ただ け るか と思 い ます 。 私,プ レ

ゼ ンテ ー シ ョンの 中 で 申 し上 げ ま した けれ ども,マ ル チ プ ロセ ッサ の3段 階 は,

ス ル ー プ ッ ト型,こ れは20年 間維 持 して お りま した。 そ して ア ドバ ンス トオ ン

ライ ンの トラ ンザ ク シ ョ ン用 の もの,そ の後,Tandemに 代 表 され る マル チ プ ロ

セ シ ングの もの で あ ります 。 また,レ ス ポ ンス型 の マ ルチ プ ロセ シ ングが 生 まれ

てお ります。

現在,マ ル チ プ ロセ ッサの 典 型 的 な環 境が あ ります 。 フ ロ ン トエ ン ドの イ ン タ

フ ェー スが 可能 で あ ります 。 大 きな シス テ ムにおけ る ものは,大 体1つ 当た り数

千 ター ミナ ル とい うもの で あ ります。 バ ックア ップ ・シス テ ムが あ り ま して,こ

れ は デ ィス クパ ーを 管理 してお ります 。 そ の中 に 大 き な記 憶 装 置 が あ ります 。

そ して,パ ラ レル プ ロセ シ ングを 商品化 す るに 当た りま して,シ クエ ソシ ャル

の フ ロ ン トエ ン ド,バ ックエ ン ドに と って かわ る とい う可 能 が あ ります 。

こ こで2っ の 例 を 申 し上 げ た い と思 い ます 。

バ ッ クエ ン ドの もの とい た しま して は ,新 しい製 品 を タ ラデ ー.タが 紹 介 してお
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ります 。 これ は コ ン トロー ル に と って かわ るだ けで は な く,ロ ジ ック,あ るい は

プ ロセ シ ングを デ ィス クセ ッ トの 中 に統 合 させ る もの で あ ります 。 そ してMCC

で は,パ ラ レル プ ロセ シ ン グの プ ログ ラムを始 めて3,4年 前 の こ とで した が,

そ こでは も う少 し一 般 的 な アプ ローチ を と りま した。 この4年 間 の間 にMCCに

お き ま しては,ア ドバ ンス ト・コ ンピ ュー タ,ア ーキ テ クチ ャ ・プ ログ ラムに お

き ま して,パ ラ レル プ ロセ シ ングが 何 をす るべ きな のか とい うこ とに 関 しま して,

要 求が 高 ま ってお ります 。

そ して,こ の プ ロ グ ラム を,汎 用 的 なパ ラ レル プ ロセ シ ングの プ ログ ラムか ら,

デー タベ ー スの マ シ ン ・プ ログ ラ ムへ と推 進 してお ります 。MCCに お け るパ ラ

レル プ ロセ シ ン グの 目的 と して い ます こ とは ,パ ラ レル プ ロセ シ ングの技 術 を フ

ル に活用 し,そ して最 も有 効 的 な デ ー タベ ース の マ シー ンをつ く り出そ うと して

お ります 。 です か ら,よ り複 雑 性 な イ ンタラ クシ ョンを可 能 に してお ります。 フ

ロン トエ ン ド,バ ックエ ン ドにつ き ま して,ま た プ ロセ シ ング能 力 も高め よ う と

してお ります。 ユ ーザ に 近 く,デ ー タに近 い 形 で可 能 に しよ うと してお ります 。

ア メ リカ合衆 国 で さ ま ざ まな会 社 が15社,20社 と参 入 してお ります けれ ど

もこれ が 意 図 してい ますのは,究 極 的 には メ イ ンフ レー ムがす べ てな くな って しま

うこ とで あ ります。

横 山 ど うもあ りが と うご ざい ま した 。

この よ うな並 列処 理 の進 展,発 達 とい った もの が,柳 井 先 生 御 専 門の デバ イ ス

の 方 に どの よ うな イ ンパ ク トを 持 ってい くこ とにな るの か ,先 生 は どの よ うに ご

らんで ご ざい ま し ょうか 。

柳 井 現 在進 ん でお られ る よ うな 方 向は,私,専 門で は ご ざい ませんか らは っ

き りわか りませ んけ れ ど,私 が見 る パ ラ レル プ ロセ シ ング とい う問題 と,現 在 の,

今 パ ッ トソさんが お 話 しに な った よ うな 問題 とは 大分 違 ってい るの では なか ろ う

か とい う気 が い た します 。

デバ イ スの 面か ら見 ます と ,い わゆ る シ リアル ・プ ロセ シ ングで 現 在 行わ れ て

い る もの をパ ラ レル ・プ ロセ シ ングに,基 本 的 な 信号 処 理 面 で 申 します と ,例 え

ば フ ォ ログ ラムみ た い な もの を使 っての信 号 処理 とい う形 を夢見 るわ けで ご ざい

ま して,こ ん な よ うな 意味 での パ ラ レル ・プ ロセ シ ング とい うのが,果 た して将

来の シス テ ム機 器 と して 本 当 に要 るの か ど うか,こ の 辺 は む しろ シス テムの 方,

あ るいは パ ッ トソ先 生 に お伺 い した い ぐ らい で ご ざい ます が,そ の 辺,も しお 伺

い で き るな らば お願 い してみ た い と思 い ます。
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パ ッ トン 並列 処 理 の 大 きな規 模 とい うの は,ア ー キ テ クチ ャ の テ ク ニ ック

を提供 す る とい う ことで あ ります。 大型 の 非常 に 強 力な コ ンピ ュー タをつ く り上

げ るこ とが で き る。 そ して,ロ ー コス トで か な り高性 能 な コ ンポ ー ネ ン トを持 っ

た コ ンピ ュー タが あ ります。 現 在,大 型 の コ ンピ ュー タとい うの は少 量 で ハ ィ コ

ス トの もの とな ってお ります 。新 し く フ ロ ンテ ィアに 出 て くる コ ンピ ュ二 歩,.例

えばCray3と い った よ うな コ ンピ ュー タは ガ リウ ム砒素 が べTス とな って お り

ます。 ガ リウム砒 素 の 回路 を使 ってお ります 。 非 常 に パ ッケ ー ジ ングも複 雑 で あ

ります し,冷 却 も難 しい ものが あ ります 。

これ は,短 期 的 にみ ます と,最 も高 い パ フ ォー マ ンスを 可能 にす る ものだ と思

い ます 。 た だ,こ こか ら我 々が 医療 用 のCRT ,あ る いは画 像 機 器 の隣 に置 け る

よ うな コ ンピ ュー タは そ こか ら出 て こ ない わ け です 。 コ ンピ ュー タ ・ トモ グ ラ フ,

あ るい は ポ ジ トロ ン ・ トモ グ ラ フ とい った よ うな もの は で きな い わ け です 。 あ る

い は リアル タイ ムの イ メー ジ合成,画 像 合成,画 像 処 理 とい った ものは で き ませ

ん 。 今 後 出 て くるで あ ろ う新 しい ア プ リケー シ ョ ン,い わ ゆ る第5世 代 ア プ リケ

ー シ ョ ンとい うの は
,単 に シ ンボ リックな処 理 用 の ア プ リケー シ ョンに は と どま

りませ ん。 非 常 に 興味 深 い ア プ リケー シ ョンとい うの は,同 時 に信 号 処 理 もや る,

音声 あ るい は ビデ オ デ ー タ も扱 う,ま た 医学 デ ータ の 場合 に は マ ル チ ・ス ペ ク ト

ロン ・デ ー タ も扱 わ なけ れば な らない とい った もの です。 情 報 をい ろん な 地点 か

ら集 め て くる。 そ して 共 通の コアイ メー ジをつ くり上げ る とい った ものが 必 要 に

な ります。 これ に は 大規 模 な 処 理 能 力が 必 要 に な って きます 。

また,画 像 分 野 で の アプ リケー シ ョンは,同 時 に信 号処 理 も数 値 的 な演 算 もや

る,シ ンボ リッ クな プ ロセ シ ン グも全 部 もや ります 。 第5世 代 コ ン ピュー タ とい

うもの はす べ て の もの を扱 わ な けれ ば な りませ ん 。 そ れ に は最 良 な アー キ テ クチ

ャが 必 要 にな ります 。

並列 処 理が,ア ー キ テ クチ ャ面 で の ポ テ ンシ ャル を持つ,目 標 を達 成 す るポ テ

ン シ ャルを持 つ とい うこ とを疑 う人 は少 ない と思 い ます が ,た だ,ど の よ うに そ

うい う機 械 の プ ログ ラ ミングを行 った らよい か とい う ことにつ いて は 意 見が 分 か

れ てお ります 。 こ うい った ポ テ ンシ ャル を実 現す るた めの 方法 を ど うす るか とい

う点 で は,か な り論 議が 分 か れ て お ります。

横 山 ど うもあ りが と うご ざい ま した。

私,こ の パ ネルが 始 ま ります まで に 手元 に寄 せ られ ま した 皆様 方 か らのご 質 問

を 中心 に,私 の 方か らご質問 を パ ネル の先 生 方 に して まい った わ け で ご ざい ます
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が,だ ん だん 時 間 も参 ってお ります の で,こ こで 皆様 方の 中 か らご質 問 を ち ょ う

だ い して はい か が か と存 じます。 マ イ クを 係 の者 が持 ってお 手元 まで参 ります の

で,昨 日及び き ょうの午 前 中 ち ょ うだい い た しま した よ うな形 で ご質 問 をい た だ

きた い と思 い ます 。 ど うぞ ご自 由に ご質 問 を い た だ きた い と存 じます 。 いか が で

ご ざい ま し ょうか。

ち ょっ とご質 問が ない よ うで ご ざい ます ので,そ れ で は パ ネル を締 め く く りま

す 意 味 に おい て,ア メ リカか らご参 加 のお3人 の 方 にお 伺 いい た します が,ア メ

リカか らご らん に な りま して,現 在 の 日本 の情 報 産 業そ の もの,あ るいは 情 報技

術 とい った もの を どの よ うに ご らん に な って お られ るの で し ょうか,あ るい は,

今後,こ の分 野 で の 日本 とア メ リカ との 関 係 とい った もの が ど うい った もの にな

ってい くの か とい った点 につ き ま して,特 定 の,例 えば ス ーパ ー コ ン ピ ュー タな

らス ー パ ー コ ン ピ ュー タ とい う分野 に 限 って も結構 で ご ざい ます ので,ご 意見 を

伺 わせ て い た だ きた い と存 じます 。

パ ッ トソさん,何 か ご 意 見 ご ざい ま し ょうか。

パ ッ トン 私 は ス ーパ ー コ ン ピ ュー タに 限 らせ てい た だ きた い と思い ます。 こ

れ は 私が 何 年 も働 い て き ま した 分 野 で ご ざい ます の で。

私 の 考 えで は,日 本 の で きる貢 献,ス ー パ ー コ ンピ ュー タ部 門で は,こ の市 場

にお い て は大 変 な ものが あ る と思 い ます。 まず 最 初 に,3っ の 日本 の 会社 が ス ー

パ ー コ ンピ ュー タ を発売 し,コ ンピ ュー タ市場 で 国 際的 に活 躍 してい るわ けで あ

ります 。 何年 もの 間,こ の マ ー ケ ッ トで は,ミ ネ ソタの2社,私 のふ る さ とで あ

ります け れ ども,2つ の政 府 の 省庁 に売 れ るだ け で あ りま した 。 エ ネル ギ ー省 と

国 防省 の2省 庁 に だ け しか 売 れ なか った わ けで す。 しか し2者 だ け で は全 く足 り

ませ ん し,マ ー ケ ッ トもつ くれ な か った わ けで あ ります。

しか しなが ら,日 本が 他 の技 術 の レベ ル を導 入 し,こ れ に よ って競 争 が 強 ま っ

た とい うこ とで 非常 に 国際 的 な マ ー ケ ッ トが で き上 が った と思 い ます。 そ して新

しい顧 客 が生 まれ ま して,最 も大 き な500機 種 まで の機 械が90年 まで設 置 さ

れ る とい うふ うに思 い ます。 そ して1,500の ス ーパ ー コ ン ピ ュー タ,そ れ か ら

パ ラ レル ・プ ロセ ッサ と して は,科 学 的 な もの だ けで は な くて 商業 的 な もの も含

め て1,800設 置 され るので は ない か と思 い ます。 この よ うに,私 が今 まで 働 い

た コン ピ ュー タの とこ ろで 非 常 に魅 力 のあ る,心 わ くわ くさせ る よ うな変 化 が 起

こ ってい る とい うこ とで あ ります。

そ して,日 本 の産 業 が ス ー パ ー コ ン ビ三ー タにで きた 貢献 とい うの は,非 常 に
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ロー コス トの メモ リを 開発 した とい う点 で あ ります 。Cray2で あ ります けれ ど

も,2億5,000ワ ー ドの機 械 を 導 入 した わ けです 。 それ は,こ れ だ け の メ モ リ

しか 導 入 で きなか った とい う制 約 が あ った わ けです 。ETA10で す け れ ども,

これ は5億1,200万 で あ りま した。 それ か ら富士 通 のEと い うの は,非 常 に大

型 の メ モ リを備 えた もので あ ります。

ミネ ソタ の方か ら考 えます と,ミ ネ ソタの ス ーパ ー コンピ ュー タ研 究所 で あ り

ます けれ ども,し ば しば記 者 か ら電 話 を受 け ま して,何 か 日本 につ い て悪 い こ と

を言 って くれ,日 本 の競 争 の悪 影 響 につ い て ち ょっ と話 して くれ とい うふ うに 言

わ れ るん です けれ ど も,日 本 との競 争,特 にス ーパ ー コ ンピ ュー タの 部分 は決 し

て勝つ べ き戦 闘 とい うので は な くて,ス ーパ ー コ ンピ ュー タを さ らに 活性 化 して

い く,もの だ とい うふ うに 言 って お ります 。 です か ら,エ ンジ ニ ア とか 科 学者 に対

して,最 高 の 技術 に対す る ア クセス を与 えなければ い け ない とい うふ うに 言 って

お ります 。 とい うの は,こ の 機械 はす ば ら しい機械 で あ りま して,し か しなが ら,

これ は あ くまで も ツー ル なん です ね。 この 技術 と して よ り安全 な 自動車 とか,あ

るい は安 い洗 濯機 とか,新 しい安 全 な薬 品 を開発す るため の機 械 な ん です ね 。 こ

れ は勝 つ た め の競 争 で は な くて,い い もの をつ くってい く,マ ニ ュフ ァクチ ャ リ

ングす る とい うこ とが 究 極 的 な 目的 なん だ とい うこ とをいつ も答 えて お ります 。

ス ミ ス 私 は電 気 通信 とい う観点 か ら話 を させ てい た だ きた い と思 い ます 。 私

が担 当 してい る分 野 で あ ります。

3つ の 分 野か ら話 を した い と思 い ます 。 ター ミナ ル,ネ ッ トワー ク,ア プ リケ

ー シ ョン ・ソフ トウ ェアで あ ります 。

日本 の情 報 産 業 は,先 進 的 な 役割 を タ ー ミナルの 分野 に お い て 果 た してお りま

す 。つ ま り市 場 を 開拓 して お ります 。 例 えば,ISDNと い う観点 か ら申 し上 げ

ま して も,タ ー ミナ ルの 能 力 に非 常 に大 き く依存 して お りま す。 宅 内 に あ る タ ー

ミナル の能 力に ユ ーザ た ちが 依 存 して い る ことは間 違 いない こ とで あ ります 。 で

す か ら,日 本 が先 進 的 な 役割 を果 た して い る とい うこ とは非 常 に健 全 な事 実 で あ

る と思 い ます。

次 に,ネ ッ トワー ク とい う観 点 か ら,私 の一般 的 な 印象 と して 申 し上 げ ます と,

日本 と世 界 諸 国 の関 係 とい うの は 非常 に緊 密 な もの だ と思 い ます 。 この 関 係 に よ

りま して,さ らに 協 力 関係 が 深 ま る と思 い ます。 なぜ な らば,相 互 接 続 性 の 重要

性が 増 して くるか らです 。

次 に,ア プ リケ ー シ ョン ・ソフ トウ ェアの分 野 にお きま して は,恐 ら くまだ 改
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善の余 地 が あ る と思 い ます 。 日本 の情 報産 業 が これ か ら推進 して い く分 野 とい う

のは た くさん あ る と思い ます。 ア メ リカ合 衆 国 との協 力に おい て まだ まだ 向上 の

余地 が あ る と思 い ます。

横 山 ス テ ィー ブ ンソ ンさん,長 年,日 本 との おつ き合 い をお持 ち と伺 ってお

りますが,い か が で ご ざい ま し ょうか。

ス テ ィ ー ブ ン ソ ン 私 は少 し違 う観 点か らお 話 ししたい と思 い ます。

日本 は,技 術 の 面 で は非 常 にす ば ら しく,ま た それ は製 造面 で も異論 はあ りま

せん。 ここ で は,そ れ だ け では な く,日 本 の コ ンピ ュー タ産業,通 信産 業 の,ア

メ リカの 市 場 に与 え るイ ンパ ク トにつ い て お 話 を してみ た い と思 い ます。

1つ 重 要 な こ とは,日 本 の産 業が アメ リカに持 ち込 ん だ こ と,い わ ゆ るア メ リ

カの メーカーに とって今一 香 気 に な ってい る こ とは 品質 を重 視す る とい うこ とで あ

ります。 これは 日本 が持 ち込 んだ もので あ ります。 また,迅 速 な 納 入 とい うこ と

も重要 で あ ります 。 この 面 で は ア メ リカは か な り劣 って いた 面 が 見 られ ま した。

そ して 日本 の メー カーか らの競 争 も,そ うい う面で は 非 常 に健 全 で あ ります 。

2番 目の 分 野 です が,こ れ も重 要 だ と思 い ます けれ ど も,IBMや ア メ リカの

メーカーは安 閑 と してい られ ない とい った よ うな 自覚 を持 ち込 ん だ こ とで あ ります。

す なわ ち,コ ンピ ュー タの世 界で もIBMな どが 手 を こ まねい て い られ ない とい

うこ とで あ りま す。 すべての メーカーが もっと努 力 し,そ して 開発 を さ らに進 め,

開発の サ イ クル も短 縮 させ,い ろい ろな面 で 努 力 して,ユ ーザ に対 してサ ー ビス

を してい か なけ れ ば な らない わ け であ ります 。 日本が よ り良い 機 械,よ り良い製

品 を発売 し,そ れ で他 の会 社 へ の刺 激 とな り,競 争 を刺 激 した,と い う意 味 で ア

メ リカに と って 間接 的 な恩 典 が あ った と思 い ます。 アメ リカに と ってそ うい うイ

ンパ ク トが あ った と思 い ます 。 私 自身,競 争 とい うものは 非 常 にい い こ とだ と思

い ます 。 です か ら,で き るだ け競 争 で ベス トを尽 くす とい うこ とは い い と思 い ま

す。

そ して,製 造 面 で も 日本 の方 が か な りう ま くや ってい るわ け です が,ア メ リカ

の市 場 に そ れほ ど大 きな イ ンパ ク トは 与 えてはお りません 。 ユ ーザ ー側 の 認識 と し

ては,ユ ーザ ーのい ろいろ な パ ネル デ ィス カ ッシ ョンをや ってみ ます と,1995

年,あ るい は2000年 にはIBM,DEC,あ るい は 日本 の1,2の メー カが

ア メ リカの メ ーカ ーを通 じてOEM供 給 をす る で あろ う。 そ の他 の 大 手の コン ピ

ュータ メ ーカ ーは再 編 ・統 合 に 向か うだ ろ うと言 われ て お ります 。

ア メ リカのユーザーは,日 本 のハ ー ドウ 三アにつ い て は 大変 歓迎 してお り,い い
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イ メ ー ジを持 ってお ります 。 ただ,ア プ リケ ー シ ョ ン面 で は ち ょっと問 題が あ る

か と思 い ます 。 あ るい はOS,組 織 の構 造,販 売 のや り方,そ して どの よ うな 関

係 を望 むの か とい うこ とで は,ま だ ま だ 日本 は 努 力が足 りない と思 ってお ります 。

特に ソフ トの導 入の 面で,き の うもお話 しが あ りま した が,ア メ リカで は 日本 と

は違 ったや り方 で 行 われ てお ります。 です か ら,日 本側 で イ ンフ ラス トラ クチ ャ

の面 で 理 解が 欠け てい るた めに,ア メ リカの ソフ トメーカーが 日本 に どん どん 入 る

地盤 が で き てい るわ け です 。

特 に,流 通 面 で問 題が あ る と思 い ます 。 日本 の伝 統 的 な卸 売 業 者が 介 在す るよ

うな流 通体 系 は 非常 にす ば らしい もの だ と思い ます。ア メリカではそ うい うものが余

りない わ け であ ります。 これ は直接 販 売 に よ るか,ア プ リケ ー シ ョン ・オ リ志 向

型 の 販 売 を行 うわ け で あ ります。

そ れ か ら,シ ス テ ム ・イ ソグ レー シ ョソの 面 で は,日 本 の メーカーは システム ・

イ ンテ グ レー シ ョンを アメ リカで提 供 して お ります 。 そ こに需 要が 見 られ るか ら

です。 これ に も まだ まだ 改 善 され な けれ ば な らな い面 があると思います。 ユーザ ー

側か らは,ア プリケーシ ョン,ユ ーザーの 理 解 を得 る ア フター マ ー ケ ッ トの サ ポ ー

ト,流 通活 動 を よ り活 発 化 させ る,こ うい う面 が非 常 に大 事 にな って くる と思 い

ます 。 です か ら,ま だ まだ 大 きな チ ャ ンスが あ る と思 い ます 。 日本 の会社 は ア メ

リカの会 社 と協 力す る の も結構 です し,富 士 通,NEC,日 立 がや った よ うに提

携 す る こ とも,直 接 ア メ リカに参 入す るの も 良い で し ょう。 た だ,今 申 し上 げ ま

した よ うな 問 題が 解決 され れ ば とい うこ とで あ ります 。

横 山 ど うもあ りが と うご ざい ま した 。

この 問題 につ き ま して,最 後 に柳 井 先 生及 び 山 本社 長か らもお 言葉 を ち ょ うだ

い いた した い と思 い ます 。 柳井 先生,い か が で ご ざ い ま し ょ うか。

柳 井 最 初 に 申 し上 げ ま した とお り,私,あ ま り専 門 でござい ませ んので,直 接

的 な コメ ン トが で き なか った ことを おわ び 申 し上げ ます けれ ど も,私 に とって は

い ろん な 意 味 で 参考 に な り,い い 御意 見 をい た だ いた と思 い ます。

我 々 とい た し ま して も,国 際 化,国 際 化 とい い ます けれ ど,本 当 に何 が 国 際化

とい うこ とを よ く考 えな け れば い け ない こ とで ご ざい ま して,本 日,最 後 に ス テ

ィー ブ ン ソ ンさん のお っし ゃ った 意味 で,本 当 の 意味 のい い 競 争 の も とでの 協 調

とい うこ との 重 要 さな ど も非 常 に よか った 言葉 じゃなか った とい う感 じが して お

ります 。

これ か ら もます ます こ うい う形 で,草 の根 の状 態 におい て も,た だ トップだ け
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の話ではな くて,皆 さんが国際的な意味で協調 していかれ るよ うな状況にな りま

す ことを望んでみたい と思 ってお ります。

どうもあ りが とうございま した。

横 山 どうもあ りが と うござい ま した』

山本社長,お 願いいた します。

山 本 現在,私 どもは競争 ばか りではな くて欧米の情報産業 との協 力もかな り

進ん でおる。例 えば,コ ンピュータメーカー,ア メ リカではAmdah1,英 国ではI

CL,西 独 では シーメ ンス,ス ペ イ ンでは通信,コ モ ンキ ャリアであ ります けれ

ども,テ レフォニカとい った ような時代に入 りました。 もちろん競争 も存在 しま

すが,こ の協調 関係を もっと推進 してい くのが より大事 な時代にな ってきた とい

うふ うに思います。我 々は,特 に欧米の中では アメ リカか ら学ぶ ことは依然 とし

て非常 に大 きなものがあ るし,特 にさ っきもち ょっと触れま したが,政 府を初 め

として ドラマチ ックにみずか らを革新 してい く能力がある とい うことは,特 に我

々が 注 目して学ぶべき点ではないか と思い ます。

ダイナ ミックで ドラマチ ックと変化 とい う意味では,技 術 開発 とか ビジネスの

進 め方においても言 えることであ りま して,こ れか らも,欧 米間の競争ばか りで

はな くて協調 も推進す る。 同時に,そ れ以外の地域 にもそれぞれ貢献を続けたい

とい うふ うに思います。

以上です。

横 山 どうもあ りが とうござい ました。

皆様 方,最 後に,将 来明るい展望を持 った情報分野での 日米関係のお話をいた

だ きま して,私 ども,こ の2日 間の シンポジウムを持 ちま した 意義 もあ ったか と

大変 うれ しく思 ってお るところでご ざいます。

時間 も参 りましたので,こ れ で2日 間にわた ります 国際講演 ・討論会 を終 了い

た したい と思い ます。2日 間にわた りま して大変ご熱心 にご参加をいただ きま し

て,私 どもの企画いた しま した この討論会が,皆 様方の 日ごろのお仕事,御 研究

に少 しで もお役に立 てば我 々としては この上 ない喜び とす る ところでござい ます。

お忙 しい ところを熱心にご参 加いただき まして大変あ りが とうござい ま した。 改

めてお礼申 し上げます。

それか ら,パ ネ リス トの方 々にもお忙 しい ところをお時間をお割きいただきま

して,私 どもの企画にご参加をいただ き,ご 熱心に御討議 をいただ きま した こと

を心か らお礼を申し上げ ます。 あ りが とうござい ました。今後 とも,ど うか私 ど
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ものいろいろな活動 をご支援いた だきたい と存ずる次第でござい ます。 どうもあ

りが とうご ざい ま した。

それで も,こ れをもちまして情報化 国際講演 ・討論会を終 了させていただ きま

す。 どうも大変ご協 力あ りが とうござい ま した。

ご質問に対 しても,心 か ら拍手を したい とい うステ ィーブンソンさんのお話で

ござい ます。

*柳 井 久義 氏

芝 浦工 業 大学 学 長

108港 区芝 浦3-9-4

電話:(03)452-3201

*山 本 卓眞 氏

富士 通 株式会 社 社 長

100千 代 田区丸 の 内1-6-1

丸 の 内セ ンタ ー ビル

電 話(03)216-3211

*外 人講師については,各 講演末 尾参照。
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